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			001　平凡を望んだだけだった少女の末路

			


			「お前ごときが魔王に勝てると思うな」

			　伝説の魔法使いに胸ぐらを掴まれ、にらみつけられた少女は、明らかに怯えていた。

			　そんなことは言われずともわかっている。

			　先ほどの魔族との戦闘でもまったく役に立たなかったし、むしろ守られてばかりで足手まといになっていた。

			　だが、『役立たず』と一方的にののしられ、黙っていられるほど我慢強いわけでもない。

			　少しでも気を紛らわそうと、ほんの少しユーモアを織り交ぜて反論したら──このざまである。

			　場の空気を和ませようと顔に貼り付けていた笑みは引きつり、目にはじわりと涙が浮かぶ。

			　男はそんな少女の表情を見て「はっ」と鼻で笑うと、興味をなくしてその場を去っていった。

			　彼女はその場に立ち止まると、うつむき、服の袖で目をこすった。

			「私だって、好きでこんな場所に来たわけじゃないのに……」

			　震えた声でそうつぶやく少女の名は、フラム・アプリコット。

			　創造神オリジンのお告げにより、勇者とともに魔王討伐の旅に出た、英雄のうちの一人……ということになっている。

			　ちなみにフラム以外の面々は──

			　先ほど彼女を突き飛ばした、火・水・風・土の四属性を操る〝孤高の賢者〟ジーン・インテージ。

			　千里先の獲物すら射貫くほどの目と弓の腕を持つ〝神殺しの射手〟ライナス・レディアンツ。

			　慈悲の心と光の力で、ありとあらゆる傷や病を癒す〝慈愛の聖女〟マリア・アフェンジェンス。

			　巨大な剣を片手で振り回し、生じた衝撃波だけでＳランクモンスターすら粉砕する〝星砕の豪腕〟ガディオ・ラスカット。

			　圧倒的な魔力で、ありとあらゆる敵を水底に沈める〝永遠の魔女〟エターナ・リンバウ。

			　そして、他の英雄を圧倒する力を持ち、魔王を倒すために生まれてきたと言われる〝救世の勇者〟キリル・スウィーチカ。

			　──とまあ、かの魔王を討伐するために結成されたパーティなのだから、当然集まる面々も、ただの田舎娘であるフラムですら名前を聞いたことがあるほどの有名人ばかりである。

			　そんな集いに、〝反転〟という使いみちもわからない能力を持ち、なおかつ戦闘能力を表すステータスの値がすべて０という、ある意味で前代未聞なステータスを持つただの村娘が参加して、居場所などできるわけもなかった。

			　キリルだってお告げで名前が挙げられるまでは、フラムと似たような無名の田舎娘だった、などと主張したところで意味はない。

			　キリルは強く、フラムは弱い。

			　その事実が覆ることはないのだから。

			　だからこそ、彼女は戦闘以外の部分で貢献しようと努力を重ねてきたのである。

			　他の英雄たち以上に、身を削ってまで。

			　誰かをかばって傷を負っても、『治癒するだけ魔力の無駄だ』と言われフラムの体には生傷が絶えない。

			　それでも。

			　誰かの役に立っても、『余計なことはするな』と罵倒されてしまう。

			　それでも。

			　小腹が空いたというので軽食を振る舞うも、『どうか食べてください』と頭を下げなければ受け取ってくれない。

			　それでも──

			　ひょっとすると、落ち込んだフラムの被害妄想的な面もあったのかもしれない。

			　だが、彼女は明らかに不当に虐しいたげられていて、なぜ自分がこのような目に遭わなければならないのか、なんのためにこんなことをしているのか、と自問することも多かった。

			　そのたびにそれでもと自分に繰り返し言い聞かせ、健気に頑張ってきたのだが……限界は、いずれそう遠くないうちにやってくるだろう。

			「……」

			　立ち尽くしていたフラムは、視線を感じて顔を上げた。

			　いつの間にか、誰かが彼女を見ている。

			　励ましにきてくれたのだろうか──そんな期待をしても、キリルは無言でフラムを眺めるだけ。

			　金色の髪を、耳が隠れる程度に伸ばした、フラムよりもさらに小柄なその少女は、しかしその体に、魔族ですら恐れるほどの力を宿している。

			


			

			


			　そう、彼女こそが、〝勇者〟キリル・スウィーチカである。

			　その表情から、何を考えているのか読み取ることはできない。

			　だが、ネガティブな感情を向けられていることだけは、容易に推察できた。

			　フラムは一応、一いち縷るの望みをかけて、彼女に声をかける。

			「キリルちゃ……」

			　だが、その名前を呼び終えるより前に、キリルは背中を向けてフラムの前から去っていってしまった。

			　心臓がきゅっと締め付けられる。

			　こみあげる涙を、唇を強く噛んで抑え込む。

			　──完全に見捨てられた。

			　そう思った。

			　旅を始めた頃は、似たような田舎出身で、しかも同世代の女の子ということもあって、かなり親しくしていたのだ。

			　しかし、フラムの役立たずっぷりが露呈していくにつれ、二人の距離は開いていった。

			　そして今では、落ち込んだフラムを励ますどころか、無視される有様だ。

			　本来、なんの力も持たない彼女は、旅に参加するつもりなどなかった。

			　それでも、オリジンのお告げが彼女を指名してしまった以上は断るわけにもいかない。

			　さらには、故郷の人々も『村から英雄が出たぞ！』と大盛り上がりしてしまったものだから、完全にあとに引けなくなってしまったのだ。

			　あれだけ期待してくれた両親や友達が、今、こうして役立たずで、仲間にも見捨てられ、一人でうじうじと落ち込むフラムを見たらどう思うだろう。

			「みんな、がっかりするんだろうな……」

			　親しくしてきた人々が、キリル同様に自分に冷たい視線を向ける姿を想像し、フラムの気持ちはさらに落ち込んだ。

			　それでも、旅をやめることは許されない。

			　フラムの意思に関係なく、それは与えられた義務なのだから。

			　手のひらで頬を伝う涙をぬぐい、小走りでキリルたちに合流する。

			　ここまでされても、彼女らを頼るしかない自分がみじめだった。

			　世界中に味方など誰もおらず、自分一人だけになってしまったような、そんな気がした。

			


			　◇◇◇

			


			　大陸の南半分は人間の領地で、北半分が魔族の領地である。

			　勇者一行は、魔族領のさらに北部にある魔王城を目指して、ひたすら北上を続けていた。

			　とは言え、生身での旅だ、持ち運べる物資の量も限られる。

			　だがキリルの持つ〝リターン〟と呼ばれる魔法によって、物資の不足を憂ゆう慮りょする必要はなかった。

			　リターンを使うことで、一行はいつでもキリルが〝帰還地点〟として指定した王都へ戻ることができる。

			　さらに、同じ魔法を再び使うことで〝記憶〟した地点に戻ることも可能だ。

			　ただし、記憶には〝転移石〟と呼ばれる、遺跡から発見された貴重な古代の道具が必要で、数が限られている上に現代の技術では製造不可能である。

			　したがって無駄遣いは許されず、あらかじめ予定された地点に到達しなければ使用できない。

			　また、転移石を使った場所記憶には高度な魔法の技術が必要で、それを再現できるのはごく一部の優れた魔法使い──パーティではエターナとジーンだけである。

			　つまり──いつでもどこでも何度でも、好き放題に記憶できるほどリターンは万能な魔法ではないのだ。

			　だが、便利であることは間違いない。

			　先に進み、記憶し、王都に戻り物資補給し、また記憶地点に戻る──これを繰り返すことで、勇者一行は確実に、着実に、物資不足に悩まされることもなく、目的地である魔王城に近づいていた。

			　その日、予定していた地点までの進行が完了した勇者一行は、記憶を行い、王都へと帰還した。

			　リターンの転移先は、王城の地下にある通称〝転移室〟。

			　薄暗い、人目につかない場所であり、次に魔族の領土へ向かう際もこの部屋に集合することになっていた。

			「ふぅ……うん、やっぱりこっちの空気の方がおいしい」

			　数日ぶりの王都の空気に、魔女エターナは大きく深呼吸をした。

			　実際は地下なので、そう澄んだ空気が満ちているわけでもないのだが、周囲に敵がいないという安心感がそう思わせるのかもしれない。

			「そうですね、魔族領は空気が淀んでいますから」

			　同意する聖女マリアに、射手ライナスが手をわきわきと動かしながら近づいていった。

			「マリアちゃん、そんな場所から戻ったばっかりだし、体の節々が凝ってるんじゃない？　良かったら俺がマッサー……」

			「ライナスさん、そういう冗談は嫌いですよ？」

			　笑顔で拒絶され、がっくりと肩を落とすライナス。

			　最初の頃は、彼の少々下品なジョークに顔を真っ赤にして声を荒らげていたものだが、マリアもしたたかになったものである。

			　しかし、彼はくじけない。

			「だよねぇ、我ながらおっさんくさい誘い文句だと思ってた。じゃあさ、食事ならどうだ？」

			　流れるように切り替え、デートに誘うライナス。

			　マリアは口元に手を当てて、くすくすと上機嫌に笑った。

			「ふふふ、それでしたらご一緒しますよ」

			「よっしゃあ！」

			　ライナスは喜びを隠しもせずに、ガッツポーズをする。

			　二人はそのまま他のメンバーにあいさつもせずに、転移室を出ていった。

			　賢者ジーンはそんな彼らのやり取りを見て「くだらないな」と言い捨て、露骨にため息をついたが、彼に二人のデートを止める力はない。

			　なにせ、明後日の集合時刻までは、自由行動が許されているのだから。

			　ライナスとマリアの退出をきっかけとして、他の面々もそれぞれの目的のため、部屋を出て散り散りになっていく。

			　部屋に最後に残ったのは、フラムとキリルだった。

			　キリルが目を閉じると、魔族領にいたときから握り続けていた、宝石がちりばめられた片手剣が粒子になって消える。

			　そして、手の甲に紋章が浮かび上がった。

			　彼女は一瞬だけフラムの方をちらりと見ると、にらむように目を細めて、部屋を出て行く。

			　──どうしてこうなってしまったのか。

			　フラムは自問を繰り返すが、もちろん答えは出ない。

			　二人は甘いものが大好きで、かつては王都に戻ってくると、一緒にケーキを食べに行ったりしたものだが。

			　今では、もはや望むべくもない。

			「帰りたいな……お母さん、お父さん、元気にしてるかなあ……」

			　思い出すのは、故郷のこと、家族のこと。

			　典型的なホームシックである。

			　あの村を出てきたのはほんの数ヶ月前のことなのに、すでに懐かしく感じる。

			　あたたかい家庭の空気を思い出すだけで、涙があふれてきた。

			　フラムは、ぐしぐしと腕で目をこすり、首を振って感傷をやめた。

			　そして強く拳を握って、「よしっ」と気合を入れて、部屋の出口へ向かう。

			　泣いている時間はない。

			　明後日の旅立ちに向けて、フラムは物資の補充をしなければならないのだから。

			　それは無力な彼女ができる、数少ないパーティへの貢献だった。

			　転移室の出口から廊下に出る。

			　部屋の中と同じく、そこもまた薄暗く、ひんやりとした空気が流れている。

			　そこには、フラムの倍ほどの大きさがある──と言っても過言ではないほど大きな黒い鎧を纏った男が、壁に背中を預け、腕を組んだ状態で立っていた。

			「ガディオさん？　それに、エターナさんも！」

			　鎧の男は、先に出ていったはずの戦士ガディオである。

			　その影には、隠れてエターナの姿もあった。

			　彼女はひょっこりとフラムの前に姿を現すと、ひらひらと手を振る。

			　白い水着のような、レオタードのような不思議な材質の服に、周囲に浮かぶ魚のような形をした謎の物体と、相変わらず特徴的な格好をしている。

			　魔法使いっぽさを演出しようとしたのか、つばの広いエナン帽をかぶったり、ケープを羽織ったりはしているが、クセの強さは誤魔化しきれない。

			「買いものに行くんだよね。わたしも用事があるから、一緒に行く」

			「荷物持ちになれとエターナに言われてな、確かに適役ではあるが、俺も暇ではないのだが」

			　そう言いながらも、フラムを見るガディオの表情は優しい。

			　どうやら落ち込んだ彼女を見かねて待っていてくれたらしい。

			　ガディオは冒険者歴が長く、エターナもフラムとそう変わらない外見年齢の割には、実年齢はそこそこ上のようだ。

			　ベテランなだけあって、フラムの危うさを見抜いていたのだろう。

			「あ……ありがとうございますっ！」

			　深々と頭を下げるフラム。

			　単純なもので、彼女を追い詰めていた諸々の悩みは吹き飛んでいった。

			　少なくともその瞬間は、すべてが救われたような気がしていたのだ。

			　もっとも、それから数時間後にはなにもかもが気のせいだったことを思い知るのだが。

			


			　◇◇◇

			


			　買いものを終えたフラムは、付き合ってくれたエターナとガディオに礼と別れを告げた。

			　そして荷物を城に預け、宿に向かう。

			　彼女は部屋に入るなり、すぐさま鏡と向き合い、自分の顔を見てため息をついた。

			　荷物は二人に持ってもらったにもかかわらず、疲れがどっと押し寄せる。

			　ステータスのすべてが０。

			　つまり、筋力が０であるため、重いものを持てないし、体力も０なので少し歩いただけでも息切れを起こしてしまう。

			　日常生活を送れないほどではないが、あらゆる身体能力が一般人よりはるかに劣っている。

			　フラム自身、そんな自分の体に嫌気が差していた。

			　この体質は、今に始まったことではない。

			　彼女が幼いころから──もっと言えば、生まれたときからそうだったのだ。

			　原因はわかっている、〝属性〟のせいだ。

			　この世界の人間は、生まれたとき、その体に属性を宿す。

			　火、水、風、土、光、闇。

			　この六属性のうちからひとつが選ばれ、自らの魔力量に応じて、自分の属性の魔法を使える、というわけだ。

			　だが、稀に六属性以外の例外を持つ者が生まれることもある。

			　たとえば、賢者ジーンの火・水・風・土の四属性を操る〝自然〟。

			　たとえば、勇者キリルの持つ、多くの専用魔法を行使できる〝勇者〟。

			　これらは〝希少属性〟と呼ばれ、基本的には六属性よりも優秀な場合が多い。

			　無論、希少属性自体が例外であるように、これにも例外は存在する。

			　その具体例が、フラムの〝反転〟であった。

			　筋力、魔力、体力、敏捷、感覚──彼女のすべてのステータスが、０のまま一切成長しないのは、間違いなく反転の影響である。

			　普通、人間は普通に暮らしているだけでもステータスが上昇していく。

			　しかしフラムの場合、この成長が反転し、増えるはずの値が減り続けているのだ。

			　そしてステータスは０以下にはならないので、０のままで止まっている。

			　もちろん魔力も０であるため魔法を使うこともできずに、せっかくの希少属性の恩恵を受けることもできない。

			「村の人たちは、やっぱりみんな優しかったんだね」

			　誰もフラムを虐げず、大人たちは彼女を他の子供と同じように扱ってくれた。

			　同世代の友人も、誰一人として彼女を見下したりはしなかった。

			　今になって思えば、そっちの方がずっと異常だったのだろう。

			　旅に出て、フラムは正常な世界に投げ出された。

			　そして、現実を思い知らされた。

			　いずれぶつかる壁だったのだ、それが今か未来かというだけで……この力を持って生まれた時点で、フラムの人生は詰んでいたのだろう。

			　自分に宿る力を呪いながら、彼女はベッドに飛び込み、枕を抱きしめて寝転がった。

			　横になったまま目を閉じると、全身を心地よいまどろみが包み込む。

			　疲れもある、このまま寝てしまおうか──そう思いうつらうつらとしていると、コンコン、と誰かがドアをノックした。

			「誰ですかぁ？」

			　半分寝ている彼女は、気の抜けた声で尋ねる。

			「ジーンだ、大事な話がある」

			　その声を聞いた瞬間にフラムの意識は覚醒し、素早く起き上がって、大慌てでドアに駆け寄った。

			　その途中、一度だけなにもない場所で転び膝を擦りむいたが、痛いのを我慢して涙目のまま鍵を開け、ドアノブをひねる。

			　そこに立っていたのは、仏頂面の賢者様だった。

			「い、いきなりどうしたんですか、ジーンさん」

			「ついて来るんだ」

			　目的すら話さないジーンだったが、逆らうという選択肢は用意されていない。

			　彼女は棚の上に置いていた自室の鍵を握りしめ、目で戸締まり確認し、ジーンの背中を追いかけた。

			　宿を出て通りを歩く彼は、一切後ろを振り向こうとはしない。

			　フラムが追いかけてこない可能性など、最初から想定していないかのように。

			　信頼と言うよりは、『自分の命令を聞くのは当然のことだ』と見下されているのだろう。

			　ジーンは通りを曲がると、細い路地に入った。

			　ひと気のないその道には、淀んだ目をした細身の男が膝を抱えて座り込んでいたり、地面に薄い布を敷いて横になっている。

			　フラムが一人なら、絶対に足を踏み入れてはいけない場所だろう。

			　行き先もわからず、さすがに不安になってきた彼女は、ジーンに問いかける。

			「あの、どこに向かってるんですか？」

			「……」

			　もちろん、返事はなかった。

			　諦めたフラムは、無言のままジーンについていく。

			　やがて曲がりくねった道を過ぎると、開けた場所にでた。

			　相変わらず周囲は薄暗くじめじめしていて、王都の中とは思えない不気味さだが──他の町の数十倍の広さがあると言われる巨大都市の中なのだ、フラムの知らない場所があっても当然である。

			「ここが目的地なんですか？」

			　再びフラムが尋ねると、ジーンはようやく彼女の方を振り向いた。

			　そして頭に手を伸ばし──頭頂部の髪を鷲掴みにする。

			　ジーンはそのままフラムを引きずり、前に立つ、猫背で下品な笑みを浮かべる男の方へと連れて行った。

			「痛いっ、痛いですっ！　やめてくださいジーンさん！」

			　少女の悲痛な叫びがこだまする。

			　しかしその声は、誰の心にも響かない。

			　なぜならこの場所に、まともな人の心を持つ人間など誰もいないのだ。

			　もがいて抵抗もしてみたが、フラムの筋力で振りほどけるわけもない。

			「へっへへ、本当にいいんですかい旦那ぁ。こんな上玉をもらっちまって」

			　男は媚びた表情で手を揉みながら、フラムを舐めるように観察した。

			「ああ、構わないよ。ただのゴミだ」

			　ジーンは宣言通りゴミを捨てるように、フラムを男の前に放り投げる。

			「あぐっ！」

			　彼女は固い地面に叩きつけられた。

			　そのままぐったりと、冷たい地べたに横たわる。

			　引きずられたときに付いた足の傷に血がにじみ、痛々しい。

			　フラムは、なにが起きているのかまったく理解できていなかった。

			　彼女が怯えた表情でジーンの方を見上げると、彼はいつになく冷淡な表情でにらみつけてくる。

			「高貴な血筋でもなければ、ふさわしい力もない。そのくせ、余計なことばかりして足を引っ張ってくる。正直、同じ空気を吸っているだけでも反へ吐どが出そうだった。よく今まで我慢したものだ、自分で自分を褒めたいぐらいだよ」

			　ジーンはそう吐き捨てた。

			「ジーン、さん……？」

			「ゴミが軽々しく僕の名前を呼ぶなッ！」

			「ひっ!?」

			　ジーンの怒りに呼応するように魔法が発動し、石つぶてがフラム目掛けて飛翔した。

			　矢のように放たれたそれは彼女の左頬をかすめ、うっすらと赤い線が浮かび上がった。

			　ちくりとした痛みが走る。

			　フラムは傷口を確かめるように頬に触れると、ぬるりとした感触が指先を濡らす。

			　付着した赤い液体を見て、彼女はさらに「ひぅっ」と怯えた声を漏らした。

			「いけませんよ旦那ぁ、そいつは売りものなんですから」

			「すまない、ついかっとしてな。だがちょうどいい、あれを刻むのは傷ができた場所でいいんじゃないか？」

			「まあ、あの程度の傷なら放っておけば消えますでしょう。場所は旦那の好きにしてくだせえ」

			　そう言って、男はジーンに、あらかじめ用意しておいた鉄の棒を渡した。

			　棒は二十センチほどの長さで、先端には鉄の塊がくっついている。

			　ジーンはそこに手を近づけ、「ヒート」と火の魔法を発動させた。

			　すると鉄塊が内側から熱を帯び、赤く変色する。

			「いいかフラム、今から僕が、君にふさわしい立場というものを教えてあげよう」

			「それ……は？」

			「奴隷の印を刻むための焼印だ。印自体は下げ賤せんな民である君でも、見たことがあるだろう？」

			　奴隷──それは金銭での売買が合法的に認められた身分の人間のことだ。

			　身分が奴隷の親から生まれ、なおかつ身元の引受人がいない子供、もしくは一部犯罪者に対する処分として奴隷になる人間がいる程度なので、その数は減少している。

			　しかし、現在のように王国による大陸の統一が成されておらず、複数の国家が領土を求め戦争を繰り返していた頃は、敵国から人間をさらってくることも少なくなかったため、王国には多くの奴隷が存在していた。

			　戦後もしばらくの間は、戦中同様の制度が維持されたが、高慢な主人や劣悪な労働環境に反発し、脱走が多発するようになる。

			　そして逃げた彼らによる犯罪が多く発生し、治安の悪化が社会問題となった。

			　結果、奴隷に対する過剰な暴力等は法により規制され、その扱いは改善された──かのように思えた。

			　だが一方で、脱走した、いわゆる〝野良奴隷〟を拉致し再度奴隷化する権利が法の上で認められるようになったり、王国の許可を得ていない奴隷商人、すなわち〝闇商人〟から奴隷を購入し、虐待を楽しむ貴族がいたりと、未だ問題は多い。

			「一応説明しておくと、王国の奴隷ってのはさ、体の一部にその身分を明らかにする印を刻まなくちゃならないんだ。つまり、これが、それ。もっと楽な方法もあるにはあるが、体に己の身分を教え込むという意味も込めて、僕は焼印を選んだ。どうだい？　僕って優しいだろう？」

			


			

			


			　ジーンの言葉は事実である。

			　負傷等の理由がある場合以外は、奴隷の印を常に見える場所に刻んでおくこと、そう決められていた。

			　だが焼印である必要はない。

			　彼が、その赤熱した鉄の塊をフラムの顔に押し付けようとしているのは、趣味でしかないのだ。

			「い、嫌ですっ……私は奴隷になんてなりたくありません！」

			「拒否権はない」

			「そんなのおかしいですっ！　なんで、どうして私が奴隷なんかにされなくちゃならないんですかっ!?」

			　王国法では、フラムのような一般人を強制的に奴隷にすることはもちろん認められていない。

			　つまりこの広場で待機していた男は、違法奴隷を専門とする闇商人なのだろう。

			　彼はすでに、用意周到に焼印を終えたあとの処理に必要な道具まで用意していた。

			「なんで……？」

			　フラムの言葉に、ジーンの表情が怒りに歪んだ。

			「貴様は──今まで自分がどれほどの迷惑をかけてきたのか、理解していないのかっ!?　お前さえいなければっ、魔王討伐は予定通りに進んでいたんだよ！　お前が、お前がいたから、足を引っ張ってばかりだから僕が立てた完璧な予定が崩れてしまった！　平民のくせに！　才能もない雑魚のくせに！　それがどれだけの罪か、いい加減にわかれよおぉっ！」

			　──その言い分は、あまりに理不尽だった。

			　いや、ジーンからしてみればそれは正論なのだろう。

			　王国内で名を知らぬものがいないほどの豪傑ばかりを集めたパーティ。

			　一員として選ばれた天才である自分。

			　だというのに、なぜかそこに、ステータス０の役立たずが交じっている。

			　名誉が汚された。

			　ジーンはそう感じたに違いない。

			「……ほ、他の人は知ってるんですか？　役立たずと言ったって、私だって選ばれた一人なんですから、勝手にこんなことをしたら、ただじゃ済まないはずです！」

			「知っているさ、もちろんな」

			「嘘です……絶対に嘘ですっ！　エターナさんはっ、ガディオさんは止めなかったんですか!?」

			　つい先ほどまで一緒に買いものをしていた二人が、首を縦に振るとは思えなかった。

			　だが、ジーンは言い切る。

			「ああ、彼らは少し悩んだけど、最終的に承諾してくれた。仕方ない、魔王討伐のためだ。それに、君の存在を一番負担だと思っていたのは、他でもないその二人だろうからね」

			　それは、確かに事実だ。

			　エターナとガディオはフラムのことを一番気遣ってくれていた二人だが、その分、負担をかけてしまっていることは、フラム自身常々申し訳ないと思っていた。

			　信じられない、信じてはいけない、そう思いつつも、追い詰められたフラムの心は揺れる。

			「ライナスさんは、マリアさんは!?」

			「どうでもいいと言っていた。そんなもんだよ、元から繋がりも薄かったんだろう？」

			　そこは仕方ない。

			　ほとんどコミュニケーションを取った覚えがない二人だ、かばう理由もないだろう。

			「じゃ、じゃあ……キリルちゃん、は？」

			　確かに最近は冷たくあしらわれているが、少し前までは友人同士だったのだ。

			　優しい彼女なら、フラムを奴隷にするなどと、バカげたことは承諾しないはず。

			　だが──ジーンは今日一番の笑みを見せると、こう断言した。

			「一番に賛成してくれたよ、二つ返事だった。あの顔を見なくて済むと思うと清々するってさ」

			「……嘘、ですよね」

			「事実だ」

			「嘘……だよぉ……」

			「事実だと言っている」

			「あ……あぁ……そんなの……そんなのおぉ……っ！」

			　どうあっても信じようとしないフラム。

			　だが、ジーンにとっては彼女の意思などどうでもいいのだ。

			「どう感じるかは君の自由だ。どのみち現実は変わらない。君は奴隷として売り飛ばされる、そして僕たち勇者一行の資金に換わる。良かったじゃないか、僕たちに貢こう献けんしたかったんだろう？」

			「やだ……やだよぉっ、奴隷なんてやだあぁっ！」

			「今の君は、旅を始めてから今日までで、最も僕たちの役に立っているんだ。もっと胸を張りなよ」

			「私を……村に帰してえぇっ……！」

			　勇者一行に味方がいない以上、もはや頼れる相手は故郷で待つ自分の家族や友人以外にない。

			　ジーンは、フラムに未だすがるものが残っていることが不愉快だったのだろう。

			　表情を悪意で歪めて言い放つ。

			「残念だが、それは無理だな。君のようなゴミを帰したら、村人たちのためにもならないじゃないか」

			「お父さん……おかあさん……っ」

			「その両親こそ、今ごろは我が娘がいない生活を謳おう歌かしてるんじゃないかな。なにせ、まったくなんの役にも立たないゴミ未満の穀ごく潰つぶしがいなくなってくれたんだしねぇ、英雄の親としての名誉も手に入れられて万々歳だ。ははははっ！」

			「ううぅぅぅぅぅうううう……あぁぁああああああっ！」

			　いくら呻うめこうとも、叫ぼうとも、ジーンは彼女を逃がさない。

			　フラムは四つん這いになって彼から離れようとする。

			　だが、地面からせり出した土の腕が彼女の両手両足を掴み、磔はりつけの状態で拘束してしまった。

			　もがき、逃げようとあがくフラム。

			　しかし賢者の作り出した地属性の魔法を、彼女の脆ぜい弱じゃくな肉体で破壊できるはずもない。

			　ジーンは笑いながら、涙を流し狂乱するフラムに近づき、その頬に──ジュウ、と赤い鉄を押し付けた。

			「あっ、ぎゃっぁぁあああああああああああああっ！」

			　フラムの喉から、しゃがれた叫び声があふれ出す。

			　瞳からあふれた涙が、鉄に触れ蒸発して消える。

			　首を振り回し逃れようとしたが、さらに伸びた土の腕が頭を拘束し、それすら許さない。

			「あぁぁぁああっ、あぁぁあああっ！　あぁぁあああああ！」

			　声が掠れても、絶叫は止まず。

			　苦しむフラムを見てジーンは──

			「はははっ、因果応報だ！　ざまあみろ！　ははははははっ！」

			　とさらに上機嫌に笑う。

			　プライドの高い彼にとって、無能のくせに仲間面をする彼女は、それだけ認められない、認めてはならない存在だったのだ。

			「ああぁっ、あ、ああ、あっ、ぎ、ぎぅ、ぎゅ、ぐ……が、あ──」

			　声が、途絶える。

			　全身から汗がダラダラと流れ、シャツはおろか、動きやすいようにと愛用していたショートパンツまで濡らしていた。

			　いや、濡らしているのは汗だけではない。

			　体が痙けい攣れんし、フラムは失禁していたのである。

			　あまりに無様な姿だったが、ようやく意識を手放し、苦痛から逃れることができた。

			　ジーンは、次第に熱を失いつつある鉄の塊をフラムの顔から剥がす。

			　ぺりり……と焼けた皮と肉が少し張り付いていたが、力ずくで引っ張った。

			　そして鉄の棒を投げ捨てると、奴隷商人の方を向く。

			「ずいぶんと楽しそうでしたねえ、旦那」

			　凄惨な光景を見せられても、奴隷商人はまったく動じていない。

			　彼もまともではない世界を生きている人間だ。

			　あの程度は、日常茶飯事である。

			「まあね。今まで被った苦労を考えると、まだ足りないぐらいだ」

			「ですがこれ以上は勘弁してくださいよ、死んじまいますから」

			「僕も殺すほど鬼畜じゃないさ。それじゃあ、約束通り金は貰っていくぞ」

			「へい、こちらに」

			　商人は、金貨がたっぷり入った麻袋を軽く揺らし、じゃらじゃらと鳴らしながらジーンに渡した。

			　袋を受け取ると、その重さに彼は上機嫌にほほ笑み、広場を去っていく。

			　その背中を見送ると、商人は用意しておいた道具でフラムの顔の処置を始めた。

			　焼かれただけでなく、上から特殊な塗料が塗られ、印は一生消えない呪いとなる。

			　──こうして彼女は、まっとうな人間として生きる権利と、人としての尊厳を失ったのだった。

		

	
		
			002　それは彼女にとっての祝福だった

			


			　奴隷商人はフラムを自室に連れ込むと、ゴールドブラウンの髪をつかんで持ち上げ、腹部を何度も何度も蹴りつけた。

			「くそがっ、とんだゴミつかませやがって！　お陰で大損じゃねえか！　この、このっ！」

			「うぐっ、うぅ……ふ、はひゅ……ひぐ……っ」

			　つま先が叩きつけられるたびに彼女は声を漏らし、口の端からは涎が流れる。

			　落ちた雫が少しでも靴に付着すると、彼はさらに苛立たしげにフラムに暴行を加えた。

			　その表情は絶望と恐怖で満ちており、体はすっかり小さく縮こまっている。

			　そんな悲壮感溢れる少女の姿を見ると、商人ははらわたが煮えくり返るようだった。

			「被害者ヅラしてんじゃねえ！　てめえが悪いんだよ、売り物にもならねえクズがッ！」

			　鈍い打撃音が、繰り返し部屋に響いた。

			　商人は自分の選択を強く悔いる。

			　英雄だから、賢者だからと無条件で信用した自分が馬鹿だった──と。

			　フラムのステータスがすべて０ということに気づき、奴隷商人の顔が真っ青になったのは、ジーンが去ってから数時間後のことだった。

			　最初、かの英雄、ジーン・インテージから『女を売りたい』と話を持ちかけられたとき、商人は思わず神に感謝したものだ。

			　勇者に関わりがある人間とコネが作れる上に、その女も勇者と関わりのある人間と来たもんだ、とんでもない高値で売れるに違いない。

			　なにせジーン自身も、『リスクに見合った見返りはあるはずだ』と言っていたのだから。

			　しかし、なんの罪もない女を同意もなく奴隷にするのは、言うまでもなく違法行為である。

			　しかもフラムは元英雄、言うまでもなく、売りさばくのは非常に困難だろう。

			　だが、関係者はジーンがうまく誤魔化すと言っていたし、裏のルートでの人身売買は商人の専門分野だ。

			　二人が協力すれば、お互いに損することなく取引は終わるはずだった。

			　それでも商人は、念には念を、と慎重に取引を進める。

			　少しでも彼の機嫌を損ねてはならないと、可能な限り詮索するような言動は避け、徹底的に下した手てに出た。

			　気を遣ったと言うよりは、『あまり探るな』と言っているような空気を、ジーン自身が出していたからというのも理由である。

			　──思えば、その時点で商人は疑うべきだったのだ。

			　なにかと情報を隠したがるジーンに対し、疑念がなかったかと言われれば嘘になる。

			　しかしそれは、期待が上書きしてしまう程度でしかなかった。

			　初めて不安が期待を上回ったのは、ジーンがフラムを引き渡すとき、容赦なく罵倒するその姿を見た瞬間だ。

			　役立たず、と彼は言い切った。

			　自分が法外な値段で売りさばこうとしている女を、それを買おうとしている男の前で。

			　見たところ、連れてこられた少女は間違いなく、英雄であるフラム・アプリコット本人なのだが──あまりに包み隠さないものだから、商人も『単なるブラックジョークだろう』と自分に言い聞かせるしかなかった。

			　その時点では、まだジーンのことを信じていたのだ。

			　買い取って、拠点に連れ帰り、フラムのステータスを確認するまでは。

			　他人のステータスを閲覧するのは非常に簡単だ。

			　誰もが使用できる無属性魔法の一つ、〝スキャン〟を使えばいい。

			


			　─────────────────────

			　フラム・アプリコット

			　属性：反転

			　筋力：０

			　魔力：０

			　体力：０

			　敏捷：０

			　感覚：０

			　─────────────────────

			


			　大昔の偉人が作ったこの魔法は、対象の戦闘能力を数値化してくれる上に、属性まで明らかにできる優れものだ。

			　本来なら、金を渡す前に確認しておくべきだった。

			　商人も、通常の取引なら迷わずスキャンを使用したに違いない。

			　だが今回は違う。

			　もし商人がスキャンを使うようなそぶりを見せれば、ジーンは取引を拒んだだろう。

			　結局のところ、商人はジーンに『圧力をかければ探りは入れてこないだろう』と見下され、利用されていたのだ。

			　そうして商人が、多額の金銭と引き換えにフラムを押し付けられてから、すでに一週間が経過していた。

			　どれだけ悔やもうと返品などできないし、真っ黒な手段で手に入れた、ステータス０の無能奴隷に買い手が見つかるはずもない。

			　つまり──もはやフラムはまったく使いみちのない商ゴ品ミであり、サンドバッグ以外の使い道は残されていなかった。

			　だがそれすら、もうおしまいだ。

			　フラムが生きている限り、その顔を見るたびに、これから先も商人は自分の失敗を思い出してしまうことだろう。

			　まだ破産したわけではないのだ。

			　これからも奴隷商人を続けていくのなら、心機一転して、堅実に商売をしていかなければならない。

			　だったらいっそ、こんな使いみちがない上に、見ているだけでイライラするようなゴミは、処分してしまった方がいいはず。

			　損してしまった分は仕方ないと割り切るしかない。

			　騙されたからと言って、被害者になれる立場ではないのだから。

			　そう、結論づけたのだ。

			　ボロボロの白いシャツを着せられたフラムは、襟を鷲掴みにされ、石造りの廊下の上を引きずられる。

			　荒い作りの床がこすれ、肌にいくつもの擦り傷が刻まれる。

			「う……ぅ……」

			　その程度の痛みでは、もう大した声は出ない。

			　今度はどこに連れて行かれるのか、想像する気も起きなかった。

			　どうせまともな場所じゃない。

			　別の誰かに売られるのか、それとも殺されるのか。

			　どちらにしろ、未来は真っ暗だ。

			　奴隷の印を刻まれてしまった時点で、もう、故郷に戻ることも叶うまい。

			　最初の頃こそ『どうしてこんなことに』と嘆いていたが、すべてを諦めたフラムは、今はそれすらやめていた。

			　彼女を引きずったまま、商人は階段を下りていく。

			　脚きゃく部ぶや臀でん部ぶが叩きつけられ、そのたびに、フラムは苦悶の声を漏らした。

			　そして、商人は目的地である地下までたどり着くと、牢の鍵を開きその中にフラムを投げ入れ、すぐさま施錠した。

			「……あぅ」

			　彼女の体は叩きつけられ、冷たい床の上に倒れ込む。

			　ゆっくりと上半身を起こしたフラムは、周囲を見回す。

			　そこは──奴隷廃棄用の檻おりだ。

			　すでにフラム以外にも四人の奴隷が入れられており、その誰もが自分の人生の終わりを確信し、死んだ目をしていた。

			　食事はもちろん与えられていないため、手足は限界までやせ細っているし、一番奥で座り込んでいる女性に至っては糞尿を垂れ流しにして、薄ら笑いを浮かべている。

			　とっくに心が壊れているのだろう。

			　まだ心臓は動いているが、すでに死んでいるようなものだ。

			　言うまでもなく、衛生状態は最悪。

			　もちろん臭いも、無気力状態のフラムですら顔をしかめてしまうほど、酷いものだった。

			「溜まってきたし、そろそろ頃合いか」

			　檻の前に用意された椅子に腰掛けた商人は、そうつぶやく。

			　なにかが始まる──しかしなにが始まるのか、生ける死体たちは誰一人として興味を持たない。

			　彼は一旦、準備のために立ち上がり牢の前を去る。

			　すると地下室から、奴隷たちの呼吸音以外の一切の音が消え失せた。

			　フラムはずるずると這いずり、部屋の端まで移動し、壁を背もたれにして座り込む。

			　そして風化した石の天井を見ながら、何度か呼吸を繰り返すと──隣に、顔を包帯で覆った、不気味な奴隷の姿があることに気づく。

			「あなたは……いつからここにいるの？」

			　話しかけようと思ったのは、ほんの気まぐれだ。

			　すると彼女はゆっくりとフラムの方を向き、しばらくじっと無言で目を見つめ、間を空けて返事をした。

			「三日前からここにいます」

			　その奴隷が女性であることにフラムが気づいたのは、声を聞いたときであった。

			　骨が浮き出るほどやせ細った体に、包帯で覆われた顔──見た目から性別の判断ができなかったのだ。

			　色素の薄い灰色の髪は肩まで伸びている……ひょっとすると、洗うと綺麗な銀色なのかもしれない。

			　髪の長さだけを見るのなら女性と判断できないこともないが、髪先は錆びたナイフで強引に引きちぎったように長さがバラバラだ。

			　相手は奴隷、散髪が行われず、適当に伸びているだけである可能性も考えられた。

			　服だって薄汚れているし、肌も浅黒く、すえた臭いもして、お世辞にも清潔な状態とは言えない。

			　しかし、まっすぐに彼女の瞳を見たとき、フラムは思わず息を呑んだ。

			　綺麗な目──直感的にそう思い、見み惚とれてしまったのだ。

			　女性的な優しさを宿し、なおかつ澄んだ心を持った瞳。

			　きっと異なる出会いさえあれば、まったく違う、幸せな人生を歩んでいたのだろう。

			　そう思わせるほど、この汚れた地下室において、彼女の瞳の美しさは輝いていた。

			「えっと……ここに連れてこられたってことは……やっぱり、私たち殺されるのかな」

			「わかりません。ですが、ご主人様は私たちを処分すると言っていました」

			「ご主人様？」

			「先ほどの男性です。今は、誰も私を買ってくれませんから、あの人がご主人様です」

			「ああ……そう、なんだ」

			　その言葉から、彼女は自分とは違う生きものだ、とフラムは気づく。

			　おそらく、幼い頃からずっと奴隷として生きてきて、それが染み付いているのだ。

			　だから、あんな男でも、〝ご主人様〟と呼ぶことに抵抗がない。

			　今さら気づいたが、包帯の隙間から見える肌は、赤く爛ただれている。

			　ひょっとすると、その顔は、以前の主人から受けた仕打ちの影響なのかもしれない──そんな想像をして、フラムは身震いした。

			　包帯の女性──おそらくは少女──には、会話を続けようという意思はない。

			　フラムが気まずそうに黙り込むと、少女はしばし彼女の方をじっと見つめて、そして興味をなくしたようにゆっくりと視線を床に向けた。

			　そのまま二人は並んで膝を抱えたままうつむき、なんでもない灰色を見つめ続ける。

			　名も知らぬ虫が、何匹か無数の脚を蠢うごめかせながら動き回っている。

			　いつもなら気持ち悪くて近づこうともしないその虫を、フラムはじっと観察していた。

			　それからほどなくして、足音が牢屋に近づいてきた。

			　鉄格子の向こう側に姿を現したのは、もちろん奴隷商人の男だ。

			　彼はわざわざ持ってきた小さめの椅子を檻の前に置き、そこに腰掛けると、偉そうに脚を組んで言い放つ。

			「さて、わかってるとは思うが、お前たちにはもう商品としての価値はない。つまり命の価値もないということだ。そんな無価値な肉を飼っておく余裕はないんでな、処分させてもらう」

			　だったら単純に殺せばいいだけだ、準備など必要ないはず。

			「しかし、だ」

			　商人の口元が邪よこしまに歪む。

			「お前たちを買うのにも金が必要だった。今まで生かしておいたのにも、多少なりとも食費がかかってる。死に際ぐらい楽しませてもらわなけりゃ、割に合わないと思わないか？」

			　商人は奴隷たちに問いかけるが、誰も返事はしない。

			　期待はしていなかったが、案の定リアクションがないことに彼は「ちっ」と舌打ちすると、移動し、鉄格子の前から姿を消した。

			　檻の中からは見えないが、どうやら先にある壁に、ハンドルが設置されているようだ。

			　彼は両手で金属製のそれを握り、時計回りに回した。

			　すると牢屋の天井からザリザリと石同士がこすれる音が鳴り、小石と砂埃が落ちてくる。

			　フラムが気だるげに、音のした場所に視線を向けた次の瞬間──ドサッ、と天井に開いた穴から、人ほどの大きさをしたなにかが三つほど落下した。

			　いや、それは文字通り人だ、しかし生きている様子はない。

			　死体が、折り重なった状態で天井から落ちてきた。

			　血液と、透明の液体が床に飛び散り、檻に腐臭が満ちる。

			　集たかっていた虫が、落ちた衝撃で散り散りになり、そこらじゅうを動き回る。

			　ハンドルを回しきり、再び奴隷たちの前に姿を現した商人は、なぜか得意気な表情をしていた。

			「ふぅ……それがなんだかわかるか？　グールだよ。人の死体が、残留した魔力の影響で本能に従って勝手に動き出す──要するに最低Ｆランクのモンスターってやつだ」

			　商人の説明に合わせるように、グールたちが、べちゃ、にちゃ、と不潔な音をたてて立ち上がる。

			　そして痙けい攣れんしたように体を震わせると、首の向きを変え、獲物を探した。

			「あぁ……ぁ……」

			　腐った喉から吐き出される、不快な呻き声。

			　勇者の旅に同行していたフラムは知っている。

			　確かにグールは、最低ランクであるＦランクのモンスターだ。

			　動きは緩かん慢まんで、体も腐肉でできているので非常に脆もろい。

			「そいつら倒したら、檻から出して、また商品として売ってやるよ。しばらくは生き延びられるってわけだ。だが気をつけろよ、グールってのは……」

			　しかし一方で、Ｆランクだからと油断した新米冒険者が、首を食いちぎられ犠牲になった、という話もよく聞く。

			　少なくとも、戦闘の経験のない一般人が、素手で相手にできるようなモンスターではない。

			「あーあ、ほら言わんこっちゃない、早速群がってやがる」

			　部屋の隅で糞尿を垂れ流していた女性に、グールたちが殺到する。

			　彼らを動かす本能とは〝食欲〟。

			　腐り朽ち果て、自らの肉体から失われた新鮮な肉を求めて、生きた人間に食らいつく。

			　粘液の糸を引きながら大きく口を開き、黄ばんだ歯が肉に食い込んだ。

			　女性は──悲鳴すらあげない。

			　ただ無気力に、自分の体に食らいつくモンスターを眺めている。

			　一体目は太ももに、二体目は肩に、そして三体目は頬に。

			　グチュ、クチャ、ズルゥッ──三体のグールは下品に音を立てながら、肉を貪り続ける。

			　やがて女性の体は痙攣を始め、口の端から血液混じりの泡を吐き出し、だらんと首を投げ出して息絶えた。

			　その顔は、どこか幸せそうでもあった。

			　彼女からしてみれば、ようやく苦痛しかない現世から解放された気分だったのだろう。

			　死後もなお、グールたちは欲望のままに死体を喰らい続ける。

			　フラムと残された二人は、とっくに自分の命など諦めていたつもりだったが──他人の死を目の当たりにして気づく。

			　自分はまだ、死にたくはないのだ、と。

			　完全に諦観しているのは、包帯の少女ぐらいだ。

			　檻の中に満ち始めた恐怖を察して、商人はさらに上機嫌に口角を吊り上げた。

			「大変だなぁ、どうにかしないと全員あの女と同じ目に遭うぞぉ？　だが素手ではグールを倒せない、武器が必要だ、そうだよなぁ？」

			　興が乗ってきたのか、男の口調が芝居がかってくる。

			「おおっと、なんと壁に巨大な剣が飾ってあるぞ？　到底持てる重さじゃないが、もしもあれが最上級エピック装備で、魔法エンチャントがかかっていたら、か弱い奴隷でも扱えるかもしれないなぁ？」

			　罠だということぐらい、誰もが理解していた。

			　しかし、生きるためには、それにすがる以外の方法はないのだ。

			　一人の男が真っ先に壁の大剣に駆け寄って、柄を握る。

			　もちろん、そんな巨大な金属の塊を、やせ細った腕で持ち上げられるはずもない。

			　重さに耐えきれず、ガンッ！　と剥き出しの刀身が石の床に叩きつけられ、小さな火花が散った。

			　それでも柄を離さないのは、彼なりの執念だろう。

			　とは言え、今さら火事場の馬鹿力を発揮したところで、なんの意味もない。

			　音に反応して、無情にもグールたちは彼に近づいていく。

			　抵抗しようにも、持ち上げることすらできない有様では、剣を振るって迎撃できるわけもない。

			「はぁ、はぁ、はぁっ！　こ、これで……これでぇっ、俺は生きて、生きて人生をやりなお……し……て」

			　虚勢を張る男の声が、途切れる。

			　その様を見て、商人は「へへっ」と声を出して笑った。

			「お前の気持ち、見せてもらったよ。よく頑張ったな、その頑張りに免じて苦痛を少し和らげてやろう」

			「あ……あつい……か、体、がっ、あぁぁああああああっ！」

			　剣を握った男が、突然叫び出す。

			　よく見ると、手の甲の皮が剥がれ、肉と骨が剥き出しになっていた。

			　いや、手だけではない。

			　腕も、肩も、首も──おそらく服の下にある胴体や脚だって。

			　皮が剥がれ、さらに肉までもがどろりと溶け、液体と化し、人という形を捨てて流出していく。

			「くっははははは！　いやぁ、残念だったな。ガッツは見せてもらったが、その剣、呪われてるんだわ。しかも握っただけで体が溶けて死ぬ強烈なやつ。黒い刀身とか、それっぽいだろ？　そこのフラムとかいう女と同じだ。昔、上等なエピック装備だと騙されて買っちまって──あぁ、俺も学ばないな。まあ、エピック装備だってことは事実なわけだし、詐欺にしては良心がある方かもなぁ？　くっひひひひ、ひゃはははは！」

			　商人はなにがおかしいのか、手を叩きながらげらげらと笑い声をあげる。

			「しっかし、そんなゴミが、今じゃかったりぃゴミ駆除を楽しむための舞台装置になってくれてんだから、なにが役に立つかはわかんないもんだなぁ」

			　彼が話している間にも、グールたちは次のターゲットへと近づいていた。

			　今度狙われたのは、フラムではなく、もう一人の女の方だ。

			「なんで私の方に来るのよぉ……あっち行って、お願いっ……来るなっ、来るなあぁぁぁぁああっ！」

			　追い払おうと必死に手を振りながら、あとずさる女性。

			　その足あ掻がきようがツボに入ったらしく、商人はさらに大きな声で笑っていた。

			　素手で勝てる相手ではなく、頼みの綱だった武器も使いものにならないとわかった今、もはやこの檻の中に希望はない。

			　助かる術すべは、ないのだ。

			　そう確信した彼女は、最後の手段に出る。

			「助けてください……お願いします、頑張りますからぁっ！　ちゃんと売れるように、命がけで努力しますからあぁぁぁっ！」

			　力を振り絞って鉄格子に飛びつくと、その隙間に顔を食い込ませながら命乞いをした。

			　残っていた微かなプライドすら捨てて、憎むべき相手に屈服することを選んだのだ。

			　それで生き残れるのならば構うものか、化物に食われたり、溶けて死ぬよりずっとマシだ。

			「お願いしますっ、お願いじまずううぅうぅぅっ！」

			　必死の懇願を聞いた商人は、「ふっ」と優しい笑みを浮かべ、立ち上がった。

			　そして鉄格子の前でしゃがみこみ、近い位置で目を合わせる。

			「あ……あぁ……助けて、くれるんですか？」

			　今まで見たことのない商人の表情に、女性の胸に希望の小さな光が灯る。

			　人間を金で売りさばく──そんな人でなしの商売人にも、一いち縷るの人間らしさが残っていたということか。

			　期待の眼差しを向けてくる女に対し、彼は一言。

			「くっせえな」

			　と表情も変えずに冷たく言い放つ。

			　そして腰にぶら下げていたナイフを鞘から抜き取ると、鋭い先端を下顎の柔らかい部分に突き刺した。

			「げ……ぶべ……っ」

			　刃は舌根を貫き鼻腔を抜け、脳にまで到達した。

			「あー……きっついわ、同じ人間とは思えないなこの臭い。いや、もう同じ人間じゃないか、こんなんと同じにされるとか勘弁して欲しいしな、ははっ」

			　女性は鉄格子の隙間に顔を押し付けたまま、ずるずると倒れていく。

			　刺さったナイフが支えになり、ちょうど商人と目が合う状態になったらしく、椅子まで戻った彼は女性の死に顔を見て噴き出すように笑った。

			　──世界は、とても広い。

			　自分が知っていた場所はほんとに狭い一部だけで、少し外に出ただけで、淀んだ腐食で満ちている。

			　出なければ良かった。

			　本当は出たくなんてなかった。

			　フラムは呪う、自分を勇者のパーティなどに参加させた創造神オリジンを。

			　なにがお告げだ。

			　なにが選ばれし勇者だ。

			　そんなものさえなければ、こんな目に遭うことはなかったのに。

			　朝からお昼まで両親の畑仕事を手伝って、温かいお昼ごはんを家族みんなで食べて、午後からも同じようにしようと思ったら友達が遊びに誘ってきて、両親は行ってきなさいって優しく送り出してくれて。

			　そして暗くなるまで他た愛わいもない話をしたり、村のお店を回ったり、森まで少し冒険して花を摘んでみたり。

			　体力のないフラムは頻ひん繁ぱんに休憩を挟む必要があったけど、誰もそれを咎とがめたりしない優しい場所だった。

			　家に帰ったら、今度は夕ご飯の時間。

			　温かい会話がそこにはあって、みんな笑ってて、寝支度をして夜が明けたらまた同じような一日が始まって──

			　それで、よかった。

			　それ以上を望んだことなんてなかったし、ほとんどわがままは言わなかったし、いい子だってみんな言ってくれていた。

			　そりゃあ不出来な娘だったかもしれない。

			　ステータス０なんだから、親に迷惑をかけることだってあっただろう。

			　けどそれがなに？　他の子供たちだって多少は迷惑ぐらいかけてるはずだ。

			　フラムがかけてきた迷惑なんてかわいいものだ。

			　実際、両親だって『それぐらいの迷惑ならかけられた方がうれしい』って笑ってくれた。

			　じゃあ、やっぱり間違ってる。

			　こんな──グールに食われて、無様に叫びながら死んで終わる人生なんて、なにかの間違いに違いない。

			「やだ……やだよぉ……こんなところで死にたくない……私、なにも、悪いことなんてしてないっ！」

			　低く「ううぅ」と呻き声をあげ、ずるずると腐肉を引きずり近づいてくるグールを前に、フラムの頭の中では、怒りや恐怖、戦せん慄りつや憎悪──とにかく色とりどりの負の感情がミキサーにかけられたみたいに巡り巡っていた。

			「いや、したじゃねえか。俺を騙して、大金掠め取ったのはお前だろ？　おとなしく死んで罪を償っとけよ」

			「してないいぃっ！　私じゃないもん、それは私じゃないっ、私は悪くないっ！」

			　フラムの言葉こそが事実だ。

			　勝手に売られて、勝手に奴隷にされて、勝手に殺されて。

			　その行為の責任が、すべて被害者に押し付けられていいものか。許されるものか。

			「いいや、悪いのはお前だ。高い金で売られてきたのにゴミだったお前が悪い」

			　──世界のルールはそうなっているはずなのに。

			　どうして、この場では商人の言うことの方が正しくなってしまうのだろう。

			　正しい訴えが、力でねじ伏せられてしまうのだろう。

			　このままではフラムは死ぬ。

			　為す術もなく、無様に、不幸に、部屋の隅に転がっているような原形すら残さないグロテスクな死体になって終わる。

			　そんな彼女を誰も弔とむらってくれない、誰も悲しんでくれない。

			　両親すら彼女が死んだことを知らず、死体はきっとどこかのゴミ捨て場に捨てられて、そのうち焼却処分されてフラムという存在は消え去る。

			　そんなのは、嫌だ。

			「それでも死ぬのが嫌ってんなら……はっ、武器でも握って戦うしかねえんじゃねえの？　あはははっ！」

			　武器──フラムの目に映るのは、地面に横たわった巨大な剣。

			　その傍かたわらには、肉体が完全に溶け、白骨と化した男性奴隷の成れの果てが転がっている。

			　諦め、食われて死ぬのか。

			　抗い、溶けて死ぬのか。

			　どちらも変わらない、どうせ死ぬ。

			　苦痛に顔を歪ませながら、嫌だ嫌だと叫びながら無様な死に姿を晒すのだ。

			　どうしようもない。

			　けど……剣を握って死ねば、抗った結果死んだという、ちょっぴりかっこいい事実だけが残る。

			　もっとも、どうせ残った最後の一人──包帯の少女もあとで死ぬのだし、その記憶を覚えていてくれるのは奴隷商人だけだ。

			　でも、笑われて死ぬよりは、そっちの方がいいと思った。

			「う……ぅぅうう……ううううううう！」

			　フラムはゆっくりと立ち上がる。

			　体調は最悪、おなかも空きっぱなしで、体にうまく力が入らない。

			　それに、この一週間のうちに商人に振るわれた暴力が、彼女の体をボロボロにしていた。

			　脚はガニ股になってしまうし、ぷるぷる震えていて無様なことこの上ない。

			　事実、商人はそんな彼女の姿を半笑いで見つめていた。

			　歯を食いしばり、足に精一杯の力を込める。

			　一歩、前に進んだ。

			　歩幅は小さい。

			　このままでは彼女が剣にたどり着くより早く、グールが彼女に食らいつくだろう。

			「は……あぁ、ぁ……ああぁぁ……っ！」

			　それでも──理不尽な事態に直面したとき、何度も自分に言い聞かせてきた言葉だ。

			　彼女は心の中で繰り返す。

			　それでも、それでも、それでも──！

			　弱音をその言葉でねじ伏せると、足は一歩前に進んでくれた。

			　回数が増える度に、歩幅が大きくなっていくような気がした。

			　けれど、悪夢を打ち砕かんとする勇敢な決意より、残酷な事実の方がずっと強力だ。

			　気づけばグールは彼女のすぐ隣にまで迫っており、ついにその爛れた腕が彼女の肩をつかんだ。

			「あ──」

			　人間離れした力で引き寄せられ、フラムの体がぐらりと傾く。

			　グールは彼女の左肩に顔を近づけた。

			　口を大きく開くとぐちゃあと体液が糸を引き、茶色く汚れた歯が服の上から食い込む。

			「ぎっ……」

			　そして、布を食い破った歯が直に肌に触れた。

			　粘液を纏った固いそれが肉に食い込み、ぷちりと皮を裂いて、熱い血液があふれ出す。

			「あぁぁあああっ！　きっ、ひゅはっ、はひっ、ひぐううううぅぅぅ……っ！」

			　グールはその状態で首を左右に振り回し、肩を噛みちぎった。

			「がぁぁぁああああっ！」

			　ぶちりと自分の一部が剥離し、フラムの顔が苦痛に歪んだ。

			　耐えきれず、思わず冷たい石床に倒れ込む。

			　それでも、彼女の視線の先には剣があった。

			　まともに動かなくなった左肩を諦め、足と右手の力だけで這いずり、武器を目指す。

			「頑張れー、あとちょっとだぞー」

			　商人は茶化すように言った。

			　無関心を貫いていた包帯の少女は、光のない瞳でフラムを見つめている。

			「ふー、ふうぅ……うぅ、うううぅうぅ、ぎ、ぐうぅぅぅうっ」

			　鼻で荒く呼吸し、痛みと戦いながら、じりじりと確実に近づいていく。

			　だが、立って歩くより当然速度は遅い。

			　グールはすぐに追いつくと、べちゃりと倒れ込み、彼女の右ふくらはぎに食いついた。

			「あぎゃううぅっ！」

			　柔らかな脚のふくらみに歯を埋没させると、べりべりと筋肉を剥ぎ、咀そ嚼しゃくして飲み込む。

			　さらに別のグールは、左の太ももを食らった。

			　残りの一匹も、硬めのかかとを、ゴリゴリと音を鳴らしながら喰う。

			　もはや、彼女の足は機能しない。

			　もう右手だけだ。

			　出血が多すぎて、体が冷たい、なのに全身汗でびっしょりだ。

			　呼吸するたびに肺が震える、どれだけ酸素を取り込んでも体が楽にならない。

			　意識も、朦もう朧ろうとしてきている。

			　痛みでいつ気絶してもおかしくはない、おそらく、一瞬でも心が『諦めよう』と思ったらそこで終わりだ。

			　だから、きっとそれは、執念がつかみ取った奇跡だった。

			　指先が──中指の先端が、剣の柄に触れたのだ。

			　フラムはさらに腕を伸ばし、今度はしっかりとそれを握りしめる。

			「これで……や、っと……」

			　これで、ようやくだ。

			　ようやく、溶けて、死ねる。

			　グールたちは、さらに感覚のなくなった足を食い散らかしている。

			　剥き出しになった肉と骨、垂れ流される血液。

			　どうせ放っておいても死ぬ。

			　重要なのは、自分の意思で、剣を握って死んだということで、だからなにが変わるかと言われれば、よくわからないし、ただの自己満足と言われればそれまでなんだろう。

			　でも、奇妙な達成感だけはあった。

			　瞳を閉じると、痛みがふっと消える。

			　妙に周囲が暖かく感じられ、いつになく体が軽い。

			　どうやら、いよいよ本格的にあの世が近くなってきたようである。

			「……あ？」

			　商人の声が聞こえるが、もう死にゆくフラムにとってはどうでもいいこと。

			「なんだよ、それ」

			　……そう、思っていたのだが。

			「どうなってんだよ……なんで、なんで傷が治ってんだよっ!?」

			　彼の戸惑いように違和感を覚えたフラムは、最後に一度だけと心に決めて、目を開いた。

			　すると──

			「あれ？」

			　なぜかグールたちはフラムから距離を取り、立ち尽くしている。

			　その様は、どこか戸惑っているようにも見えた。

			　そしてなにより驚いたのは、グールに食い散らかされたはずの脚部の傷が勝手に埋まり、綺麗さっぱり治っていること。

			　もちろん肩だって。

			　フラムは自分の手のひらを、目の前で何度か開いたり閉じたりしてみた。

			　さらには頬をつまみ、引っ張ってみる。

			　……痛い。

			　気のせいではない、夢でもない、つまりこの体が軽い感覚も──

			　フラムは立ち上がると、片手で剣を拾い上げる。

			　決して軽いとは言えないが、それでも持ててしまう。

			　ひ弱なフラムが、刀身だけで自分の身長の八割ほどの大きさがある金属の塊を、片手で。

			


			

			


			「そっか……」

			　理屈はわからないが、結果は理解できた。

			　フラムは諦めなかった。

			　絶望的な状況にあっても、這いつくばって、自らの意思を通そうとした。

			「……私、生きてていいんだ」

			　全身にみなぎる力は、その覚悟に対する見返りなのだ。

			「そうだよね。そうだよ。なにも悪いことしてないのに、こんな場所で死ぬなんて……間違ってるもんね」

			　戸惑っていたグールたちが、ゆっくりとフラムに向けて進行を始めた。

			　その不気味な姿にも、以前ほどの恐怖は感じない。

			　彼女は「ふぅ」と目を閉じて息を吐く。

			　意識を研ぎ澄まし、剣を握り締める手のひらに力を込め、自らの意思で、敵へ向かって前進した。

			　なにも恐れることはない、刃のリーチはグールの腕よりも遥かに長い。

			　英雄から学んだように、適切な間合いを見極めて、軽く剣を振るえば──

			「はあぁぁぁッ！」

			　ブォンッ！

			　三体のグールの上半身が、同時にはじけ飛ぶ。

			　いくら体が腐っているとは言え、先端が掠めただけで両断するほどの威力。

			　到底、筋力０の少女が放った一撃とは思えなかった。

			　剣になんらかの仕掛けがあることは間違いない。

			　だが、フラムにとって今はそんなことはどうでもよかった。

			　重要なのは、ここから生きて出ることである。

			　今度は鉄格子を封じる鍵に近づくと、大剣を力いっぱい上から振り下ろす。

			　ガゴンッ！

			　剣自体の重さも上乗せられた一撃によって、あっさりと鍵は破壊され、ギィ──と扉が開く。

			　彼女はそこから出ると、怯えた表情で自分を見上げる商人の前に立った。

			「ま……待て、待ってくれ！　いいから、このまま、出ていっていいから！　だから……い、命、だけは……」

			　変わり身の早い男だ、先ほどまで死にゆく奴隷たちを見下し、笑っていたくせに。

			　別に、フラムに彼を殺す理由などない。

			　そもそも、ほぼ戦闘経験すらない彼女は、人殺しになるつもりなどさらさらないのだ。

			　それに、もし彼が王都でそこそこ地位のある商人だとすれば、殺したことで罪人になってしまう可能性だってある。

			　奴隷という立場を考えれば、死刑はまぬがれないだろう。

			　だから──

			「は……ぐっ!?」

			　まずは手始めに、右肩あたりに剣を突き刺した。

			　幅広の刃は商人の腕を見事に切断し、落ちて床に転がったそれは、一瞬だけぴくりと痙攣して動かなくなった。

			「あ……ああぁぁぁああっ！　お、俺のっ、俺の腕えぇぇぇっ！」

			「うるさい」

			　次は左肩に、血に塗れた黒い刃を突き立てる。

			「あぎゃあぁぁぁぁあああっ！」

			　叫び声が地下に響き渡る。

			　フラム自身も驚くほど、心は落ち着いていた。

			　人を殺すのは初めてなのに、まるでただの肉の塊を切り分けているかのようだ。

			　ひょっとするとフラムの脳が、もはやこいつは人ではないと認識してしまったのかもしれない。

			　だから、罪悪感も湧いてこない。

			「はっ、あがああぁっ！」

			　フラムは、ちょうど剣を突き刺したこの左足に、何度も蹴られたことを思い出す。

			　とても痛かった。

			　お腹は青あざだらけで、体の色んな部分が痛くて、与えられたカビ臭いパンの一ひと欠片かけらですら喉を通らないほどボロボロだった。

			「ふっ、ふううぅ……っ！　はっ、も、もうっ……たの、むがあぁぁっ！」

			　この右足もそうだ。

			　白い脂肪に赤い血肉、そして楕円形の大腿骨。

			　切り落としてみればただの骨付き肉なのに、この男に繋がっているだけで悪意を撒き散らす凶器と化す。

			　だから、喪失したのは当然の報いだ。

			「も、もう……ゆるひ、て……」

			　商人の声が力を失っていく。

			　傷口から多量の血液が流れ出て、もはや虫の息のようだ。

			　フラムは、このまま失血死で命を落とされるのは、なんとなく嫌だと思った。

			「ゆる……ひべっ」

			　ドスッ、ぐちゃっ。

			　だから最後に、縦にした刃をまっすぐ、顔のど真ん中に突き刺した。

			　血と脂で鈍く光る漆黒の刃は、彼の頭の先端から顎までを綺麗に断ち切る。

			　ずるりと引き抜くと、頭蓋は花が咲くように見事に開いた。

			　血液と脳のう漿しょうが流れ落ちる。

			　商人の中身は、彼に臭いと称された女性よりもずっと不快な臭いを放っていた。

			　フラムの心の平静はいまだ継続しており、グロテスクな光景を前に恐れることもなければ、やはり罪悪感を覚えることもない。

			　手のひらに伝わってくる感触は、グールを斬ったときとほぼ同じだ。

			　そう、彼女はとっくに人型のモンスターを殺していたのだ。

			　だったら、グールよりもよっぽど腐った奴隷商人を殺すぐらい、わけないはずである。

			　理路整然としたロジック。

			　大丈夫、自分は正常だ、狂ってなんかいない、そう確認する。

			　狂ったのではなく──ここ一週間で味わった経験で、少しばかり価値観が歪んでしまっただけだ。

			　フラムの握っている大剣には、最初から鞘が用意されていない。

			　いくら片手で扱えると言っても、剥き出しの刃をそのまま持ち歩くわけにはいかない。

			『どうやって仕舞えばいいのかな』──フラムがそう考えた瞬間、大剣は粒子になって消えた。

			　そして彼女の右手の甲に、赤い紋章が刻まれる。

			「そういやエピック装備って言ってたっけ……キリルちゃんの持ってる装備もそうだったよね、念じるだけで収納できるってやつ」

			　これが、高い魔力を含有した〝エピック〟ランクの装備の特徴である。

			　装備はコモン、アンコモン、レア、レジェンド、エピックの五段階にランク分けされており、エピックに近づくほど性能が高くなっていく。

			　これらのランクは、ステータス同様に装備に対して〝スキャン〟を発動させることで確認ができる。

			　そしてランクがエピックの装備は、所持者が念じることで自由に異空間に収納することが可能なのである。

			　単純に性能が高く、かつ持ち運びに便利なこともあって、エピック装備はべらぼうに高い。

			　ただの奴隷商人が持てるような代物ではないのだが──おそらく人々の怨念を吸い込んだ〝呪いの装備〟だから安価で取引されたのだろう。

			　まあ、剥き出しのまま運用しなくていいのなら、それに越したことはない。

			　無事、装備の収納に成功したフラムは、檻の方を振り向いた。

			　生き残った包帯の少女が、無言で自分の方を見つめている。

			　フラムは再び檻に入り彼女に近づくと、手を差し伸べた。

			「……？」

			　意図が察せず、少女は首をかしげる。

			　その拍子に、乾いた包帯がかさりと揺れた。

			「ん？　じゃないってば。一緒に逃げようよ」

			「どうしてですか？」

			「商人が死んだんなら、もうここにいる理由なんてないし」

			「……」

			　少女はじっとフラムの顔を見たまま、黙り込む。

			　目は綺麗だ。

			　しかし感情がそこには宿っておらず、なにを考えているのかはわからない。

			「もうっ、私だって商人殺したのがバレたらまずいんだってば。ほら、早く行こっ！」

			　待ちきれないフラムは、強引に彼女の手をつかんで立ち上がらせる。

			　そしてそのまま檻を出て、拠点の外へと連れ出そうとした。

			「あの……」

			「んー？」

			「私の、ご主人様になってくれるんですか？」

			　フラムは思わず足を止めた。

			「別にそういうつもりじゃないけど」

			　なぜ連れ出そうとしただけで、そのような結論に達するのか。

			「でも、私を連れて行くんですよね？　使おうとしているんですよね？」

			「使うって……」

			「違うんですか？　でしたら、どうして私を連れ出すんですか？　ご主人様じゃない人について行っても、私はどうしたらいいのかわかりません」

			　フラムが最初に彼女と言葉を交わしたとき、直感的に気づいたことを思い出す。

			　彼女は自分とは違う生きもの、根っからの奴隷。

			　それもおそらく、生まれたときからずっと。

			　だから、彼女にとっての人間関係とは、〝奴隷〟と〝ご主人様〟以外に存在しない。

			　正直に言えば、フラムが彼女を連れ出そうと思った理由は、特にない。

			　強いていうなら、一人だと心細いとか、寂しいとか、ただそれだけなのだが──しかし包帯の少女が、主人になると言わなければ納得しないのであれば。

			「わかった、じゃあ今日から私があなたのご主人様になるから。そう言ったら、付いてきてくれる？」

			　彼女はこくりと首を縦に振る。

			　フラムは心の中で『それでいいんかい』と突っ込みを入れた。

			「じゃあ、まずは自己紹介かな。私はフラム・アプリコット、十六歳。そっちは？」

			「はい、ミルキットと申します、十四歳です。よろしくお願いします、ご主人様」

			　深々と頭を下げるミルキット。

			「う、うん……よろしくね、ミルキット」

			　慣れない呼ばれ方に戸惑いながらも、彼女の手を握ったまま再び走り出す。

			


			

			


			　階段を上り、じめじめとした地下室を出て、拠点の出口を探した。

			　死体の臭いが充満していないというだけで、気分が晴れやかになる。

			　探索を続けていると、ほどなくして玄関らしき扉を発見。

			　今のボロ布を纏った格好だけではあんまりなので、外に出る前に、ハンガーに下がっていたマントを拝借。

			　二人でそれを羽織って、外に出た。

			　そこから脱出して、路地を少し進むと、ジーンに売られた広場に出る。

			　蘇る記憶に、フラムは思わず足を止めたが──人形のようなミルキットの瞳に見つめられていることに気づき、足を動かす。

			　ジーンに案内されたときのことを思い出しながら、大通りへ。

			　一気に人通りが多くなった、ここまでくれば……もう安心だろう。

			　久々に吸ったまともな場所の空気に、フラムはようやく、自分が人間に戻れたような安心感を覚えるのだった。

		

	
		
			幕間１　欠けた小さな歯車は

			


			　フラムが奴隷商人に売り払われたその翌々日。

			　当然、集合時間になっても城の地下に彼女は現れなかった。

			　全員がそろった頃合いを見計らい、賢者ジーンが口を開く。

			「フラムは故郷に帰ったよ。もう旅には参加しない」

			「え？」

			　彼の言葉に真っ先に反応したのは、意外なことに勇者キリルだった。

			　目を見開き、ジーンの方を凝視する。

			　残り四人は各々に小さなリアクションを見せるだけに留まった。

			　魔女エターナは微かに眉間に皺を寄せ、戦士ガディオは「ふむ」と息を吐き、聖女マリアは視線を床に向け唇を噛み、射手ライナスは「その方がいいかもな」と小さくつぶやく。

			「どうして、ジーンがそれを知ってるの？」

			　声を震わせたキリルの問いかけに、ジーンは一瞬だが苦虫を噛み潰したような表情を見せる。

			　パーティから去れば、彼女の心の中からもあのゴミ虫の存在が綺麗サッパリ消え去ると思っていたのだが。

			　そう甘くはなかったようだ。

			　彼女の心に巣くうフラムの存在は、今もジーンの邪魔を続けている。

			「僕が説得したからだよ。これ以上、旅に同行するのは無理だってね。彼女自身もそれを痛感していた。だから自らの意思で故郷に帰ったんだ」

			「自分の、意思で……」

			「そうさ、だからもう彼女のことは忘れるんだな。元々役に立っていなかった。キリルも同意してくれたはずだ、そうだよね？」

			「う、うん」

			　ジーンは、キリルに相応ふさわしい男は自分だと考える。

			　二十八歳の彼に比べると、十六歳の彼女はいささか年が離れすぎているが、重要なのは年齢ではない、才能だ。

			　自分がもし血を残すのなら、同等以上に優秀な相手とが望ましい。

			　旅に出る前から、彼は常々そう思っていた。

			　そして出会ったのだ。

			　キリル・スウィーチカという理想の素材に。

			　だがしかし、パーティ内で彼女が真っ先に距離を縮めたのは、ジーンではなく、なんの才能もなく力もなく役にも立たないゴミのような少女──フラムだった。

			　同性、同世代、なおかつ故郷が似たような田舎だったということで、早い段階で共感を得られたのが大きかったのだろう。

			　プライドの高い彼は憤いきどおった。

			　これまでの人生で他にはないほど、強い怒りを感じた。

			　優秀な人間同士が惹かれあうべきなのに、なぜ勇者は賢者たる自分ではなくフラムを選んだのか、と。

			　だから──物事を正しい方向へ導くために、地道な努力を始めたのだ。

			　努力はジーンの得意分野だ。

			　恵まれた才能と、膨大な量の努力で賢者の地位を手にしたぐらいなのだから。

			　そんな彼にとってみれば、キリルの心をフラムから離すのも、そしてフラムを追い詰めるのも、たやすいことである。

			「だったら名残惜しくはないだろう？」

			　ジーンはキリルに歩み寄り、肩を抱いて言った。

			「……うん」

			　キリルは小さく首を縦に振る。

			　今では見ての通り、彼女に『フラムは無能である』と認めさせるまでに至った。

			　邪魔者はもうここにはいない。

			　奴隷として売り払われ、表舞台に姿を現すこともないだろう。

			　だったら、キリルの中にその存在が残っていたとしても憂うことはない、今までと同じように彼女の心を正しい方向へと導き、しつこくこびりついたフラムという名の汚れを、削ぎ落としてしまえばいいだけだ。

			　キリル以外に、フラムの脱落に疑問を呈す者はいなかった。

			　リターンが発動し、部屋は光に包まれ、パーティ六人は前回の進行地点まで転移する。

			　ジーンは、ようやく足手まといのいない旅を始められることに、まるで遠足前夜の子供のように胸を躍らせていた。

			


			　◇◇◇

			


			「おいキリル、ジーン、待てって！」

			　魔族の領地に、ライナスの苛立たしげな声が響いた。

			　これで彼が二人の名前を呼ぶのは何度目だろうか。

			「……あ、ごめん」

			　足を止めたキリルは、ライナスの方を見て明らかに沈んだ様子で謝罪する。

			　ジーンはそんな彼女に近づくと、背中を優しく叩いて言い聞かせた。

			「謝る必要はないよ、キリル。なあライナス、もうフラムはいないんだ。速度を落として進む必要はないはずだろう？」

			「はぁ……以前から言ってるが、別にフラムちゃんに合わせて速度を落としてたわけじゃないからな？　ここは敵地だ。安全を確保して進む必要がある！」

			「我らの力を束ねれば脅威など存在しない！」

			　彼の自信は、実力に比例している。

			　確かにモンスターや並の魔族なら、彼らに奇襲を仕掛けたとしても、たやすく撃退されてしまうだろう。

			「例の三魔将って奴らが襲ってきたらどうすんだよ、念には念を入れて損することはない。違うか？」

			　三魔将、その名を聞いてジーンは言葉を失った。

			　彼らは魔族を束ねる魔王、その直属の部下である。

			　現状で交戦経験があるのは、血けっ風ぷうのネイガスに、燐りん火かのツァイオンの二人だけだ。

			　だが、そのどちらも勇者に負けず劣らずの力を持ち、特に放たれる魔法の威力はジーンが命の危機を感じるほど強大だった。

			「わかったら速度を落とせ」

			「ぐっ……」

			　ここまで言われると、ジーンはおとなしく従うしかなかった。

			　フラムはもういない、ならば今回からは進行速度が速まるはずだ──その思いが、彼の歩幅を広めていたのは言うまでもない。

			　一方でキリルは、心ここにあらずと言った様子で、周囲のことを顧かえりみる余裕がなかったようだ。

			　頭に浮かぶのは、もちろんフラムの姿。

			　酷いことを言ってしまった。

			　沢山傷つけてしまった。

			　そしてそのまま離れ離れになってしまった……友達、と呼ぶことも許されない、けれど大事な相手。

			　田舎町で戦いとは縁のない暮らしをしていた彼女は、明るいフラムがいなければ、とっくに勇者としてのプレッシャーに潰されていただろう。

			　だというのに──

			「……恩知らずだ、私は」

			　悔やんでも、もうフラムは戻ってこない。

			　できることなど、魔王を倒し、世界を救うことぐらいだ。

			　そんなキリルの様子に、仲間たちが気づかないわけもなく。

			　ジーンを諌いさめたライナスは、マリアの隣に移動すると「ふぅ」と息を吐いた。

			「俺もまだまだだな」

			「どうしたんですかライナスさん、珍しく自信をなくして」

			「なんつーか、空気感っての？　俺も正直、フラムちゃんにはひどいこと言ってたからさ。いなくなるだけでこうもガラッと変わっちまうもんかなと思って」

			　フラムがいた頃のパーティは、まだ和やかな雰囲気だった。

			　確かにジーンは苛ついていたが、それは彼女がいようがいまいが変わらぬことだ。

			「確かに、キリルさんは見るからに落ち込んでいますし、ジーンさんも鼻息荒く勇み足、エターナさんはいつも通りに見えて実は機嫌が悪そうで、ガディオさんに至っては一言も口を開きませんね」

			　フラムが必死に頑張って、誰かの役に立とうとする姿が、知らず識らずのうちにパーティの雰囲気を明るくしていたのだろう。

			　もっとも、それはフラム自身も気づいていなかったことなので、誰もライナスを責めることはできないのだが。

			「マリアちゃんはどうなの？」

			「……わたくしは」

			　マリアは口ごもる。

			　ライナスはそんな彼女の顔をのぞき込み言った。

			「困ってる？」

			「かも、しれませんね」

			「意外だな。マリアちゃんも俺とどっこいで、フラムちゃんとは関わりがないかと思ってたけど」

			「キリルさんとは良く話をしますから。旅を始めたばかりの頃は、彼女の口から出て来る話題はフラムさんのことばかりでした」

			　フラムのことを話すときのキリルは、いつも楽しそうで、幸せそうで。

			　それを聞いているだけのマリアも、思わず頬が綻んでしまうほどだった。

			「そっか……キリルちゃんが落ち込むとパーティ全体に響くもんなぁ」

			　まだ幼い十六歳の少女であるが、間違いなくパーティにおける主力だ。

			　彼女なしでは、魔王どころか、三魔将に勝つことすら難しいだろう。

			「オリジン教の修道女であるマリアちゃんの前でこういうこと言うの、どうかとは思うんだけどさ」

			「ライナスさんの言うことなら気にしませんよ。微妙にデリカシーが欠けているのは、いつものことですから」

			「それもどうなんだよ……まあいいや。正直、フラムちゃんのステータスとか聞いたとき、オリジンって創造神の癖にミスするんだなーとか思ってたんだが」

			　ライナスの自戒するような言葉を聞いて、マリアは誇らしげにほほ笑んだ。

			「ミスなどしませんよ、オリジン様は」

			　したり顔の彼女を見て、ライナスは『やっべ超かわいい』と見み惚とれてしまう。

			　ブロンドの髪に、色白の肌、清楚な性格と口調──なにからなにまで、マリアは彼の好みそのものなのである。

			「……み、みたいだな。彼女は彼女でパーティに必要な役割を担ってたんだろう。それでも、俺らは止まるわけにはいかないが」

			　今更フラムを連れ戻すわけにもいかない。

			　そうなればジーンの機嫌を損ねてしまうだろうし、せっかく旅から解放されたのに、彼女をこんな危険な旅に二度も同行させるのは気が引ける。

			　フラムなしでも、彼らは進まなければならないのだ。

			「その通りです、ライナスさん。わたくしたちは魔族を滅めっするという崇すう高こうな役目を任されています。なにがあっても、それだけは絶対に完かん遂すいしなければ──」

			　マリアは強い決意を込めてそう言った。

			　だが、ライナスは疑念を抱く。

			　果たして彼女の胸に秘めたものは、本当に世界を救うという使命感なのだろうか。

			　もっと淀んだ、どす黒い感情が、透き通ったガラスのように美しい心の奥底に眠っているような──

			　暴けばすべてが終わってしまう。

			　そんな気がしたライナスは、まだそこまで踏み込めないでいた。

			


			　◇◇◇

			


			　いつもフラムが作っていた食事は、当番制で回すことになった。

			　初日は、Ｓランク冒険者であり、最も野営に慣れているガディオが担当である。

			「味は保証しないがな」

			　と謙けん遜そんしていたガディオだったが、現地で獲れたモンスターの肉を使った料理は、フラムの料理に比べて大雑把ながらも美味だった。

			　ほとんどのメンバーが満足する中、なぜかジーンだけは顔をしかめている。

			　モンスターの肉には独特の臭みがあるものも多い。

			　香草で可能な限り消してはいるが、その風味が苦手な人間には察知できる程度には残っている。

			「ガディオ、この肉はもっとどうにかならないのか？　以前はもっと綺麗に臭みが消えていたはずだけど」

			「俺にそこまで望むな」

			「フラムにできていたことなのに、Ｓランク冒険者である君ができないのかい？」

			　小馬鹿にするようなジーンの発言だったが、ガディオは表情ひとつ変えなかった。

			　隣にいるエターナの方は、目を細めて苛立たしげだったが。

			　とは言え、機嫌を損ねなかったわけではない。

			「肉の臭みが苦手な誰かのために、彼女は前日から下ごしらえをしていたからな」

			　ガディオは、彼に容赦なく事実を突きつける。

			　嫌味ではない、あくまで、実際にあったことを彼に伝えただけである。

			「……は、はは、それは無駄な手間だったね」

			　ジーンは明らかに狼ろう狽ばいした様子で、意地になって大きな肉の塊を口に放り込んだ。

			　そして苦しげな表情で咀そ嚼しゃくし、口の中に広がる臭みに耐える。

			　ガディオは「ふん」と鼻を鳴らすと、再び自分の食事に集中した。

			　その後、彼らの間に一切の会話はなく、焚き火を囲みながらの夕食は静かに進む。

			　フラムがいた頃は、沈黙の気まずさに耐えきれなくなった彼女を発端としたコミュニケーションがぎこちないながらもあったものなのだが、今はそれすらない。

			


			　◇◇◇

			


			　食後、襲撃でもない限り夜に移動することはないので、寝るまでの間は各々が自由な時間を過ごすこととなる。

			　キリルやライナス、ガディオは自らの武器をメンテナンスし、マリアはオリジンに祈りを捧げ、エターナは瞑めい想そうし意識を集中する。

			　ジーンはと言うと、甘い香りのするハーブティーを飲みながら魔法の専門書を読むのが日課だったのだが、フラムがいなくなった今、自動的にお茶が出てくることはない。

			　仕方ないので荷物をあさり、道具を探し出し、自分で煎れるしかなかった。

			　天才魔法使いとおだてられ生きてきた彼には、王国の研究所に所属していた頃から、自分でお茶を煎れるという習慣はない。

			　おかげで道具の使い方もわからず、あれこれと散らかしていると、見かねたライナスが近づいてきた。

			「お前にもできないこととかあったんだな」

			「うるさい、本来こんなものは給仕に任せれば済むことだ」

			「上流階級はやっぱ違うねぇ。ほれ貸せって、俺が煎れてやるから」

			　それは、ジーンにとって非常に屈辱的な出来事だった。

			　王国で最も優れた魔法使いと言われる自分が、あのフラムでもできた簡単な作業を、他人に委ねるしかない。

			　彼は腕を組み、貧乏ゆすりで地面を鳴らし、ライナスの準備が終わるのを待った。

			「ほれ、できたぞ」

			　湯気を立ち上らせるティーカップを受け取ったジーンは、すぐさま一口含み──

			「……ぺっ」

			　即座に吐き出した。

			「なんだこれは、不味いぞ」

			「お前……人が煎れてやったのになんだよその態度は！　俺は普通にやっただけだぞ？」

			「不味いものは不味いのだから仕方あるまい。苦いし香りも最悪だ。どうやったらこんな味が出せる!?」

			　食事の一件からフラストレーションを溜め込んでいたジーンは、ライナスに向けて声を荒らげた。

			　もちろん、良かれと思ってお茶を煎れたライナスからしてみれば、理不尽極まりないもの言いである。

			　ジーンが高慢なのは理解していたし、その上で友人として付き合ってきたつもりだったが、さすがにこればかりは許しがたい。

			「どいつもこいつも、口に入れるものすら満足に作れないのか？」

			　その一言が致命的だった。

			　ライナスの怒りは爆発し、ジーンにつかみかかろうとした、そのとき。

			　偶然にも通りがかったエターナが、いつもと変わらぬ調子の、気の抜けた声でこう言い放った。

			「フラムは相手に合わせて煎れ方や味を変えてたから、お子ちゃま舌のジーンでもおいしかったんじゃない」

			　言うだけ言って、彼女はスキップをしてまたどこかへ去っていく。

			　今度はジーンが苛立つ番だった。

			「ぐっ……フラムフラムと、なぜあんな役立たずをぉ……ッ！」

			　パリィンッ！

			　彼はティーカップを地面に叩きつける。

			　白磁が飛び散り、中身の液体はライナスの足元を濡らした。

			　しかしジーンは謝ることもなく、なにもかもを放置して離れていく。

			「お、おいジーンっ！」

			　慌ててライナスは呼び止めたが、怒りに我を忘れた彼の耳には届かなかった。

			　仕方ないので、しゃがみこんで破片を集め、適当な場所に集めておく。

			「このティーカップ、高級品だよなぁ。そりゃジーンにしてみりゃはした金なんだろうが」

			　ライナスは拾い上げた破片を観察しながらぼやく。

			　だいたいの回収が終わると、今度は濡れたズボンの裾を焚き火に近づけて乾かし始めた。

			　揺らめく炎をぼんやりと眺めていると、憂鬱な気分になってくる。

			　ライナスはまだ二十四歳だが、ガディオと同じＳランクの冒険者だ。

			　幼いころから実力主義の世界で生き抜いてきた彼は、同世代とは比べものにならないほどの経験を積んでいる。

			　そんな彼の勘が、警けい鐘しょうを鳴らしていた。

			「まずい空気だ、崩壊前夜のパーティによく似てる」

			　冒険者同士で組むパーティが解散するとき、最も大きな原因としてあげられるのは、モンスターによる襲撃でも、金銭トラブルでもない。

			　人間関係のもつれだ。

			「魔王の根城にたどり着くまでに、致命的な出来事が起きなけりゃいいんだが──」

			　無事に旅が続くことを祈りつつも、ライナスの豊富な経験が断言するのだ。

			　それは不可能だろうな、と。

		

	
		
			003　悪い人ばかりじゃないし、どうにかやっていけそうかな

			


			　フラムとミルキットは、手をつないだまま町を歩いた。

			　行く宛はなかったが、とにかくあの商人の拠点から離れたかったのだ。

			　ただ歩いているだけなのに、心なしか向けられる人々の視線が冷たい。

			　マントを羽織り、顔もやつれ、髪もボサボサで、しかも顔に奴隷の印を刻んだ二人の少女。

			　奴隷二人が手をつないで歩いている、というだけでいろいろと勘ぐってしまうのは理解できないでもない。

			　ミルキットの印は包帯で隠れているものの、その背格好と、フラムとともに行動していることから想像はつく。

			　しかしだからといって、わざと肩をぶつけて、ニヤニヤと笑う必要があるのかは疑問である。

			「ねえミルキット。奴隷ってさ、いつもこういう扱いを受けてるものなの？」

			　人と人の間を縫うように進みながら、フラムは問いかけた。

			　ミルキットは首をかしげる。

			「こういう、とは？」

			　その返事だけで十分だった。

			　彼女とて、ついさっき足をかけられて転びそうになっていたはずだ。

			　だというのに、このリアクション――おそらく彼女にとって、無条件に虐げられることは日常なのだ。

			　つまり奴隷とは、それが少女であろうと少年であろうと、見下してもいい存在ということ。

			　いや――見下すために、そして欲求を満たすために作られた身分と言うべきか。

			　フラムは思わず、空いている左手で自分の頬をなでた。

			　指の腹に感じる、本来あるはずのない微かな凹おう凸とつ。

			　特殊な塗料で色までつけられた奴隷の印は、たとえ再生能力があったとしても、もう二度と消えることはないだろう。

			　肌が焼かれて一週間が経ったが、触れるとまだじくりと痛む。

			　しかし印の存在を意識したときに感じるのは、肉体的な痛みよりも、精神的な痛みの方が大きい。

			「ご主人様、どこか苦しいんですか？」

			　暗い表情をするフラムに、ミルキットが社交辞令的に言った。

			「これが奴隷なのかって、再確認してただけ」

			「……？」

			　ミルキットはまた首をかしげる。

			　奴隷であることが染み付いている彼女には、正常なフラムの感覚は理解できないのだろう。

			　パーティから追放されたおかげで魔王討伐の責務からは解放されたが、この顔では故郷にはもう戻れない。

			　結局、フラム・アプリコットという人間は死んだのと同じだ。

			　けれど命はここにある。

			　フラムはちゃんと自分の意志で、地面に足をつけて歩いている。

			　一人でもない。

			　価値観の齟そ齬ごはあるものの、一緒に苦しんでくれる道連れだっている。

			「生きていくためには、まずはお金を稼がないとね」

			「はい……やはり体を売るしかないのでしょうか。私、そういった経験はないのでうまくできるかは不安ですが」

			　最初に浮かんでくる案が、まさか売春とは。

			　フラムは盛大にため息をついた。

			「ミルキット、もうちょっと自分の体を大事にして」

			「大事に？　よくわかりません」

			「体を売るのは最終手段ってこと」

			「では、どうするんですか？」

			「まずは西区に向かおっか。そこで仕事がもらえるはずだから」

			「奴隷でも請け負える仕事……」

			　ひとつだけ、この王国には身分を問わずお金を稼ぐ手段があった。

			　ミルキットにはその発想がないらしいが、建物の前まで行けば彼女でもわかるはずだ。

			　フラムは握る手に少し力を込めて、ペースを上げて進んだ。

			


			　◇◇◇

			


			　王都は、中央区、東区、西区、北区の四区域に分かれている。

			　最も広い中央区には、大小さまざまな商店が、また大通りから外れた場所には大量の住宅が立ち並ぶ。

			　東区には、貴族や大商人などさまざまな金持ちたちが暮らす高級住宅街があり、北区には、王城や大聖堂など、王国において重要な役割を担う施設がそろう。

			　そして西区には、その他の区域からあぶれた貧しい人間たちが集っていた。

			　奴隷商人の拠点は中央区の西部にあり、西区にはほど近い。

			　フラムの目的地からも、比較的近い場所だった。

			　歩くこと二十分ほど、とある場所で立ち止まった二人は、建物にかかげられた看板を見上げた。

			「ここは……冒険者ギルドですか？」

			　ミルキットはそこに描かれたシンボルを見て言う。

			　冒険者ギルド――それは名前が示す通り、冒険者たちが集い、委託された仕事を請け負うための施設。

			　〝冒険者〟という呼び名は、王国にまだ未開の地が多かった頃、モンスターひしめく大地を開拓していった勇敢な人間たちを支援する施設だった名残だ。

			「そ、奴隷上がりの冒険者だっているって聞いたことあるし、今の私には戦う力もあるわけだしさ。簡単な依頼ぐらいならこなせるんじゃないかと思って」

			　グールや商人を殺した経験は、フラムにとって自信になっていた。

			　致命的な一線を越えてしまった感覚はあるが、まっとうな道から外れた人間が生きるには、それはメリットにしかならない。

			「確かに、グールを一振りで倒すだけの力があれば、お金は稼げるかもしれません。ですがご主人様、その戦う力というのは、一体どういった理屈なんでしょうか。剣を握った途端に傷も治って、あんな大きな剣も軽々振るえるようになるなんて、信じられない力です」

			「たぶんあの商人が言ってた通り、この剣はエピック装備なんだと思う。付与されたエンチャントの効果で、身体能力が向上したんじゃないかな」

			「ですが前に握った男性は、体が溶けて死んでしまいました」

			「確かにそれは気になるけど、私は魔力がないからスキャンも使えないし……」

			　剣に対して魔法を使えば、装備の名前や付与されたエンチャントだって確認できる。

			「ん、待てよ。体も軽くなったんだし、魔力も上がってたりして……？」

			　使ったことはないが、使い方ぐらいは知っている。

			　フラムはミルキットの手を引いたまま、「ちょっとこっちに来て」と冒険者ギルドの横にある小道に入った。

			　そして人通りもない、薄暗いそこで『出てきて』と念じると、彼女の手のひらの上で粒子が渦巻き、広がり、剣の形になっていく。

			　本当に出てきたことに内心驚きつつ、一呼吸置いて、フラムは剣に向かって〝スキャン〟の発動を試みる。

			　まずは魔法行使のための基本中の基本、全身に満ちる魔力を感じ取り、操作し、任意の部位へと集中させる。

			　今までは何度試したってその感覚をつかむことはできなかったが――今は確かに、体の内側を流れる、煙のような、不定形の存在を感じることができた。

			　フラムの口元に笑みが浮かぶ。

			　今まで十六年間、どれだけ努力しても届かなかった力が自分に宿っているのだ、こんな状況でも喜んでしまうのは仕方ない。

			　しかし、意識に少し雑音が交じると、つかんだはずの魔力が霧散しそうになる。

			　慌てて集中しなおし、上へ持ち上げるイメージ――そのまま頭まで持ってきて、瞳の周辺に集める。

			「スキャン」

			　そして、魔法の発動を宣言する。

			　─────────────────────

			　名称：魂たましい喰ぐいのツヴァイハンダー

			　品質：エピック

			　［この装備はあなたの筋力を３１８減少させる］

			　［この装備はあなたの魔力を９６減少させる］

			　［この装備はあなたの体力を２９３減少させる］

			　［この装備はあなたの敏捷を１８１減少させる］

			　［この装備はあなたの感覚を１０７減少させる］

			　［この装備はあなたの肉体を溶かす］

			　─────────────────────

			


			「魂喰い……」

			　視界に表示された物騒な文字を、フラムは思わずそのまま読み上げた。

			　呪いの装備に相応しい接頭詞だ。

			　おそらく、元はただの両手剣ツヴァイハンダーだったのだろう。

			　それがなんらかの形で死者の怨みを取り込み、さらにこの剣を握って死んだ者の無念までもを吸収し、持つ者をすべて拒む剣へと成り下がった。

			「でもなんで？　ステータス減少のエンチャントが付いてるなら、私がこんな巨大な剣を扱えるようになるわけがないんだけど……」

			「減少、しているんですか」

			「うん、装備の情報を見た限りではね。ミルキットもスキャン使ってみたら？」

			「私は使えませんから、遠慮しておきます」

			　そんなわけはない。

			　フラムのように特殊な事情でステータスが０にでもなっていない限りは、魔力が１でもあればスキャンは使えるはず。

			　そう思ったが、彼女はすぐに気づいた。

			　確かに基本的な魔法ではあるが、誰にも教えられずに、一人で使えるようなものでもないということに。

			　要するに、初歩的な魔法の使い方すら、今まで誰も彼女に教えてこなかったのだ。

			「それに、もし見えたとしても、よくわからないと思います。文字が、読めないので」

			　ああ、自分は恵まれている方なのだな――と、フラムは痛感する。

			「じゃあ、読み書きなら私でも教えられるから、落ち着いたら一緒に勉強しよ？」

			　そうフラムが笑いかける。

			　すると、ミルキットは黙ったまま数秒静止した。

			　その後、ほんの少しだけ視線を下に向け、フラムから目を逸らす。

			　瞳に浮かぶ感情は、戸惑い、困惑。

			「ご主人様が、それを必要だと言うのなら、私は従います」

			　やけに消極的な言い方が引っかかる。

			　だが、それがミルキットという女の子なのだろう、フラムはそう納得することにした。

			「よし決まりね。ちゃあんと私が教えてみせるから、どーんと任せちゃって」

			　少し調子に乗って、胸を張るフラム。

			「……っと、そういや装備の謎が解けてないんだった。なんでこの剣を握るとステータスが減ったり、体が溶けるはずなのに、私の場合は逆に身体能力が上がって、傷が治るのか」

			「はい、原因さえわかれば、ご主人様の強くなる方法もわかるのではないでしょうか」

			「だとうれしいんだけどね。減るはずが増えて、溶けるはずが治る。うーん……」

			「見事に逆転してますね」

			「だよね、逆に……ひっくり返って……」

			　逆、ひっくり返る――言い換えれば、反転。

			　それは、フラムの持つ希少属性だ。

			　彼女のステータスを０にした元凶であり、使いものにならない、ハズレ能力……の、はずだった。

			　けれど、今現在、フラムの能力を向上させているのがその力だと言うのなら――

			「完全に役立たずだと思ってた属性にも、使いみちがあった……？」

			「属性、ですか？」

			「実はね、私の属性は反転って言うの、いわゆる希少属性ってやつ。ステータスが０になったのもそのせいで、全然役に立たないと思ってたけど……そっか、そんな使いみちがあったんだ……！」

			　つまり、減少は増加へ、肉体の溶解は肉体の治癒へと転じる。

			　呪いが祝福に反転すると、そう言ってもいいかもしれない。

			「なんで私、こんな役に立たない力なんて持ってるんだろうと思ってたけど……はは、そりゃ呪いの装備を自分で使おうとは思わないから、気づかないわけだ……はははっ、ははははっ！」

			　一人舞い上がるフラムの笑い声が響き渡る。

			　ミルキットはいまいち理解できていないのか、きょとんとしていた。

			「あ、ごめんね一人で盛り上がっちゃって。要するに、私は自分の属性のおかげで、呪いの装備を使えば使うほど強くなれるってこと！」

			「そうですか、よくわかりませんが、ご主人様はすごいですね」

			　反応は薄い。

			　思わずがくっと崩れてしまうフラム。

			　そりゃそうだ。

			　出会ってからそう時間も経っていない上に、あまり感情表現が得意ではないのだから。

			　共感を得られなくてちょっぴり残念だが、浮かれている場合ではない、のんびりしていると日が暮れてしまう。

			　今日の宿を取るためにも、最低限の報酬は手にしておきたい。

			　冒険者ギルドでは、冒険者として登録するために、最初に簡単なＦランクの依頼を受けて解決しなければならない。

			　それを終えればライセンスを入手でき、かつ一応依頼を解決した扱いになるので、安宿に宿泊する程度の金を得ることはできるはずだ。

			　再びギルドの前に戻ってきた二人は、気を取り直して入り口をくぐった。

			　お世辞にも綺麗とは言えない施設内には、昼間にもかかわらず酒の匂いが充満していた。

			　仲間を募るための〝紹介所〟と称した、酒場が併設されているからだ。

			　そこにはガラの悪い、かつ体格のいい冒険者たちが何人もたむろしている。

			　彼らはフラムとミルキットの姿を見ると、顔に刻まれた奴隷の印を確認して、一様にニヤリと下品な表情を浮かべた。

			　受付窓口は、入り口のちょうど真正面にある。

			　退屈そうに爪をいじっていた派手な化粧をした受付嬢は、フラムを見るなりさらにぶすっとした顔になった。

			「奴隷がこんな場所になんの用？　どっかの貴族の小間使いってわけでもなさそうね」

			「冒険者になりたくて来たの。ライセンスを発行してもらえない？」

			　フラムが言うと、受付嬢のみならず、飲んだくれている冒険者たちからも失笑が漏れる。

			「冗談はよしなさいよ。命を無駄遣いする気？　あんたたちには娼婦の方がお似合いよ。そっちの気味の悪い包帯の子はともかく、あんたは若いし高く売れるわ。なんだったら、そっちの仕事を紹介してあげましょうか？」

			　ニヤニヤと、悪意に満ちた顔で言い放つ女。

			　フラムはどうにか苛立ちを呑み込んだが、そこに追い打ちをかけるように、冒険者がヤジを飛ばした。

			「そっちのブラウンの髪の子は俺いけるかも、今晩買ってやろうか？　あ、包帯の方は無理だからいいわ」

			「ひでぇな」

			「じゃあお前いけるのかよ、あんな化物みたいな見た目したやつ」

			「無理だな……いや、でも最近溜まってるからいけるかもしれんな」

			「ひはははっ、今のお前なら野良犬だっていけるだろ！」

			「病気さえなけりゃなー……」

			「本気で考えてんじゃねえよ、がははははっ！」

			　歯を食いしばり、拳を握って耐えていたフラム。

			　しかし、さすがに我慢できずに男たちの方をにらみつけ、彼らに迫ろうと前に踏み出すと――ミルキットが彼女の服の裾を握った。

			　そして横に首を振る。

			「なんで……!?」

			「ご主人様が損するだけですから、やめてください」

			「言っとくけど、私が怒ったのはミルキットが言われたことに対してだけじゃないから。私自身が、私に言われたことに対して怒ってんの！」

			　それでも、九割は彼女に対する下品な言葉への怒りだが。

			　ミルキットはそれに気づいたからこそ、フラムを止めたのだ。

			「冗談抜きでさ、買ってくれるって言ってんだから甘えたらいいじゃない。そっちの方が楽に稼げるわよ？」

			「お断りだっての」

			「あっそ」

			　そっけなく言い放つと、受付嬢は手元の書類の処理に集中した。

			「いや、あの、なにやってんの？　ライセンスを発行して欲しいんだけど？」

			「……」

			「ねえ、ちょっと！」

			「うっさいわねぎゃーぎゃーと。人の好意を無視する奴隷なんかに斡旋する仕事はないわ。わかったら黙って男に股開いてなさいよ」

			　半笑いで言われ、さすがにフラムも限界だった。

			　胸ぐらでもつかんでやろうかと、カウンターに乗り出す。

			「まあまあまあ、そう言ってやるなって」

			　すると仲裁するように、紹介所の方から男が一人やってきた。

			　フラムよりも頭ひとつ分ほど大きい、細身の男だ。

			　それでも全身に筋肉はしっかりと付いており、やせ細っているわけではなく、ただ引き締まっているだけのようだ。

			　色素薄めの茶髪は短く切りそろえられており、どこか清潔感がある。

			　オフだからか、冒険者らしい装備は身に着けていないが、腰には高そうな片手剣がさげられていた。

			「おっとお嬢さん、いきなり口を挟んで済まないね。僕の名前はデイン・フィニアース。ここのギルドでＡランク冒険者をやってる者だ、よろしく頼む」

			　差し出された手を、フラムは訝いぶかしみながらも握り返す。

			　手は大きく、皮も厚く、ゴツゴツとしていた。

			　頬の傷と言い、鋭い目つきと言い、表情だけは穏やかに見せているが、実力は確かなのだろう。

			　でなければ、Ａランクにまで上り詰めることはできない。

			　なにせ冒険者はＦランクからのスタートだ。

			　受け取ってきた報酬額の累計でランクは上がっていくが、高額依頼を繰り返し受けられるほどの信頼がなければ、その領域まで到達するのは難しい。

			「イーラ、せっかくこの治安がクソ悪い西区のギルドに新人が来てくれたんだ、歓迎しないでどうする」

			「でも……」

			「ライセンスを受け取ってから、その先を生き残れるかどうかは実力次第。チャレンジに奴隷とか貴族とか身分は関係ない、門戸は広く開かれるべきだと僕は思うけどね」

			「……デインさんがそう言うなら」

			　このデインという男、ギルドに対してよほど強い権力を持っているのだろう。

			　先ほどまで悪態をついていたイーラが、あっさりと折れた。

			　さらに彼はカウンターに乗り出し、イーラの手元に指を伸ばすと、「これなんかいいんじゃないか」と依頼まで指定する。

			　なぜかイーラは、「いやそれはちょっと……」と戸惑っている様子だったが、逆らえる立場ではないようで、すぐに首を縦に振った。

			　そうしてフラムの前に差し出された書類には、『ワーウルフの牙一個の納品』と記されていた。

			　依頼ランクはＦ。

			　地図も渡され、そこにはモンスターの出現地点がマーキングされている。

			「はいこれ、任務完了と同時にライセンスも渡すから」

			「あんがと」

			　フラムが低めの声でそう言って地図を受け取ると、イーラは露骨に嫌そうな顔をした。

			　冒険者になるのなら、彼女とも長い付き合いになるのだろう。

			　さっそく天敵ができてしまったことに、心の中でため息をつく。

			「デインさん、でいいんですよね。ありがとうございます、おかげでライセンスが貰えそうです」

			　ギルドを出る前に、フラムはデインに向き直って頭を下げた。

			　彼は「気にしないでいいよ」と言って爽やかな笑みを浮かべる。

			　そして、紹介所の方へ向かうと、仲間と思しき冒険者が座るテーブルに戻っていった。

			　フラムはデインの姿をしばし目で追って、ミルキットに声をかける。

			「じゃ、そろそろいこっか」

			「はい、ご主人様」

			　フラムは自然にミルキットの手を握ると、ギルドをあとにした。

			　目的地は、地図に記されたワーウルフの生息地だ。

			


			　◇◇◇

			


			　二人の姿がギルドから消えるまで、デインは爽やかな笑顔のまま背中を見送り――そして見えなくなった途端に、「ふっ」と噴き出すように笑った。

			「なにやったんすか、デインさん」

			　同じテーブルの男が彼に問いかける。

			「見ての通り、ライセンス発行用の依頼を受けさせてあげただけだよ。僕って優しいからさ」

			「白々しいっすよ。どうせ依頼内容になにか仕込んでるんでしょう？」

			「ま……後輩の未来を案じて、ちょっと壁を高くしてやっただけだよ」

			　そう言って、グラスに注がれた白く濁った酒をあおる。

			「っぷはぁ！　くへへっ、ほら、本来はＦランクの依頼を達成でライセンス発行って流れだろ？」

			「そういうことになってますね」

			　もしデインが気に入った相手ならば、その依頼すらパスできるだろう。

			　だが今回のように、気に入らない相手なら逆も可能である。

			「それを上げてやったんだ」

			「どれくらいっすか？」

			「ちょっとだよ、ちょっと。Ｄランクの依頼をＦランクと言って渡しただけ。本当に才能があるなら、ワーウルフぐらい簡単に倒せるはずだと思うよ、僕はね」

			　それを聞いた男は、頬を引きつらせ、少し引いた様子だった。

			「ＤランクってＦランクの三倍か、下手すりゃ五倍近く強いモンスターじゃないっすか。死にましたねあの子ら」

			「そのときは仕方ない、僕と違って才能がなかったんだ」

			「ははっ、さすがデインさんだ！」

			　冒険者たちは、奴隷の少女たちが無惨に殺される姿を酒の肴に、大いに盛り上がった。

			　――〝勇猛なる卑怯者〟、デイン・フィニアース。

			　ギルドと癒着し、高額依頼を不正に融通。

			　西区の他の冒険者たちを束ね、彼らの報酬の一部を自分の功績として扱いランクを水増し。

			　その他にもさまざまな汚い手を使い、実力が至らないにもかかわらずＡランクになった男である。

			　彼の正体も悪意も知らぬまま、町に出たフラムとミルキットは手を繋ぎ、地図に記された場所へと向かうのだった。

		

	
		
			004　これぐらいの依頼ならまだまだ楽勝

			


			　王都の西門を出てから、歩くこと一時間ほど――ようやく目的地である森が見えてきた。

			　装備の効果で体力が底上げされているフラムはともかく、ミルキットにはすでに疲れが見える。

			「森に入る前に一旦休憩する？」

			「私のことを気遣っているのなら、気にしないでいただいて結構です」

			「じゃあ休憩する」

			　主は奴隷の体調を気にする必要などない、ミルキットはそう言いたいようだ。

			　しかし、『気遣うな』と言っている時点で『本心では休みたい』と自白しているようなものではないか。

			　彼女は、顔から垂れた包帯の切れ端を指で軽くいじった。

			　その仕草は不満の表れだったのかもしれない。

			　もちろんフラムにそれが伝わるはずはないし、伝わったとしても彼女の意思が変わることはなかっただろう。

			　休むと言ったら休む、そう決めたフラムはてこでも動かないのだ。

			　森の入口付近に切り株を見つけると、彼女はそこに腰掛ける。

			　そして足をぱたぱたと動かして、草木を揺らす爽やかな風を感じながら、空を見上げた。

			　ようやく手に入れた、安息の時間。

			　そう長く取ることはできない。

			　だから今のうちに精一杯、体と心を休めておきたかった。

			　しかし、突っ立ったままのミルキットが気になって落ち着かない。

			　徹底して自分を下に置こうとする彼女の行いを見て、フラムは少し苛立たしげに、自分の隣を手のひらでぺちぺちと叩いた。

			「お気遣いなく」

			「立ったままの方が気を遣うんだけど、お願いだから座ってよ」

			「それは命令でしょうか」

			「もう命令でいいから、座って」

			　困り果てたフラムの懇願に、これ以上ミルキットは自分のスタンスを貫くことはできなかった。

			　主から少し距離を取って、切り株の縁に、遠慮がちにちょこんと座る。

			　微妙な距離感が気になるが、今はこれで妥協するしかなさそうである。

			「……ご主人様は」

			　ミルキットは少し困惑した調子で問いかける。

			「んー？」

			「私を見て、気持ち悪いとは思わないんですか？」

			　包帯の向こう側の唇が動き、連動してかさりと乾いた布同士が擦れた。

			　フラムはあくまで自然体のまま答える。

			「思うよ、不気味だし気持ち悪いって」

			　隠しても仕方ない。

			　顔を覆う布は所々が赤黒く汚れており、隙間からちらりと見える肌は健常な色をしていない。

			　いくら同世代と思われる少女とは言え、そのような外見をしていれば、嫌悪感を抱くのは当然のことだ。

			「でしたら、どうして私を連れ出したりしたんです？」

			「一人だと寂しくて心細いと思ったから」

			「そういった目的でしたら、無口で無愛想な私は不相応だと思います。私を売って、別の奴隷を買うべきではないでしょうか」

			　ミルキットは、あきれるほど後ろ向きだ。

			　確かに言う通り、フラムが彼女に執着する理由などない。

			　ただ偶然に同じ檻の中にいて、偶然に生き残ったから連れ出しただけだ。

			　でも、なぜか――しかし使命感めいたなにかが、『ミルキットでなければならない』と内側からフラムにささやく。

			「あとは……偽善、なのかもね」

			　正義心などという綺麗事ではなく、あくまで偽善。

			　薄汚れていて歪んだ、自己満足の塊。

			「私を連れてきた理由が、ですか？」

			「そう。私はなにもできなくて、役立たずで、誰も救えなくて。その結果、奴隷として売られたわけだから。なんていうか、すっごく汚い考えなんだけどさ……不幸そうなミルキットを連れて、まともな生活をさせて、幸せにしてあげたら、私にも生きてていい理由が生まれるんじゃないかって、そういう下心。たぶん、ちょっとだけど、あったんだと思う」

			　誤魔化しているわけではなく、それは本当に、自覚すらないほど細かな衝動。

			　けれど意識してみれば、確かに理由のひとつとして存在するような気もする。

			　聞こえのいい言葉を使えば、『ミルキットを奈落の底から救い出したかった』。

			　あるいは、英雄願望とでも呼ぶべきか。

			　そうすることで、パーティから追放され奴隷にされたとき、完全に失ってしまった自信を、取り戻せるような気がしたから。

			「よくわかりません。理由はともあれ、ご主人様は、私を幸せにしたいと考えているということでしょうか。でしたら余計に、私を売るべきです。私はそれに相応しい奴隷ではありません」

			「ミルキットはもう私を主だと認めたわけでしょ？　じゃあ無理だよ、いまさら返品なんてするつもりないから」

			「でしたら――」

			　ミルキットは後頭部に手をやると、包帯の結び目を片手で器用に外した。

			　そして顔を覆うそれを、自ら解いていく。

			「っ……」

			　あらわになった彼女の顔は、フラムが思わずあとずさってしまうほど酷い有様だった。

			　顎から額にいたるまですべての部位が、まだらに赤く腫れ上がっている。

			　場所によっては皮膚が爛ただれていたり、皮が剥がれていたり、膿んで透明の汁が出ていたり――

			「これでもまだ、『私でいい』と言えますか？」

			　ミルキットは別に、フラムに捨てて欲しいと思っているわけではない。

			　ただ、包帯で包み隠した姿しか見せないのは、イーブンではないと思った、それだけだ。

			　別に偽善の対象として扱われることに抵抗はない。

			　しかし自分を選ぶにしても、すべてをさらけ出してからでないと、奴隷の分際で主を裏切ることにもなりかねない、そう考えたのである。

			　フラムはしばし口に手を当て、静止した。

			　頭の中ではぐるぐると、『気持ち悪い』とか、『痛そう』とか、『グロテスク』とか、『かわいそう』とか、『けどやっぱり綺麗な目をしてる』だとか、さまざまな言葉が飛び交っている。

			　どれもこの場では役に立たない、ミルキットに投げかけた所で一切の意味を持たないものばかり。

			　しかし、思考に飛び交う情報の中にひとつだけ、有益なものが混じっていることに気づく。

			　顔だけが腐敗したように爛れるこの症状、確か――旅の途中、エターナから薬草の知識を学んでいるときに聞いたことがあったはずだ。

			「もしかして……ムスタルド毒の症状？」

			「むす……？」

			　聞き覚えのない単語に、きょとんとした表情を浮かべるミルキット。

			「ちょっと触るね」

			　フラムが思った通りであるなら、痛みはすでにほとんどないはず。

			　本当に予想通りの毒の症状なのかを確認しようと、彼女はミルキットの顔に手をのばす。

			　すると彼女は素早く立ち上がり、それを拒んだ。

			「いけませんご主人様、伝う染つってしまいますから」

			「ムスタルド毒は他人に伝染ることはないはずだけど」

			「私はそう聞きました、つまりご主人様のおっしゃる毒とは別だと考えられます」

			「それ、誰から聞いたの？」

			「以前の主です。伝染る上に絶対に治らないから、決して他人に触れさせないようにと」

			　フラムは伸ばした手に力を込め、拳を握った。

			　爪が手のひらに食い込むほど、強く。

			　世の中には、思っていた以上に腐った人間がはびこっている。

			　犠牲になるのはいつも、なんの罪もない弱者ばかり。

			　加害者はのうのうと生きて、被害者は苦しんで、もがいて、その末に死んで、その死に様すら笑われる。

			　こんな理不尽が通るものか――否、通していいものか。

			「嘘ばっかり……どいつもこいつも、他人を騙して！」

			　この怒りをぶつけて良い相手がいたのなら、今すぐにでも魂喰いで真っ二つにしてやりたいほど怒りがたぎる。

			　だが今、ここにいるのは被害者だけだ。

			　できることは、弱者同士で傷を舐めあうことだけ。

			　フラムは勢いよく立ち上がると、ミルキットを抱き寄せた。

			　彼女は抗うような仕草を見せたが、どうせ伝染りやしない。

			　さらにフラムは頬と頬を触れ合わせて、こすり合わせる。

			「いけませんご主人様、こんなこと。もし本当に伝染ってしまったら、ご主人様まで私のように醜い姿になってしまいます」

			　これまで無感情だった彼女の言葉に、珍しく抑揚が出る。

			　それほどに、『他人に触れるな』、『絶対に伝染るぞ』と前の主に脅されてきたのだろう。

			「構いやしないっての！」

			　そんな悪いイメージを払拭するために、フラムはあえて大きな声で言った。

			「言っとくけどね、私はこれぐらいでミルキットの主をやめるつもりなんてないんだから！　そっちは素顔を見せて私から逃げようとしたのかもしれないけど、残念でした。むしろさっきより決意が固まってるぐらいよ」

			「そういうつもりではなかったのですが。でも、幸せにすると言っても、以前の主は、この顔はもう治らないと言ってましたし、ずっとご主人様には迷惑をかけ続けると思います」

			「あきれた、そんなこと言ってたんだ。まあ確かに、回復魔法じゃ治癒はできないかもね」

			　現在、王国において怪我や病、毒の治療を行うのは、医者ではなく神官や修道女の仕事だ。

			　光属性の回復魔法を用いることによって、薬も外科的な処置も必要とせず、あらゆる障害を取り除くことが可能だ。

			　回復魔法が普及したことにより、王国の平均寿命はここ数十年で急激に延びている。

			　しかし、魔法も万能ではない。

			　治すことのできない病気や毒は存在している。

			　そのうちのひとつが、ムスタルド毒による皮膚の爛れなのである。

			「でもねミルキット、治す方法ならあるんだよ。シンプルな話。魔法で治せないなら、薬で治しちゃえばいいの」

			「ご主人様は物知りなんですね。ですが……薬くす師しはすでに、王国には存在していないのでは？」

			　ミルキットの言葉は事実だ。

			　教会は、世襲により父から全権限を受け継いだ今の教皇になってから、医療の独占状態を維持するために、薬師潰しを開始した。

			　圧力に営業妨害、挙げ句の果てには王国と結託し、ときに法律をねじ曲げてまで彼らを追い込んだ。

			　だが最大の原因は、王国民の大多数を占めるオリジン教徒が、教会の理不尽に加担したことにある。

			　それがオリジン様への信仰を示す方法である、と神職者たちは信者に説といたのである。

			　結果、まんまと信じ込んだ彼らにさまざまな方法で邪魔をされた薬師たちは、生活もままならなくなり、そのほとんどが廃業してしまったのだ。

			　だが、知識や技術のすべてが失われたわけではない。

			　魔王討伐の旅に出るまで、一人で辺へん鄙ぴな場所に住んでいた魔法使いにまでは、教会の魔の手は及ばなかった。

			　結果、失われたはずの医療に関するさまざまな知識、技術は彼女――エターナ・リンバウの中にだけ残った。

			　そう、フラムとともに魔王討伐の旅に参加していた、あのエターナである。

			　フラムは旅の途中、少しでもパーティの役に立てるようにと、彼女から魔法や薬草に関する知識の一部を学んでいた。

			　あまり期間はなかったため、さすがに薬を精製する段階までは行かなかったものの、今のように、症状を見て原因を特定できる程度には知識を習得している。

			「解毒薬に必要な材料は私が知ってるから、冒険者としての生活が安定したら集めてみようかな。そこから薬を作るには、ちょっとばかし知り合いの手伝いが必要なんだけど……」

			　フラムが奴隷として売られることを承諾したエターナが、果たして自分の望みを聞いてくれるのだろうか。

			　脳裏に浮かぶのは、マイペースながらも、優しく知識を分け与えてくれた魔法使いの姿。

			　役立たずなりに努力はしたつもりだった。

			　それなりに、一部の人間とは信頼関係も築けたつもりでいた。

			　けれど、彼女の本心をすべて知るほど親しい関係だったかと言われると――自信はない。

			　本人に聞かない限りは、真実などわからないだろう。

			　なら、今は楽観的でいよう、都合のいいことばかりを考えよう。

			　だって、世界はあまりに都合の悪いことばかりで満ちているから。

			　せめて想像の中でぐらいは、なにもかも思い通りに進む世界であって欲しい。

			　だから信じる。

			　材料になる薬草さえ集めて、エターナに頼めば、必ず彼女は薬を作ってくれるはずだ、と。

			「そのためにはまず、今日を乗り越えないとね」

			「そう、ですね。あまり悠長にしていると、日が暮れてしまいます」

			　二人は体を離す。

			　フラムは笑顔でミルキットの方を見たが、彼女の方は少し照れくさそうにうつむいていた。

			　その仕草は、かわいい、と素直に思えた。

			　そして協力して、彼女の顔に包帯を巻き直す。

			　準備が終わると、ワーウルフが生息すると言われる森の中へと、足を踏み入れた。

			


			　◇◇◇

			


			　陽の光が木々に遮られ、周囲は薄暗く肌寒い。

			　地面も軟らかく、一歩一歩を確実に踏みしめなければ、足を取られてしまいそうだ。

			　フラムはミルキットの手を握り、ときに転びそうになる彼女を支えながら、森の奥へと進んでいった。

			　呪いの装備によって力は得たが、ちゃんと戦闘で力を行使するのは、これが初めてだ。

			　モンスターとの本格的な戦いも、もちろん初体験。

			　緊張から胸が高鳴る。

			『本当にこのまま進んでも大丈夫なの？』と弱気な自分が顔をのぞかせ、フラムの足取りを重くした。

			　けれど握った手の温もりに、『守らなければならない』という使命感が湧き上がる。

			　その彼女らしからぬ熱い想いは、弱音をあっさりと打ち消すほどの勇気を与えてくれるのだった。

			


			　◇◇◇

			


			　森を進み始めてから十五分ほど。

			　まだ入口付近とでも呼ぶべき浅い地点で、フラムは足を止めた。

			　木の陰に隠れ、ミルキットの体を引き寄せ、人差し指を立てて彼女の唇に当てる。

			　フラムがのぞき込んだ先には、三匹の狼が群れをなして歩いていた。

			


			　─────────────────────

			　　グレーウルフ

			　　属性：土

			　　筋力：１０８

			　　魔力：９

			　　体力：６１

			　　敏捷：１０９

			　　感覚：９８

			　─────────────────────

			


			　ステータス合計３８５、Ｅランクのモンスターだ。

			　フラムが〝魂喰い〟によって得たステータスは、９９５。

			　落ち着いてやれば、無傷で勝てる相手のはず。

			　依頼のターゲットはＦランクと聞いている。

			　あのグレーウルフたちより、さらに弱いわけだ。

			　練習台としては不適切、だが――ミルキットのボロボロの靴が微かに動き、落ち葉がかさりと音を立てた。

			　すると狼たちは一斉にフラムたちが隠れている木の方をにらみつける。

			　ミルキットを連れて逃げるのは難しい。

			　背中を向けるより、自分から突っ込んでいった方がこちらのペースに引き込みやすい、はず。

			　ハンドジェスチャーで、フラムは彼女にここで待っているように伝えた。

			　そして天を仰ぎ、大きく息を吸って――吐き出すと同時に、モンスターの前に姿を晒した。

			「ガウウゥゥゥッ！」

			　相手が丸腰と判断すると、彼らは一斉にフラムに飛びかかる。

			　素手のまま構えを取った彼女は、狼たちを十分に引き付けた。

			　そして、三体がすべて間合いに入ると、大剣を異空間より引き抜き、

			「はあぁぁぁっ！」

			　あえて大げさに声を出して、薙ぎ払う。

			　ブォンッ！

			　黒き刃が弧を描き、グレーウルフの頭部に直撃した。

			　被害は裂傷だけではない。

			　両手剣ゆえの重い衝撃が、頭蓋を破砕し、脳漿をぶちまけた。

			　力を失い、三体はほぼ同時に地面に落ちる。

			「はぁ、はぁ、はぁ」

			　自分の手で命を奪った――残るその感覚に震える手。

			　無力な自分でも戦える――高揚感に火ほ照てる体。

			　フラムは肩で呼吸をしながら、落ち葉の上に転がる死体を見下ろす。

			　頭が潰れている、確認するまでもなく即死である。

			　すでに何匹かの虫が集っていて、じきに他の生物の糧となり、やがて森に還っていくのだろう。

			「お見事でした、ご主人様」

			　ミルキットの、感情のこもっていない声が響く。

			　その社交辞令じみた言葉が、適度に熱を帯びた気分を冷ましてくれる。

			　剣を仕舞ったフラムは彼女の方に振り向くと、「行こっか」と声をかけ、手を差し伸べた。

			　依頼のモンスターはまた別である。

			　しかしＥランクを倒せたのなら、Ｆランクの討伐など、訳ないはずだ。

			　確かな自信を手に、フラムたちは更に森の奥へと進んでゆく。

			


			　◇◇◇

			


			「いた、ワーウルフ」

			　目的のモンスターに遭遇したのは、それから二十分ほど経ってからのことだった。

			　気づかれないよう、小さな声でささやいたフラムの視線の先には、二足歩行で移動し餌を探す、猫背な狼型生物の姿がある。

			「あの、ご主人様。私は戦えないのに、ここに来る必要はあったんでしょうか」

			　非常に今更な質問である。

			　もっともな疑問だが、なにもこのタイミングで言わなくても。

			　困ったフラムは、極限まで音量を下げた声で、理由を耳打ちする。

			「いっそ王都で待ってて貰おうかとも思ったんだけど、人間とモンスターどっちが危険か考えて、人間の方が危ないと思ったの」

			　奴隷である彼女を町に一人残していたら、なにが起きるかわからない。

			　もう二度と再会できない可能性だってあるのだ。

			　そうなるぐらいなら、モンスターに襲われる危険性を加味しても、森に連れてきた方が安全だとフラムは考えたのである。

			「もしものことがあっても、役には立てないと思います」

			「今日の所は怪我しないように逃げ回ってて。相手がＦランクなら、ミルキットでも逃げられると思うから。あと、今度から連れてくるかは改めて考えとく」

			　なにもかも、金を手に入れて宿を取ってからだ。

			　無一文のままでは、どこにいようがのたれ死ぬのは時間の問題なのだから。

			　フラムはまず、ワーウルフのステータスを確認すべくスキャンを発動させた。

			　彼女の視界に、文字と数字の羅列がずらりと表示される。

			


			　─────────────────────

			　ワーウルフ

			　属性：土

			　筋力：１５９

			　魔力：２２

			　体力：７９

			　敏捷：２０７

			　感覚：５４

			　─────────────────────

			


			　すべての数値を見た彼女は、忌々しげに言い捨てる。

			「ほんと……救いようがないっていうか。あーあ、あのデインって奴も、結局は同じ穴の狢むじなだったわけね」

			「なにかあったんですか？」

			「あのモンスターのステータス合計、５２１もあるの。ステータスの合計値が５００を超えるとＤランクモンスターとして扱われるんだけど」

			「そんな、Ｆランクだったはずでは」

			「騙されたのよ、デインと、西区のギルドにね」

			　新人の冒険者がＤランクモンスターに突っ込めば、まず間違いなく殺されるだろう。

			　作戦を立てたとしても、勝てる見込みは薄い。

			　つまり彼らは、間接的にとは言え二人の命を奪おうとしたのである。

			「でも残念、私はそんなヤワじゃないっての」

			　フラムのツヴァイハンダーによるステータス上昇値は、Ｄランクモンスターのステータスを上回る。

			　合計値１０００からはＣランク相当と言われているため、だいたいＤランク上位クラスの実力だ。

			　さらに治癒能力まで備えている。

			　あの程度のモンスターなら、問題なく仕留められるはず。

			　フラムが念じると、異空間から剣の柄が姿を現す。

			　彼女はそれを握り、巨大な剣を現世へと引きずり出した。

			　戦闘準備は完了した、あとは一気に距離を詰め、渾身の一刀を放つのみ。

			　足の位置を調整し、いざ踏み出さんと右足に力を込めた、そのとき。

			「ご主人様、あれ見てください」

			　ミルキットの声がそれを遮った。

			　彼女が指をさす方向に視線を向けると、そこにはさらに別のワーウルフの姿が。

			　加えてもう一匹、さらに別の場所からもう一匹、なんと計四匹ものワーウルフが、同じ場所に集合している。

			　彼らがＤランクモンスターの中でも特に厄介と言われるのは、集団行動の習性があるからだ。

			『一匹見つけたら、周囲に必ず三体は潜んでいると考えるべし』

			　それは冒険者たちの間で、格言として受け継がれるほどである。

			　つまり、先ほど撃破したグレーウルフと同じように、二足歩行になっても群れで行動する習性は失われていない、という話なのである。

			　いくらフラムがステータスで勝っているとは言え、同時に四体ものＤランクモンスターを相手にするのは難しい。

			　なんとか分断できないものか。

			　険しい表情で群れをにらみつけていたが、そのうちの一匹が、挙動不審に首を振り、視界をさまよわせはじめた。

			　人では嗅ぎ取れない匂い、あるいは聞こえない音を察知しているのか。

			　釣られるように、残り三匹もせわしなく周囲を見て、警戒し始めた。

			　フラムとミルキットは、完全に木の陰に体を隠し、ワーウルフたちの警戒行動が終わるのを待つ。

			　だがそれより前に――ゴオォッ！　と突如周囲を強風が薙ぎ、木々を揺らし、地面の落ち葉を巻き上げた。

			「きゃっ!?」

			　思わず目をつぶるフラム。

			　顔を腕でかばいながら、彼女は吹きすさぶ風の中、ワーウルフたちの方を見ようと試みる。

			　するとそこには、狼男の下半身が転がっていた。

			　上半身は――突如空から現れた、巨大な獅子がくわえ、咀嚼している。

			　その獅子には、まるで鳥のような翼が生えていた。

			　ワーウルフは新たに現れた巨大なモンスターに抵抗しようと攻撃を試みるが、前脚を振るだけで吹き飛ばされ、木の幹に叩き付けられる。

			　そして、ぐったりと倒れたそれを、獅子は次々と食らっていった。

			「スキャンッ！」

			　見たこともない大きなモンスターを前に、フラムは咄とっ嗟さにステータスの確認を行う。

			


			　─────────────────────

			　アンズー

			　属性：風

			　筋力：５４２

			　魔力：４０８

			　体力：３０１

			　敏捷：４２２

			　感覚：２１４

			　─────────────────────

			


			　ステータス合計値、１８８７。

			　フラムの倍近くの数値を持ったそいつは――

			「Ｃランクモンスター……!?」

			「そ、そんな……」

			　今のフラムは、Ｄランクの集団を相手にすることすら難しい。

			　だというのに、そのワーウルフたちをいともたやすく蹴散す。Ｃランクなどに勝てるわけがなかった。

			　このまま見つかる前に逃げるべきだ。

			　しかし、木の陰に隠れた程度で、鋭い感覚からは逃げられない。

			　アンズーは、すでに二人の存在を捉えていた。

			　口から血肉や臓物を垂らしながら、真っ黒の眼球がフラムたちのいる方をにらみつける。

			「グォ……」

			　短いうめき声。

			　翼がはためき、その周囲でなにかしらの力がうごめく。

			　フラムには、それが攻撃の準備動作のように思えた。

			「ミルキットッ！」

			　反射的に体が動く。

			　せめて彼女だけでも――とフラムは思い切りその細い体を突き飛ばす。

			「きゃあっ!?」

			　声をあげて地面に転がったミルキットは、地面に座りこんだ状態で主の方を見た。

			　ゴオォォオオッ！

			　直後、アンズーの翼が大きく羽ばたき、風属性魔法が炸裂する。

			　幾多の鋭い刃と化した風が放たれ、地面を切り裂き、フラムに迫る。

			　逃げ場はない。

			　彼女の体は――周囲の樹木ごと、無残にも切り裂かれる。

			　血しぶきと、フラムの四肢が宙に舞った。

		

	
		
			005　貴様の手のひらはダンスホールにするには狭すぎる

			


			　フラムの肉体は風の魔法に切り裂かれ、バラバラになって、放物線を描き落下した。

			「ご主人様!?」

			　ミルキットは思わず叫ぶ。

			　表情の変化が乏しかった彼女が、初めて感情をあらわにした瞬間であった。

			　両腕、両脚、首、胴体。

			　計六個のパーツに分かれた肉体が軟らかな地面に沈み、にじみ出た血液が腐葉土に染み込む。

			「あ……あぁ……ぅああぁっ……！」

			　こんなに、あっさりと人が死ぬなんて――絶望感が肉体を支配し、ミルキットの足は地面に縫い付けられたように動かない。

			　アンズーは満足気に鼻息を鳴らすと、今度は黒い眼を、唯一の生存者である彼女の方に向けた。

			　その口元が、獲物を前に頬に皺を寄せながら、醜く笑ったように歪む。

			　剥き出しになった牙には、先ほど犠牲となったワーウルフの血液がこびりついている。

			　わざわざ見せつけているのは、『今からこれでお前を殺すぞ』という脅しのつもりなのだろうか。

			「ひ……ぃ……っ」

			　他者の死も、自分の死も、別に平気だ。

			　自分の命が無価値であることも知っている。

			　だから、怖いのは死ぬことじゃない。

			　四メートルは超えると思われる大きさに、ほとんどの鎧を貫通するであろう鋭い爪、尖った牙、そして強力な魔法。

			　そのどれもがミルキットに向けられれば、抵抗すらままならない凶器ばかり。

			　圧倒的な力の差を見せつけられると、人間というのは、理屈抜きで本能的に恐怖してしまう生きものなのだ。

			　ガクガクと震える足は、まだ言うことを聞いてくれない。

			　生きたいではなく逃げたい。

			　ミルキットはそう強く念じた。

			「グガァウァァアアアアッ！」

			　アンズーは咆ほう哮こうし、前脚で地面を抉えぐり、獲物に飛びつく。

			　巨体が猛スピードで迫る光景を前に、ミルキットは反射的に頭をかばいながら、その場にしゃがみこんだ。

			　ゴオォッ！

			　ギリギリで、腕をかすめながら通り過ぎていく圧倒的な質量。

			　着地すると、ズザザザザッ！　と地面が盛大に抉れていく。

			　ミルキットの心臓はバクバクとうるさく鳴り響き、「はっはっはっ」と口を開いたままで、過呼吸気味に肺を震わせた。

			　恐怖は消えない、けれど金縛りは――解けている。

			　自分の足で逃げ切れるとは思えなかったが、ゼロパーセントに近い奇跡を引き寄せるためには行動するしかない。

			　ぬかるむ地面を蹴り、彼女はバランスを崩しながらも、前のめりに駆け出した。

			　しかし、逃亡を企てるミルキットを見ても、アンズーにはまだまだ余裕がある。

			　当然だろう、一歩の大きさが違いすぎる。

			　どれほど必死に走ったところで、その程度の距離、たった一度飛びつくだけでいとも簡単に縮めてしまう。

			「う、うぅ……ひっ、ひぃ……はっ、あぁぁ……！」

			　走り慣れていない彼女のフォームはちぐはぐで、あまりに遅い。

			　それを見たアンズーは、ひとつの結論にたどり着く。

			　――あれは敵ではない。

			　すなわち餌であり、なおかつおもちゃでもあるのだと。

			　再びアンズーの口元が歪む。

			　悪意に満ちたその表情で――わざと直撃しないよう、ギリギリ掠める軌道で跳躍した。

			　叫び声をあげながら地面に転がり、這いずり回るミルキット。

			　その姿を見てアンズーはこう思ったに違いない――ああ愉たのしい、と。

			　弄もてあそぶように、次は爪で軽く服を引き裂いてみる。

			　すると彼女は、さらに黄色い声を張り上げて、体を震わせた。

			　滑こっ稽けいだった。

			　やはり、愉しくてしょうがない。

			　彼に人と同じ感情表現ができたなら、ゲラゲラと笑い声をあげていただろう。

			　近くで口を開けてちょっと声をあげると、昆虫のように小さく縮こまる。

			　さらに愉快だった。

			　しかし、ミルキットの肉体は脆弱だ。

			　極度の緊張状態がこうも続くと、やがて体力が尽き果ててしまうだろう。

			　少しずつ反応が薄れてきた彼女を見て、アンズーは飽きてきたらしい。

			　ついに餌としての役割を果たさせるため、四つん這いで逃げる彼女に狙いを定めた。

			　前脚にぐっと力を込めて、地面を強く蹴飛ばそうとして――

			「……痛いん、だけど」

			　何者かが、アンズーの尻尾をつかんだ。

			「ほんと、めちゃくちゃ痛いっての。この場合、エピック装備ってすごいなーと思うべきなのかな。それとも、あんだけの傷を負っても頭か心臓をつぶされない限りは、すぐにこうしてぺらぺらしゃべれるぐらいに治っちゃう化物みたいな体になってることを嘆くべきなのかな」

			　尻尾は敏感な部位である。

			　だと言うのに彼女は、さらに力いっぱい握ったそれを引っ張った。

			　アンズーは不機嫌そうに牙を歯茎まで剥いて、眉間と鼻の上に皺を寄せながら、彼女の方を振り返ろうとする。

			　だが、その挙動より先に――

			「で、人をこんな目に遭わせた当事者のあんたは……なにか弱い女の子をいじめて遊んでんのよぉッ！」

			　フォン――ブチィッ！

			　フラムは片手で大剣を振るい、アンズーの尾を断ち切る。

			「グオォォオオオオッ!?」

			　臀でん部ぶに走った痛みに、その場で巨体が飛び跳ねる。

			　そして着地と同時に横に倒れると、脚をバタつかせて、悶え苦しんだ。

			　そのすぐ近くに立つフラムは、大剣を高く掲げる。

			　その両肩は、まだ完全に接着したわけではない。

			　関節から血がにじみ、痛みに顔を歪める。

			　だが、息を吐き、唇を噛み締めて――もがく後ろ脚に、鋭い一撃を振り下ろした。

			「ギャァァアウウゥゥンッ！」

			　鋭い切っ先が、脚部を深く切り裂く。

			　赤く刻まれた傷口はぱっくりと開き、大量の血を流出させた。

			　アンズーは叫び、さらに木々をなぎ倒しながら大暴れする。

			「ほら痛いでしょ？　でも私の方はそれより痛かった。なんたって体がバラバラになったんだから。まだ完全にくっついたわけじゃないし、治っていってるってのはわかるけど、それでもシャレになんないぐらいジクジク痛むの！」

			　言葉は通じない、それでも声を荒らげずにはいられなかった。

			　それほどに、強烈な痛みだったのだ。

			　風属性魔法の直撃を受け、体が分断されたときは、さすがにフラムも死んだと思った。

			　血液が流れていく度に意識も薄れていっていたし、やたら寒かったし、せめてミルキットだけでも逃げてくれれば……なんて、完全に死にゆく人間の思考に陥おちいっていた。

			　だが不思議なことに、血液の流出はしばらくすると止まり、そして分かたれた部位同士が魔力で繋がったような感覚が生まれたのだ。

			　その後、不可視の力がそれぞれのパーツを引き寄せ、気づけばくっついており、自然と傷の治癒が始まったのである。

			　グールに食われたときと比べて、さすがに再生までの時間はかかったが、それでもこうして生きている。

			　頭と四肢を落として死なないということは、再生前に頭か心臓を潰して即死を狙わなければ、今のフラムを殺すことはできないのだろう。

			「グ……グルルゥ、ウウゥゥゥゥ……！」

			　アンズーは起き上がり、フラムと向きあう。

			　その動きは、先ほどまでと比べて圧倒的に鈍い。

			　フラムが斬りつけた脚部から流れ出た血液は、べっとりと体毛を濡らしていた。

			　さすがに無防備なところに大剣の直撃を食らっては、大型のモンスターと言えど無事ではいられないようだ。

			「ご主人様、無事で良かったです」

			　敵の背後にいるミルキットは、胸元できゅっと手を握りしめて安堵している。

			　フラムの方はまだ彼女が存命だったことに安心し、ほっと息を吐いた。

			「ミルキット、今のうちに離れてて！」

			「わかりました。ご主人様も無茶はしないでください」

			　来た道を、ふらふらと駆け足で引き返すミルキット。

			　これでフラムの心配事はひとつ消えた。

			　おかげで、さらに戦闘に集中できる。

			「無茶をしないってのは無理かな。なにせ相手がアレだし」

			　フラムは苦笑いを浮かべながらそう零こぼす。

			　アンズーはターゲットをフラムに絞ったのか、逃げるミルキットにはもう見向きもしなかった。

			「脚の負傷で素早さはこちらに分がある。あとは爪やら牙やらの直撃を避けて、魔法にさえ注意すれば……私にだって、倒せるはず」

			　フラムは、そう自分に言い聞かせた。

			　おそらく、彼女の肉体を遠距離から切断するほどの魔法の発動には、翼をはためかせるという予備動作が必要となる。

			　それさえわかれば、身動きが取れない状況に陥らない限り、もう直撃を食うことはない。

			　爪や牙への対処はシンプルである。

			　気合で避ける、ただそれだけだ。

			　フラムは適度な距離を維持しつつ、敵の右手に回り込んだ。

			　じりじりと足を動かし、体の角度を変え、アンズーは常に彼女に正対し続ける。

			　しかし、脚部の傷からは現在も血液の流出が続いており、長引けば長引くほど、戦況はアンズーにとって不利な向きに傾いていくだろう。

			　フラムの時間稼ぎめいた行動は、モンスターの焦りを誘発させた。

			　前脚の爪が地面に食い込む。突進の予兆か。

			　フラムは身構え、攻撃に備える。

			　だが――

			「ガアァァァァッ！」

			　アンズーが向かったのは、前ではなく上だった。

			　ゴオォッ！　と降り立ったときのように激しい風が、フラムの体に吹き付ける。

			「飛んだ!?」

			　彼女の目に映ったのは、翼をはためかせ、空高く舞うアンズーの姿。

			　てっきり直線的に襲いかかってくるものだと思いこんでいたフラムは、困惑した。

			　本来アンズーのその翼は、長時間の飛行を可能とするものではない。

			　滑空や、跳躍の補助としての役割を果たすためのものだ。

			　しかしどうやら、短時間ならば鳥のように空に浮かぶことも可能らしい。

			　空を見上げるフラム。

			　だが、重なりあう葉に邪魔をされて、アンズーの正確な位置を把握できない。

			　一方でアンズーは、高さの優位を利用して、落ち着いてターゲットの居場所を確認し、狙いを定める。

			　獲物の命を刈り取るのに最も適したタイミングを見極めると――急降下し、地上のフラムめがけて突進した。

			　ビュオオォオッ！

			　かなりの巨躯が、空中を高速で移動するのだ。

			　無音というわけにはいかない。

			　音で危険を察知したフラムは、その場から咄嗟に飛び退いた。

			　ズウゥゥゥンッ！

			　アンズーが地面に突き刺さるように着地する。

			　衝撃で地面が揺れ、木々から多量の葉が舞い落ち、腐食した樹木は折れ、大地はクレーターのように円形に窪む。

			　しかしどんな攻撃も、当たらなければ意味はない。

			　着地点からの退避に成功したフラムは、オーバーアクションの代償として大きな隙ができたモンスターに攻撃を加えるため、飛びかかる。

			　ゴオォオオォウッ！

			　しかし――直後、着地点を中心として、森に豪風が吹きすさぶ。

			「まさか、これって――」

			　ゾクリ、フラムの背筋に悪寒が走る。

			　だがもう手遅れだ。

			　自ら爆心地へと突っ込む、彼女の体は止まらない。

			　先ほどの攻撃は、ただ空中から落下しただけではない。

			　アンズーは、風の魔法の力を纏っていたのである。

			　それが地面に到達すると同時に炸裂し、周囲に存在する物体をすべて吹き飛ばすほどの強烈な暴風を発生させた。

			「くっ、さっき魔法には注意しなきゃって確認したばっか……きゃあぁぁっ！」

			　フラムはしばらく地面に剣を突き刺して耐えていたが、ついに吹き飛ばされてしまう。

			　力を手に入れても、まだまだフラムは戦闘の初心者。

			　どんなに自分に言い聞かせた所で、戦い方は体に染み付いていない。

			　アンズーにも隙があるのと同様に、素人の彼女にもいくつもの隙があるのだ。

			「かはっ！」

			　背中から大木に激突するフラム。

			　メリ……と背骨が折れるような感覚と痛みがあったが、木に擦こすれながら体が地面にずり落ちる頃には、治癒は完了していた。

			　横たわる彼女は、霞む視界の中で、間髪を容れず迫るアンズーの爪を見る。

			　慌てて起き上がり、なりふり構わず前に飛び込む。

			　バキイィッ！

			　フラムの背後で、木がへし折れる音がした。

			　避けていなければ、自分の体がミンチになっていただろう。

			　さすがにあんなものが直撃したら、即死はまぬがれない。

			　死が実感を持って眼前にまで迫る感覚に、フラムは吐き気を覚えた。

			　立ち上がった彼女は、自分の手に剣が握られていないことに気づく。

			　吹き飛ばされたときに離してしまったらしい。

			　しかし捜してみても、それらしいものは周囲に落ちていない。

			　そして手のひらには、エピック装備が異空間に収納されていることを示す、紋章が刻まれていた。

			　持ち主から離れた結果、自動的に収められたのだろうか。

			　フラムは手のひらに意識を集中させる。

			　すると、すぐさまその場に〝魂喰い〟は現れた。

			「はぁ、はぁ、気がきくじゃん……さすが、エピック装備……」

			　言葉を詰まらせながら言うと、柄を両手で握り直し、アンズーに向かいあう。

			　相手も同じく、フラムの方をにらみつけていた。

			　改めて、『魔法に気をつけろ』と自分に言い聞かせる。

			　あのモンスターは、思っていた以上に戦い方が多彩だ。

			　近距離、遠距離、どちらも隙がない。

			　となると、おそらく無傷で切り抜けるのは不可能である。

			　最初から期待すべきではない。

			　つまり取るべき手段――素人であるフラムにできる戦い方は――

			「私の強みって、この……体、だよねぇ」

			　――肉を切らせて骨を断つ。

			　痛みにはまだ慣れないが、即死さえ避ければどのような傷でも癒えるというのは、あまりに圧倒的なアドバンテージだ。

			　ならば最初から、それを利用した上で戦えばいい。

			「できれば痛いのは嫌なんだけど……ふぅ、私が死ねば、たぶんミルキットも死ぬ。そう言う風に考えたら……私の中の英雄願望が、頑張ってくれるんでしょ？」

			　瞳を閉じて、今も出口を求めて森を懸命に走っているであろう、彼女の姿を思い浮かべる。

			　勇気が湧いてくる気がした。

			　さらに、手を繋いだときのぬくもりを思い出す。

			　勇気が湧いていると確信できた。

			　フラムの中に住み着く英雄願望さんは、いささか単純なのである。

			　今日出会ったばかりの少女のために、命まで懸けてくれるのだから。

			　だがこいつがいなければ、とっくにフラムの心は折れて、諦めていただろう。

			「じゃあ改めて、いきましょうか英雄様！」

			　フラムは自身に向けて皮肉っぽくそう言い聞かせ、今度は真正面から、アンズーに向けて走り出した。

			　低く構えた大剣が、時折ざりざりと地面を掠める。

			　無論、パワーで勝っている自覚のあるアンズーは、逃げることなく、むしろ同じく前進し、その挑戦を受けて立った。

			


			

			


			　一歩。

			　まだまだ距離は遠い、怖気づきたがる本心をねじ伏せ、まだ前へ進む。

			　二歩。

			　切っ先は届く、しかし必要なのは致命傷にいたる一撃、ゆえにまだ引きつけなければ。

			　三歩――衝突。

			　アンズーはフラムの頭を狙って爪を振り下ろした。

			　彼女は右膝を曲げる、体が右側に傾斜する。

			　結果、頭部は潰れず、代わりに左肩がナイフでバターをえぐるように吹き飛んだ。

			　千切れたフラムの肉片が飛び散る。

			　身を喪失し、骨が露出した部分に、焼けるような熱さが走る。

			　だがそれはまだ熱だ。

			　脳はまだ、それを痛みとして認識してはいない。

			　そうなる前に、彼女は速度を落とさずに前進を続け、アンズーの懐に飛び込み、すれ違いざま、幅広の刃で側腹部を斬りつけた。

			　黒き鉄塊が毛皮に埋没し、その内にある脂肪、筋肉――さらには内臓までも切り裂く。

			「ぐ、ぎいぃっ！」

			「グオォォンッ！」

			　互いに苦悶の声を漏らす。

			　損傷具合に大差はない。

			　しかし、すぐに明暗は分かれた。

			　なにせ、フラムのえぐれた傷は数秒で埋まり、アンズーの傷はそのまま残るのだから。

			　フラムは足を止め、ザザザ、と滑る落ち葉の上で疾走の速度を殺すと、素早く振り返り、互いに再び相対す。

			　未だ苦しげなアンズーは翼をはためかせ、先程見た挙動を始めた。

			　――このタイミングで出すってことは、やっぱりあれが切り札なんだ。

			　すなわち、フラムの体を分断した、風属性魔法の発動準備である。

			　彼女はその痛みと、自分の肉体がバラバラになる感覚を思い出し、ゾクリと体を震わせた。

			　幸い、傷の影響でアンズーの集中力が乱れているのか、最初に放ったときほど魔法の発動はスムーズに行えていないように見える。

			　しかしそれでも、この距離、接近からの斬撃で発動を妨害するのは難しいだろう。

			　それにその方法で止めようとしたとして、発動中断のあと、爪、あるいは牙での攻撃に切り替えられれば、逆にこちらが致命傷を負いかねない。

			　ならば回避を――いや、仮にそれが可能だったとして、最初から避けることだけを考えて、そんな後ろ向きな戦略で勝ちをつかめるだろうか。

			　相手は獣、となればこれ以上傷を負えば逃げてしまう可能性だってある。

			　これだけ好き放題に自分の体を傷つけてくれたのだ、このまま逃げられてしまうのは癪しゃくに障さわる。

			　アンズーの体力の消耗は明らか、あと一手でトドメを刺せる――なにか攻撃を届かせる手段はないものか。

			　思案を巡らす彼女の目に映ったのは、剣先が届くほどの距離にそびえ立つ、天高く伸びる樹木だった。

			　――ああ、これなら。

			「はあぁぁぁぁあああっ！」

			　成功の可否を考えている暇はない。

			　振りかぶり、握った両手剣を力いっぱいその木の幹に叩きつける。

			　ズドンッ！

			　斬撃というよりは、叩き砕いた打撃音が森に響く。

			　かなりの抵抗はあったが、刃は幹を断ち、破壊する。

			　ミシミシ――そんな音をたてながら傾き始めた巨木。

			　だがそれは、アンズーではなく、あらぬ方向へと倒れようとしている。

			「りゃあぁぁぁああああっ！」

			　それを今度は、掛け声とともに刃の腹で叩く。

			　フォームは、両手でのフルスイング。

			　ドゴォッ！

			　少女らしさ皆無のなりふり構わぬ殴打は、倒木の向きをアンズーの方へと軌道修正した。

			　魔法はすでに発動寸前である。

			　だが、魔法に気を取られていたアンズーが、自分に向かって木が倒れていることに気づいたのは、押しつぶされる直前のこと。

			　ズゥン、と獅子の胴に極太の丸太が重くのしかかる。

			　重さに耐えきれず前脚が曲がり、さらには腹を地面に付けて、完全に潰れる巨大な獅子。

			　おそらく、時間をかければ、独力でも脱出は可能だろう。

			　しかし、悠長にもぞもぞと大木の下から這い出る様を、フラムがただ観察しているわけがない。

			　油断はしない。

			　フラムは全力でダッシュし、アンズーの手前で大きく跳躍。

			「もらったああぁっ！」

			　そして、その頭のど真ん中に、両手で握りしめた剣を突き刺した。

			「グ、ガ――！」

			　刃は頭蓋骨を突き抜け、脳まで到達する。

			　だが、まだうめき声は聞こえている。

			　生命力旺盛な野生の獣を殺し切るには足りない。

			　フラムはさらに両腕に力を込めると、ずぶずぶと鍔つばがストッパーになるまで深く刀身を沈ませ、レバーを下げるように、グリップを体に引き寄せた。

			「ぬぅがあぁぁああああっ！」

			「ゴ……ォ……」

			　脳の損傷部位が拡大し、触れてはならない場所にまで到達した。

			　アンズーの意識が消失し、両手足から力が抜け、巨体がぐらりと揺らぐ。

			　フラムは巻き込まれぬよう、柄から手を離して飛び降りた。

			　脳には大剣が突き刺さったまま、その巨体はさらに傾き、落ち葉を巻き上げ、ズゥンと地面を鳴らしながら倒れる。

			「はぁ……はぁ……」

			　肩を上下させ、フラムはその死体を眺めた。

			「あぅ……うあー……初陣にしては、ハードすぎない……？」

			　もう動くことはない。

			　アンズーは、完全に死んでいる。

			　そう確信すると、ふっとフラムの体から力が抜けた。

			　そして彼女は両手を広げて、背中から地面に倒れる。

			　ぼふっ。

			　落ち葉のベッドは、存外に気持ちがいい。

			　少し湿っていて冷たいし、服が濡れている気もするが、とっくに血でベトベトなので特に問題はない。

			　見上げた木々の隙間から、微かにオレンジ色の空が見えた。

			　その色は、『早く帰らなければ夜になってしまうぞ』とフラムを急かすようで、

			「この世界は空すら優しくないんだ」

			　と、彼女はポエミーに愚痴る。

			　戦闘中に負った傷は、痕も残らないほど綺麗サッパリ消えていたが、まだ体が痛みを覚えている。

			　幻痛とまではいかないが、ぴりぴりとしたこそばゆさに似た感触があった。

			　それに、服は体以上にボロボロだ。

			　マントは無くなり、白の半袖とハーフパンツを着ていたはずなのに、袖がさらに短くなって酷い有様になっている。

			「いきなりこんなモンスターと戦わされるし、ギルドはろくでなしばっかりみたいだし、これからどうなるんだろ……」

			　フラムの胸で渦巻く不安。

			　王都に帰りたくない、と駄々をこねる、わがままな自分。

			　けれど、今頃は森の入口で主の帰りを待っているであろうミルキットの存在を思うだけで、『まあどうにかなるか』と思えてしまうのだから不思議なものだ。

			　少しやる気が出たので、腹筋の力だけで上半身を起こす。

			「でもまあ、あのデインとか言う男の思い通りにならなかっただけ良し、としますか」

			　ワーウルフどころか、Ｃランクモンスターのアンズーを倒したと知れば、彼らは卒倒するかもしれない。

			　口をそろえて『ぎゃふん』と言う男たちの姿を想像してにやつきながら、フラムは立ち上がるのだった。

		

	
		
			006　原初は終わり、新たなる運命が始まる

			


			　アンズーとの戦闘を終えた直後のフラムだったが、彼女は困り果てていた。

			　なぜなら、ライセンス取得のために必要な品はワーウルフの牙なのに、それらはすべてアンズーの胃袋の中に収まっていたからだ。

			「贅沢なことに上半身だけ食べやがって、このグルメめ！」

			　げしっ、とアンズーの死体を蹴りつけるフラム。

			　今から森の中でワーウルフを探すとなると、日が暮れてしまう。

			　夜の真っ暗な森の中、消耗した彼女がモンスターと交戦したとして、無事でいられる保証はない。

			　となると、依頼の品を手に入れるための方法はひとつしかなかった。

			「おなかをかっさばくしかない、か」

			　アンズーの毛皮は硬く、肉も分厚かったが、魂喰いの切れ味なら捌さばけないこともない。

			　しかし、いざ横たわるモンスターの腹に刃を沈め、臓物を引きずり出すと――汚れよりも、強烈な臭いに苦戦することとなった。

			　幸いなことに胃袋はすぐに見つかり、中から未消化のワーウルフの上半身も発見できた。

			　しかし、粘液が糸を引くその臓器に手を突っ込んで、それを引きずり出すというのは、いくら田舎暮らしで動物を捌くのに慣れていると言っても、かなりつらい。

			　片手で鼻をつまみ、顔を背けながら、そーっと剣で入れた切れ目から指を挿入していく。

			　ぬちゃ、という生温かい感触に、思わず「うぇ」と声が漏れた。

			　それでも奥へ奥へと腕を挿入し、ワーウルフの頭の鼻あたりをつかむと、ずるりと一気に引き抜く。

			　外に出した瞬間に投げ捨て、透明の粘液で塗まみれた手を顔に近づけると、強烈な異臭がフラムの脳天を直撃した。

			「うっひいぃぃぃっ！」

			　彼女は黄色い声で叫びながら、近場の木の幹や地面の草に手をこすり付けたが、完全に匂いが取れることはなかった。

			　死後まで厄介なアンズーに「こんにゃろっ」ともう一発蹴りを入れると、ため息をついて肩を落とし、気を取り直してワーウルフの牙を切り取る作業に入る。

			　これもこれで、ワーウルフの口元をノコギリの要領で切り落とすという面倒な工程が必要だったが、アンズーの腹から引きずり出すのに比べれば楽なものである。

			　こうして、フラムは依頼の品を手に入れることに成功した。

			　ギルドに持ち込めば、ようやくライセンスが手に入り冒険者になれる……と、思いたい。

			「あの受付嬢のことだし、依頼を成功させたら成功させたで、また一悶着ありそうだよねぇ」

			　そんないけ好かない女の鼻をあかすためにも、ただ依頼を達成するだけでなく、もうひと押し欲しい所。

			　そのためにも、ぜひアンズーの一部を持ち帰りたい。

			「悲しいかな私の知識不足。アンズーってどの部位が需要高いのかな、さっぱりわかんないや」

			　モンスターには当然、価値の高い部位と低い部位が存在する。

			　バックパックすら持っていないフラムが運ぶことのできる素材の量は、さほど多くない。

			　つまり、持ち帰れるアンズーの部位は、せいぜい一箇所で精一杯。

			　仮に持ち運ぶための道具を所持していたとしても、やはり所持量の限界はある。

			　より効率よくお金を稼ぐためには、アイテムの価値を見極める知識も必要となってくるのだ。

			　もっとも、エピック装備の収納メカニズムを応用した、大容量の魔法のカバンでも持っていれば話は別だが、そんなもの、Ｓランク冒険者にでもならない限りは手の届かない代物である。

			「ま、とりあえず牙にしとこっかな」

			　ワーウルフに限らず、モンスターの牙は武器や防具、アクセサリーを作るときの定番素材であった。

			　硬いアンズーの牙に、ハンマーのように何度か魂喰いを打ち付け、切り離す。

			　どすんと地面に落ちたそれを、彼女は両腕で抱えて持ち上げた。

			　意外と重い……が、運べないほどではない。

			　ワーウルフの牙も忘れずに握りしめ、フラムはミルキットのもとへ向かい歩き出した。

			


			　◇◇◇

			


			　すっかり日は暮れて、夜の帳とばりが下りてくる。

			　昆虫の鳴き声に耳をすませながら、ミルキットは森の入り口にある切り株に座っていた。

			　彼女は不安げに目を伏せ、胸元で手を握っている。

			　フラムと別れてから、すでに三時間が経過した。

			　とっくに戦闘は終わっているはずだ。

			　無事に勝って、ワーウルフの牙を手に入れたのなら、すでに戻っているべき時間なのだが。

			　あのまま負けて、死んでしまったのだろうか。

			　それは……嫌、だった。

			「私は、ご主人様の帰りを、待ちわびている」

			　もう二度と会えないかもしれない。

			　そう考えると、胸が痛んだ。

			　これまでの人生で、他人の生死に興味が湧いたことなんてなかったはずだ。

			　たとえそれが自分の主だったとしても、だ。

			　彼女にとって主とは、自分を虐げる対価として、少量の糧を与えるだけの装置に過ぎない。

			　確かに普通に暮らしてきた人間から見れば、不幸な人生だったかもしれない。

			　けれど、自身を無感情な人形だと割り切れば、他者との人間関係に悩まなくていい分、楽でもあった。

			「でもこれは、楽じゃない関係」

			　もしフラムが生き残って、ここに戻ってきたのなら。

			　そこから先の、明日や明後日の生活は、おそらく今のミルキットでは想像できないものだ。

			　笑うことが許されて、人として扱われて、ひょっとするとこの醜い顔も治るかもしれなくて。

			　その代わり、長い時間をともに過ごすほどに、失ったときの悲しみは大きくなる。

			　彼女の優しさに心こころ癒いやされると同時に、喪そう失しつの恐怖に常に怯えなければならないが――

			「でも私は、その先の未来を見てみたいとも思っている」

			　痛いのは嫌だ。

			　苦しいのも嫌だ。

			　我慢できるというだけで、他者から苦痛を与えられない生活に憧れなかったわけではない。

			　ただ、拒絶よりも、『望んだ所でどうしようもない』という諦めの気持ちの方が大きかっただけで。

			　もしも手に入れられるのなら――

			「ふいぃー……やっと出口かあ、疲れたぁー……！」

			　考え込むミルキットの耳に、やさぐれた少女の声が聞こえてくる。

			　立ち上がり、森の方を見ると、そこには最後に見たときよりも血で汚れ、巨大な牙やら汚れた篭こ手てやら、見慣れぬ荷物を抱えたフラムの姿があった。

			「ご主人様！」

			　無事でよかった。

			　五体満足な彼女の姿を見た瞬間、頭に浮かんだのはそんな言葉だった。

			　自然に、ほんの少しではあるが、口元にも笑みが浮かぶ。

			　――きっとそれが答えだ。

			　悩んだって納得の行く結論にたどり着くことはないが、とっくに本能はどうするべきかを知っている。

			　ミルキットは、ゆっくりとこちらに歩いてくるフラムに駆け寄った。

			　その姿を見て、フラムはにこりとほほ笑む。

			「ただいま、ミルキット」

			「おかえりなさい、ご主人様」

			　フラムの持つ荷物の一部を受け取ろうとするミルキット。

			「ありがたいけど、服とか血で汚れちゃわない？　大丈夫？」

			「いまさら汚れて困るような体ではありませんから」

			「自じ虐ぎゃくが過ぎるって……私の奴隷を名乗るなら、もっと自分を大切にしてよね」

			　フラムは半笑いでそう言いながら、ワーウルフの牙と篭手を渡した。

			　アンズーの牙は、さすがにミルキットに持たせるには重すぎる。

			「ところでご主人様、その大きな牙はアンズーのものだと推測はできますが、そちらの篭手はどうしたんです？」

			「ああ、これは――入り口に戻ってくるまでの間に、白骨化した冒険者の遺い体たいを見つけてね」

			


			


			◇◇◇

			


			　暗闇の中で、偶然にも硬いなにかを足蹴にしてしまったフラムは、転がるしゃれこうべを見て思わずアンズーの牙を落とし、叫んだ。

			　自分の体をバラバラにされた人間の反応とは思えないかもしれないが、それとこれとは話は別、怖いものは怖いのである。

			　よく見ると、死体には下半身がない。

			　ひょっとすると、フラム同様にワーウルフを狩りに森に入って、アンズーに殺された冒険者の成れの果てなのかもしれない。

			　死体は鎧や篭手を纏ったままの状態で地面に倒れている。

			　その装備を見て、彼女はふと勇者パーティに参加していた頃のことを思い出した。

			　――少しでもみんなの役に立ちたい、けれど私にできることはほとんどない。

			　当時のフラムは、自分の無力さを痛感していた。

			　一人の力ではどうしようもない。

			　だったら、他者に教えを請うしかない。

			　ともに旅をする人々は、みな一流の戦士ばかり。

			　役立たずである自分が、さらに彼らに負担をかけるのは気が引けたが、意外なことに何人かは喜んで引き受けてくれた。

			　フラムがあまりに悲惨だったので、同情心から付き合ってくれたのかもしれない、とも彼女は思っている。

			　さて、そのうちの一人が、〝星砕の豪腕〟ガディオ・ラスカットである。

			　巨大な体に黒い鎧、さらには無口で仏頂面で顔も怖くて――と、見事に近づきがたいオーラを放つ人物なのだが、意外にも面倒見はいいらしい。

			　身体能力が低すぎて使いものにはならなかったが、剣術もいくつか教わったし、冒険者としての心得も聞かせてくれた。

			『戦場では死体が転がっていることも多い。そいつらが上等な装備を身に着けていることも少なくないのでな、一部の信心豊かな人間以外は喜んで臨時収入として持ち帰る』

			『死体の装備を、ですか？』

			『使い手が死んだからと言って、装備まで殺す必要はないだろう。故人をしのぶならむしろ有効活用してやるべきだ』

			『でもなんだか、怨おん念ねんとか染み付いてそうで怖くないです？』

			『フラムはそういうのを信じるタチか』

			『ご、ごめんなさいっ！　冒険者は、もっとリアリストじゃないといけませんよね』

			『いや、それでいい。その感覚は大事にしろ。確かに言う通り、死者の持つ装備には元所持者の怨念が染み付くことがある』

			『本当にあるんですか!?』

			『ああ、いわゆる〝呪いの装備〟というやつだ。ステータスが減少したり、二度と外れなくなったり、ときには装着しているだけで死ぬこともある、厄介な装備だ。とは言え、スキャンを使うことさえ怠おこたらなければ呪いに巻き込まれる事はない』

			『あの、私、スキャンすら使えません……』

			『ふっ、そうだったな。だったら仲間を探せ、それが一番だ。冒険者は一人で動くべきではない。ときに背中を押し、ときに引き止めてくれる、そんな相棒が必要なんだ』

			　これは、そんな彼がフラムに対して行った授業の一幕である――

			　ついつい余計な部分まで思い出してしまったが、今のフラムに必要なのは、その中でも『死者の持つ装備には元所持者の怨念が染み付くことがある』という部分。

			　試しに足元の装備にスキャンをかけてみると、そのうちのひとつに呪われた装備と思しきものがあった。

			


			　─────────────────────

			　　名称：血塗れのスチールガントレット

			　　品質：レア

			　　［この装備はあなたの筋力を８２減少させる］

			　　［この装備はあなたの魔力を１０１減少させる］

			　─────────────────────

			


			　さすがにエピック装備と比べると見劣りするが、それでも合計１８３、十分なステータス減上少昇量だ。

			　フラムはしゃがんで死体に近づくと、「ごめんなさいっ！」と手を合わせてから、骨から篭手を抜き取った。

			　ガディオの言葉が真実なら、持ち主が彼女を恨むことはないはずである。

			


			　◇◇◇

			


			「――ってなわけ」

			「はあ、呪いの装備、ですか……」

			　フラムから呪いの装備をゲットした経緯を聞くと、ミルキットは複雑な心境で篭手を見つめた。

			「腕を通さなければエンチャントが作用することはないみたいだから、持つ分には平気だと思う。それでも嫌なら、やっぱり私が持つけど」

			「いえ、ただでさえ重い牙を運んでいるんですから、奴隷である私ごときが楽をするわけにはいきません」

			「真面目だなあ、まあ助かるけど」

			　こうして、合流を果たした二人は森を離れ、王都へと戻っていったのだった。

			


			　◇◇◇

			


			　夜の王都は、昼とはまた異なった賑わいを見せていた。

			　魔導ランプに照らされた通りには、露出の多い女性が増え、酒場らしき店の中からは騒がしい音が聞こえてくる。

			　客引きも多く、笑顔で近づいてきた男が、フラムの頬の印を見るなり「けっ」と露骨に嫌そうな顔をして離れていくこともあった。

			「すっかり夜になっちゃったね」

			「はい、ギルドが閉まっていないか心配です」

			　フラムもちょうど同じことを考えていた。

			　ギルドの看板には、特に営業時間のような記述はなかったが――

			「紹介所とは名ばかりの酒場も併設してるし、大丈夫だと思いたいけどね。さすがにこの牙を持ったまま一晩は過ごしたくないかな」

			　そんな会話を交わしつつ、冒険者ギルドを目指す。

			　いざ到着してみると、他の酒場同様に、中からは酔っ払った冒険者たちの喧けん騒そうが聞こえてきた。

			　心配の必要はなかったようだ。

			　肩で入り口の扉を押し開け、施設の中に入ると、幾人もの視線がフラムに突き刺さる。

			　最初に来たときは敵意一色だったが、今回は幾分かのノイズが混じっている。

			　どうやら、中に二人の生死で賭けをしていた者がいたようだ。

			　ガッツポーズをする男の前に、同じテーブルの男たちから数枚の金貨が投げ込まれる。

			「よっと」

			　フラムがどすん、とカウンターの手前にアンズーの牙を置くと、受付嬢のイーラは頬を引きつらせた。

			「はい、これが依頼の品」

			　ミルキットから受け取ったワーウルフの牙が、カウンターに転がる。

			　イーラはそれに指で触れると、忌々しげにフラムをにらみつけた。

			「これで試験合格ってことでいいんだよね？」

			「……まさか、本当に倒してきたの？」

			「当たり前じゃん、ワーウルフぐらいなら私には余裕だったよ」

			「こ、こんなの……っ」

			「なに？」

			「こんなの無効よっ！　薄汚い奴隷のあんたなんかがっ、冒険者になれるわけないでしょうが！」

			　ヒステリックに喚わめくイーラは、牙を握ると、フラムの顔めがけてそれを投げつけた。

			　だがフラムはそれを片手でキャッチし、もう一度、化粧の濃い顔を悔しげに歪ませる受付嬢に突きつける。

			「依頼を果たした冒険者に報酬を渡す。それがギルドの仕事じゃないの？」

			「くっ……」

			「あとこれも買い取って」

			　床に置いていたアンズーの牙が載せられると、カウンターの机がその重さにぎしりと軋きしんだ。

			「な、なによ……これ」

			「Ｃランクモンスター、アンズーの牙。ワーウルフを探してたら偶然遭遇したから、倒して素材になりそうな部位を持ってきたの」

			　ギルドは、需要のある素材に関しては、収集依頼が出ていなくとも買い取ることがある。

			　もちろん冒険者が直接必要としている人間に売る方が金にはなるが、手間はかからないのでギルドに持ち込む者も多かった。

			「Ｃランク、ですって……？」

			　ワーウルフに殺されるはずの少女が、あろうことかそれより格上のモンスターを倒して、戻ってきた。

			　信じがたい事実を前に、イーラはもはや絶句するしかない。

			　すると、黙り込んでしまった彼女に代わって、酒場の方からゴロツキのような風貌をした男が二人近づいてくる。

			「おいおい嬢ちゃん、嘘はいけねえぜ。アンズーだと？　あんなどでかい化物、奴隷の嬢ちゃんに倒せるわけがないだろ。俺らがパーティを組んでやっと戦える相手だぞ？　それにスキャンで見たが、どっちもＦランクとすら戦えるとは思えないステータスじゃねえか。まともな装備だって持っちゃいねえ。嘘にしてももっとまともな作り話をするべきだ、なあ？」

			　男Ａは、薄汚くニヤニヤとしながら言う。

			「ああ、それに……やけに生臭えな。なんの匂いだ？　いや誰の体液だ？　嬢ちゃん、あんたいったい何人の男に抱かれてきたんだい？　ああなるほど、その金でどっからか素材を仕入れてきたわけか。はたまた、冒険者を捕まえて金の代わりに素材をもらってきたのか。だったらやっぱ、冒険者なんかより娼しょう婦ふの方が向いて――」

			　男Ｂはポケットに手を突っ込んだ状態で、無精髭の生えた顔を近づけながら言い――

			「フラムパーンチ！」

			　聞きながらこめかみに青筋を立てていたフラムは、ついに耐えきれず、拳を接近してきた男Ｂの顔面にめり込ませた。

			　ど真ん中から、ガードもなしにモロにパンチを食らってしまった彼は、鼻から血しぶきをあげながら、背後に倒れていく。

			「な――て、てめえ！」

			「おじさん、冒険者ランクはいくつなの？」

			「あぁ？　俺もこいつもＤだよ！」

			「へえ。Ｄランクの冒険者って、ステータス０の女の子からパンチを受けたら、一撃で倒れちゃうぐらいの強さなんだ」

			「ふっ……ふざけやがってぇえぇえええええ！」

			　激昂した男は、腰から剣を抜いて襲いかかった。

			　フラムは彼がある程度近づいてくるのを待ってから、素早く亜空間より魂喰いを引き抜く。

			　ゴォッ！

			　刃は空を薙ぎ、剣先は弧を描き、正確無比にその首筋めがけて振るわれる。

			　気づいたときには、男の首にぴたりと刃が突き付けられていた。

			　彼は体をこわばらせ、その場に凍りつく。

			　あとほんの少しフラムが力を込めるだけで、命を奪える状態だ。

			「まさか、エピック装備だと……！」

			「呪われてるけどね」

			　相手が戦意を喪失したと判断したフラムは、剣を再び亜空間に収める。

			　すると男の体からがくっと力が抜け、膝から地面に崩れ落ちた。

			「これで嘘じゃないってわかってくれたでしょ？」

			　そう言って、フラムはイーラに得意げに笑いかける。

			　まだイーラの表情には悔しさが滲んでいたが、これ以上、彼女の独断で発行を拒否することはできない。

			　ワーウルフの牙の納入依頼完了処理は無事行われ、その報酬として、いくらかの金と冒険者ライセンスがフラムの手に渡った。

			　彼女はそのカードを天にかかげ、記された自分の名前と、〝Ｆランク冒険者〟の文字を見てご満悦の表情を浮かべる。

			　さらにアンズーの牙の買取も無事完了し、依頼の報酬と合わせて、数日間は二人で遊び回れるほどの大金を入手した。

			　さて、受け取るものを受け取ったら、もうこんな場所に用はない。

			　フラムはイーラに向かってひらひらと手を振ると、ミルキットとともにギルドを出た。

			　そして扉をくぐった瞬間、フラムは大きく息を吐き、両腕をだらんとさせて体から力を抜く。

			「ふあぁー……緊張したぁー……」

			　ギルドの中では終始不敵な笑みを浮かべていたフラムだったが、途端に気の抜けた、年相応の顔つきに戻った。

			　格上の冒険者を手玉に取っていた、謎の新人冒険者の姿はもはやそこにない。

			「おつかれさまでした、ご主人様」

			　ミルキットは、もちろんフラムが無理して強がっていたことを知っていた。

			　だからこそ、すぐに主をねぎらう。

			「うん、かなり疲れちゃったぁ」

			　そんなミルキットに甘えるように、フラムは彼女の手を握った。

			　もうすっかり慣れたもので、ミルキットの方もすぐさま握り返す。

			「イーラが抵抗するのは想定通りだけど、まさか冒険者に絡まれるとは思ってなかった。でも悪の親玉であるデインがいなくて、ほっとするやら、がっかりするやら」

			「宿代も手に入りましたし、今日はそれで良かったんじゃないでしょうか」

			「だね。じゃあ早速、どこかの宿を借りてお風呂に入って――んで、明日は服でも買いに行こっか」

			「はい、ご主人様はもっと綺麗な衣服を着た方がいいと思います」

			　フラムは改めて自分の格好を見て苦笑する。

			　ミルキットの薄汚れた白い服も大概だが、彼女のそれは遥かに上をいく。

			　彼女自身も、できるだけ早く着替えたいと思っていたところだ。

			「そう言われると思った。もちろんミルキットの分も買うからね？」

			「お構いなく、私は奴隷ですから」

			「じゃあ主人からの命令ってことで。明日は絶対にミルキットの分も買いまーす」

			「そんな……」

			　ミルキットはうつむいて、困惑した。

			　服を買うと言われても、こんな包帯で顔を巻いた醜い姿では、なにを着たって一緒だ――彼女はそう思い込んでいる。

			　見かねて、フラムはぽんぽんとミルキットの頭をなでた。

			「遠慮しないで、肩の力を抜いて、二人で楽しもうよ。ね？」

			　向けられる邪気のない笑みに、ミルキットの胸がざわつく。

			　知らない感情だ。

			　これが、自分の選んだ、フラムとともに歩む未来にあるものの兆しだと言うのなら――

			「……はい」

			　こくん、と首を縦に振った。

			　受け入れる。

			　そして、今とは違う自分になっていく。

			　すべてを失った少女と、すべてを持たなかった少女。

			　神にすら見放された二人は手をつなぎ、今まさに、新たな人生の第一歩を踏み出したのだった。

		

	
		
			


			

			


			幕間２　崩壊する福音

			


			「足りねえ……全然足りねえ……！」

			　赤い髪を逆立たせ、空に浮かぶ青い肌の男。

			　彼は天に向け爪を立てた両手を震わせながら嘆いた。

			「熱が足りねえ……なんだよお前ら、せっかく全力でやり合ってんのに、いちいち冷てえんだよぉおおおおおおおおッ！」

			　咆哮がピリピリとキリルの鼓膜を震わす。

			　そして彼の感情の爆発と呼応するように、熱波が彼を中心に広がり――

			「プロメテウス――イリーガルフォーミュラッ！」

			　その魔力が限界までふくれ上がったところで、手を前に突き出す。

			　同時に大地が割れ、彼の直下から地平線の向こうにかけて、赤い炎が数十メートルの高さまで無数に噴き出す。

			　夜闇に包まれていた魔族の領土は、一気に地獄のように紅く照らされた。

			　法外呪文イリーガルフォーミュラ、それは魔族によって生み出された、魔力の過剰消費によって魔法の威力を増大させる技法。

			　本来、プロメテウスと呼ばれる魔法は、百メートル四方を火の海にする程度の威力しかない。

			　しかし法外呪文を利用することにより、十倍以上に拡大したのだ。

			　その代償として魔法の制御が難しくなるが、この一帯に残る魔族はすでに彼――燐りん火かのツァイオンのみ。

			　どうせ集落の魔族たちも、勇者が来る前に避難しているのだ。

			　周囲を気にする必要などなかった。

			「エターナ、お前の魔法で炎を消すんだ！」

			　魔女エターナ、聖女マリアと協力して広域シールドを張り、パーティを守っていた賢者ジーンは、苛立たしげに命令した。

			「言われなくても」

			　冷めた口調でそう言い返すエターナ。

			　実際、ジーンに言われるまでもなく、彼女はすでに動き始めていた。

			　意識を集中させ、全身から魔力をかき集める。

			　エターナの肩付近に浮かぶ二つの球体が、バチバチと閃光を散らしながら、魔法の発動をアシストする。

			　そして――大規模水魔法が発動した。

			「ウォータメテオライト」

			　エターナはただ一言、そう詠唱すると、ツァイオンの頭上に巨大な水の球体が現れる。

			　それは重力に引き寄せられ落下し、彼を膨大な質量で押しつぶそうとした。

			　どうやらエターナはこの魔法で、攻撃と鎮火を同時にこなすつもりらしい。

			「生温いんだよォッ！」

			　だがツァイオンは全身に炎を纏ったかと思うと、あろうことか自ら水に突っ込んでいき、そして逆方向に突き抜けた。

			　透明の球体を見下ろす彼は、今度は熱気を右足に集中させ、

			「オラアァァァッ！」

			　掛け声とともに、渾身の蹴りを放つ。

			　すると、エターナの作り出した水の球体は彼女たち目掛けて猛スピードで落下してくる。

			「そんな馬鹿な、遊びで使うボールじゃないんだぞ!?」

			「さすが魔族、滅茶苦茶ですね」

			「想定外」

			　常識外の反撃に驚愕するジーンとマリアとエターナ。

			　現在張っているシールドで、果たして持ちこたえられるか。

			　そんなとき、戦士ガディオはなにを思ったか前方に駆け出し、自分たちに迫る水の球体に向けて特攻する。

			　彼が地面を蹴る度に、大地は陥かん没ぼつし、小さなクレーターが作られる。

			　脚力の強さはもちろんのこと、彼の纏まとっている黒い重装鎧に加えて、背負っているゆうに二メートルは超える巨大な両手剣の重さが半端ではないのだ。

			　普通の人間に扱える代物ではない。

			　だが彼は、圧倒的な筋力にものを言わせて、それを着用してもなお速度を落とさずに駆け抜ける。

			　さらにそれだけではない、ガディオは魔法までも駆使した。

			「アースグレイブ」

			　口元だけ動かし、静かに発動を宣言する。

			　そして足元に魔力を集中させ、地面に伝でん搬ぱんさせると、彼の目の前に石柱がそそり立つ。

			　一歩踏み出すたびに次の隆起が発生し、岩はまるで階段のようにガディオを高みへと導いていく。

			　そのさなか、彼はついに背中の大剣を抜いた。

			　まだ球体までは距離がある。とてもではないが剣の間合いではない。

			　しかし、彼はそこで上段に構えた。

			「フゥゥ……」

			　息を吐き、肉体に満ちる体力を、別の力へと変換する。

			　それは〝プラーナ〟と呼ばれる、魔力とはまた異なるエネルギー。

			　大量の体力を消耗することで、一時的に肉体の限界を超えた力を得られるのだ。

			　ガディオは腕から剣の切っ先にいたるまでを、余すことなくプラーナで満たす。

			「オオォォオッ！」

			　その状態で、剣を振り下ろした。

			　あまりの剣速に、周囲の景色が歪み――キイィン――鼓膜を裂くような高い音が響く。

			　王国の騎士の間で伝わっていたと言われる剣技、騎士剣術キャバリエアーツ・気剣斬プラーナシェーカー。

			　剣先より、不可視の衝撃波が放たれる。

			　初歩的な技ではあるが、だからこそ使用者の力量が出る。

			　ガディオほどの使い手ならば――大魔法を断ち切ることもたやすい。

			　鋭利な刃と化したそれは、ゴパァッ！　と水の流星を真っ二つに両断する。

			　さらに威力を維持したまま、飛翔する剣気はツァイオンにまで肉薄した。

			「ちっ、今度はお前かよ！」

			　彼は手をかざすと、自分の前方に黒い煙を展開する。

			　放たれた煙は火属性ではない、〝闇属性〟である。

			　ツァイオンの属性は、二つ名に記された通り〝燐火〟。

			　火と闇の二属性を操ることのできる、希少属性の持ち主であった。

			　広がった煙により、気剣斬プラーナシェーカーの位置が可視化される。

			　ツァイオンは目の前に迫ったそれを、右手で受け止めた。

			　バチバチバチバチィッ！

			　ぶつかり合い、電流のような音を響かせているのは、彼の手のひらではない。

			　彼の肌の表面に薄く膜を張った炎であった。

			「まだまだぁ……熱くねぇよ、てめえなんぞの熱じゃ足りねえぇぇぇえええッ！」

			　彼はさらに左手まで使い、衝撃波の勢いを完全に止める。

			　そして「オラァッ！」と荒っぽい掛け声でそれに膝を叩き込んだ。

			　すると剣気はまるで紙を丸めた棒のようにぐにゃりと曲がり、上空へと飛んでいく。

			　またもや力任せの強引な方法で攻撃を潰され、戦意が失せたかと思いきや――ガディオがその程度で折れるわけがない。

			　岩の階段、その最後のひとつを強く蹴り、黒い鎧が空高く舞った。

			　そして今度は、ツァイオンに直接斬りかかる。

			　ガディオの大剣に対し、彼は炎を巻きつけただけの拳で応戦した。

			　ガギィンッ！

			　拳と刃がぶつかりあう。

			　その衝撃が、周囲の空気をビリビリと揺らした。

			「ぐ……ぬおォ……！」

			「そろそろ前座は――終わりにしようぜッ！」

			　魔力のみならず、筋力ですら、ツァイオンはガディオを凌駕する。

			　ゴォッ！

			　力負けした鎧の騎士は吹き飛ばされ――ズゥン、と地面に叩きつけられた。

			　それと時を同じくして、ガディオによって真っ二つにされた水の塊が地面で弾け、地表を覆っていた炎を消していく。

			　立ち込める水蒸気で、あたりは真っ白になった。

			「おい勇者、地面に這いつくばって見上げてばっかりいねえでオレのトコに来いよ！　お前だけだ、オレら三魔将を熱くできるのはよォッ！」

			　ツァイオンの言っていることは、ただの挑発ではない、事実だ。

			　勇者の力さえあれば、今まで三魔将との戦いでも劣勢になることはなかった。

			　だが、フラムとの別れを引きずり続ける勇者キリルは――心が揺れているせいか、うまく魔力を使えなくなっていた。

			「――狙い時だな」

			　ツァイオンがキリルに発破をかけたそのとき、プロメテウスにより燃えていた大地よりもさらに遠方、普通の人間では肉眼で視認するのは絶対に不可能な距離より、一本の矢が放たれた。

			「もらった」

			　待機していた射手ライナスが、キリルに気を取られている彼に向けて放った渾身の一射である。

			　相当な距離があるにもかかわらず、速度の減衰はなく、狙いに寸分の狂いもなく、その矢は眉間を貫かんと一直線に進む。

			　水蒸気の影響で矢が隠れ、ツァイオンは着弾直前までその存在に気づくことはなかった。

			　ヒュオンッ！

			　矢じりが風を切り裂き、白煙の奥から急所を狙う。

			　それがツァイオンの視界に入ってから、眉間に着弾するまでの刹せつ那な――

			「チィッ！」

			　彼は意識と言うよりは本能で危機を察知し、飛来するそれをつかみ取った。

			「小賢しいんだよ……違うんだよ……そうじゃねえ、そうじゃねえ、そうじゃねぇぇええええっ！」

			　怒りに呼応するように、矢は彼の放つ熱気によって燃え尽き、灰となって落ちていく。

			　なによりも熱量を重視するツァイオンにとって、狙撃という攻撃手段はあまりに侮辱的であった。

			　彼は怒りを爆発させ、両手を上げ、今日の戦闘において最大量の魔力をその魔法に込める。

			　空中に生み出された火球は、エターナの放ったウォータメテオライトなど比にならない大きさである。

			「いいぜ、てめえが熱くならねえなら、オレが無理やり熱くしてやる！　フレアメテオライト――」

			　しかしそれは、属性こそ違うものの、同系統同等級の魔法。

			　であれば、これほどにサイズや威力の差が出る原因はひとつしかあるまい。

			「イリーガルフォーミュラぁッ！」

			　――法外呪文イリーガルフォーミュラだ。

			　ツァイオンは、キリルたちを殺すつもりで、全力全開の一撃を放とうとしていた。

			　次第に水蒸気は晴れ、地上にいた人間たちも、太陽と見紛うほどの巨大な火球を見上げる。

			「あんなもの、直撃を食らったら終わりだ！」

			「万事休す」

			「エターナ、なぜ君は平然としていられるんだ！　君さえもっと強力な水魔法を扱えていたら、こんなことにはならなかったんだぞ!?」

			「わたしのせい？」

			「ああそうだ、君がっ――」

			「喧嘩をしている場合ではありません！」

			　今にもエターナにつかみかかりそうなジーンに、マリアが珍しく大きな声を出して諌いさめた。

			「できる限り固まってください、ガディオさんも早くこっちに！　範囲を狭め密度を増したシールドを重ね、防げないか試みます」

			「だがそれでも足りないぞあれはッ！　防ぐには――キリルが〝ブレイブ〟を使った上でシールドを展開するしか方法はない！」

			「それができないから、わたしたちがどうにかできないか考えてる」

			「くっ……なぜだ、なぜキリルがブレイブを――勇者の最大の武器を使えなくなってしまったんだ！　おいキリル、どうにかならないのか？　気持ちの問題などと言っている場合ではない、勇者なら、なんとかしてみせろ！」

			「……っ」

			　キリルは、目をそらして歯を食いしばることしかできなかった。

			　反論できない。

			　今、自分は、間違いなく勇者にあるまじき弱さを露ろ呈ていしている。

			　だが――彼女とて、元は多感なただの少女なのだ。

			　まだ若く、未熟な彼女の心の傷と罪悪感は、そうたやすく消えるものではない。

			「あのような、フラムなどという役に立たないゴミに気を取られてどうするッ！　君は選ばれた人間なんだ、矮わい小しょうな奴隷じみた愚民のことなど考える必要はない。優秀な、選ばれし人間を守ることだけを考えるんだ！」

			「わ、私は……っ」

			「勇者ならば勇者らしい行動を取れ、誤った道を選ぶな、下らない感傷など捨てろッ！」

			「ジーンさんッ！　そんなことやってる場合ではありません、早く準備を！」

			「くそっ、なんで……なんでわかってくれないんだ。僕が言っていることこそが絶対に正しいはずなのに！」

			　そう信じ切ってやまないジーンは、自分の言葉がどれだけキリルを傷つけているかもわからない。

			　結局、キリルが復活することはないまま、ジーン、エターナ、マリアの三人が陣形を組んでシールドの展開を始めた。

			　天上では、フレアメテオライトがさらに魔力を注がれて、ふくらみ続けている。

			「残念だ、もっと熱くなれると思ったんだがなぁ……」

			　現時点で、勇者たちを消し炭にするには十分すぎる威力だ。

			　あとは手を振り下ろし、巨大な火の塊を投下するだけ。

			　そんな彼の背後に、別の人影が近づき――

			「なーにが『もっと熱くなれる』よ、この戦闘バカ！」

			　ツァイオンの頭を、思いっきり背後から叩いた。

			「あぁ!?」

			　彼は眉間に皺を寄せ、ガンを飛ばしながら振り返る。

			　するとそこには同じく青い肌をした、露出の多いコスチュームの女性が浮かんでいるではないか。

			　彼女は肌よりもさらに濃い青の髪をかき上げ、命令違反を犯そうとする同僚をにらみつける。

			「んだよ、ネイガスか。邪魔すんじゃねえ」

			　そう、彼女はツァイオンと同じ三魔将のひとり、血けっ風ぷうのネイガスであった。

			「邪魔じゃないわよ。そのままじゃ勇者たちが死んじゃうじゃない！　魔王様になんて言われてるか覚えてないの？」

			「……なんだっけ？」

			「人間は殺すな、よ！　あれだけ口酸っぱく言われてたのに、全然覚えてないわけ!?」

			「あぁ、そういやそうだったな。完全に忘れてたわ」

			　ネイガスに言われて初めて命令を思い出した彼は、あっさりと展開していた魔法を取り消した。

			　地表より見上げる勇者一行は、単純に三魔将が二人もそろっていることに戦せん慄りつしている。

			「つーわけだ。おい勇者、今日の所はこれで終わりだが、今度は本気でやりあえるようにしとけよ？」

			　ツァイオンはすっかり戦意が萎えてしまった様子で、別れのあいさつついでに手を上げて去っていく。

			　見上げるキリルたちは、まったく事情がわからないので、トドメを刺せる状況でなぜ撤退するのか、さっぱりわからなかった。

			「できればここで説得して侵攻を止めて欲しいんだけど、そういうわけにもいかないわよね」

			　残ったネイガスは、平和的解決を模索するも――鬼のような形相で自分をにらむマリアを見て、すぐさま諦める。

			「じゃあね、また会いましょう。平和を壊す英雄さんたち」

			　そしてウインクをすると、ツァイオンのあとを追った。

			　残された勇者たちは、呆然と空を見上げることしかできない。

			　ただ一人、明確な憎悪を持って、遠ざかる背中を凝視していた聖女を除いて。

			


			　◇◇◇

			


			　戦闘後、ライナスもキリルたちに合流し、被害の度合いを確認することとなった。

			　幸い、マリアの魔法で治療不可能なほどの傷を負っている者はいなかったが、物資のほとんどが消し炭になってしまったのが痛い。

			　このまま旅を続けるのは厳しいだろう。

			「流石さすがにここで転移石を使うわけにはいかない……くそっ、今回は無駄足か」

			　確かにキリルのリターンを使えば、王城と魔族の領土を自由に行き来できる。

			　だが、数の限られた、貴重な転移石を無駄使いすることは決して許されないことだ。

			　ゆえに、予定よりも進行が遅かった場合は転移石を設置せずにリターンを使い、再び同じ道を進み直さなければならなかった。

			「少し前までは、予定ギリギリではあったがうまく行っていたはずだ。なぜ遅れる!?　余計なものを切り捨てたはずなのに！」

			「ジーンさん、落ち着いてください」

			　ガディオを治療するマリアが、戦闘中同様にジーンに注意するが、彼は耳も貸さない。

			「これが落ち着けるかっ!?　なあキリル、どうしてだよ、なんでこんなことになったんだ！　なあ、なあ!?」

			「……ごめん」

			「謝ってどうにかなるとでも!?」

			「おいジーン！」

			　ライナスはジーンの肩に手を置く。

			　だが直後、その手は振り払われてしまった。

			「くそ、くそ、くそっ！　どいつもこいつも、なぜ僕が正しいってことが理解できない！　バカばかりだ、失望した！」

			　そして誰とも目を合わせないまま、どこかに向かって不毛の大地と化した一帯を歩いていく。

			「ったく、あいつにも困ったもんだ」

			　ライナスはジーンがキリルに好意を抱いていることを知っているだけに、複雑な心境である。

			　要するに彼は、フラムに嫉妬しているのだ。

			　存在を抹消してしまえば、キリルの心は優秀な自分のものになるはず――そう信じていたというのに、状況はさらに悪化してしまった。

			　しかも、怒りの矛先であるフラム本人は、ここにはいない。

			　行き場のない感情を持て余し、彼は彼なりに苦しんでいるのだろう。

			　もっとも、友人であるライナスをもってしても擁護できるものではないが。

			「はい、これで大丈夫なはずです」

			「すまない、助かった」

			「いいえ、これがわたくしの役目ですから」

			　マリアの治療が終わると、仰向けに寝そべっていたガディオが立ち上がり、体の調子を確かめるように肩を回す。

			　まだ節々は痛むが、ツァイオンの拳の直撃を食らったにしてはマシな方だろう。

			　エターナは少し距離を置いた場所で治療の様子を見ていたのだが、彼が立ち上がったのを見計らったように、ジーンとは違う方向に向かって歩いていく。

			　彼女の気まぐれは今に始まったことではないので、ほとんど誰も気には留めない。

			　しかし、話す機会の多いガディオだけは妙に引っかかっていた。

			　まるで自分が呼ばれているような、そんな気がしたのだ。

			「少し出てくる」

			　ガディオはそれだけ言い残すと、エターナのあとを追った。

			　その場に残されたのは、キリル、ライナス、マリアの三人。

			　彼女たちの間に、居心地の悪い沈黙が流れる。

			　気まずさの原因がなんなのか、それは当事者であるキリルが一番よくわかっていた。

			「ま、あんまり気にすんなよ。人間、誰だって調子の悪いときってのはあるもんだ。勇者だろうが英雄だろうがな」

			　そんな空気を霧む散さんさせるべく、ライナスはキリルに励ましの言葉をかける。

			「そうですよ。まだまだ魔王の城までは距離がありますし、少しずつ取り戻していきましょう」

			「……うん」

			　あからさまに気を遣った言葉が、キリルの心を更に沈める。

			　うつむいた彼女を見て、ライナスとマリアは困ったように顔を見合わせた。

			　今はどんな言葉をかけても無駄なのかもしれない、そっとしておくことが優しさなのだろう。

			「しっかし、なんであいつらトドメを刺さずにいなくなったんだろうな。なんか『人間を殺すな』とか、『命令だ』とか言ってたみたいだが」

			　ライナスは少々強引に話題を変えた。

			　離れた場所にいた彼だが、読唇術でその会話内容は大まかに把握している。

			　この手の共通の話題なら、キリルもマリアも会話に参加してくれるはずだと思ったのだが――魔族の話題に切り替えた途端、マリアは苛立たしげに親指と人差し指の爪をカチカチと鳴らしはじめた。

			「……妙な話ですよね、今までもさんざん人を殺してきたくせに」

			「ま、まったくだ。白々しいっつうか、今更っつうか。どうせロクでもないこと考えてるんだろうけどさ」

			「そうに違いありません。魔族なんて、全員消えてなくなった方がいいんですから」

			　語気に憎悪を孕はらむ。

			　未だ確信には至っていなかったが、この反応ではっきりした。

			　マリアは、魔族に対して並々ならぬ憎しみを抱いているようだ。

			　その原因を、ライナスは知っている。

			　実は前回王都に帰ったとき、諜報活動が得意な彼は、マリアについてこっそりと調べていたのである。

			　悪いとは思いながらも、好奇心が罪悪感を上回ってしまったのだ。

			　マリア・アフェンジェンス、十八歳。

			　光魔法の使い手で、高い魔力の才能を持ち、現在はオリジン教で〝聖女〟と崇あがめられるほどの立場の人間だ。

			　だが実は、幼いころからオリジン教の信者だったわけではない。

			　元々、とある民族宗教が盛んな辺境の村に住み、彼女自身もそこの神を信仰していた。

			　ゆえに当時の名残で、今も背中にはタトゥーの痕が消しきれずに残っているらしい。

			　そんな彼女の村が魔族の襲撃により滅びたのは、ちょうど十年前、彼女が八歳の頃。

			　家族も友人もなにもかもを魔族のせいで失った彼女は、教会に保護され、そのままオリジン教に入信した。

			　偶然にも光属性を持っていた彼女は、そのまま修道女となったのだ。

			　そしてオリジンのお告げにより魔王討伐のメンバーに選ばれ――今にいたる。

			　魔族を憎む理由は十分にある。

			　だが、それだけでは説明できないなにかが、彼女には潜んでいるのではないか――ライナスはマリアを見ていると、そんな気がしてならなかった。

			「ライナスさん、どうかしましたか？」

			　じっとこちらを見つめる視線を不思議に思い、首をかしげて尋ねるマリア。

			　彼女はとてもかわいらしい。

			　心に闇があるなどと、想像したくないぐらいに。

			　いや、闇があるのならそれでもいい。

			　できれば、それも含めて自分が支えてあげたい、だからすべてを俺に明かしてくれないだろうか――

			「……いや、なんでもないよ」

			　――けれどまだ、彼女にそんな気取った台詞せりふが言えるほど、覚悟は決められていない。

			　煮え切らない自分の態度に少しあきれつつも、ライナスは再びキリルを慰めるべく会話を再開した。

			　しかし、彼女に笑顔は戻らない。

			　結局、フラムと再会し、キリルが謝罪でもしない限り、根本的に救われることはないのだろう。

			　なにもかもうまく行かずに落ち込みながらも、ライナスは少しでも場を和ませようと奮闘し続けた。

			


			　◇◇◇

			


			　エターナは五分ほど歩いた所で足を止める。

			　そして振り返ると、すぐ後ろから追ってきていたガディオもその場で止まった。

			「なんでついてきたの？」

			　彼女はガディオにそう尋たずね、傍かたわらで浮かぶ魚形の丸いオブジェ――どうやら魔力増幅のための装備らしいが――を人差し指でつつく。

			「呼んだのはお前だろう」

			「そうだっけ。ああ、もしかしたらそうかも」

			　歩いているうちに忘れたのか、はたまたジョークのつもりなのか。

			　エターナの考えていることはいまいち読みにくい。

			「じゃあせっかくだから聞くけど、ガディオは、今のパーティをどう思う？」

			「どう、とは？」

			「居心地がいい？　退屈しない？」

			　薄々ガディオも感づいてはいたが、エターナは魔王討伐になどさらさら興味はない。

			　元々山奥で暮らしており、Ｓランク冒険者並の力があるにもかかわらず、質素に自給自足の生活をしてきた。

			　外見だけはフラムとさほど変わらないが、年齢は不詳で動機も不詳、謎の多い――と言うより、おそらくは、本当に興味のないことには一切首を突っ込まない女なのだ。

			「わたしは、てっきり魔王討伐っていう勇者的なイベントにわくわくしてたと思ってた」

			「ああ、そういう部分もあるかもな」

			「でも、フラムがいなくなってから気づいた。わたし、あの子に興味があったのかもしれないな、って。だって今の旅、ぜーんぜん楽しくない。料理もまずいし、みんな仲悪いし」

			「それは……否めないな」

			　ガディオとて、今のパーティに流れる不穏な空気を感じ取っていないわけではない。

			　主にジーンが原因ではあるが、それ以外にも――キリルの心の傷やマリアの思惑など、埋まっている地雷の数はかなり多い。

			　しかも、爆発まで秒読みの状態のものばかり。

			　フラムがいない、ただそれだけで、こうもパーティが崩れてしまうとは。

			　彼女の努力を知るガディオでも、まさか彼女がそこまでの役割を担っているとは思っていなかった。

			「だから、わたし抜ける」

			　エターナはきっぱりと言い切る。

			「なんだと？」

			「だってフラムが抜けられたなら、わたしが抜けても問題ないはず。まあ、ダメって言われても勝手に消えるけど」

			　それはジーンの失態であった。

			　魔王討伐のメンバーとして選ばれた人間は、誰もがそれを義務だと思い込み、離脱することなど想定していない。

			　だが、フラムの離脱――もとい追放は、その口実を与えてしまったことになる。

			「わたしはジーンに言わせると役立たずみたいだしー、このままついていっても足手まといだしー」

			「根に持っているのか」

			「とーぜん。あいつ魔力８８００しかないんだよ？　わたしは１００００あるから、わたしの方が強いから！　自分より魔力の低い小童こわっぱにあそこまで言われて、機嫌を損ねない魔法使いはいない」

			「そうか、なら俺は止めはせん」

			「あれ、意外だな。規律がどうこう言って止められると思ってた」

			「ここにそんな規律はないからな」

			「寂しくない？」

			「教え子フラムならまだしも、貴様がいなくなって寂しく思うことなどない」

			「そっか、わたしと一緒」

			　エターナが「ふっふっふー」と笑うと、ガディオも釣られて「ふん」と微かに頬を緩めた。

			


			　◇◇◇

			


			　再度集合した一行は、キリルの発動したリターンで王都へと帰還する。

			　そこで突如発表された、エターナの離脱宣言。

			　もちろんジーンは激怒したし、キリルも狼狽したが、その意思は変わらない。

			　飄ひょう々ひょうとした態度で「じゃあね」と手を振って転移室を出た彼女が、二度とパーティに戻ることはなかった。

			


		

	
		
			007　私たちは奈落の底から〝普通〟を目指して

			


			　ギルドで金は手に入ったものの、二人の宿屋探しは難航していた。

			　というのも、フラムの頬にある奴隷の印とミルキットの包帯ぐるぐる巻きな外見だけで、ほとんどの店で門前払いされてしまうのだ。

			　中には奴隷の泊まった部屋、というだけで嫌がる客もいるそうで、それを考えると無理もないのだが。

			　それでも根気強く探し続け――西区の隅にある貧民街にほど近い、ボロっちい宿に二人は足を踏み入れる。

			　入り口を抜けるとまずレストランがあり、そこのカウンターで無精髭を生やした三十代半ばほどの男性が、暇そうに右肘をついてあくびをしていた。

			　彼の視線が、二人の方を見て止まる。

			「おい……もしかして客か？　久々の客か!?」

			　奴隷ということに気づいたはずなのに、彼はとてもうれしそうな表情をしていた。

			　そして立ち上がると、両手を広げて最高の営業スマイルで二人に近づいてくる。

			「ようこそ来てくれたお客様！　ああ、もう店じまいまで誰も来ねえのかなぁ、と思って寂しくしてたんだよ！」

			「は、はあ……」

			　フラムは異様なハイテンションに圧され気味だった。

			「で、御用は？　食事かい？　宿泊かい？　それとも両方かい!?」

			「りょ、両方ですけど……私たち奴隷なのに、いいんですか？」

			「んなこと気にするわきゃねえだろ！　なんだったら金もいらねえぞ、どうせ数日後には閉まっちまう宿屋だからな！　がっはっは！」

			「さすがにそれは……」

			　しかしフラムが店の中を見回してみれば、自分たち以外には人っ子一人見当たらない。

			　社交辞令でもなんでもなく、本当に、奴隷である二人がやってきて、彼は喜んでいるのである。

			　ひょっとすると、無料でいいという発言も本気なのかもしれない。

			「しっかし、そう都合よく続いて客が来るとも思えないし、十中八九嬢ちゃんたちが最後の客だな」

			「そんなに、お客さんが来なかったんですね」

			「ああ。エニチーデっつうド田舎から夢を追って出てきたのはいいんだが、そううまくはいかねえもんだな。やっぱりあれか、俺の見た目がむさいせいか？」

			　フラムは彼の言葉を聞いて、「あはは」と顔を引きつらせながらわざとらしく笑った。

			　見た目の問題ではない、間違いなく立地が悪いのだ。

			　治安の悪い西区の中でも、さらに飛び抜けて治安の悪い、壁沿いの貧民街。

			　その近くにある宿に、わざわざ泊まりに来る人間などいない。

			　たとえどんなに安宿だったとしても、命の方が惜しいのだ。

			　幸いなことに、ここの主人はそんな悪人ではないようだが。

			「ところで、嬢ちゃんたちの名前は？」

			「私はフラムです。それでこっちが――」

			「……ミルキット、です」

			「フラムちゃんにミルキットちゃんか。俺の名前はステュードだ。短い付き合いだが、いい思い出になるように全力でもてなすから、よろしくな！」

			　そう言って、ステュードは丸みのある手を差し出した。

			　相変わらずそのノリについていけないまま、フラムはしぶしぶ彼と握手を交わすのだった。

			


			　◇◇◇

			


			　ステュードは宣言通り、フラムとミルキットを過剰なまでに厚遇した。

			　一人分の金額で二人部屋に泊めてくれたし、出された夕食もやたら豪勢である。

			　これで料金据え置きと言うのだから驚きだ。

			　至れり尽くせりも、ここまで行くと申し訳なくなってくる。

			　翌日の朝食だって、パンにスープにサラダに目玉焼きに肉、魚とフルコースと見紛うほどの量がテーブルに並び、朝にしては明らかに多すぎた。

			　フラムは完食したものの、少食らしいミルキットは無理して食べた上で、少し残してしまっていた。

			　それでも、「構わねえよ、俺が空回っちまっただけだ」と笑って流してくれるステュードは、やはり紛れもなく善人なのだろう。

			「あとは自重さえ覚えてくれればね」

			　とフラムは苦笑いしながら、彼のいないところでぼやいた。

			　朝食後、準備を終えたフラムとミルキットは、昨日話していた通り、買いもののために中央区を目指す。

			　さすがに、アンズーとの戦闘でボロボロになった服で、人通りの多い通りを歩くのは厳しい。

			　なので、現在は二人とも宿の、上下白のダボッとしたルームウェアを借りている。

			　暖かいし、見栄えも悪くないが……これもまだ、外を出歩く格好ではない。

			　まずはフラムの服を選ぶため、比較的値段を抑えた商品が並ぶ、大衆向けの服屋に向かった。

			　そこは南門から王城へと真っすぐ延びる、王都のメインストリート沿いに建つ店である。

			「ふんふふんふんふんふーん」

			　店に入ったフラムは上機嫌に鼻歌をうたいながら、ハンガーにかかったパンツを眺める。

			　横切った女性が奴隷の印を見て嫌そうな顔をしていたが、どうやら彼女は視線に気づいていないようだ。

			　最初に彼女が選んだのは、膝丈のチェックのスカートだった。

			　それを腰に当てると、まずは鏡の前に立って腰を揺らしながら確認し、次にミルキットの方を向いて尋ねる。

			「これ、どう思う？」

			「お似合いだと思います」

			　彼女は『なぜ自分にそんなことを聞くのだろう』と戸惑いながらも、無難に返事をした。

			　しかし一方で、これから冒険者として活動するのなら、スカートは動きにくいのでは？　とも考えていた。

			　そんなミルキットの瞳を、じっと見つめるフラム。

			「うむむ……あんまりいい反応じゃないぞー？」

			「いえ、そんなことは」

			「気になることあったら言ってね、参考にしたいから」

			「……その、本当に言ってもいいのですか？」

			　ミルキットの脳裏に浮かんだのは、かつての主の記憶だ。

			　あえてそういった質問を奴隷に投げかけ、答えられないと鞭で叩かれる。

			　うまく答えても、生意気だと手をあげられる。

			　そのときに刻まれた痛みが、言葉を詰まらせるのである。

			「もちろん、それが聞きたくて私はミルキットに尋ねたんだよ？　じゃんじゃん言っちゃって！」

			　しかし――フラムならば。

			　今までの主とは違う、新たな関係を築き上げようとする彼女にならば、言ってしまってもいいのかもしれない。

			　勇気を振り絞り、ミルキットは思ったことを口にする。

			「でしたら」

			「うんうん、どしたのどしたの？」

			「モンスターと戦うことを考えたら、動きやすいパンツの方が、いいのでは……ない、でしょうか」

			　主に意見するなど、身のほど知らずも甚はなはだしい――そんな染み付いた奴隷らしい考え。

			　そのせいか、ミルキットの声はどこかためらいがちだった。

			　フラムはその言葉を聞いて「なるほど！」と手を叩くと、スカートを元の位置に戻す。

			「言われてみればそれもそうかも。んっへへ、ありがとミルキット。戦うときの動きやすさとか全然考えてなかったなあ」

			　礼を言われたミルキットは、胸に手を当てて、しばしその場で立ち尽くしていた。

			　一方フラムはと言うと、別の売り場に行って今度は丈の短いパンツを手に取る。

			　そしてスカート同様、それも腰に当ててミルキットに見せた。

			「じゃあ、こっちはどう？」

			「ご主人様にお似合いですし、動きやすそうでいいと思います」

			　彼女は、そう素直に答えた。

			　フラムはにこりとほほ笑み、満足げである。

			「よしっ、ならこれにしよう」

			　さらにシンプルなデザインのシャツも購入し、試着室で着替え外に出る。

			　ラフな格好だが、旅で絶妙に焼けた健康的な色の肌によく映える。

			　人々の視線も、先ほどの格好で歩いていたときよりは、多少は柔らかくなったような気がした。

			「さて、私の着替えは終わったし、次はミルキットの番だね」

			「私は今のままでもいいのですが」

			「それは一緒に歩く私が困る。なにか着たい服とかないの？　ステュードさんのおかげでお金にはまだまだ余裕があるから、なんでも言っていいよ」

			　さすがに高級ドレスをねだられると困るが、ミルキットが望む範囲内なら問題はないだろう。

			　彼女は悩みに悩みぬき、

			「やはりこのままで」

			「だーめ」

			　そんなやり取りを二度ほど繰り返し、最終的に根負けしたミルキットは、ようやく自分の望みをフラムに告げた。

			　そして、それを取り扱ってそうな、少しお高めの服屋に入ると――

			「……本当にこれでいいの？」

			　――試着室から出てきたミルキットは、黒を基調とした給仕服を身に纏っていた。

			「その、むしろ私の方が聞きたいと言いますか。こんなに高い服を買っていただいてもよろしいのですか？」

			「値段は気にしなくていいよ、お財布は潤ってるから。でも……なんでそれ？」

			　スカートの部分や胸元にフリフリのレースがあしらわれており、ドレスのように見えなくもない。

			　実際、給仕の仕事をするには邪魔になるパーツが多いため、特定の趣味を持った人のために作られたものなのかもしれない。

			　顔の包帯とのミスマッチさも、服にゴシック感があるからか、これはこれで味があるようにフラムには思えた。

			


			

			


			「以前の主のもとにいたとき、一番よく目にした服がこれでしたから。いつか自分で着てみたいと思っていたんです」

			　ミルキットは手でスカートをつまみながら、ちらちらと試着室の中にある鏡で自分の姿を見て言った。

			　と言っても、それははっきりとした願望ではなく、ぼんやりと考えていた程度の、薄っぺらい憧れのようなものだったが。

			　しかしいざ着てみると、悪い気はしない。

			「ま、確かに私から見てもかわいいし……これでもいいのかな」

			「すてきなデザインですよね。私にはもったいないぐらいです」

			「違う違う、服だけじゃそうはならないって。ミルキットが似合ってるからかわいいと思ったの。店員さーん！」

			　さらっと恥ずかしいことを言うフラムに、ぽかんとするミルキット。

			　しかし言った本人は一切自覚がない様子で、少し離れた場所にいた丁寧な物腰の女性店員を、手を振って呼び寄せていた。

			　駆け寄ってきた店員は頬にある奴隷の刻印を見て、一瞬だけ嫌そうな表情を浮かべたが、すぐに営業スマイルをぺたりと顔に貼り付け誤魔化す。

			　さすが接客のプロ、切り替えが早い。

			　フラムは案内されたカウンターで会計を済ませ、店を出る。

			　ラフな格好の、しかも腰から紐でくくった血塗れの篭手をぶら下げた奴隷の少女に、顔を包帯でぐるぐる巻きにした給仕服の少女。

			　なんとも奇妙な、得体の知れない組合せの二人である。

			　悪目立ちしないために服を購入したはずなのに、余計に目立っているのは本末転倒ではなかろうか。

			　だが幸いにも、中央区の大通りは人で埋め尽くされると形容する他ないほど、買いもの客や外からの観光客でごった返している。

			　みな歩くのに精一杯で、フラムとミルキットに気を取られている余裕はないようだ。

			　祭りが行われているわけでもなく、平日でもこの混みよう。

			　今現在、大通りを歩いている人間だけで、フラムの故郷の何倍になるのだろう。

			　気を抜くと人の流れに連れ去られそうになるほどだ。

			　二人ははぐれないよう、しっかりと手を繋いで前に進んだ。

			　買いそろえるべきものは沢山ある。

			　なにも持たない二人が一から生活を始めるとなると、腕いっぱいに荷物を抱えても、一度の買い出しで生活必需品をすべて購入するのは不可能であった。

			　さしあたって、今日中に必要になりそうなものだけを購入していく。

			　靴に、下着に、歯ブラシやお風呂用品。

			　冒険に必要なカバンも欲しいし――肩掛けのものがあると便利かもしれない。

			　当然、探索に使うであろうカンテラやナイフも必要だ。

			　最低限でもそれだけの量があるのだ、金銭的には問題ないが、時間の余裕があまりない。

			　二人はミルキットが疲れない程度に急ぎつつ、さまざまな店を回り、それらの品を買い集めていった。

			　忙しい一日ではあったが、自分の生活のために自分で買いものをする、という経験のないミルキットにとっては、それでも貴重な経験である。

			「ありがとうございましたー！」

			　珍しく奴隷に対しても愛想のいい店員に見送られ、その店を出た二人。

			　増えた荷物を分担して抱えながら、手だけはしっかり繋いで大通りを歩く。

			「なんかお買いものが楽しくなってきちゃった」

			「わかります。初めて見るものばかりで、ついつい目移りしてしまいます」

			「ふふっ、うれしそーに所持金が全部吹き飛ぶような高級食器を持ってこられたときは、さすがにどうしようかと思ったけどね」

			「も、申し訳ありませんでした、あの数字が値段だとは思わなくて……」

			　恥ずかしそうにうつむくミルキット。

			　フラムはそんな彼女を見て、足を止めた。

			　そして、ちょうど目の前にあった、とある店の看板を見上げる。

			「寄り道、してもいい？」

			「はい、もちろんです。行き先はご主人様が決めることですから」

			　フラムが見つけたのは、王都で最も大きな書店であった。

			　ガラス越しに見える店内には、いくつもの本棚が配置され、そこに色とりどりの背表紙が並んでいる。

			　中に入ると、インクや紙の、混ざりあった独特の匂いがした。

			　本というのは、そう安いものではない。

			　それを買い求めるのは、裕福な人間ばかりだ。

			　店内の厳かな雰囲気、そして他の客が身なりの整った人間ばかり、と奴隷にとっては完全にアウェーな環境である。

			　少し気後れしながらも、二人は前進する。

			　入ってすぐの正面には、オリジン教の経典がずらりと並べられていた。

			　王国の歴史において、〝本〟という存在が今ほど庶民の手に届くものではなかった頃、最も多くの書籍を所持していたのは教会だ。

			　経典はもちろんのこと、歴史書や、子どもたちへの教育も盛んに行われていたため、さまざまな知識を記した本が必要だったからである。

			　そしてその需要に引っ張られることにより、王国の印刷技術は発展していった。

			　その影響か、今でも王国に存在する印刷会社や書店は、教会の息がかかっているところが多い。

			　実際、フラムたちが入った店の看板にも、創造神オリジンのシンボル――〝ねじれた円〟をモチーフにロゴが描かれていた。

			　もっとも、一番目立つ場所に経典があるのは、別に教会と繋がっているからではない。

			　単純に最大の売れ筋商品だから、である。

			　フラムとミルキットは、別にオリジン教になど興味はなかった。

			　ちらりと視線を向けただけでスルーすると、近くの柱に貼られていた案内図を頼りに、奥の壁側にある本棚へと向かう。

			「ご主人様は本を読まれるのですね」

			「んー？　私のじゃないよ」

			　フラムは言った。

			　そして目的の本棚の前に立つと、気になる背表紙の本を一冊引き抜いて、表紙を確認する。

			　その目つきはやけに真剣だ。

			　自分のためでもないのに、なんのために――と彼女の様子を傍かたわらで眺めるミルキットは、首をかしげる。

			「でしたら、どなたが読むんですか？」

			「言ったじゃん、落ち着いたらミルキットに読み書きを教えるって。思ったよりまとまったお金が手に入ったから、早いけど今のうちに準備しとこうと思って」

			「あの言葉、本気だったんですか」

			「その場しのぎのご機嫌取りだと思ってた？」

			「私みたいな不出来な奴隷のために、そこまでしていただけるとは思ってもみなかったので」

			　ミルキットの自虐にももう慣れた。

			　フラムの使命は、その言葉の端をとらえて、重箱の隅をつつくようにお小言を言うことじゃない。

			　彼女に自信を持たせて、そういう言葉を自然と使わないようにすること。

			　そのためにも、生きる力を身に付けて欲しいのだ。

			「ご主人様は、私に独り立ちして欲しいのでしょうか」

			「そこまでは考えてないよ、さすがに先の話すぎるし」

			「ですが、もしご主人様に与えられた知識や経験のおかげで、一人で生きていく力を身に付けたとしたら――」

			　ミルキットの声は、どこか不安げだ。

			　フラムは彼女の気持ちを理解し、自虐的に言った。

			「心配しなくても、私だってまだ一人で生きてける自信なんてないから。ミルキットが離れようとしたって、強引に捕まえるよ？」

			「……そんなことを、以前も言われてましたね」

			「信頼できない？　私が勝手にいなくなるんじゃないかとか、見捨てるんじゃないかって思ってる？」

			「信頼というのがどんなものなのか、私にはわかりません。ですが私は、できるだけご主人様と長くいっしょにいられたら、と思っています」

			　ミルキットのその言葉に、フラムは思わずにへらと笑った。

			「んっへへ、じゃあそれが信頼ってやつなんだと思うよ。信じてるから、その人と一緒にいたいって思えるんじゃないかな」

			「これが、信頼……」

			　感情の在り処かを探り、形を確かめるように、ミルキットは胸に手を当てた。

			　フラムと話していると、時折、胸がきゅっと締め付けられる。

			　ミルキットは今、自分の内側で渦巻く、息苦しくもなぜか心地よいその感覚の名前を信頼と呼ぶことを知った。

			　正体を知ったことで、少しだけ気持ちが軽くなる。

			　フラムはそのあとも本を選び、ミルキットに教えるのにちょうど良さそうな子供向けの参考書を見繕うと、それを購入した。

			　カウンターで値段を聞いたとき、ミルキットは「えっ」と戸惑い声をあげた。

			　だがフラムは彼女に抗議をさせまいと、素早く代金を支払うのだった。

			


			　◇◇◇

			


			　その後、勉強に必要になる筆記用具まで購入すると、宿への帰路につく。

			　両手が荷物でふさがってしまい、もう手は繋げない状態だった。

			　幸い、西区に近づくと人通りは減っていくため、はぐれる心配はなさそうである。

			「たくさんお金を使わせてしまいました……私なんかのために」

			　隣を歩くミルキットは、すっかりネガティブモードだ。

			　主以上に、自分に対してお金を使わせてしまったことを、後ろめたく思っているようである。

			「ミルキットが幸せだと私も幸せになる、だから気にしなくていいんだってば」

			「どうしてそうなるのか、よくわかりません」

			「自分の力で誰かが幸せになったら、自分自身も幸せな気分にならない？」

			「……それも、よくわかりません」

			　今までの人生で経験したことのない、好意による他者からの施しに、戸惑うことしかできない。

			


			　以前の主人も、ときにミルキットに優しくすることはあった。

			　だが往々にして、それは前振りなのである。

			　喜ばせ、浮かれさせておいて、突き落とす。

			　それは単純な暴力や罵倒よりもずっとつらい、虐げられるために買われた違法奴隷たちが、最も恐れる拷問であった。

			　その苦しみに耐えきれず、自ら命を絶つ奴隷も少なくはない。

			　ナイフで首を突き刺したり、タオルで首を絞めたり、狂乱しつつ壁に頭を打ち付けてみたり――主たちは、その様を見てゲラゲラと笑う。

			　いわく、奴隷は無様な死の瞬間にこそ最も輝きを放つのだ、と。

			　ミルキットは何度もそれを味わううちに、なにをされても、なにを与えられても喜ばないよう、感情にセーブをかけるようになってしまった。

			　自己防衛のための手段である。

			　だが――おそらく、フラムは裏切らない。

			　ミルキットは〝信頼〟によってそれを理解しつつあるからこそ、戸惑っているのだ。

			　突き落とすためではなく、ただ彼女を幸せにしたいと願うからこそ与えられる感情に、物品に、どう報いるべきなのか。

			　その情報が、彼女の脳には一切インプットされていない。

			「ま、少しずつ慣れてけばいいよ。いつかわかるようになると思うから」

			「私が慣れるまで、待っていただけるんですか？」

			「当然っ」

			　向けられる満面の笑みに、また胸が締め付けられる。

			　けれど、そんな主を待たせたくない、早く理解できる自分になりたい――そう焦らせる感情にこそ、誰かに対して無償の奉仕を行う理由、その答えがあるのだと、まだミルキットは気づいていなかった。

			　彼女がそれに気づくのは、もっとあとになってからのことである。

			「待てっ、待ってくれ、それは大事なものなんだぁっ！」

			　西区に差し掛かったあたりで、中年男性の必死な声が聞こえてきた。

			　かと思うと、フラムとミルキットの両脇を掠めるように、二人の男性が全力疾走で駆け抜けていく。

			「うわっと、なにごと？」

			　フラムは、男たちの後ろ姿に見覚えがあった。

			　ギルドの紹介所で飲んだくれていた、デイン一派の冒険者である。

			「ご主人様、彼らが持っているカバン――やけに高級品ではありませんか？」

			「確かに、西区のゴロツキが持てるものじゃないよねえ。そして後ろには被害者らしき男性が一人、と。うん……ちょっくら行ってくるかな。ミルキット、荷物を見といて」

			「はい、わかりましたっ」

			　フラムはその場に両手に抱えていた荷物を置くと、男たちの追跡を開始した。

			　走りながら、腰にぶら下げていた血まみれの篭手を両腕に装着する。

			　敏捷を上げる効果はないが、取り押さえるにあたって筋力を上げておいて損はないはずだ。

			　男二人は、その速度からしてＤランク冒険者と言ったところだろう。

			　その程度では、魂喰いでステータスが上昇したフラムからは逃げられない。

			「くそっ、こいつ例の奴隷女かっ！」

			　男は後ろを振り向いて言った。

			　直後、二人そろって逃げ切ることを諦めたのか、彼らは二手に分かれて逃亡を始めた。

			「ちぇっ、片方は諦めるしかないかな」

			　フラムは迷わず、カバンを持っている方の男を追いかけることにした。

			　それからものの数秒後には彼を追い抜き、前に回り込んで拳を構える。

			　相手は短剣を抜いて応戦――かと思いきや、

			「ファイアボール！」

			　魔法を発動し、火球を放ってきた。

			　低位の魔法だ。

			　威力も大したことなければ速度も遅い。

			　フラムは体をひねり、簡単に回避する。

			　すると男は、回避運動を隙だと判断したのか、急接近してきた。

			　さきほどの魔法は囮おとりのつもりだったのだろう。

			　だが、見立てが甘すぎる。

			　男は短剣を前に突き出し、殺すつもりでフラムの胸部を狙う。

			　しかし彼女には、その一連の攻撃の流れが、スローモーションのように見えていた。

			　これもエンチャントの効果なのだろう。

			　フラムは感心しつつ、短剣が刺さる直前で男の手首をつかむと、強く握りしめた。

			　骨が砕けるゴリッ、という鈍い感触が、ガントレット越しに伝わってきた。

			「あぎゃぁああああっ！」

			　男は叫ぶと、手から短剣を落とし、がくりと崩れ落ちる。

			　手首はあらぬ方向に曲がっていた。骨が折れてしまったのだろう。

			　フラムが思っていた以上に、筋力増加の効果は大きいようだ。

			「あっ、ああぁ、痛いぃっ……助けてくれぇ……！」

			「同情の余地なし、ね」

			　苦しそうに悶える男を一いち瞥べつすると、フラムはカバンに手を伸ばした。

			　だがそこに、猛スピードで三センチほどの石が飛んできた。

			　幸いすぐに手を引いたので当たらなかったが、地面に衝突すると割れて飛び散り、同時に石畳も砕ける。

			　かなりの威力がありそうだ。

			　フラムは新たに現れた三人の男と対峙する。

			　石を飛ばしたスリング使いに、槍と片手剣が一人ずつ。

			　まずはフラムから見て左側にいた槍の男が果敢に突っ込んでくる。

			　得物の長さは三メートル、魂喰いよりもかなり長い。

			　しかし腕自体は大したことはない――と、剣の腹でその突きを受け止めながら感じた。

			　少し遅れて襲い掛かってくる剣の男。

			　銀色の刃が振り下ろされると、フラムはくるりと回ってそれを避け、振り向きざまに大剣の側面を男の横っ腹に叩き付けた。

			「ごはッ……！」

			　ドゴォッ！　とハンマーで殴られたような音を出しながら、剣の男は吹き飛ばされる。

			　槍の男が動揺しているうちに、スリングの射線上に彼を挟むような位置に移動。

			　遠距離攻撃を潰す。

			　慌てて突き出された穂先を刃の根本で受け止め、絡め取るように地面に押し付ける。

			　確かに槍の方が間合いは長い、だが近づいてしまえば剣の方が有利である。

			　先ほどの男と同じように腹で叩くと、腕がへし折れ体が吹き飛ぶ。

			　そして苦しみながら地面の上で転がり悶えていた。

			　さて、残りはスリングの男ただ一人である。

			　フラムはゆっくりと彼に歩み寄る。

			　幾度となく石が放たれたが、彼女は黒い刃でこともなげに切り払った。

			　あっさりと距離は詰まり、フラムは剣を肩の上に構え、男をにらみつける。

			「は……あ……あぁ……！」

			　すでに戦意は完全に萎えていた。

			　しかし、フラムは容赦なく剣を振り――頭に当たる直前で、ぴたりと寸止めした。

			　男は気絶して地面に倒れると同時に、失禁してズボンの股間を濡らす。

			「ふぅ、いきなり増えるなんてびっくりした」

			　フラムは胸に手を当ててほっと一息つくと、今度こそカバンを手に取る。

			　そうして、持ち主のもとへと戻ろうとすると、もう一人の男が逃げた方から「ぐぇっ！」と動物が潰れたような声が聞こえてきた。

			「あれ……誰かが取り押さえてくれたのかな？」

			　先ほどまでは、フラムが一人で追跡をしていたはずなのだが。

			　路地の前で立ち止まり、声のした方を見ていると、男の首根っこをつかみ、ずるずると引きずる小さな姿が近づいてくる。

			　それは、十歳ほどの小さな女の子だった。

			　ぼさっとした金色の髪に、白いローブ、そして背負った大きめのメイス。

			　身長が小さく、少し体が丸みを帯びていることもあって、ぬいぐるみめいたかわいらしさがある。

			


			

			


			　だがおそらく、先ほどの男の声は、あの鈍器で殴打されたときに出たものだ。

			　そもそもあの大きさだと、振るうだけでも一苦労なはず。

			　それを使って冒険者にあっさり勝利するということは、ただ者ではない。

			「オリジン教の修道女……」

			　格好からして、それは間違いないだろう。

			　王都であのような格好をしている女性は、オリジン教徒以外にはいない。

			　マリアも似たような服を着ていたし、メイスを使った肉弾戦も見事にこなしていた記憶がある。

			　修道女といえば、回復魔法で人々を癒す優しい女性のイメージだが、案外教会では、魔物を滅するための戦闘術も教えているのかもしれない。

			「んん？　そっちはあなたが成敗してくれたんすね、ありがとうございますっす！」

			　タレ目で、どこかぼーっとした、田舎っぽい顔つきをした少女。

			　彼女は変な口調で礼を告げると、勢い良く頭を下げ、同じぐらいの勢いで元の姿勢に戻る。

			　そして「んっへへ」と歯を見せて無邪気に笑うのだった。
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			「ありがとうございます。助かりました！」

			　奪われたカバンを返すと、男性はフラムの両手をつかんでぶんぶんと振り回し、目の端に涙を浮かべながら礼を告げた。

			　三十歳はいってそうな外見なのだが、年上の割にはやけに腰が低いし、押しに弱そうな顔をしている。

			　少なくとも、一人で治安の悪い西区を歩くべき人間ではない。

			　見た目だけでもそう断言できた。

			「ああ、あいさつが遅れて申し訳ございません。私はリーチ・マンキャシーと申しまして、小さな商店を営んでおります」

			　リーチは丁寧に自己紹介をし、上品に頭を下げる。

			　先ほどのカバンと言い、身に纏った衣服も、そしてその所作も――いたるところから上流階級っぽさがにじみ出ている。

			　それに、マンキャシーという名前を、フラムはどこかで聞いた覚えがあった。

			　遠い記憶の中にある言葉ではなく、ごく最近に。

			　するとミルキットがちょこんと彼女の肩をたたき、耳打ちをする。

			「あのカバンに描かれているのは、さっき夕食を買いに訪れた店のマークではありませんか？」

			　二人は西区に戻ってくる直前、生鮮食品を取り扱う大型商店に立ち寄っていた。

			　そこの看板に書かれていたのが――〝マンキャシー商店〟である。

			「ああ！　そうだ、マンキャシー商店ってあの……いやいや、全然小さくないじゃないですか!?」

			「いえ、まだ至らぬ部分ばかりですので」

			　謙遜するにもほどがある。

			　マンキャシー商店といえば、王都では最大規模の商店だ。

			　王都に住んでいれば、利用したことのない人間はいないと言い切れるほど有名である。

			　そこの社長が、まさか奴隷相手にも偉そうな態度を取らない、こんなにも物腰が柔らかな人間だとは思ってもみなかった。

			「ところで、あなた方のお名前をお聞きしてもよろしいですか？」

			「えっと、私はフラムです。西区で冒険者をやってます。で、こっちはミルキット」

			「ご主人様に仕えさせていただいております」

			　フラムに紹介されると、ミルキットはスカートの端を摘んで頭を下げる。

			　給仕服のおかげで、一連の動作はずいぶんと様になっていた。

			　まるで本物のメイドのようである。

			「フラムさんと、ミルキットさんですか。フラムさんの方は、どこかで顔を見たことがあるような気がするのですが……」

			　リーチが考え込むような仕草を見せると、フラムの胸がどきっと高鳴った。

			「それはおらも思ってたっす」

			　幼い修道女も同意する。

			　マリアが所属する教会の人間や、情報収集も仕事の一環である大きな商店の社長となると、勇者パーティに参加していた元英雄であるフラムの顔ぐらいは知っているのだろう。

			「いや……あはは、気のせいじゃないですか？」

			　強引だとは思ったが、フラムは笑って誤魔化した。

			　まさかあのフラム・アプリコットが奴隷に身をやつしているとは誰も想像しない。

			　そのせいで、顔に見覚えがあっても、本人だとは思わないようだ。

			　そのおかげと言うべきかせいと言うべきなのか、彼女が『気のせいだ』と主張すると、彼らはそれ以上追及してこなかった。

			「そうですか。妙なことを言ってしまい申し訳ありません」

			「いえ、気にしないでください」

			　実際は気のせいではないので、頭を下げられるとさすがに胸が痛む。

			「そちらの修道女様は？」

			「おらっすか？　おらはセーラ・アンビレンって言うっす。見ての通りオリジン教で頑張ってるっす！」

			　顔からも田舎っぽさが抜けきれていないからか、一人称の『おら』がやけに似合っている。

			「おお、やはりオリジン教の！　助けていただきありがとうございました。いくらお礼を言っても足りないぐらいです」

			「別にお礼なんて必要ないっすよ。悪いヤツをやっつけるのは修道女として当然の行いっすから」

			　えっへんと両手を腰に当て、したり顔で薄い胸を張るセーラ。

			　フラムの中の修道女に対する清純でか弱いイメージが、武闘派に上書きされていく。

			　足元で伸びている男も、まさか修道女に殴られて気絶することになるとは想像もしなかったはずだ。

			「ところで、こいつらの身柄はどうするっすか？」

			「カバンは手元に戻ってきましたし、私としては特にどうもしなくていいとは思っているのですが」

			「そうっすね、これだけボコボコにされれば懲りるっすよね」

			　あっさりと解放しようとする二人。

			　フラムは思わず「へ？」と声をあげてしまった。

			　とんだお人好したちだ。

			　貧困の末の窃盗ならば、まだ改心の可能性は残っているかもしれない。

			　しかし、冒険者であり、なおかつＤランク程度の実力を持った人間が、収入に困ることはないはずなのだ。

			　どんな怠け者でも、デイン率いる派閥に所属しているのなら、リーダーに頼めば仕事ぐらい回してもらえるだろう――そうフラムは考える。

			　つまり彼らは、単純に遊ぶ金欲しさに窃盗を行ったということになる。

			　そんな人間が、一度伸びたぐらいで反省するものか。

			　牢屋にでも叩き込まなければ、性根が直ることはないだろう。

			「なにか問題がありましたか？」

			「私は然るべき場所に突き出した方がいいと思います。たぶんまたやると思いますよ、こいつら」

			　フラムには確信がある。

			　だがセーラは、その意見に不満があるようだ。

			「そうっすか？　人間、一度痛い目にあったら反省するものじゃないんすか？　おらは先輩に叩かれたら、反省して二度としないっすよ？」

			「それはセーラちゃんがいい子だから。本当の悪人ってのはね、もっとカツンとした罰を与えられないと懲りないものなの」

			「そうなんすか……悲しいっすね」

			　ここで悲しめるセーラは、間違いなく優しい子だ。

			　フラムは腰をかがめ、目線を合わせながら言葉を続けた。

			「そうかもね、悲しいけどこれが現実。でもセーラちゃんみたいな子が頑張ればそのうち良くなってくと思う」

			「……わかったっす、おら頑張るっす！」

			　そしてすぐに立ち直る彼女は、間違いなく単純な子である。

			　人間がみな彼女のように単純で純粋なら、きっと争いは世界中から消えるだろう。

			「というわけで、衛兵か教会騎士を呼んでくるべきだと思います。リーチさん、それでいいですか？」

			「はい、西区のことはそこに住むフラムさんの方がよくわかるでしょうから、お任せします」

			「教会騎士なら知り合いがいるっすから、おらが呼んでくるっすー！」

			　セーラはそう言うと、全力疾走で行ってしまった。

			　フラムもリーチも、まだ『頼む』とすら言っていないというのに。

			　嵐のように去っていったセーラの背中を眺め、ミルキットは言った。

			「元気な子ですね」

			「せっかちとも言うけどね。あれが若さってやつ？」

			「とてもじゃないですが敵いません」

			　十六歳のフラムと十四歳のミルキットが交わすやけに老けた会話に、三十歳を超えているだろうリーチは思わず苦笑いを浮かべた。

			「なにをおっしゃいますか、フラムさんもミルキットさんも、十分お若いではないですか」

			「そうですけど、あの活力を見せられるとですねー」

			　十代の四歳差五歳差は、数字以上に大きく感じられるもの。

			　自分たちが失ってしまった子供特有のパワーを見せつけられて羨む気持ちが湧いてしまうのもまた、仕方のないことなのかもしれない。

			「ところでフラムさん」

			「はい？」

			　リーチに話を振られ、フラムは彼の方を見た。

			　すると、先ほどまでの穏やかな表情とは打って変わって、真剣な眼差しでこちらを見つめているではないか。

			　纏まとう雰囲気が一気に変わり、フラムは思わず身構えた。

			「高い実力を備えた冒険者だとお見受けしますが……もし良ければ、私の依頼を受けていただけないでしょうか」

			「依頼って……」

			　確かにフラムは冒険者だが、マンキャシー商店のトップともあろうものが、会ったばかりの素性も知れぬ冒険者に依頼を持ちかけるとは。

			　なりふり構わないと言うか、相当に追い詰められていると思われる。

			「私、Ｆランクの冒険者なんで、そんな力はないですよ？」

			　フラムは申し訳なさそうに言った。

			「そんな、あの実力でＦランクなんですか!?」

			「まあ、昨日冒険者になったばっかりですし……スキャンで見てもらえれば、一目瞭然だと思います」

			「これは……ステータス０？　なのにあんなに戦えるものなのですか!?」

			「装備のおかげです」

			　装備のエンチャントで向上したステータスだけを見るなら、Ｆランクは軽く超えている。

			　だが、経験はまだ浅い。

			　冒険者の優劣は力だけで決まるわけじゃない、経験や知識だってものを言う。

			　Ｆランク以上の能力があります！　と胸を張って言えるほどの自信は、フラムにはまだなかった。

			「ですが、そのステータスで戦えるということは、むしろ事実の裏付けとも言えます」

			「いえ、本当に大したことないので」

			「ランクの低さは、周囲があなたの実力を知らないだけです。それに、知名度が高くないなら私にとってはむしろ都合がいい」

			　その言葉で、一気に雲行きが怪しくなった。

			　知名度が低い方がいい――つまり、大ごとにはしたくない、できるだけ他人に知られたくない依頼だということだ。

			　ギルドを介さず直接依頼してきたことと言い、厄介ごとの香りしかしない。

			　リーチもフラムが警戒していることに気づいたらしく、固くなっていた表情を少し緩めて、なぜ彼女に依頼を持ちかけたのか、その事情を語り始めた。

			「実は、私の妻が病に伏せっていまして」

			「はあ……それは大変ですけど、だったら教会に治療を頼めばいいんじゃないですか？」

			「魔法では治らない病だそうなんです。神父様には、妻の体力を信じて治るのを待つしかないと言われてしまいまして」

			　ミルキットがぴくりと反応する。

			　彼女の顔をただれさせた、ムスタルド毒と同じだ。

			　つまり――

			「ですが調べたところ、文献に薬で治る病であるとの記述を発見したんです」

			「あー……わかりました、それで私に直接依頼を」

			　ギルドを介せば、薬草を用いて薬を作ろうとしていることが、教会に露呈してしまう。

			　リーチは、それを避けたかったのだ。

			　教会は、自らの利益のために薬師を潰してきた。

			　いや、それは過去の話ではない。

			　今でも秘密裏に薬を製造しようとすると、どんなに効力のある薬だったとしても、違法薬物製造の罪で裁かれてしまうのだ。

			　教会との繋がりを強める王国自身もそれに手を貸しており、たとえマンキャシー商店の社長だったとしても、明らかになれば罪の追及からは逃げられまい。

			「妻の病状は日に日に悪化するばかりです。一刻も早く薬を手に入れなければ、命を落としてしまうかもしれません」

			　リーチはうつむいて言った。

			　だから彼は、非合法な手段で隠れて薬を入手するしかない。

			　冒険者としてのランクが低く、そして実力を持った彼女であれば、それを可能にしてくれるはずだ、と。

			「もちろん報酬は弾みます。仕組み上、ギルドを通さない依頼が冒険者のランク上昇に関わらないことは理解していますが、その分を考慮して、さらに上乗せしてお渡しするつもりです」

			　正直に言って、フラムにしてみれば願ってもない申し出だった。

			　聞いた所、悪意ある依頼でもないようだし、なによりあの、いけすかない連中のいるギルドを通さなくていい。

			　高額の依頼となると、その分だけギルドに入る手数料の額も大きくなる。

			　それを、あいつらの手に渡さずに済むのだ。

			「どうするんですか、ご主人様」

			「うーん……そうね」

			　ミルキットの問いに、フラムは考え込むような仕草を見せた。

			　メリットは大きい。

			　だが、同じぐらいリスクもある。

			　教会に嗅ぎつけられれば、フラムもまた危険にさらされてしまうのだから。

			　しかしそれでも――リーチが妻を想う気持ちに、応えてあげたいと思った。

			　その思いの分だけ、天秤は傾く。

			　フラムはリーチの方に向き直り、

			「……わかりました。リーチさん、その依頼を受けさせてもらいます」

			　はっきりと告げた。

			　すると険しかったリーチの表情に、希望に満ちた笑みが灯る。

			「本当ですかっ、ありがたい！　おお商売の神よ、この出会いに感謝します……！」

			　元々涙もろい方なのか、はたまた知らないだけで途方もない苦労の歴史があったのか。

			　両手を組んで天に祈りを捧げる彼の頬には、涙が伝っている。

			　しかし依頼を受けるとは言ったが、どんな薬草が必要で、どこへ採りに行けばいいのか、まだまったく聞けていない。

			　リーチの感情が落ち着くのを待って尋ねると、彼は気まずそうに言った。

			「ちなみに、その薬草はどこに生えてるんです？」

			「実は……場所がわからないんです。キアラリィと呼ばれる、青い花をつける植物であることはわかっているんですが、薬草に関する文献のほとんどはもう残っていないので」

			　教会が薬草に関する文献を処分する中、材料がわかっただけでも奇跡的と言える。

			　リーチの『妻を救いたい』と願う執念が引き寄せたのだろう。

			「なるほど、それを見つけ出すところからが依頼なわけですね」

			「そういうことです。どこにあるのかもわからない薬草を探してくれ、と言うのが無茶なお願いなのはわかっています。ですが、頼るべき相手はもうあなたしかいないんです！」

			　すがるように彼は言った。

			　さすがに０からのスタートとなると、フラムにだって自信はない、しかし――

			「受けた以上は善処します。途中で投げ出したりはしません」

			　薬草に関する知識を持った人間には心当たりがある。

			　彼女を見つけ出せれば、どうにかなるかもしれない。

			　問題は、その彼女がフラムに協力してくれるか、だが。

			『彼らは少し悩んだけど、最終的に承諾してくれた』

			『君の存在を一番負担だと思っていたのは――』

			　蘇る、ジーンの言葉。

			　パーティに参加した全員がフラムを疎ましく思っていた――そんな彼の言葉が、事実かどうかはわからない。

			　けれど、今でも聞かされた言葉は、毒のようにフラムの心を蝕むしばみつづけている。

			　あれが事実だとすれば――彼女が、フラムに協力することはないだろう。

			　しかし、今はジーンの言葉が嘘であることを祈るしかない。

			「ただし、時間はかかると思います」

			「妻の容態はあまりよくはありませんが、すぐに命を落とすというわけでもありません。私に言えるのは、『できるだけ早く』ということだけです。無責任で申し訳ない」

			　期限の指定はなし、強いて言うならリーチの妻が死ぬまで。

			　これで間に合わずに終わったりしたら、後味が悪いなんてもんじゃない。

			　なにがなんでも、キアラリィを見つけ出してリーチに渡さなければならない――フラムの責任は重大だ。

			「キアラリィの特徴をまとめた資料は私の家にあります。あとで取りに来ていただいてもよろしいでしょうか」

			「わかりました」

			　依頼に関する会話が一段落すると、タイミングを見計らったようにセーラの声が聞こえてきた。

			「エド、ジョニー、あそこっす！」

			　白のプレートアーマーを纏った騎士を二人引き連れて、彼女がこちらに駆けてくる。

			「うお、またえらい数だな。こりゃ連れてくのは面倒だぞ」

			「それだけ手柄になるということだ。文句を言わずにさっさと片付けよう」

			「へいへい。通報あんがとなセーラ」

			　エドと呼ばれた騎士は、セーラの頭をなでた。

			　彼女は「やめるっすー！」と嫌そうに抵抗している。

			　どうやらこの三人は親しい間柄のようだ。

			　その後、騎士たちは魔法によって光の輪を作り、それで気絶した男たちを捕縛した。

			　そしてリーチやフラム、ミルキットから軽く顛てん末まつを聞くと、引きずりながら連行していった。

			　こんなにあっさり連れてっちゃうものなんだ、とフラムは仕事っぷりに感心しながらその後姿を眺めた。

			　おそらく、セーラが教会の関係者だったからこそ、スムーズに事が進んだんだろう。

			「仕事頑張るっすよー！」

			　セーラはぶんぶんと手を振って、騎士を見送る。

			　往復で走って来ただろうに、元気なことだ。

			　さすがに額には汗がにじんでいるが、浮かべる満面の笑みに一切の曇りはない。

			　騎士二人の姿が見えなくなると、彼女はフラムの方を向いて言った。

			「牢屋から出てきたときには、あの男たちもまともになってるといいっすねえ」

			「そうだね、いい人になってると私もうれしいかな」

			　それはフラムの本心である。

			　西区の治安も少しは良くなるだろうし、デイン一派の力も削げる。

			「ところでリーチさん、ちょっと聞きたいことがあるっす」

			「なんですか？」

			　何気なく聞き返すリーチ。

			　セーラは彼の顔を下からのぞき込むと、首をかしげて問いかけた。

			「もしかして、なにか悩んでないっすか？　具体的には、薬草絡みで」

			　なぜ、彼女がそれを――そばで聞いていたフラムの心臓がどくんと跳ねる。

			「……いえ、そんなことはありませんよ」

			　少々の間はあったが、さすが商人、リーチはポーカーフェイスで乗り切った。

			　だが内心ではさぞ驚いていることだろう。

			　フラムだってそうだ。

			　話を盗み聞きしたわけでもないのに、先ほど持ちかけた依頼のことを見抜かれているのだから。

			「んー、そうっすか」

			「なぜそう思ったのですか？」

			「以前も似たような表情をした人が、似たような悩みを抱えてたんすよ。でも、おらが修道女だから、なかなか話してくれなかったっす。リーチさんもそうなら、おらが外から探してきて渡したんすけどね」

			「薬草を渡したの？　教会の人間なのに？」

			「そんなの関係ないっす。困ってる人がいたら助けるのが聖職者だって、マリアねーさまに教わったっすから！」

			「マリアって……」

			「マリアねーさまは勇者と一緒に旅をしてるすごい人っす！　教会にいた頃はおらにも優しくしてくれたっす！」

			　教会のマリアと言えば、聖女マリア・アフェンジェンスで間違いなさそうだ。

			　彼女のことを語るセーラの目は、きらきらと輝いている。

			　本当に、心の底から憧れているのだろう。

			　だがフラムの知るマリアと、セーラの言うマリアの間には、少々の隔へだたりがあった。

			　確かに彼女は優しい。

			　だが、旅の途中の彼女は魔族を前にすると様子がおかしかった。

			　それにジーンに言われた通り、フラムに対しては回復魔法を使わなかったりと〝聖女〟と呼べるほど、分け隔てなくすべての人間に優しくするような人格者だとは思えなかったのだ。

			　もちろん、役立たずな自分への扱いが悪かっただけで『人格者ではない』といい切るのが横柄な考え方だというのは、フラムも理解はしているが。

			「だからおらは、教会が薬を認めないのはおかしいと思ってるっす。魔法で救えない人が薬で救えるなら、どんどん使うべきっす！　あ……これ誰にも言わないでくださいっすよ？　聞かれたらおしおきされるっすから」

			　教会関係者らしからぬセーラの発言に、リーチ、フラム、ミルキットの三人は顔を見合わせた。

			　信頼していいものか、リーチの視線は彼女らにそう問いかけているように見えた。

			「言いたくない気持ちはわかるっすよ、それだけのことを教会はしてるっすし。でも、おらのリーチさんを助けたいって気持ちもわかって欲しいっす。それに、教会内部にも薬草の本はいくらか残ってるっすから、役に立てると思うっす！」

			「教会の中に残ってるんですか!?」

			「ごく一部っすけど、見たことがあるっすよ」

			　一体なんのために――気になる点はあるが、残っている文献にキアラリィの生育地の情報が残っている可能性はある。

			　リスクを取るなら話すべきではない、だが確実性を取るなら話すべきだ。

			　リーチは選択を迫られていた。

			「リーチさん、私は少なくともセーラちゃんに関しては信用していいと思いますよ」

			「なぜ、そう思うのですか？」

			「彼女はとても純粋な目をしているから、騙したりはしないと思います。これでも人を見る目には自信があるんですよ」

			　フラムの言葉に、彼は瞳を閉じてしばし沈黙し――考えた上で、結論を出した。

			「……そうですか、フラムさんがそう言うなら」

			　商人には疑り深さが必要だ。

			　だがときに、それ以上に情を優先したからこそ、リーチはここまでマンキャシー商会を大きくできた。

			　その経験に基づいて出した結論である。

			「セーラさん、確かに私は薬草に関する悩みを抱えています」

			「やっぱりそうだったんすね」

			　ようやくリーチの本音を聞けたことに、セーラは満足げであった。

			「実は私の妻が病にかかってしまいまして、その治療のためにキアラリィという薬草が必要なんです」

			「キアラリィっすか。聞いたことはないっすけど、調べたらわかると思うっす」

			「心強い言葉です。フラムさんにもすでに頼んでいるので、協力して探していただいてもいいでしょうか。もちろん報酬はお渡しします」

			「それはいらないっす。人助けは修道女の仕事っすし、お小遣いは普段貰ってる分で足りてるっすから」

			　滅私奉公の精神を貫くセーラの姿が、フラムには眩しく見えた。

			　そう言われると、報酬をもらう気満々の自分が卑いやしい女のようではないか。

			「さすがにそれは……」

			「いいんすよ。それに……勝手にお金をもらったりしたら、むしろ教会に怒られるっすから。もう痛いのは嫌っす」

			　過去に痛い目にあった覚えがあるのか、セーラは暗い顔で臀でん部ぶをさする。

			　そんな彼女の仕草を見て、リーチは思わず噴き出した。

			　痛いのが嫌なら仕方ない――商人である彼としては、代金は確実に払いたかったのだが、今回は諦めることにしたようだ。

			　こうして、共同でキアラリィを探すことになったフラム、ミルキット、セーラの三人は、リーチに案内され彼の家に向かった。

			


			　◇◇◇

			


			　リーチの屋敷で、三人は資料を受け取る。

			　それを基に、セーラはすぐさま教会内部で情報収集を開始した。

			　フラムも一応調べはしたものの、やはり薬草に関する本は、王都の店はもちろん図書館にも蔵書されていない。

			　並行して彼女も探したが、なかなか見つからない。

			　落ち込むフラム。

			　そんな彼女が泊まる宿をセーラが訪れたのは、依頼を受けてから二日後のことであった。

			　セーラから受け取った、拙つたない文字で書き記されたメモには、キアラリィが群生するという洞窟の場所が記されている。

			「ちょっと教会の目を盗むのに苦労したっすけど、無事見つかってよかったっす」

			　そう言ってセーラは笑った。

			　教会の身内である彼女ですら、目を盗む必要がある場所に資料は保管されているらしい。

			　やはり、まっとうな目的で残されたものではなかったようだ。

			　フラムは、彼女に危険な橋を渡らせてしまった気がして、申し訳ない気持ちでいっぱいだった。

			　セーラのもたらした情報によると、目的地は〝エニチーデ〟という町の近くらしい。

			「これがかなりの田舎なんすよね。宿があるかもわかんないっすし、案内人でもいると助かるっすけど」

			「エニチーデってどっかで聞いたことあるような……」

			「ご主人様、ここの店主である、ステュードさんの出身地ではないですか？」

			「あ、そうそう、それ！」

			「ここの店主ってことは、下にいた、あのやたら陽気な男の人のことっすか」

			　早速三人は、部屋を出てステュードのもとへと向かう。

			　薬草採取とは言いづらいため、フラムは「依頼の関係でエニチーデに行くことになった」と微妙に言葉をぼかした。

			　するとステュードは一瞬驚いた顔をして、すぐにうれしそうに笑い――

			「あんなクソ田舎に用事だと!?　がっはっは、そりゃすげえ偶然だな！　それで俺になにをして欲しいんだ？　道案内か？　それとも宿の手配か？　願ってもない話だ。うちはエニチーデでも代々宿を営んでたし、どうせ近いうちに一度母親に顔をみせるつもりだったからな！」

			　まだ頼んでもいないのに、道案内やらなにやらを勝手に引き受けてくれた。

			　圧が強いが、本当にいい人である。

			　改めてフラムが話をすると、すべて快諾してくれ、あれよあれよと言う間にステュードの同行が決まった。

			


			　◇◇◇

			


			　キアラリィ採取の見通しが立ったところで、フラムたち三人はリーチの屋敷に向かい、そのことを報告した。

			　リーチはエニチーデの話を聞くと、また目に涙を浮かべながら喜ぶ。

			　涙もろい人だ。

			　よくこれで、商人の世界で生き残れたものである。

			　馬車の手配等を相談すると、費用も含めてすべて彼が用意してくれるとのことで、フラムはその言葉に甘えることにした。

			「移動手段も確保できたし、ステュードさんさえいれば、ここから先は私とミルキットでも大丈夫だと思う」

			　往復だけでも四日もかかる旅路に、教会の修道女を付き合わせるわけにはいかない。

			　フラムは善意からそう告げたのだが、セーラは『だからどうした』と言わんばかりに、

			「ついていくっす！」

			　と言い張った。

			　そんなやり取りを何度も繰り返し、結局はミルキットの「大丈夫だと思いますよ」という言葉に説得され、フラムの方が根負けして、彼女も同行することになった。

			　教会に隠し通せるかが一番の懸念なのだが、セーラはケロッとしている。

			「人助けと言えば問題ないっすよ。他の修道女もよくやってるっす」

			　そう断言しているということは、おそらく大丈夫なのだろう。

			　……そう思いたい。

			　さて――出発は、明日の朝だ。

			


			　◇◇◇

			


			　前夜、宿のベッドで横になったミルキット。

			　彼女は、どうやら人生初めての旅を前に、緊張して眠れないらしい。

			　明かりの消えた暗い部屋の中で、じっと天井を見つめていた。

			「ミルキット、もう寝た？」

			　そんなとき、もうひとつのベッドから、フラムが彼女に話しかける。

			「まだです……緊張してしまいまして」

			「ふふっ、そっか。ミルキットもそうなんだ」

			　どうやらフラムの方も同じ状態らしい。

			「じゃあさ、ちょっと話さない？」

			「お付き合いします」

			「とか言って、私から振っておいてなんだけど……うーん、なにを話そっかな」

			　完全に思いつきだったので、ネタが浮かんでこない。

			「じゃあ、私から聞いてもいいですか？」

			「どーぞどーぞ」

			　ミルキットが自分に興味を示してくれたのがうれしかったのか、フラムの声が跳ねる。

			「ご主人様は、旅をしたことがありますか？」

			　彼女は、これだけフラムと一緒にいても、まだ彼女が勇者パーティに参加していた英雄であることに気づいていなかった。

			　奴隷として生きてきたせいだろうか、勇者が存在していることぐらいしか知らないのかもしれない。

			　フラムも追放された身分なので、自分で言うことではないと黙っていたが――この問いが『フラムのことを知りたい』というミルキットの欲求の現れだというのなら、答えてあげたい。

			　それに早いうちに話しておいた方が、成り行きで判明するよりも、二人の関係のためになるような気がした。

			「実は私ね、勇者と一緒に旅してたんだ」

			「……？」

			　暗闇の中なのでフラムからは見えないが、ミルキットはきょとんとしていた。

			　さすがに、こんなとんでもない事実を、いきなり信じさせるのは無理があったようである。

			「勇者と、ですか。それは、なにかのたとえ話でしょうか」

			「んーん。たぶんミルキットが想像してる通り、そのまんまの勇者だよ。キリルちゃん……キリル・スウィーチカって知らない？」

			「その方は知っています」

			「他にも、エターナさんやガディオさんとか、有名な人たちと何ヶ月か一緒に旅してたの」

			　あまり世情に詳しくないミルキットでも、名前ぐらいは聞いたことがあった。

			　上を向いていた彼女は体ごと横を向いて、フラムのベッドの方を見る。

			「えっと……それはご主人様が、神さまに選ばれたという〝英雄〟の一人だった、と？」

			「そういうこと、今の私を見たら信じられないだろうけど」

			「ご主人様、すごい人だったんですね」

			　ただ者ではないとは思っていた。

			　しかし、まさか英雄のうちの一人だとは。

			　ミルキットは包帯の隙間から、彼女に尊敬の念が混じった視線を向けた。

			　フラムは気恥ずかしさに、「てへへ」とはにかむ。

			「まあ、それがすごくないのに、神さまに選ばれちゃったから追い出されたんだけどね。その上、奴隷商人に売られて、二度と消えない印まで刻まれて」

			　なぜオリジンが自分を選んだのか、フラムには今でもまったくわからない。

			　今でも、『あいつさえ選ばなければ』と恨み続けているほどだ。

			「ああ、だから……」

			　ミルキットは一人、なにかを納得している。

			「どしたの？」

			「同じ奴隷のはずなのに、私にはご主人様が眩しく見えたんです」

			　それは初めて出会ったときのこと。

			　あの牢屋の中で見たフラムの姿は、他の奴隷たちと明らかに違っていた。

			「この人はまだ奴隷の淀よどみみたいなものが染み付いてないんだな、と。なのに、なぜ同じ檻に入れられたのかがずっと不思議だったんですが……まだ奴隷になって日が浅かったのですね。やっと理由がわかりました」

			　確かに、長年奴隷をしているミルキットよりかは、前向きな物事の考え方ができているのかもしれない。

			　フラムにはよくわからない感覚だったが、おそらくそういうのを染み付いていないと言うのだろう。

			「たぶん、ご主人様はまだあと戻りできる場所にいると思います」

			「なにその、自分はもうだめー、みたいな言い方」

			　唇を尖らせながら、フラムは不満げに言った。

			「だって……事実ですから」

			「まだあと戻りできる場所にいて、ミルキットが沈んでるって言うんなら、私が引き上げればいいだけじゃない」

			「ご主人様は、またそういうことを言うんですね」

			　困ったようにミルキットは言うが、その声は微かにうれしそうでもある。

			「嫌だった？」

			「……嫌ではないから、困るんです」

			「そりゃよかった」

			　フラムはそう言って笑った。

			　釣られて、ミルキットも「ふふっ」と聞こえない程度に噴き出す。

			「明日からの旅、無事に終わるといいですね」

			「うん、戻ってきたら報酬でおいしいものでも食べに行こう」

			「今日のお昼ごはん、とてもおいしかったです。初めて食べる味でした」

			「あれは別に高いものじゃないんだけど……ミルキットが好きなら、今度もあそこに行く？」

			「はいっ」

			　ミルキットは元気に返事をする。

			　言葉を交わしあうことで、旅に対する不安はずいぶんと薄れた。

			　だが、まだ完全に消えたわけではない。

			　こういうときは、寝て忘れるに限る。

			　彼女は胸に纏わりつくもやもやとした予感を呑み込み、瞳を閉じた。

			　そして最後に、

			「おやすみ」

			「おやすみなさい」

			　と言葉を交わすと、部屋には静寂が満ちる。

			　夜が更ける。

			　旅立ちの朝がやってくる――

		

	
		
			009　やっとまたあえたね

			


			　揺れる馬車の中で、フラム、ミルキット、セーラの三人は、昼食を頬張っていた。

			　食事は四人分あるが、ステュードは大きく口を開けて爆睡している。

			　起こすのも忍びないと思い、先に食べはじめてしまったのだ。

			　柔らかく、もっちりとした白いパンには切れ目が入っており、そこにスパイシーなソースが塗られ、野菜や肉が挟まれている。

			　パン自体の甘みがソースの辛味をマイルドにしており、子供でも親しみやすい味に仕上がっていた。

			　王都を出る前に、ミルキットが早起きして作っていたものだ。

			　それを紙に包み込んで、昼食用に持ってきていたのである。

			　ちなみに材料は、宿屋の予備をステュードからわけてもらった。

			「おいひいっふ」

			　セーラは、口いっぱいに詰め込んだまま言った。

			　ぷくっとふくらんだ彼女の両頬を見て、フラムは思わず噴き出しそうになる。

			「喜んでもらえてよかったです」

			「ミルキットってば、料理もできたんだね」

			「大したものではありません」

			「そっかなぁ、本当においしいよこれ。口いっぱいにくわえ込むセーラの気持ちも……ん、ふふっ……うん、わかる気がする」

			「おねーひゃふ、わらっはっふへ！」

			　我慢できずに笑ってしまったフラムに、もがもがと抗議するセーラ。

			　しかし、なにを言っているのかはまったくわからない。

			「もうっ、セーラちゃんってば食べてからしゃべりなよ。と、話がそれちゃったけど……ミルキット、これってソースはイチから作ったんでしょ？」

			「それはそうですが……」

			「じゃあやっぱすごいって、謙遜したって味がそれを証明してる」

			　フラムが褒めちぎると、ミルキットは恥ずかしそうにうつむいた。

			　その料理の腕は、奴隷として培った技術なのだろう。

			　フラムも料理はできる方だが、それを遥かに凌駕している。

			　なにを使っているんだろう、今度レシピを聞かなければ……と考えながら、彼女は真剣な表情でパンにかぶりつく。

			「そういえば、エニチーデってどんな町なんでしょうか」

			「ひょんへもらひいなひゃっふよ」

			「ぶふっ……だからセーラちゃん、食べてしまってから言ってってば！」

			　フラムに笑いながら注意されると、彼女は頬を揺らしパンをもっきゅもっきゅと咀嚼し、一気にごくりと飲み込んだ。

			　喉に詰まりそうなものだが、そんなそぶりは一切見せない。

			　これが若さか、とフラムはひっそりと一人勝手にたそがれる。

			「んぐ……とんでもない田舎町らしいっすよ。以前は薬草で潤ってたらしいっすけど。まあ、詳しくはステュードさんに聞くのが一番っすけどね」

			「以前と言っても、私たちが生まれるより前だよね。取り締まりが始まったのって確か人魔戦争のあとだったはずだし」

			　人魔戦争は三十年前の出来事だ。

			　発端は、ある日突然、魔族が人間の領土を奪うために攻め込んできたこと。

			　それを防ぐべく王国軍が立ち上がり、大きな被害を受けたものの、退けることに成功した。

			　戦いには教会の聖職者たちも参加しており、その功績もあって、教会は王国への強い影響力を持つようになった――ということになっている。

			　確かにオリジン教は王国における宗教の最大勢力ではあったが、当時はまだ他の宗教を信仰する国民も多く残っていた。

			　だが、それから三十年経った現在、オリジン教以外の教会は王国内にほぼ存在していない。

			「なんで教会がそこまでして薬草を嫌うのかわかんないっす」

			「教会でも、理由は教わらないんですか？」

			「教会では、『薬を飲むと信仰が弱まる』とか、『回復魔法の効き目が弱まる』とか言ってるっすけど、そんなの明らかに嘘っすから……それでも、中には信じ込んでる子もいるっすけど」

			　子供の頃からそう教え込まれれば、信じてしまう子も出てくるだろう。

			　馬車の車輪が大きめの石を踏み、ガタンと揺れる。

			　するとセーラの体がぐらりと傾き――フラムは彼女の首の後ろに、妙な青いタトゥーがあることに気づいた。

			「ねえセーラちゃん、その首の後ろのやつってなに？」

			「ああ、これっすか」

			　セーラは指先でそれに触れながら言った。

			「おらの故郷は……今はもうないんすけど、オリジン様じゃない別の神様を信仰してたらしいっす。両親がその熱心な信者だったんで、まだ小さかったおらに信者の証を刻んだんすよ。これ、特殊な塗料を使ってるとかで消えないんすよね。だからこのままっす」

			　特殊な塗料、おそらくフラムの奴隷の印に使われているのと同じものだろう。

			　しかし、今はもう故郷がないとは一体――聞いていいものか迷ったが、セーラは自ら語ってくれた。

			「ちなみにおらの故郷は、魔族に滅ぼされたっす。八年も前のことで、おらは二歳だったんでほとんど覚えてないっすけど」

			　そう言って、彼女は力なく笑った。

			「あのマリアねーさまも同じだったっす。だから、おらのことをかわいがってくれたのかもしれないっすね」

			「マリアさんも……」

			　互いの境遇を話したことなどなかったので、彼女にそんな事情があったとはフラムも知らなかった。

			　魔族を前にすると様子がおかしかったのは、故郷を滅ぼされた恨みがあったからか。

			　ひょっとすると、誰よりも魔王討伐の旅に強い思い入れを持っていたのは、マリアだったのかもしれない。

			　そんな彼女からしてみれば、まったく戦えず、なんの役にも立たないフラムの存在は邪魔以外の何物でもなかっただろう。

			　回復魔法を使わなかったことにもうなずける。

			「今でも魔族は、人間の領地に来ては破壊を繰り返してるっす」

			「え、今でもそうなの？」

			「あんまり表には情報が流れてないっすけど、田舎の方では潰された町がいくつもあるっす」

			　王都の新聞にだってそんな情報は掲載されていなかったはずだ。

			　だとすると、教会の人間だけが知る極秘情報ということになる。

			　それをバラしてしまうあたり、薬草の在り処の件といい、セーラはどうにも今の教会の方針に納得がいっていない様子だった。

			「幸い、死者は一人も出てないみたいっすけど……絶対に許せないっす！　おら、魔族を見つけたら必ず倒してみせるっすから！」

			　セーラは語気を強める。

			　故郷が滅ぼされた記憶はない、だが憎しみは確かに刻まれていると、そういうことか。

			　人魔戦争が終わった今でも懲りずに破壊活動を続ける魔族たち。

			　彼らに対して憤ふん怒ぬするセーラの気持ちはフラムにもよくわかる。

			　だが一方で、妙な話だな――と首をかしげた。

			　町は壊滅したというのに、死者が一人も出ていないというのは、一体なにが起きたというのか。

			　フラムは、三魔将の強さを自分の目で見たことがある。

			　あの力があれば、田舎の小さな町など、住民もろとも一瞬で火の海に変えられてしまうはずだ。

			　それで死者が出ないということは……最初から殺す気がなかったとしか思えない。

			　もっとも、故郷を滅ぼされたセーラがいる手前、堂々とその仮説を言葉にすることはできないが。

			　しかし、それが事実だとしたら、なぜ魔族たちはそんなことを繰り返すのか。

			　いや、理由はわかりきっている。

			　人間が攻め込んでくるからだ。

			　その報復として町を破壊する。

			　ならば、本当に悪いのは一体誰なのか――

			「でもその前に、魔族と会っても勝てるように強くならないといけないっす」

			　そう言って、セーラは荒々しくパンに噛み付いた。

			「そういえば、あの泥棒をあっさりと捕まえていましたが、セーラ様はどれぐらい強いのでしょう」

			「様……フラムおねーさんと一緒でちゃんでいいっすよぉ。なんかむずがゆいっす」

			「そういうわけにはいきません」

			「セーラちゃんが嫌がってるんだし、そうしてあげたら？」

			「……ご主人様がそうおっしゃるなら。では、セーラさん、と」

			　ミルキットが言い直すと、セーラは「うんうん」と満足げにうなずき、再びパンを齧かじった。

			「ふへーはふは……んぐ、すひゃんでみるといいっしゅよ」

			　ステータスはスキャンで見るといい、と言っているらしい。

			「わ、わかりました……スキャン」

			　通訳なしでも奇跡的に聞き取れたミルキットは、魔法を発動させる。

			　初めての実践的な魔法の行使に、彼女は緊張し、体をガチガチにこわばらせていた。

			　彼女がスキャンを使えるようになったのは、昨夜のことだ。

			　読み書きはあと回しになってしまったが、なにかと使う機会が多いだろうということで、一晩かけてフラムが教えたのである。

			『私なんかには無理だと思います』と自信なげだった彼女も、ほんの一時間程度で使えるようになった。

			　スキャンはそれほどまでに難易度の低い魔法なのだ。

			　あとは、表示される文字の意味や数値の目安を教えるのに数時間。

			　ひたすらに簡単な単語や数字の解説をするだけだったが、ミルキットは終始興味津々といった様子で夢中になり、フラムはそんな彼女を見ていると自然に頬が緩んだ。

			　スキャンを使いこなせるようになったあとは、見えなかったものが見えるようになったことで、気分が高揚したのだろう――軽くはしゃぎながら、ミルキットは色んなものにスキャンをかけていた。

			　一度でも覚えた魔法は、そうそう忘れるものではない。

			　昨晩は気軽に何度だって使えていたのだ、あとは変に意識しなければいいだけである。

			　フラムは彼女をリラックスさせようと、ほほ笑みながら「大丈夫、絶対にできるから」と優しく声をかけた。

			　すると効果はてきめんだったようで、体から力が抜け、魔力がミルキットの瞳に集まりだす。

			　視界に表示される文字と情報を、彼女はじーっと見つめた。

			　前のめり気味になるその姿を見て、手を口に当ててくすりと笑うと、フラムも念のためセーラのステータスの確認をすることにした。

			


			　─────────────────────

			　セーラ・アンビレン

			　属性：光

			　筋力：２８５

			　魔力：３０１

			　体力：１２３

			　敏捷：２２７

			　感覚：１３３

			　─────────────────────

			


			　そして驚く。

			　これが十歳のステータスなのか、と。

			　合計値は１０６９、冒険者で言えばＣランク下位程度の実力だ。

			　しかも、年齢からしてまだまだ伸び代がある。

			　多少の好き勝手が許されているのは、ひょっとすると教会が彼女の才能を認めているからかもしれない。

			　思っていた以上に高いステータスに、年上として焦りを覚えたフラムは、慌てて自分の手のひらに浮かぶ紋章と、傍かたわらに置いた篭手にスキャンをかけ、ステータスを確認した。

			


			　─────────────────────

			　　名称：魂喰いのツヴァイハンダー

			　　品質：エピック

			　　［この装備はあなたの筋力を３２０減少させる］

			　　［この装備はあなたの魔力を９９減少させる］

			　　［この装備はあなたの体力を２９７減少させる］

			　　［この装備はあなたの敏捷を１８３減少させる］

			　　［この装備はあなたの感覚を１１１減少させる］

			　　［この装備はあなたの肉体を溶かす］

			　─────────────────────

			


			　─────────────────────

			　　名称：血塗れのスチールガントレット

			　　品質：レア

			　　［この装備はあなたの筋力を８２減少させる］

			　　［この装備はあなたの魔力を１０１減少させる］

			　─────────────────────

			


			　合計値は１１９３――大丈夫だ、まだ負けていない、と胸をなでおろした。

			　魂喰いは、アンズーを殺した影響だろうか、その呪いを強めてステータスの変動値が増加していた。

			　とはいえ、変わったのはごくごく微量である。

			　もっと大きなステータス上昇を望むには、大量のモンスターの命を奪わなければならないのだろう。

			　その速度が、才能豊かなセーラの成長速度に追いつくかと言うと微妙な所である。

			　別に競い合っているわけではない。

			　ならば焦る必要はないはずなのだが、『おねーさん』と呼ばれる身としては、それらしく彼女に尊敬される自分でいたいのである。

			「おふたりが着てる服は、特にエンチャントのないコモン品質なんすね」

			　セーラは二人の服にスキャンをかけながら言った。

			　コモン品質の装備にはエンチャントが付与されていない。

			　つまりは、ごく普通の道具ということである。

			「デザインを気にしなければレアぐらいの服は買えるんだけど、さすがにね」

			「確かに、デザインが良くて性能も高い服は、ちょっと手が出ないっすよねえ」

			　もっとも〝コモン〟であるのは装備としての品質であって、服としての良し悪しまではスキャンで見ることはできない。

			「それにしてもかわいい服っすよね。フラムおねーさんのは……こう、おらが着ると子供っぽくなりそうっすけど」

			　セーラは自分の発展途上の手足を見て、がっくりと項うな垂だれた。

			「まだまだこれからだって」

			　フラムはそう偉そうに言ってみたが、彼女だって特別発育がいいわけではない。

			　むしろ凹凸は少ない方だ。

			　改めて自分の胸元を見た彼女はそれを自覚し、微妙に落ち込む。

			　一方で復活したセーラは、今度はミルキットの服を褒めちぎった。

			「ミルキットおねーさんのは憧れるっす。フリフリしたレースとか、胸元のリボンとか、かわいさが詰まってるっすよね。おらもたまにはそういうの着てみたいっす」

			　フラムはセーラが給仕服を纏う姿をイメージする。

			　かわいいといえばかわいいが、非常に人形っぽくなるような、そんな気がした。

			　そんな妄想はさておき――

			「これ、ミルキットが自分で選んだの。ほんと似合ってるよね。毎日見るだけで幸せになれるっていうか」

			　フラムもセーラに続いて、ミルキットを褒めまくる。

			「わかるっす、うちにも一人欲しいっす」

			「だめだめ、この子はうち専用のメイドさんなんだから」

			　そう言って、フラムはミルキットの腕を抱き寄せた。

			　二人がかりでの称賛に、褒められ慣れていないミルキットは恥ずかしくてうつむいてしまう。

			　そしてフラムを上目遣いでにらみつけながら、恨めしそうに言った。

			「……ご主人様たち、もしかして私をからかってませんか？」

			「ふっふっふ、バレた？」

			「いやあ、ミルキットおねーさんは鋭いっすねえ」

			「そりゃそうよ、うちの自慢のメイドだし？」

			「またそんなこと言って、もう……」

			　彼女は、包帯越しでもよくわかるほどに頬をふくらませた。

			　そういう仕草も含めて、フラムは彼女のことを、素直に『かわいい』と思えるようになっている。

			　そしてミルキットも、褒められてもすぐに『そんなことはありえない』と自己否定していた部分が、少しずつではあるが『うれしい』と素直に受け入れられるようになってきた。

			　恥ずかしいことに変わりはないが、それでも大きな変化である。

			　数日間だが、一緒に暮らした時間は、確実に二人の距離を縮めているのである。

			「ほんと、そういうのって憧れるっす」

			　セーラは、楽しげにじゃれあう二人を見ながら言った。

			　そんな彼女の頭に浮かぶのは、自分の姉代わりであったマリアの姿である。

			　最近は旅や仕事で忙しく、ほとんど会えていないが。

			　ねーさまも頑張っているのだ、わがままを言って困らせてはいけない――セーラはそう自分に言い聞かせ、マリアへの想いを封印してきた。

			　だが、姉妹のようなフラムとミルキットを見ていると、閉じ込めたはずの寂しさが、胸の奥底から湧き上がってくるのだった。

			


			　◇◇◇

			


			　退屈な馬車での移動の時間も、みなで話しているとあっという間に過ぎていく。

			　途中で起きたステュードも会話に参加し、エニチーデに関することや、関さない下らないこと、四人はとにかく色んなことを話した。

			　中継地点の町で一泊し、ご当地の名物に舌した鼓つづみを打ち、翌朝再び馬車に乗り込む。

			　天候や道、馬の状態によってはもう一泊することも考えられたが、旅は順調に進んだ。

			　そしてその日の夜のうちには目的地――エニチーデに到着していた。

			　馬車は四人を降ろすと、別の町へと移動する。

			　次に馬車がここに来るのは三日後である。

			　それまでに薬草の採取が終わっていなければ、また日にちを開けて迎えに来てもらうことになるが、さすがにその頃には終わっているはずである。

			　早速町に降り立ったフラム、ミルキット、セーラは眼前に広がる光景を見て立ち尽くす。

			　確かに民家はいくつも立ち並んでいるのだが、そのうち明かりが灯っているのは数えられる程度。

			　街灯ひとつないメインストリートはほとんど闇に包まれており、進むのに洞窟探索のために用意したカンテラで照らす必要がある有様だ。

			　あらかじめ、ステュードからなにもない田舎だという話は聞いていたが――予想通りの三人のリアクションを見て、彼はゲラゲラと笑った。

			「ガハハハハっ！　すげーだろここ？　本当になにもねえんだよ！」

			「まるでゴーストタウンっす」

			「人は……住んでるんだよね」

			「もう数十人しかいねえけどな。しかもジジイにババアばっかと来たもんだ。十年後ぐらいには消滅してるかもな」

			　彼は明るい口調でそう言った。

			　気にしていないというか、仕方のないこととして受け入れているようだ。

			「そんな場所で宿なんてやって、儲けになるんでしょうか」

			「普段は閉めてるんだよ。旅人がふらっと立ち寄ったときだけ開けるんだ。まあとりあえずついてきな、部屋もそこそこ広いし、ベッドの寝心地は保証するぜい？」

			　そう言って歩きだしたステュードを、三人の少女たちは追いかける。

			　かつては商店が並び賑わっていたという中央通りを過ぎ、右に曲がるとひと気のない住宅地が続く。

			「俺がガキの頃はまだ賑わってたんだがな」

			「町の主要産業がなくなったんじゃどうにもなりませんよね」

			「むしろ三十年はよくもった方っす」

			「そうだなぁ……なにもなくても故郷は故郷。守りたがるやつらもいるもんさ。そいつらのおかげで、今日までこの町は続いてきたんだろう」

			　彼は過ぎていく空き家を眺めながら、寂しげに語った。

			　いくら諦めたとはいえ、この町並みを見て思うところはある。

			　ステュードも彼なりに寂しいとは思っているのだろう。

			　そこからしばらく歩くと、明かりのついた家の前で足を止める。

			「おふくろに話してくるからここで待っててくれ」

			　どうやらここがステュードの実家だったらしく、彼は三人を待たせて建物の中に入っていった。

			　馬車での話の中で言っていたことなのだが、ステュードの父親は十年ほど前に病で命を落としたらしい。

			　付近で採れる薬草さえあれば治る病気だったというのだから、皮肉なものだ。

			　それから、母親はずっとこの町で一人暮らしをしてきたらしい。

			　王都で出稼ぎする息子と、田舎の町に残る母親――今まではそれでもどうにかなっていたのだが、母親が年老いてくるとそうもいかない。

			　ステュードが王都の宿を閉めようとしていたのは、そういった理由があってのことらしい。

			　五分ほど待っていると、彼はその母親を連れて家から出てきた。

			　軽くあいさつを済ませると、母親が三人を隣にある宿へと案内する。

			「立派な宿っすねえ」

			　下手すると、エニチーデに住む人々全員が寝泊まりできそうなほどの広さだ。

			　これでも最盛期は部屋が足りないぐらいだったのだというのだから驚きである。

			「掃除はちゃんとしてるから安心して泊まっておくれ」

			　そう言いながら、ステュードの母は鍵を開けると、フラムたちを中に招いた。

			　彼女は部屋まで先導しつつ、自宅から持ってきたロウソクで内部の明かりを灯していく。

			　何十年も前に建てられた宿だ、魔法式のランプなどという便利な代物は備え付けられていない。

			　しかし火の淡い光も、それはそれで味があるものだ。

			「右の部屋がダブルベッドの部屋で、左の部屋はツインだ。どっちにするんだい？」

			　三人は多数決を取り、ダブル二名に棄権一名ですぐさまダブルに決定。

			　ドアを開けて右の部屋に入ると、田舎の宿とは思えぬほど広く、清潔な部屋だった。

			　とても長い間使われていなかったとは思えない。

			　よほどこまめに掃除していたものと思われる。

			　おそらく彼女には、この町が賑わっていた頃に対する強い未練があるのだろう。

			　だからこそ、いつ客が来てもいいように、その行為が体に染み付きルーチンワークとなるまで、部屋を維持し続けてきた。

			「キッチンも使えるはずだから、もし食材があるならそっちを使うといい」

			「食材を買えるようなお店はあるんですか？」

			　フラムが尋ねると、ステュードの母は渋い顔をした。

			「大通りのばあさんがやってる商店で買えるけど、もうこの時間じゃ開いてないだろうねえ。今晩は家の方で食べていきな」

			「食べさせてもらえるんすか!?」

			　セーラは両手を握り、目をキラキラとさせながら反応した。

			　見るからに食い意地の張った彼女の様子を見て、ステュードの母は思わず破顔する。

			「ふふっ、もちろんお代はいただくよ。食べ盛りのお嬢ちゃんたちにタダで食わせるほどの余裕はないからねぇ」

			　その後、必要な説明を終えると、彼女は部屋の鍵をフラムに手渡して立ち去った。

			　するとフラムとセーラはそそくさと隅に荷物を置く。

			　そしてベッドを前に横に並び、顔を見合わせ不敵に笑う。

			「やるっすか？」

			「もち！」

			　二人はそんなやり取りをすると、ベッドに向かって走り――両手を上げて、顔からベッドに飛び込んだ。

			　ぼふっ！

			　体が柔らかな羽毛の布団に沈み、そのまま動かなくなる。

			「……？」

			　その奇妙な儀式を、荷物の整理を終えたミルキットは一人立ち尽くして見ていた。

			　フラムはベッドに埋もれたまま、そんな彼女を誘うように、ぼふぼふと自分の真横を叩く。

			　言いたいことはわかる、『おぬしも飛び込むがよい』だろう。

			　主からの命令に逆らうわけにはいかない。

			　ミルキットは軽く助走をつけて、控えめにぽふっとベッドに飛び込んだ。

			　ひとつのベッドの上に、両手を伸ばした少女三人が並ぶ。

			　なかなかにシュールな光景である。

			　相変わらずミルキットはその行為の意味を理解していなかったが――なんとなく、ちょっぴり楽しい。

			「……これには、一体どんな意味があるんでしょうか」

			　ベッドに顔を沈ませたまま、もごもごと尋ねるミルキット。

			「ふかふかのベッドを見たら飛び込みたくなるじゃない？」

			「なるっす」

			「つまり、そういうことよ」

			「はあ……」

			　結局よくわからないままだった。

			　まあ、楽しいのなら理由など必要ないのだろう、とミルキットは結論づける。

			　その後、三人は起き上がると、ベッドに座ったまましばし歓談した。

			　日も傾き、小腹が空いてきた頃に、見計らったようにステュードが三人を呼びに来る。

			　家の方で食事の準備ができたらしい。

			　ついでに風呂もそちらを使った方がいいということになり、着替えも一緒に持っていくことになった。

			


			　◇◇◇

			


			　五人で囲む食卓には、豪ごう華か絢けん爛らん――とまではいかないものの、田舎らしい野菜をふんだんに使った郷土料理が並んでいる。

			　色が全体的に茶色っぽかったり、明らかに五人では食べきれない量が出てくるのはご愛嬌。

			　久々の客に、それだけステュードの母が張り切っているということである。

			　そんなわけで、完食は無理だろうと思っていたのだが……食べ盛りとは恐ろしいもので、セーラは驚異的なスピードで料理を口に運んでいった。

			　最近は体をよく動かすせいか、食べる量の増えたフラムだったが、それを遥かに凌駕している。

			　ミルキットが芋を一口分飲み込むまでの間に、取り皿いっぱいに盛られた煮物をぺろりと平らげるほどである。

			「子供の頃のステュードも食いしん坊だったけど、お嬢ちゃんほどじゃなかったよ」

			　ステュードの母は、その凄まじさにあきれながらも喜んでいるようだ。

			　食後――デザートまで平らげたセーラの腹は、食前に比べて明らかにふくらんでいた。

			「食ったっすー……」

			「その中、もう一人ぐらいセーラちゃんが入ってるんじゃない？」

			「大げさっすよお」

			「なんにせよ、すごい量であることは間違いないと思います」

			　ミルキットにまで言われてしまうと、セーラも食べ過ぎを認めざるを得ない。

			　みんなで協力して食器の片付けを終えたら、今度はお風呂タイムだ。

			　といっても、宿の浴室とは違い、複数人で入れる広さはない。

			「一緒にお風呂は旅行の醍醐味なのに残念っす……」

			　セーラはなにやら不満げだったが、口を尖らせても無理なものは無理なのである。

			　というか、そもそもこれは旅行ではない。

			　三人全員が風呂を終えると、ステュードたちに礼を告げて宿へ戻っていく。

			　部屋に入るなり持参した寝間着に着替えると、彼女たちは再び無意味にベッドに飛び込んだ。

			　そこでセーラはいきなり、「ここは旅行の定番である恋の話でもするっす！」と言い出す。

			　ませた十歳……というか、背伸びをしたいお年頃らしい。

			　もっとも、全員恋愛経験がないので特に話が広がらないまま終わったのだが。

			　その後、セーラは懲りずにいくつかの話題を切り出したが――馬車での旅の疲れもあったのだろう、真っ先に彼女は眠りに落ちた。

			「あんだけ元気だったのにいきなり寝ちゃうなんて」

			「セーラさんらしいと思います」

			「確かに、いつまでもこの無邪気さを忘れないで欲しいよねぇ……」

			　しみじみと老人のように言うフラム。

			「ご主人様だって十分若いんですから」

			「あはは、セーラちゃんを見てるとどうしてもねー。さて、若くない私たちもそろそろ寝ないと」

			　まだ普段よりは早い時間だが、フラムはランプを消して目を閉じる。

			「あの……ご主人様」

			「んー？」

			　暗くなった部屋の中で、ミルキットはためらいがちに問いかける。

			「私は、床で寝ないでいいのでしょうか」

			「ここまできてそれを聞いちゃうかー……」

			　フラムは片手で顔を覆い、あきれる。

			　かなり打ち解けてきたと思っていたのだが、染み付いた奴隷根性はなかなか抜けてくれないようだ。

			「仕方ないなあ」

			　そんなミルキットに対し、彼女は最終手段に出る。

			　手を繋いだのである。

			「あ……」

			「これで逃げらんないでしょ？　そういうことだから、おやすみ」

			　きっぱりと言い切り、反論を許さない。

			　ミルキットはしばし困ったように主の顔を見つめたが――諦め、包帯の下でほほ笑む。

			　そして、

			「……ありがとうございます、ご主人様」

			　小さな声でそうささやいて、まぶたを閉じた。

			


			　◇◇◇

			


			　翌朝フラムは、「起きるっすー！」というセーラの騒がしい声と激しい揺れに起こされ、目を覚ました。

			　教会暮らしの彼女は、普段から規則正しい生活をしているらしく、起床時間が非常に早い。

			　早起きが染み付いているミルキットですら、まだ起きていないような時間だ。

			　しかし彼女は一足先にセーラの魔の手にかかっていたらしく、「お、おはようございます」と困ったようにフラムにあいさつをした。

			　寝ぼけ眼をこすって起きあがるフラム。

			　三人は身支度を済ませると、さっそく外へ繰り出した。

			　大通りにあるという店で今日の分の食料を調達するとともに、情報収集を行うためだ。

			　朝の明るい時間に見るエニチーデの町並みは、昨晩と違って――さらに寂れて見えた。

			　メインストリートにはおそらく、以前はたくさんの店が並んでいたのだろう。

			　だが、今では見る影もない。

			　大量の空き家という当時の名残だけがあるせいで、余計に廃れて見える有様だ。

			　そんな中を、三人は開いている店を探して、きょろきょろと周囲を見回しながら進む。

			　やがて馬車から降りたところからほど近い場所に、野菜やいくつかの日用品が並ぶ店を発見した。

			　フラムが先陣を切って店内の様子をうかがうと、奥のカウンターにおばあさんが座っており、眼鏡をかけて本を読みふけっている。

			　彼女はフラムの存在に気づくと、

			「おや、見かけない顔だね。珍しい、よそからのお客さんかい？」

			　と声をかけた。

			　すると、フラムの横からひょっこりと顔を出したセーラが手を上げながら、

			「王都からきたっす！」

			　と元気に言うと、人懐こい笑顔で店主の方に駆け寄っていく。

			「へえ、王都から。しかも変わった格好の女の子が三人で？　これまた珍しいこともあるもんだ、もう薬草だって採れないってのに」

			「採れないっすけど、生えてはいるんすよね？」

			「そりゃそうだろうけど、あんな化物が徘はい徊かいしてる洞窟、誰も近寄らないよ。あんたらもあそこに行くつもりならやめときな、ロクな場所じゃない」

			　おばあさんは忌いま々いましげにそう言い捨てた。

			　今度はフラムが近づき、尋ねる。

			「化物って、具体的にどんなモンスターがいるんですか？」

			「わかんねぇ、わたしゃ直接見たわけじゃないからねえ。モンスターかどうかも怪しいもんさ、なんたって見たやつはみんな死んじまうって言われてるぐらいだからねえ。あんたらと同じように薬草目当てで入った冒険者がこれまで何十人もいたが、帰ってきたって話を聞いたことがないよ」

			「誰も、ですか」

			「あぁ、例外なくね。そういや今日の朝も、洞窟の場所を聞いてきた男たちがいたねえ。一日で二組なんてそれこそ珍しい。忠告はしたんだが、今頃おっ死ちんでるころじゃないかねぇ……」

			　遠い目をしながらおばあさんは言った。

			　ある種の確信を持って言い切る彼女を前に、フラムたちは思わず黙り込む。

			　モンスターではなく、化物。

			　一体、洞窟にはなにが存在しているというのだろうか。

			　しかしここまで来て、キアラリィを諦めるわけにはいかない。

			　三人は店で食料を購入し、一旦宿に戻った。

			　キッチンで、ミルキットが洞窟に持ち込む昼食を作る。

			　それが終わると、フラムとセーラは荷物を抱えて宿を出た。

			　ちなみにミルキットはここでお留守番だ。

			　恐ろしい化物がいるという洞窟に、戦闘要員ではない彼女を連れて行くわけにはいかない。

			「本当に、大丈夫なんでしょうか」

			　見送る彼女は、不安げに言った。

			「まず第一に、やばいと思ったら真っ先に逃げるから」

			「でも……」

			「おらもついてるっすよ！」

			「そうそう、二人なら平気だって」

			「……はい」

			　一応うなずいてはいるが、やはり彼女の不安は取り除けていない。

			「ミルキット、心配する気持ちはわかるけど、笑顔で見送ってくれないと思うように力が出せないかもよ？」

			「そういう言い方は卑怯です」

			「んっふふふ、そういうご主人様だって知ってるでしょ？　んじゃ、行ってくるね」

			「行ってくるっすー！」

			　手を振って、二人はミルキットから離れていく。

			　嫌な予感がする、胸がざわめく――だが、主にやる気を出してもらうのも奴隷の役目。

			　彼女は包帯の下で無理やり笑顔を作って、手を振り返す。

			「ご主人様、セーラさん、いってらっしゃいませ！」

			　フラムはその声を聞いて、満足げにほほ笑んだ。

			


			　◇◇◇

			


			　町を出て歩くこと一時間。

			　鬱うっ蒼そうとした森の中を、道に沿って歩くと、目当ての洞窟はぽっかりと口を開けて、突如そこに現れた。

			　薬草採取で賑わった頃に整備されたのだろう。

			　入り口は、自然に開いたものとは思えないほど大きく拡張されている。

			　しかし、あの店主の話通り今はあまり人が足を踏み入れていないのか、ところどころ苔こけむしていた。

			　フラムは「ふぅ」と息を吐いて、緊張で乱れる呼吸を整える。

			　さすがに洞窟を前にするとセーラも能天気というわけにはいかないようで、その表情は少し硬い。

			　だがいつまでも、ここで立ち止まっているわけにはいかない。

			　二人は、カンテラに光を灯して洞窟に足を踏み入れる。

			　苔で滑る地面に気をつけながら、じめっとした暗い道を進む。

			「思ったより、明るくないっすか？」

			　セーラは化物を警戒してか、辛うじてフラムに聞こえるほどの小さな声で言った。

			「確かにそうかも。ところどころ、天井の切れ目から光が差し込んでるみたい」

			　そして差し込んだ光が当たった地面には、薬草らしき植物が生い茂っている。

			　おそらくキアルリィの群生地も、同じように上から日が入ってくる場所にあるのだろう。

			　フラムは試しにカンテラの明かりを消して、周囲を見渡してみる。

			　意外と問題はなさそうだ。

			　こちらの方が敵に見つかる可能性も少ない。

			　セーラに了承を取り、光源のない状態のままで、さらに奥へと歩いていく。

			　洞窟は狭くなるどころか、さらに広くなっていた。

			　壁を見るに、やはりここも人の手で広げられたもののようだ。

			「グゴ……」

			　奥から、獣じみた声が聞こえた。

			　先行するフラムが唇に人差し指を当てると、セーラはうなずき息を殺す。

			　足を止め耳を澄ませた。

			　すると人のものではない足音が聞こえてくる。

			　気づかれないよう、慎重な足取りで前進し――曲がり角から、フラムが顔だけを出してその姿を確認する。

			　そこにいるのは、肌は緑色で、筋肉隆々の、身長三メートルほどはある人型のモンスターだ。

			　額からは特徴的な白い角が伸びている。

			「オーガっすね、Ｃランクモンスターっす」

			　セーラはフラムにそう耳打ちをした。

			　時折見える横顔は、文字通り鬼のような形相をしている。

			　さらに、開いた口から見える、唾液に塗れた鋭い牙が圧迫感を引き立てていた。

			　フラムはスキャンを発動、ステータスの確認を行う。

			


			　─────────────────────

			　　オーガ

			　　属性：土

			　　筋力：６０８

			　　魔力：９

			　　体力：６２３

			　　敏捷：１３６

			　　感覚：８１

			　─────────────────────

			


			　見た目通り、筋力と体力に偏重したステータスだ。

			　魔法を警戒する必要はなく、群れも形成しないため、Ｃランクの割には戦いやすい部類のモンスターと言われている。

			　少なくとも、いきなり風属性魔法を放ってくるアンズーよりは遥かにやりやすい。

			　しかも今回は二対一の戦いだ。

			　フラム自身も強くなっているので、戦闘自体は前回より遥かに楽なはず。

			　だが、あの高い筋力から繰り出される、大振りの一撃は侮れない。

			　当たりどころが悪ければ、即死の危険性だってあるのだから。

			「二人ならどうとでもなるっすよ」

			　フラムのステータスについては、昨晩のうちにセーラに説明している。

			　反転により、装備の呪いが強いほどにステータスが上昇する――そんな他では聞いたことのないフラムの能力に、セーラはもちろん驚いていた。

			　だが、実際に王都で男を取り押さえたことを知っている。

			　彼女はその能力を疑ったりはしない。

			「……よし、行こう」

			　オーガが背中を見せた瞬間、フラムの合図で二人は同時に駆け出した。

			　戦いは、実に一方的なものだった。

			　フラムの魂喰いとセーラのメイスによる重い一撃は、オーガの分厚い皮と筋肉でも防ぐことはできない。

			　振るわれるたびに肉が裂かれ、骨が砕け、確実にモンスターの命を削っていく。

			　特にセーラの、体のひねりを加えて繰り出される打撃は、フラムの想像以上の威力だった。

			　十歳でこれなのだから、やはり末恐ろしい少女だ。

			　オーガは吠えながら腕を振り回したが、冷静沈着な二人に攻撃があたることはない。

			　むしろ攻撃で生じた隙を突かれ、さらにダメージは加速する。

			　傷を負うごとにモンスターの動きは遅くなっていき、力の差は開く一方だ。

			　最後はフラムが心臓を一突きし、すぐさま血まみれの大剣を引き抜くと――ずぅん、と巨体が顔面から地面に倒れた。

			　二人は協力してうつ伏せになったオーガの体をひっくり返し、そして頭部から牙を切り抜く。

			　武器の素材としてそこそこの値段で売れるのだ。

			　目的は薬草だが、確保しておいて損はない。

			　取得した牙を軽く拭いて袋に詰めると、洞窟の探索を再開する。

			　思っていた以上に広い洞窟らしく、反響したモンスターの声がどこからか聞こえてくるものの、なかなか遭遇はしない。

			　聴覚で感じ取る以上に、距離があるようだ。

			　だが万が一遭遇したとしても、セーラと二人ならば、なんら問題なく撃破できるだろう。

			　帰り道で迷わないよう、壁にマーキング用の塗料を塗って、先に進んでいく。

			　すると次第に、洞窟内部の明るさが増してきた。

			「外が近いんすかね？」

			「ぐるっと一周した……って雰囲気でもないか。別の出口に繋がってるのかな」

			　曲がりくねった道を行き、ようやく見えた光源に向かって歩いていくと――

			「なるほど、こうなってたんだ……」

			「ここまでは、町が賑わうほど薬草は生えてないからおかしいとは思ってたんすけど、これなら納得っすね」

			　二人の目の前には、天井のない開けた空間が広がっていた。

			　優しく注ぐ陽の光や、小川となって流れる湧き水が、植物たちの恵みとなり、洞窟内とは思えないほど豊かな自然を作り出している。

			「まるで洞窟の内庭っすね」

			「うん、薬草探しなんてしなくても、見てるだけで楽しいかも」

			　もっとも、楽しんでいる暇などないのだが。

			　大小さまざまな草木が生い茂るここならば、キアラリィが生育していてもおかしくはない。

			　早速、探索を始めようとフラムは一歩踏み出したが――

			「でも、なんか……」

			　なかなか動きだそうとしないセーラは、不安そうに言う。

			「……やけに、静かじゃないっすか？」

			　澄んだ空気に、過ごしやすい温度。

			　植物だけでなく、動物にとっても楽園のような環境――であるはずなのだが。

			　確かに言われてみれば奇妙だ、とフラムも足を止めた。

			　これだけ生物が暮らしやすい場所であるにもかかわらず、なぜか、生命の気配がしない。

			　水のせせらぎと、風にゆれる葉のこすれあう音だけが、不気味に響いている。

			「でもキアラリィがありそうなのはここだし、探さないわけにもいかないよ」

			「そうっすね……でも、長居しない方がいいかもしれないっす」

			「うん、急ごう」

			　そう言って二人はうなずきあうと、今度こそ二手に分かれて薬草を探し始めた。

			　だが、その直後。

			　ドオォォオンッ！

			　背後から、けたたましい爆発音が轟く。

			　ビクッと体を震わせ、反射的にフラムは音の方へ振り向いた。

			　彼女がそこで見たのは、壁が崩れ落ち塞がってゆく帰り道と、その向こうで下品に笑う二人組の男の姿である。

			「な、なんすか今のはっ!?」

			「今のまさか……デインの手下？　ばっかじゃないの、こんな所まで追いかけてきてたっての!?」

			　リーチのカバンを盗んだ仲間を教会騎士に突き出した復讐のつもりだろうか。

			　町のおばあさんから聞いた、フラムたちの前に情報収集をしていた二人組というのは、あの男たちのことだったらしい。

			　しかしまさか、王都から馬車で二日もかかるエニチーデまでわざわざ尾行するとは――想像を絶する執念である。

			　崩落が収まった頃、フラムは岩で塞がれた穴に近づき、状況を確かめる。

			「これを手で動かすのは難しいかな。無理とは言わないけど」

			「力ずくでやると、また崩れてくるかもしれないっす。別に出口を探した方がいいんじゃないっすか？」

			「そうだね、そうしよっか。なんかごめんね、大変なことに巻き込んじゃって」

			「なんでおねーさんが謝るんすか？　デインって、確か西区の冒険者をまとめてる悪いやつっすよね。なら悪いのはあいつらっす。無事脱出できたら、おらがこの手で裁いてみせるっす！」

			　拳を握り、力強く宣言するセーラ。

			　フラムは、こんな状況でも元気な彼女に少し救われた気分になる。

			　なにはともあれ、ここから脱出できないとなると、セーラの言う通り別の出口を探すしかない。

			　そんなものがあれば、という話にはなるが――この場所は広い。

			　まだまだ探索すべき部分はいくらでもある。

			「よしっ、じゃあまずは薬草を見つけて、そのあとで出口探し――」

			　フラムの言葉を遮るように、ガサッとなにかが動いた音がした。

			　彼女は茂みの方へと視線を向ける。

			「どうかしたっすか？」

			「今、なにかが動いたような……モンスターかも」

			　しばらく止まったまま、音のした方を見ていると――木と木の間からちらりと、緑の肌の、大きな人型生物が見えた。

			「オーガみたいっすね。先に倒しちゃうのがいいと思うっす」

			「……」

			「おねーさん？」

			「……ちょっと待って」

			　だがフラムは、そのオーガの姿に違和感を覚えていた。

			　確かにあれはオーガだ。

			　それは間違いないのだが――先ほど微かに見えた顔の部分。

			　その部位だけが、先ほど倒した個体と、違うような気がする。

			　さっきは隠れていてよく見えなかったが、オーガが移動し、再びその頭部が現れたとき、

			「なに、あれ」

			　フラムは呆然とした。

			　顔がないのだ。

			　皮が剥がれ、中身がくり抜かれ、別のものが配置されている。

			　それは、肉の渦とでも呼ぶべき物体。

			　臓器を螺旋状にぎっちりと敷き詰めたようなそれは、脈打つように蠢き、時計回りにゆっくりと回転している。

			　さらに渦からは大量の血が滴り落ちる。赤い体液は首から胸元までをべっとりと濡らし、緑色の肌がその部分だけ、黒に近い色に変色していた。

			「オーガじゃ、ない……？　いや、でも、体はオーガっすよね!?」

			「ス、スキャンッ！」

			　まず正体を探るには、スキャンを用いるのが一番だ。

			　魔法を発動したフラムの視界に、モンスターの情報がずらりと並ぶ。

			


			　─────────────────────

			　みつけた

			　ｏｒ性おまえはなぜ：ｉｇからにげるか

			　筋りょクオリを：７ｓｉｎ

			　マりょ力：報え報え報え

			　体力力：９ｄｅａ１ｄ定め、受い

			　敏捷：救イである

			　死ね：１４

			　──────────────履行せよ、ふラむ・アプリコット───────

			


			　理解不能な文字の羅列。

			　見た瞬間に本能が危険を訴える。

			　恐怖からか、心臓が鷲掴みにされたように痛んだ。

			　フラムは思わず胸をつかみ、身を縮こませる。

			「な、なんすかこれ……こんなの、見たことないっすよ……!?」

			　同じくスキャンを発動したセーラも、怯え、あとずさった。

			　魔法の発動不全はよくある話だが、スキャンほど簡単な魔法でそれが起きるなど聞いたことがない。

			　それも、二人同時になんて。

			　つまり表示されたモンスターの情報は、正しいものなのだ。

			　あれには、そういう情報が刻み込まれているのだ。

			「それに……なんで、おねーさんの名前が、あれのステータスに！」

			「わかんない、でも――ッ！」

			　遠くを歩き、こちらに気づいていないと思っていたオーガのようななにか。

			　しかしそいつはスキャンを発動した直後に首を回し、回転する肉の面で二人の方をじっと見つめた。

			　正円だったそれが、少し横に伸びた楕円形になっている。

			　フラムにはそれが、まるで笑っているように見えた。

			「たぶん、逃げないと、まずいかも」

			　緑の拳が強く握られ、天にかざされる。

			　それを見てフラムは再び、本能的に危険を察知した。

			　化物はそれを全力で振り下ろし、地面に叩きつける。

			　本来、魔法の使えないオーガがそのようなことをしても、威い嚇かく以上の意味はないはずである。

			　だがその直後――フラムは、自分の足元がぐにゃりと歪んだのを感じた。

		

	
		
			010　往こう、絶望の故郷へ

			


			　遠くにいるオーガが拳を地面に打ち付けると、フラムの足元がぐにゃりと歪む。

			　ガリ――ゴリッ――

			　なにかが削がれる音がする。

			　ガクガクとフラムの体が振動し、コンマ秒単位で視界が下がっていく。

			　彼女はおそるおそる下を見た。

			　すると、刃のように鋭く形を変えた地面が、まるでオーガの顔のように渦を巻き、回転を始めているではないか。

			　フラムの足はそこに飲み込まれ、まさに砕き潰され飛び散っているところだった。

			「あ……え？」

			　飛び散る赤いなにかが自分の一部だと、彼女が気づくまでに、多少の時間が必要だった。

			　それほどまでに非現実的な光景だったのだ。

			　みるみる渦に飲み込まれていく足。

			「あっ、ああぁ……いぎっ、い、がああぁぁあぁあッ！」

			　ようやく脳にまで痛みが届き、フラムは絶叫した。

			　すでにくるぶし、ふくらはぎ、そして太ももまで消失しており――引き抜こうにも、もはや足は力を入れられる状態ではなく、再生も間に合わないだろう。

			　このままでは、足どころか全身が渦に飲み込まれて、ひき肉にされてしまう。

			「ひぐ……あ、い、いやっ、あじ、がっ……うごか、なぁっ……!?」

			　すがる相手はセーラしかいない。

			　フラムは額に汗をびっしりと浮かべながら、血走った目で彼女に向かって手を伸ばした。

			「おねぇさんッ！」

			　セーラは必死の形相で駆け寄り、彼女を体当たりで突き飛ばす。

			「あぐっ……う、ううぅ……あ、かはっ……！」

			　彼女のおかげでどうにか渦から逃れたフラム。

			　太ももの切断面は、切れ味の悪い刃物で滅多打ちにされたようにギザギザになっている。

			　フラムは痛々しい傷口を引きずりながら、腕の力だけで這いずり、渦から少しでも離れようとした。

			　餌を失った渦は、恨めしそうにウウゥゥとうめき声じみた駆動音を鳴らし、回転を続ける。

			「はっ、あ……あぁぁあっ！」

			　苦しげな声をあげるフラム。

			　再生はすでに始まっているが、痛みはなかなか引かない。

			　傷口が強引に千切られたように粗い分、アンズーのときに比べると苦しみは今回の方が上だった。

			　大量の血液が流れ出し、地面を濡らす。

			　だが、これでもおそらく、まだ死にはしない。

			　死なないなら大丈夫、死なないなら大丈夫、死なないなら、平気なはずだから――フラムはそう何度も自分に言い聞かせる。

			　それでも、痛いものは痛い。死ぬほど痛い。

			「う、げ……う、ぶぇ……っ」

			　呼吸がうまくできず、胃から内容物がせり上がり、地面にぶちまけた。

			　セーラは、フラムが再生能力を持つことを聞いてはいたものの、今の彼女が負っている傷は明らかに致命傷だ。

			　治癒する前に失血のショックで死んでしまうかもしれない――そう考え、急いで駆け寄り、足に手をかざした。

			「ヒール！」

			　セーラの両手から光があふれ、それらは彼女の意思に従ってフラムの足へと集まっていく。

			　それはあくまで善意での行動である。

			　人体に付着した光は体内に入り込み、傷を負う前の状態に近づけようとする。

			　中級回復魔法、ヒール。

			　これだけの大怪我を治すには威力が足りないが、まずは止血を試みて様子を見る魂胆らしい。

			　だが――ジュッ、となにかが焼けたような音がしたかと思うと、太ももの切断面がどろりと溶け出した。

			「あぁっ、あがあぁぁああっ！　あっ……ぃ、ぎ、ぃっ！」

			　フラムは、さらに苦悶の表情を浮かべ、悶える。

			　痛みに耐えるためなのか、地面に爪を立てて引っ掻いた。

			　だが、力を込めすぎた影響で爪と指の間に血が滲む。

			「な、なんでっすか？　なんで、回復魔法をかけたはずなのにっ！」

			　戸惑い、狼狽するセーラ。

			　だが聡明な彼女はすぐに気づく。

			「……反転、っすか？　まさか、回復まで逆に……そんな、おねーさんっ、おらそんなつもりはっ！」

			　フラムにだってわかっている。

			　セーラはいい子だ、心の底からフラムのことを考えて、回復魔法を使ったのだろう。

			　すぐにでも、『大丈夫』と伝えてあげたかった。

			　だが意識が朦もう朧ろうとして、うまく言葉にできない。

			　言葉を発しようとしても、口から漏れるのは呻き声ばかりだ。

			　まずは深呼吸を繰り返し、痛みでぐちゃぐちゃになった思考と肉体のリンクを繋げ直す。

			　本調子に戻るまではまだまだ時間がかかりそうだ。

			　でも、今にも泣きそうなセーラを少しでも安心させようと、必死で言葉を紡ごうとする。

			「だい、じょ……ぐ、うぅ……っ！」

			「おねーさんっ!?」

			「あ、はぁ……はぁ……ふ、それ、より……っ」

			「それより、どうしたんですか？」

			「に……げ……てぇっ……！」

			「……逃げ、て？」

			　セーラは、フラムの惨状に気を取られ失念していた。

			　まだあの得体の知れないオーガは、すぐそばにいて、二人のことを狙っているのである。

			　敵は茂みを突っ切って、まっすぐに二人に向かって歩いていた。

			　距離が近づき、肉の螺旋から、ぶちゅ、ぐちゅ、と不気味な音が聞こえてくる。

			　フラムの足の再生は進んでいる。

			　徐々に元の形へと戻ろうとしていたが、オーガの次撃までに間にあうとは思えない。

			「わ、わかったっす！」

			　セーラは身動きの取れないフラムを両腕で抱えた。

			　体格差を考えると無茶な行為にも思えたが、身体能力の高いセーラには大した問題ではないようだ。

			　そして少しでも敵との距離を取るために、走り出す。

			　オーガの速度自体、大したことはない。

			　少し駆けただけで、距離は開いていった。

			　そのとき、オーガは緑色の拳を握り、腰を落とす。

			　またあれがくるのか――ちらりとオーガの方を振り返ったセーラは、地面が歪むのを警戒し、足元をちらりと見た。

			　だが今度は地面を叩くわけではない。

			　腕は前方に突き出され、空を切った。

			「セーラ、ちゃ……走っ、て……！」

			　すなわち〝回転〟の対象は、拳を放ったその直線上にある――二人を取り巻く空気である。

			「っ……ふんがぁぁああああああっ！」

			　吠えながら必死に走るセーラ。

			　オォォ――！

			　風が渦巻いたかと思うと、回転は止めどなく加速していく。

			　最初はそよ風程度の大気の流動だったが、やがて強力な殺傷能力を有す凶器と化す。

			　ビュオォオオオッ！

			　渦巻いた風が円柱状に空間を切り取り、内部に存在する有象無象をすべて細切れにした。

			　ギリギリで脱出に成功したセーラの背中を掠める。

			　はためく白いローブの裾が千切れ舞った。

			「次、横っ！」

			「まだ来るっすか!?」

			　オーガは間髪を容れずに、次は拳で地面を叩く。

			　ウウゥゥゥゥゥゥ――！

			　セーラの足元で、土と岩が旋転し唸りを上げた。

			　彼女は倒れるように前方に飛び込み、それを回避する。

			　しかし着地の衝撃でフラムが腕からこぼれ落ち、薬草生い茂る緑の上を転がった。

			「おねーさんっ！」

			「大丈夫、もう平気だから！」

			　すでに損傷した脚部の再生は完了している。

			　フラムは投げ出された勢いを利用して立ち上がると、魂喰いを発現させた。

			　――消極的では勝てない、攻めなければ。

			　巨大な黒の剣を片手で握った彼女は、一直線にオーガへ向かって疾走する。

			　背後では体勢を持ち直したセーラが、勇猛に立ち向かうフラムの姿を見てその意図を察した。

			　彼女は背負っていたメイスを握ると肩に担ぎ、弧を描いてオーガの背後を取るように移動を開始する。

			　敵の視線はフラムの方を向いている。

			　ステータスに記されていた通り、狙いは彼女の方なのだろう。

			　緑の拳が握られる。

			　今度は――前に向かって突き出された。

			　虚空へ向かって放たれる殴撃。

			　直感的に危機を察したフラムは、その場で右側に飛んだ。

			　ゴパァッ！

			　見えない力が空気を撹かく拌はんし、拳の前に存在する空間を抉るように高速回転する。

			　直撃を受けた土壁が、器具を使ったような綺麗さで円形にくり抜かれていた。

			　受けていたら――フラムの胴体には大きな穴が空いていただろう。

			　しかし今の攻撃、明らかにその前に放たれたものとは違う。

			　さっきまでは、拳を振るってから相応の殺傷力を持つまでにタイムラグがあったはずだ。

			　なのに今度は即時発動し、圧倒的な破壊力を見せつけた。

			　一方で適用範囲は狭く、渦が存在したのはごく一瞬。

			　つまり、オーガの意思によって、攻撃の規模と発動までの間は調整できるということだ。

			『逃げる時間はある』、そう思って油断してはならない。

			　常に死への危機感を持って前進をする。

			　突っ込めば、それだけ相手の攻撃を受ける危険性もあるが――基本的に魔法を扱えないフラムにとって、距離を取っての戦闘は不利であった。

			　メイスをメインウェポンとするセーラも同様に。

			　ゆえに、リスクを取ってでも接近戦に持ち込まなければならない。

			　駆け寄ってくるフラムに向かい、オーガは再び同じ攻撃を放った。

			　だが体が大きいせいか、しっかり観察していれば準備動作はわかりやすい。

			　危なげなく避けると、さらに前進し――魂喰いの間合いに入るより先に、セーラがモンスターの背後を取った。

			「せりゃあっすっ！」

			　彼女はオーガの頭の高さまでジャンプし、思い切り振りかぶって、メイスの先端、最も重い部分を後頭部に叩きつけた。

			　ガゴォンッ！

			　頭蓋骨と金属塊が激突し、鈍い音が空気を震わす。

			　そしてセーラは攻撃の反動を利用して、距離を取りつつ着地した。

			「どうっすか、おらの一撃は！」

			　指で鼻の下をこすり、不敵に笑う。

			　手応えはあった。

			　並のオーガならば今のだけで卒倒しているほどのクリティカルヒット。

			　しかし――オーガはまったく動じない。

			　まるで初めて彼女の存在を認識したかのように、ゆっくりとセーラの方を見た。

			　ぶちゅっ、ぶじゅるっ。

			　赤い渦が、先ほどまでより勢い良く血を噴き出す。

			　それは彼の怒りを示しているようだ。

			「効いてない、っすか……？」

			「ならこっちはどう!?」

			　打撃に強いだけかもしれない。

			　そんな望みに賭けて、フラムは剣を振るう。

			　魂喰いを水平に構え、脚部に向かって放った渾身の一刀――

			　ドスッ！

			　だがそれは、オーガの肉を裂くこともなく、鈍い感触とともにその場で止まった。

			「こいつ……体の硬さがオーガとはまるで別物……!?」

			　奇妙な力は持っていても、ステータスがオーガと同じなら攻撃さえ当たれば倒せるはず。

			　そんな希望は、たやすく打ち砕かれた。

			　さらにオーガは拳を振り上げ、なけなしの願望すら粉微塵にする。

			「おねーさん、危ないっすっ！」

			「くうぅっ！」

			　フラムはバックステップでそれを回避する。

			　すると直前まで彼女のいた地面が、深く削り取られた。

			　その腕は、見えないなんらかの力を纏っているのだ。

			　その後さらに後退したフラムは剣を構え直し、距離を取ってオーガと互いに向かい合った。

			　接近戦ならばどうにかなると思っていたが――それも叶わず。

			　セーラのメイスはまったく効いておらず、フラムの魂喰いも文字通り歯が立たない。

			「今の私じゃ、こいつには勝てない……」

			　そう確信する。

			　フラムは、オーガを挟んだ向こう側にいるセーラとアイコンタクトを交わし、うなずいた。

			　すると二人は同時に広場の奥へ向かって駆け出す。

			　もちろん敵も追跡を始めるが、スピードに関してはオーガとさほど違いがないらしい。

			　みるみる距離は開いていく。

			「どうするっすか？」

			「とりあえず逃げるしかないって！」

			　先ほど塞ふさがれた穴さえ無事なら、すぐに出口にたどり着けたのだが。

			　二人はそのまま広場を奥へ奥へと進むと、木々を抜けた先に、大穴が空いているのを見つけた。

			　サイズからして、おそらくオーガはここから出てきたのだろう。

			「あそこに行くっすか？」

			　自ら巣穴に突っ込むような真似をして果たして大丈夫なのか、不安しかない。

			　しかし、背後からモンスターは迫っている。

			　ためらっている暇はなかった。

			「行くしかないかな。どうせ、他に逃げ場所なんてないんだからっ」

			　いざとなれば、再生できる自分を囮にしてセーラに逃げてもらえばいい。

			　覚悟を決め、洞窟へと足を踏み入れる。

			　その先には、ひたすら直線で通路が続いていた。

			　壁の様子を見ると、ここもやはり、人工的に掘られた穴のようだ。

			　フラムが後ろをちらりと振り向くと――

			「なっ……！」

			「どうしたっすか……って、ひっ!?」

			　普通のオーガは、あの巨体ゆえに素早い動きが取れない、だからあのオーガも同じだろう――そう思い込んでいた。

			　しかし、そいつは違った。

			　まるで人間のような、背筋を伸ばし、太ももを高く上げる綺麗なフォームで走り、二人に接近しているのだ。

			　肉体的にはかなり無茶をしているのだろう、脚のいたるところからブチッ、ブチッ、と筋が切れる音がし、うっ血して黒く変色していた。

			　それでも痛覚など存在しないのか、速度が緩むことはない。

			　生物としてのリミッターを完全に無視した挙動。

			　フラムはその肉体に、オーガとはまったく別の意思が宿っているように感じた。

			　……いや、考察はあと回しだ。

			　今はとにかく必死で逃げるしかない。

			　みるみる距離は縮まっていく。

			　外に比べて狭いこの洞窟内では、横を通り抜けて逃げるのは困難だ。

			　そんなとき、二人の目の前に現れたのは――行き止まりを示す壁だった。

			　そしてその手前には、下に続く、底の見えない大穴があいている。

			「行き止まりっすよ！」

			「いや、まだ……！」

			「この穴のことっすか!?」

			　ここに飛び込むなど、自殺するようなものだ。

			　しかし、死そのものと言ってもいいほどの圧倒的な脅威がこちらに迫っている。

			「この行き止まりであいつの攻撃をしのげるとは思えない。それにどのみち逃げないと、私たちじゃあいつらには――」

			　逡巡の合間にも、オーガはどんどん接近してくる。

			　どうせ死ぬのなら、自分の意思で――ミルキットと出会った檻の中で、自分が選んだ道を思い出す。

			　記憶が彼女の背中を押す。

			　目を閉じ、息を吐いて、両頬をぱちんと叩いて、「よしっ」と声を出して――それでもまったく足りないほど心臓は恐怖に悲鳴をあげていたが――一歩を踏み出す。

			「行こうっ！」

			「……わ、わかったっす、おらはおねーさんについていくっす！」

			　そう言って、フラムは先の見えない穴に飛び込む。

			　続けてセーラも、フラムを追ってそこへ身を投げた。

			　オーガは穴の手前で止まると――二人を追うことなく、下に広がる暗闇を、肉の面でじっと見つめていた。

			


			　◇◇◇

			


			　ドサッ。

			　少しの浮遊感のあと、フラムの体は微妙に柔らかいなにかに叩きつけられる。

			　隣にセーラも落ちてきて、すぐさま体を起こして周囲を見渡した。

			　暗い場所だ、しかし完全に見えないほどではない。

			「ここは、どこっすか？」

			「ここもまた人が作った空間みたいだけど……うぇ、酷い臭い」

			　フラムは口元を押さえようと手のひらを顔に近づけた。

			　しかしそこにべっとりと付いた液体の方が、よほど悪臭を放っている。

			　その正体を確かめるべく、彼女は視線を下に向けた。

			　そして、自分たちの体を受け止めたなにかの正体を知った途端、

			「きゃあっ！」

			　と声をあげた。

			「どうしたっすか？」

			　心配するセーラ――だが、彼女にこれを見せるわけにはいかない。

			　慌てて胸に抱き寄せる。

			「んぐっ!?　むごっ!?」

			「セーラちゃん、目を閉じてて」

			「……んぐご？」

			「いいから！　私がいいって言うまで目は開かないで」

			　強い語気に、セーラは思わずうなずいた。

			　フラムは彼女を抱え上げ、山を下りていく。

			　足元の微妙に柔らかいそれを踏むたび、フラムは顔をしかめた。

			「ごめんなさい、ごめんなさい……」

			　そう何度もつぶやきながら、足場を確かめつつ、ゆっくりと下る。

			　剥き出しになった骨、茶色く変色した肉、醜くふくらんだ顔――どんなに目を背けようとも、一面に敷き詰められているため、どうしても視界に入ってきてしまう。

			　それは、山になるほど積み上げられた、数多の死体だった。

			　主に人間のものが多いが、中にはモンスターらしきものもちらほらと交ざっている。

			　フラムはその中に、渦を巻くように変形していたり、不自然にねじれているものがあることに気づいた。

			　いや、死体だけではない。

			　部屋の八方を囲む、無機質な灰色の壁も、所々が螺ら旋せん形けいに歪んでいる。

			　それを見て思い出すのは、あのオーガの顔だ。

			「なんなのここ……」

			　セーラに死体を見せないため、とっさに視界を塞いだが、それも部屋を出るまでだ。

			　しかし――果たして、いま見せなかったところで、なにか意味があるというのだろうか。

			　入り口の一部屋だけでこの有様だ、この先にも死体が転がっていないとは限らないのに。

			　フラムは自問しながら部屋の出口に近づき、幸い歪んではいなかった半開きのドアを、肩で押し開けた。

			　頭だけを外に出して、廊下の様子を確認する。

			　モンスターもいなければ、死体が倒れている様子もない。

			　フラムは安堵し息を吐くと、部屋から出てすぐさま扉を閉めた。

			　そして、ようやくセーラを解放する。

			「もう、開いてもいいっすか？」

			「いいよ、ここなら大丈夫だと思う」

			　フラムの許可を得て、彼女はようやく目を開いた。

			　そして首を左右に振って、あたりの様子を確認する。

			「やっぱりここも暗いっすね」

			　するとセーラは、壁に埋め込まれた球形の水晶体を発見した。

			「明かり、付けていいっすか？」

			　魔力式ランプの起動装置だ、触れた状態で手のひらに魔力を集めるだけで点灯できる。

			　王都で見るものとは形状が違ったが、機能は同等であるはず。

			　フラムがうなずくと、セーラは水晶に手のひらを重ね、軽く魔力を流す。

			　すると二人のいる廊下が、天井のランプによって明るく照らされた。

			　ようやくはっきりと見えた施設の姿に、二人は呆然と立ち尽くす。

			「いきなり、すごいところに出たっすね」

			「未来的っていうのかな、こういうの」

			「あのオーガはもう追ってきてないみたいっすけど……さらにとんでもないものを見つけてしまった気がするっす」

			　フラムは灰色の壁に、実在するものなのか確かめるように触った。

			　ひんやりと冷たい感触が手のひらに伝わってくる。

			　どうやら金属で作られているらしい。

			　しかもここは、洞窟の穴を落ちた先にあるのだから、地下であるはず。

			　これだけの規模の施設を、それも地下に作るなんて、とんでもない技術力と資金力だ。

			　王国でそれができる組織なんて、ほぼ限られている。

			「とりあえず、出口を探そっか」

			「そうっすね。いろいろと気になることはあるっすけど、それよりも命が最優先っす」

			　二人は奥へ続く廊下を歩き始めた。

			　すぐに丁字路に当たり、左はしばらく進んで行き止まり、右には長い廊下が続いていた。

			　右側の奥はまだ暗い。

			　どこかで、先ほどと同じようにランプの起動装置を探さなければならないのだろう。

			　左は行き止まりだが、その手前に部屋がひとつだけある。

			　まずはそこの探索から始めることにした。

			　フラムが扉に耳を当てて、中に誰もいないか確認し――そしてゆっくりと、魂喰いを片手に握り、扉を押し開いた。

			　入り口のすぐそばの壁を手探りで探すと、そこにも水晶が埋め込まれている。

			　今までステータスが０だったフラムには、この起動装置を使うことはできなかった。

			　初めての経験で少々緊張していたが、要するにスキャンと同じ要領だ。

			　目に集める魔力を、手のひらに集めればいいだけ。

			　瞳を閉じて軽く念じると、水晶に魔力が伝達され、ランプが点灯する。

			　たったそれだけのことだが、フラムは軽く感動していた。

			　明るく照らされた室内には、木製の机と戸棚がひとつずつに、本棚が二つ配置されている。

			　あとは応接用らしきソファとテーブルもあった。

			　先ほどの死体が捨てられた部屋と比べると相当狭いが、それでも個人の部屋としてはなかなか広い。

			　家具も上等なものばかりだし、偉い人が使っていたのかもしれない。

			　第一印象でフラムはそう感じた。

			「棚の中は全部からっぽっすね」

			「うん……」

			　地図を探し棚を漁るセーラとは対照的に、フラムは部屋の壁を観察していた。

			　規模はさまざまだが、何箇所かが〝回転〟していた。

			　試しに近づき、指先でなでていると、溝はかなり深く刻まれている。

			　硬い金属を変形させるだけの強大な力――

			「おねーさん、それどうなってるんすか？」

			　セーラはフラムに近づき、並んで背伸びをして、その壁に顔を近づけた。

			「わかんない、でもさっきの部屋でも見たんだよね」

			「回ってる、っすね」

			「私たちを襲ってきたオーガもそうだった。顔がぐちゃぐちゃ言いながら回ってて」

			「確かに……かなり気持ち悪かったっす」

			　時計回りにねじれる壁、人体、そしてモンスター。

			　この施設は――その現象、あるいはそういった存在を、取り扱っていた場所なのだろうか。

			　いや、それを考えても仕方ない、まずは脱出することが先決である。

			　フラムは手がかりがないかと、机の引き出しを探りだす。

			　すると、一箇所だけ開かない場所を発見した。

			　なにかが引っかかっているのかと思い、彼女は取っ手に指をかけてガタガタと揺らす。

			「開かないんすか？」

			「うん、鍵でもかかってるのかな」

			「壊しちゃっていいんじゃないっすか？　どうせ誰もいないっすし」

			　セーラは平然と物騒なことを言った。

			　だが今は緊急時だ。

			　フラムは魂喰いを抜くと、突き刺して鍵の周辺を破壊する。

			　すると、あっさりと引き出しは開いた。

			　中にあったのは、一冊の古ぼけたノートである。

			　フラムがそれを手にとって開くと、セーラは小走りで彼女に近づき、横から中身をのぞき込んだ。

			『あれの制御ができなくなってから二日が経った。ようやく上から連絡が来る。資料をすべて廃棄しろとのことだ。救出はまだかと尋ねたが無視された。ひょっとすると廃棄する資料には、俺たちのことも含まれているのだろうか』

			　それは日記とも呼べない殴り書き。

			　日付は書かれていないが、ノートの状態からして十年は経過しているだろう。

			『世襲なんてロクなもんじゃない。そもそも俺はこんな場所に来たくなかったんだ。ただ地道に功績を上げて、偉くなるだけでよかった。なのにどうして。被験体は部屋に押し込めたが、漏れ出したエネルギーが周囲を歪め始めた。犠牲者だって出た。もう俺たちはダメだ、おしまいだ』

			　文章には悲壮感があふれている。

			　被験体――その言葉に、フラムは死体の山で見かけたねじれた死体を思い出した。

			「ここで実験してたんすね、ってことはあのオーガも……」

			「人工物、かも。だとしても、ノートの感じだと制御はできてないのかな」

			　文字はどんどん荒れていく。

			　元々あまりきれいではなかったが、ついには位置までもが上下にぶれだした。

			『なにが天啓だ、なにが国のためだ。俺はそんなものどうだっていい。ただ、正しいことをしたいと思って入っただけだった。国は人が作るものじゃないのか？　俺は国の一部じゃないのか？　わからない、あいつらの考えていることがわからない』

			『望まれた通りにやっただけだ、悪かったのは俺が完全ではなかったからだろうか。繋がりが足りなかったからだろうか。確かに接続不足だった、知識が足りない。だから間違った？　いや、違う、違うはずだ、俺は正しいことをやってきた！』

			『俺は俺だ。俺は俺だ。俺は俺だ。巡る、いや、巡らない。俺は俺で、だからこそ正しい。けど、本当に正しいものはなんなんだ？　ああ、接続している。みんなが接続している。巡る知識は叡智に到達するのか、だとしたらそれが本当に正しいものなのか？』

			　ついには十文字ほどでノート一ページを使うほどガタガタになり、読むのも難しくなってくる。

			　また内容からも、書いた人物の正気が失われていくのが感じられた。

			「巡る叡智……接続……」

			「よくわかんないけど、でもこれって、漏れ出したエネルギー、ってやつの影響だよね」

			「……だと、思うっす」

			　人知を超えた力。

			　それは人の精神にまで影響を与えるものだというのか。

			　さらにページをめくると、今度は指でなぞらなければ読めないほど、文章の並びは滅茶苦茶になっていた。

			『接続したい、繋がりたい。それが叡智に到達する手段だ。俺たちは、そうか、ずっとこれを目指してきた、求めてきた、信じてきた。ようやくたどり着けたのに、俺はなんて小さいことに拘っていたんだろうか』

			『研究員たちはみな接続した、俺も行く。どこへ？　死ぬのか？　わからない。叡智は人の身では到達できない地平にある、だからそこに行かなければ。だが、ああ、そこすらもまだ安住の地ではないのか？　真なる叡智は、真なる平和は、実現されるには、裁き、あるいは支配を』

			　だがしかし、指でたどっていくとよくわかる。

			　文字の並びには規則性があった。

			　そして最後のページになると、それは完全なる――

			『フラム・アプリコット』

			　――螺ら旋せん形けいとなる。

			「……」

			　二人は、同時に黙り込んだ。

			　ノートを持つフラムの手は震え、ページの端がくしゃりと歪む。

			「……また、なの？」

			「おねーさん……」

			「これ、かなり前のノートなんだよね？　なのに、まだ私は小さくて、田舎町にいた頃なのに……なんで、私の名前がここに出て来るの？　こんなのおかしいよッ！」

			　自分にも、湧き上がる感情が怒りなのか恐怖なのかわからなかった。

			　ぐちゃぐちゃに混ざった気持ちが衝動を呼び起こし、彼女はそのノートを床に叩きつけ、荒い呼吸で肩を上下させた。

			「私はただ……故郷で平穏に暮らしたかっただけだっての。もう、今の私じゃそれは叶わないけど、でもミルキットと出会ってさ、あの子となら王都で気ままに暮らせるかもーとか思ってたのに……なにこれ、なんなのこれ、偶然来た場所で、なんでこんなことになるの!?」

			「ご、ごめんなさいっす」　フラムをここに導いたのは、間違いなくセーラだ。

			


			　他の誰かがどう思おうと、彼女自身はそう自覚している。

			　セーラは自らのうかつさを悔くい、両手をぎゅっと握って、瞳を潤ませた。

			「……あ」

			　今にも泣きそうなセーラを見て、冷静さを取り戻すフラム。

			　それでも心を蝕むしばむ恐怖は消えないが、だからといって八つ当たりしていいわけではない。

			　しゃがみ込み、視線を合わせると、優しく頭をなでた。

			「ごめん。そういうつもりじゃ、なかったんだけど」

			「悪いのがおらなのは、間違いないっすから。おらがこの洞窟の情報を見つけてこなければ、もっと楽に終わったかもしれないっす」

			「それは違うよ。セーラちゃんがいなかったら、たぶん私、キアラリィのある場所なんて見つけられなかったと思う」

			「おねーさん……」

			　フラムの優しさに、セーラの瞳からついに雫しずくがこぼれ落ちた。

			「ほんと、ごめんなさいっす。怖いのはおねーさんの方のはずなのに。本当は、おらがおねーさんのこと慰めないとダメなんすよね」

			「いいって、おかげで気持ちが落ち着いたから」

			　お姉さんぶって無理をしているうちに、フラムの恐怖はかなり和やわらいでいた。

			　一人だったらこうはいかなかっただろう。

			　だから心の底から感謝する。

			　セーラに、『一緒にいてくれてありがとう』と。

			「ここに地図はなさそうだし、とりあえず他の部屋も探そっか。ね？」

			　あふれてセーラの頬を伝う涙を、フラムは指で拭う。

			　柔らかな体温に勇気をもらった幼い少女は、やっと笑顔を取り戻して、力強くうなずくのだった。

			


			　◇◇◇

			


			　その後も探索は続いたが、地図らしきものも、出口らしき扉も見つからない。

			　とにかく施設は広く、すべての場所を網もう羅らするにはまだ時間がかかりそうだ。

			　進めば進むほど、壁の歪みは増え、中には壁だけでなく、廊下そのものがねじれている場所すらあった。

			　途方もない力だ。

			　どうりであのオーガにも、まったく歯が立たなかったわけである。

			「本当にとんでもない施設だよね」

			「これを作った人たちは、よっぽどその研究に賭けてたんすかね」

			「確かに実用化できれば、向かう所敵なしの強力な兵器になりそうではあるけど……」

			「魔族にだって負けないかもしれないっすね」

			　王国が人間の領土を統一した今、人間が力を求める理由など、魔族を退けること以外にない。

			　施設の規模、そして地下に建造するという技術力の高さ――これらを考慮すると、王国が関わっていることは十中八九間違いないだろう。

			　薬師を潰した教会と繋がって利益を享受するような連中だ。

			　腐敗していることぐらい、国民なら誰でも知っている。

			　だからと言って、こんな人体実験にまで手を出すほどだとは、さすがにフラムも想像していなかったが。

			　その邪悪さに苛立ち、彼女は軽く唇を噛む。

			　そして代わり映えしない、無機質な灰色の廊下を歩いていると――微かに、なにかの音が聞こえてきた。

			「……て……ぇ……」

			　ここまではまったくの無音だったせいか、本当に小さな音だというのにすぐに気づき、二人は同時に足を止める。

			「声、かな」

			「誰か生きてる人がいるのかもしれないっす！」

			　フラムは、駆け出そうとするセーラを制止した。

			　まだそうとは限らない、モンスターの可能性もあるのだ。

			　慎重に、ゆっくりと近づいていく。

			「ああぁ……けてえぇ……！　だれ……ええぇ……！」

			　距離が近づいてくると、次第にはっきり聞こえるようになる。

			　それは、女性の声だった。

			「ああぁぁ、助けてえぇぇ！　誰か、助けてえぇぇ！」

			　彼女は助けを求めているらしい。

			　廊下の向こうに、声の主の姿も見えてきた。

			　白衣を纏った長い白い髪の女性だ。

			　彼女は曲がり角の手前で、膝を抱えてうつむいた状態で座りこんでいる。

			　声が少しくぐもっていたのはそのせいか。

			　なぜ助けを求めているのに、わざわざ顔を伏せるのか。

			　女性の奇妙な行動に訝いぶかしむフラム。

			　念のため、セーラを離れた場所に待機させておく。

			　そして、フラムが単身で女性に歩み寄った。

			「ああぁぁ、助けてえぇぇ！　誰か、助けてえぇぇ！」

			　彼女が目の前にいるにもかかわらず、女性は同じ言葉を繰り返している。

			　足音はすでに聞こえているだろうに。

			　モンスターだと思われているのか、あるいは気がふれてしまったのだろうか。

			　どちらにしろ、よほど恐ろしい目にあったに違いない。

			　安心させようと、フラムは肩に手を置いて、声をかけようとした。

			「ああぁぁぁ、助けてえぇぇ！　誰か、助け」

			　すると、女性の声がぴたりと止まる。

			　ようやく自分に気づいてくれたか、と安堵したフラムは、落ち着いた様子で話しかけた。

			「大丈夫ですか？　安心してください、私は人間です」

			　女性はゆっくりと顔をあげる。

			　いや――顔をあげる、という言い方はするべきではないのかもしれない。

			　なぜなら彼女には、顔がなかったからだ。

			　代わりに赤い肉が渦を巻き、ぶじゅる、ぶじゅると血液を滲ませている。

			　長い前髪は血に濡れた渦にべっとりと張り付いており、膝で隠れていた白衣の胸元は、血液で真っ赤に染まっていた。

			　吐き出された飛沫しぶきが一滴、フラムの頬を汚す。

			　生ぬるい感触に、彼女の口角がひくりと引きつる。

			　そして、女ばけ性ものは言った。

			「みいつけた」

			　くぐもった声が響く。

			　うつむいていようが上を向いていようが関係なかった。

			　最初から、そういう声だったのである。

			　彼女の両腕がフラムの腕をつかみ、そして顔の肉の渦をそこに押し付ける。

			　ずぶずぶ。

			　渦が、その手をガントレットごと飲み込んでいく。

			　生ぬるい人肉に包み込まれる気色の悪い感覚に、フラムの全身が一気に粟立った。

			「ひっ、いやあああぁぁぁッ！」

			　フラムは恐怖に声を震わせ、引き抜こうと必死に力を込める。

			　だが女性の両腕の力は人間のそれとは比べものにならない。

			　呪いの装備で強化された筋力でも、びくともしなかった。

			　さらに追い打ちをかけるように、フラムはこちらに駆け寄るなにかの足音を聞く。

			　彼女を助けようと駆け寄るセーラとは、別のものである。

			　それは曲がり角の向こう、見えない場所からとてつもない速度で近づいてきて、直前でぴたりと止まった。

			　そして、フラムの様子をうかがうように、ゆっくりと顔を出す。

			「あ……あぁ……」

			　渦巻く肉の面。

			　緑と、血で濡れて赤黒くなった肌。

			　隆々とした筋肉に、人の倍ほどある巨体――それは上に残っているはずの、異形のオーガであった。

			「や……いや、いやああぁっ……！」

			　フラムは首を振り、近づく顔を拒む。

			　廊下は人間が通るために作られたもの、巨大なオーガは通れないはずであった。

			　だが――そいつは四つん這いの状態で、施設内を移動していた。

			　そしてこの、女性の死の間際の声をひたすら再生し続けるという、人の善意を利用し、踏みにじる悪あく辣らつな罠に誰かが引っかかるのを、今か今かと待ちわびていたのだ。

			「離してっ、離してよぉっ、離せえぇぇぇええっ！」

			「おねーさあぁぁんっ！」

			　フラムとセーラの叫びが虚しく響く。

			　どんなにあがいても女性は彼女を離さず、顔面でうごめく肉の渦はすでに二の腕まで飲み込んでいる。

			　逃げられない。

			　こんな至近距離で攻撃を受ければ、今度こそ即死だ。

			　オーガが――今度こそ彼女を仕留めるべく、腕を振り上げた。


		

	
		
			011　過ごした時間は、無駄だったわけじゃない

			


			　フラムの腕は女の肉の渦に飲み込まれ、引き抜けない。

			　身動きが取れない彼女に、オーガの拳が迫る。

			　どうあがいても腕が抜けないと言うのなら――取るべき手段はひとつしかなかった。

			「セーラちゃんっ、私の腕に回復魔法をかけて！」

			「へっ!?　でもそんなことしたら――」

			「それでいいから、早くっ！」

			　セーラだって、他人を傷つけるために魔法を習得したわけじゃない。

			　フラムだってそれはわかってる。

			　だが、これは『私を救うためだから』と目で必死に訴えかけた。

			　人を癒やすための魔法で彼女を傷つける――抵抗感はあったが、それで彼女のためになるのなら、と自分の意思を押し殺し、セーラは手をかざす。

			「リカバー！」

			　ヒールだけでは腕を消し飛ばすには回復量が足りない。

			　ゆえに、さらに高位の魔法を使う必要があった。

			　セーラの手から放たれたまばゆい光はフラムの腕を包み、内側に入り込むと――その腕を、内側から溶かした。

			「あ、が……ああぁぁああっ！」

			　想像を絶する激痛がフラムを襲う。

			　叫ばずにはいられない。

			　全身の毛穴が開き、冷や汗が噴き出し、呼吸がうまくできなくなる。

			　まるで骨が熱した鉄の棒に変わったかのようだ。

			　しかし、おかげで女に飲み込まれた腕は腐り落ちたようにぐずぐずになっている。

			　最後は自らの意志で、辛うじて繋がっていた腕の一部を引きちぎった。

			　その勢いで冷たい床の上を転がる。

			　ゴオォッ！

			　オーガの拳が眼前を通り過ぎた。

			　それは女の死体を吹き飛ばすと、螺旋の力でぐちゃぐちゃの肉片に変える。

			　腕と一緒にのみこまれたガントレットがカランと床に落ちた。

			　フラムの切断面からは血が流れ出し、痛みはさらに増していた。

			　飛びそうになる意識。

			　それを歯を食いしばって繋ぎ止め、這はうようにオーガから距離を取る。

			「おねーさんっ！」

			　セーラは手を差し伸べる。

			「はぁ、はぁ、はあぁっ……っく、セーラちゃん……逃げよう！」

			　フラムがその手を握ると、ぐいっと引き上げられ、立ち上がった。

			　そして落ちていたガントレットを回収すると、二人は並んで走り出す。

			　四つん這いのオーガは、止まって彼女たちの後ろ姿を見つめていた。

			　追ってこないのかとフラムがちらりと振り向くと――その瞬間に、追跡を開始する。

			　ドスドスドスドスドスッ！

			　蜘蛛のように手足で這って近づいてくる様は、思わず頬が引きつるほど不気味だった。

			　しかし、さすがに二足歩行の全力疾走よりは遅い。

			　腕の再生が進むと痛みもいくらか和らぎ、フラムたちは加速する。

			　曲がり角を利用しながら移動を続けると、少しずつ距離は開いていった。

			「おねーさん、本当に大丈夫っすか？」

			「平気……とは言えないけどっ……ふぅ……でも、まだ、いけると思う……っ」

			　痛みが影響を与えるのは体だけではない、精神もすり減っていく。

			　十六歳の少女には手足の切断はあまりに過酷だ。

			　だが、削れた心は、エニチーデで待つミルキットのことを想うとすぐに蘇った。

			　彼女を待たせたまま、死ぬわけにはいかない。

			　精神が活力を取り戻すと、体にも力が満ちる。

			　フラムは次第に負傷前の調子を取り戻し、二人は最大速で施設を駆け抜けた。

			　複雑に入り組んだ施設内を、可能な限り直線的な動きを避けて逃げていると――いつの間にか、背後からオーガの姿は消えている。

			「撒いたっすか……？」

			　足を止めると、セーラは不安げに周囲を見回す。

			「たぶんね。でも、まだ警戒は必要だと思う。このまま逃げられるとは思えないし」

			「そうっすね。それに……今度は、いたるところから人の声が聞こえてくるようになったっす」

			　それはフラムにも聞こえてきた。

			『助けてくれ、助けてくれよぉぉおっ！』

			『痛い、痛いいいぃ！』

			『苦しいの。誰かっ、誰かお願いよぉ、ここまで来てえぇっ』

			　そんな声がいたる場所から響いてくる。

			　聞いているだけで気がどうにかなりそうだった。

			　おそらく先ほどの女性と同じような、死体を利用した罠が施設に設置されているのだろう。

			　あのオーガは、身体能力だけでなく知能まで向上しているらしい。

			　これもあの〝渦〟の力なのだろうか。

			「でもどうするっすか？　このまま逃げるのは難しい気がするっす」

			　出口はまだ見つかっていない。

			　普通に探索していても辿り着かなかったのだ、あの化物から逃げながら探すのはもっと困難だろう。

			　それに、もし無事に外に出られたとしても、そこで終わりではないのだ。

			　オーガは二人を追い続けるだろうし、外に放たれれば犠牲者も増えてしまう。

			「あいつを倒さないことにはどうにもならないよね」

			　だが、地上で戦闘したとき、メイスや大剣ではまったくダメージを与えられなかった。

			「セーラちゃんの魔法でどうにかならない？」

			「おら、攻撃魔法はあんまり得意じゃないっす。一番ダメージが通るのは、このメイスを使った攻撃っすから……おねーさんの方はどうっすか？」

			「私も剣が通らないとなるとね。魔法は使えないから」

			「となると、今のおらたちで、どうにかして攻撃の威力を上げる方法を考えるしかないっすね。それか施設のなんらかの装置を利用するとか、っすかね」

			　ここまでに施設の実験装置をいくつか見つけたが、どれも使い方はわからなかった。

			　もう壊れて、動かなくなっているのかもしれない。

			　もっとも動いたとしても、それが攻撃に転用できるかどうかなど、調べるまでわかるはずもないのだが。

			　そしてそんな時間を、オーガが与えてくれるとは思えない。

			　だとすると手段はひとつしかない。

			　なんとかして自分自身の力を向上させて、攻撃を通す。

			「そんな方法あるのかな。あ、そうだ。確か光魔法で、ステータスを向上させる魔法がなかったっけ？」

			「それも使えないっす、面目ないっす」

			　頭を下げるセーラ。

			　まあどのみち、そんな魔法を使ったところで、フラムの場合は〝反転〟で弱くなるだけなのだが。

			「謝らないでよ。でも、となると……うーん、どうしよっか」

			　顎に手を当て、考え込むフラム。

			　しかし敵は、二人に反撃の手段を考える暇すら与えてくれない。

			　思案するフラムの耳に、先ほど聞いたばかりの重い足音が聞こえてきた。

			　音の方角は――前方。

			「おねーさん、あいつが来たっす！」

			　オーガは角から顔だけを出して、じっと二人を観察する。

			　渦が波打ち、べちゃりと吐き出された血液が床を汚す。

			　フラムが一歩あとずさると、緑の腕をぬるりと前に伸ばし、壁に張り付かせる。

			　セーラも同じく後ろに下がると、さらに逆の腕が伸び、血で黒く汚れた上半身が現れた。

			　そして二人が背中を向けて走り出すと――壁を這いずり、移動を開始した。

			「くっ、後ろから追ってきてたはずなのに、どうして前から！」

			「あいつの方が施設の道を把握してるのかもしれないっす！」

			「オーガがそんな高い知能を持ってるなんてっ！」

			　あれは完全にオーガとは別の生きものなのだ。

			　フラムは、そう改めて痛感する。

			　二人はあてどもなく施設をさまようが、今度の追跡はやけにしつこい。

			「なんか速くなってないっすか!?」

			　セーラの言葉通り、明らかに先ほどよりオーガの移動速度が増していた。

			　角を曲がれば開いていたはずの距離が、ずっと現状維持を続けている。

			　ともすれば、床に転がる障害物に足が当たると近づかれてしまうほどだ。

			「もしかして、壁には障害物がないから……」

			「そんな理屈、めちゃくちゃっすよ！」

			　どれだけ無茶でも、事実、そうやってオーガは二人に肉薄しているのだ。

			　このまま逃げ続けていても、いずれ距離はゼロになる。

			　なんとか、どうにかしてあの堅い守りを貫かなければ。

			　この場で、即座に剣の威力を高める方法を――

			『俺たち冒険者は、ときに自分よりも何倍もステータスが上の相手と戦うこともある。そういうときに、己の限界を超えた力を発揮するための手段というわけだ』

			　蘇る、旅の記憶。

			　それは歴戦の勇士であるガディオが語り、そしてフラムには使えないと知りながら、教えてくれた〝剣技〟である。

			「騎士剣術キャバリエアーツ……」

			「なんすか、それ」

			　聞いたことのない言葉に、首をかしげるセーラ。

			　確かに教わりはした。

			　だが、ステータスが０だったあのときのフラムにはまったく使えなかった。

			　なぜなら、騎士剣術キャバリエアーツとは〝体力〟を〝プラーナ〟と呼ばれる力に変換し、身体能力を高める技術だからだ。

			　基となる体力がなければ、もちろんプラーナを作り出すことはできない。

			　けれど、今なら。

			　呪いの装備の効果によってステータスが上昇している今の彼女ならば、できるかもしれない。

			　ぶっつけ本番だ、失敗すれば命を落としかねない。

			　だがどうせ、試さなければ死ぬ。

			「うまくいけば、あいつに傷を負わせられるかもしれない」

			「おらにはわからないっすけど、なにか方法があるんすね？」

			「うん……一か八かの賭けだけど」

			　本当に、成功するかは未知数だ。

			　そんな分の悪い賭けに、セーラのような幼い少女を付き合わせるのは忍びない。

			　だが勇敢なる彼女は、失敗を恐れるそぶりも見せずに言った。

			「準備の時間が必要っすか？」

			　首を縦に振れば、セーラはそれを引き受けるだろう。

			　任せるのか。

			　一時的とはいえあの化物の相手を、この小さな少女に。

			「……少し時間は欲しいかな」

			　ためらいながらも、フラムはその役目を彼女に託した。

			　ふがいない。

			　だが今は、それしかない。

			　どんなにみっともなくても、少しでもマシな未来をつかむために。

			「だったら――おらがそれまでの時間を稼ぐっす！」

			　セーラはその場で立ち止まると、振り返ってメイスを構えた。

			　逃亡を諦めた獲物を前にオーガも止まり、『ようやく殺せる』とうれしそうに渦を蠢うごめかせ、赤い体液を垂れ流す。

			　彼女の覚悟は、無駄にできない。

			　フラムはセーラの後ろで魂喰いを亜空間より引き抜いた。

			　そして両手で柄を握り剣を腰より低く構えると、目を閉じて意識を集中させた。

			「さあ、かかってくるっす！　いっそこのままおらが倒しちまってもいいっすよ！」

			　挑発するセーラ。

			　彼女を障害と認識したオーガは、手足を高速で動かし一気に這い寄ると、右腕を振り払った。

			　跳躍し、その上を飛び越した彼女はくるりと宙返りをし、脳天にメイスを叩き込む。

			　ガゴンッ！

			　並のオーガなら脳を破壊するほどの一撃を、防御すらせずに平然とオーガは受け止める。

			「まだまだっすっ！」

			　セーラの心はこれしきでは折れない。

			　着地したセーラに左腕が振り下ろされる。

			　それを走って避け、続けざまに体をつかもうとした右腕は、壁を蹴り宙を舞ってかわした。

			『基本の考え方は魔法と同じだ。魔法は肉体に満ちる魔力を自らの手につかみ、それを力に変える。だが魔力と異なるのは、体力を同じような感覚で認識するのが困難な点だ』

			　師の言葉を思い起こし、血液のように体内を循環する体力を、強いイメージで作り出した第三の手でつかもうと試みる。

			　だが――つかめたと思っても、それはまるで水のように、指の隙間からあふれて落ちてしまう。

			『それは魔力以上に流動的で、滑らかで、清らかだ。ゆえに、邪念のない、澄んだ明めい鏡きょう止し水すいの心が必要となる』

			　――意識を、さらに深い場所にまで沈める。

			　周囲の音が聞こえなくなり、精神だけが現世から遠い場所に離れていく。

			　ノイズのない静寂な場所で、フラムは己を研ぎ澄ます。

			　自らの心が、波すらない、穏やかで静かな無色透明の水と化す。

			


			「っぐ……！」　セーラはオーガの拳をメイスで受け止めた。

			　しかしその一撃は、少女に耐えきれる重さではない。

			　あっけなく吹き飛ばされると、背中から壁に激突した。

			「がっは！」

			　肺の空気がすべて吐き出され、背中に激痛が走る。

			　さらに骨に違和感を覚えたセーラは、とっさに自らの体に回復魔法をかけた。

			　その隙に、さらにオーガは追撃を仕掛けてくる。

			　ドゴオォッ！

			　拳が壁にめり込み、強靭な金属が粘土のように歪んだ。

			　セーラはギリギリのところで横に飛び込み、転がりながら圧あっ潰かいをまぬがれた。

			　しかし彼女にしてみれば必死の動きだが、オーガはただ腕を振り回しているだけ。

			　力量差は明らかで――彼女は次第に追い詰められていった。

			「おねーさん、まだ……っすよね！　大丈夫、まだまだいけるっす！」

			　強がるセーラ。

			　一方でフラムは――少しずつではあるが、手応えをつかんでいた。

			　手のひらを伸ばす。

			　流れるそれを、せき止めるのではなく、特性を理解した上でその場に留める。

			　今まで指の間をすり抜けていたものが、そこにはあった。

			　成功したのだ。

			　だが、まだ浮かれてはならない。

			　澄んだ心を失えば、またそれはこぼれ落ちてしまうから。

			　次の段階へ移行する。

			『一度つかんでしまえばあとはたやすい。力を腕に移し、剣に宿す』

			　確固たるイメージを持たなければ発動できない属性魔法と違い、プラーナは、一度つかんでしまえば使うのは簡単だ。

			　イメージした、第三の手の上にあるプラーナを、実際の肉体の腕へと満たしていく。

			　胴体の中央、心臓付近から、肩へ。

			　肩から腕、腕から手のひら、手のひらから剣に――透明で、純粋で、ゆえに鋭利なその力は、ついに魂喰いに宿る。

			『純度の高いプラーナが満ちたのなら、あとは――』

			　ガディオの言葉通りにやってみたが、うまくできたかはわからない。

			　けれど、確かに、力は宿っている。

			　気のせいなどではなく、間違いなくそこに。

			「おねーさん……っ！」

			　倒れたセーラの直上より、オーガの必ひつ滅めつの拳が迫る。

			　もはや避けることはできない。

			　そんな状況にあっても、彼女は決して助けを求めなかった。

			　しかし声は震えている。

			　あんな化物に殺されかけていたら、誰だって怖いだろう。

			　泣き出したくなる、叫びたくなる――だがセーラはそうしなかった。

			　フラムを信じて、逆転の一手を見せてくれるはずだと確信して。

			　ならば幼い少女の信頼に、フラムは応えねばなるまい。

			　彼女は心からセーラに感謝し、全速で懐に飛び込んだ。

			『自分自身の力、すべてをもって剣を振るえ』

			　そしてガディオの言葉を思い出し、その首に向けて、プラーナを満たした斬撃を放つ。

			　これぞ、騎士剣術キャバリエアーツ――

			「せぇああぁああああああああっ！」

			　――未到・気剣斬プラーナシェーカー・イミテイション。

			　ザシュッ！

			　フラムの振るう剣は、未だ完成には至らぬ、その場しのぎの付け焼き刃だ。

			　ゆえに偽物イミテイション。

			　だが、プラーナを宿した魂喰いは、どう足掻いても貫くことのできなかったオーガの皮を裂き、肉を断ち、骨に当たるところまで食い込んだ。

			　ブジュルウゥッ！

			　オーガの頭部がガクガクと震え、さらに顔の渦が動きを速めると、大量の血液がバラまかれる。

			　苦しんでいるのだ。

			「通った――なら、あとはおらに任せるっす！」

			「セーラちゃん、お願いっ！」

			　フラムは剣から手を離し、そこから離れた。

			　そして今度は、セーラがメイスを振りかぶって高く跳躍し、半端に刺さった剣を、上からぶっ叩く。

			　ガゴォンッ！

			　その衝撃によって刃はさらに深く沈み、ついにオーガの首を完全に切断した。

			　ずるりと頭部が滑り落ち、どすんと床に落ちる。

			　すると顔面の回転は止まり、血を撒き散らす不快な音はもう聞こえなくなった。

			　同時に、二人に対する攻撃も止まる。

			「は……へへ、さすがにやばかったっすけど……これは、やったっすね……！」

			「はぁ、はぁ……さすがに、頭を落とせば、死ぬと思いたいけど……」

			　降り立ったセーラが、傷口を見て勝利を確信する。

			　だが一方でフラムは、まったく同じ光景を、不安げに見つめていた。

			　死んでいるのならそれでいい。

			　だが、だったらなぜ、オーガは四つん這いの体勢のまま、崩れないのか。

			　頭を失えば、普通の生きものであれば死んでいるはずである。

			　しかし、とにかくこいつは、なにからなにまで想像を遥かに超えた生きものだ。

			　フラムは警戒を解かない。

			　頭を落とした程度では、絶命しない可能性を考慮して。

			　そして案の定――

			「セーラ、ちゃん……逃げよう」

			「な、なんでっすか？　今ので倒して……って」

			　切り落とした傷口が、動いている。

			　それは次第に、見覚えのある形へと変わっていった。

			「嘘っすよね……傷口が、渦巻いて……っ」

			　落ちた首の代わりと言わんばかりに、新たな渦は激しく蠢き赤い液体を噴き出す。

			　そして肩から上が激しく震えたかと思うと、ついに手足まで活動を再開し、呆然と見上げるセーラにつかみかかろうと迫った。

			「危ないっ！」

			　フラムは彼女に飛びかかり、両腕で抱きしめながら床を転がった。

			「あ、ありがとっす」

			「早く行こう」

			　間一髪で逃れた二人は、すぐさま立ち上がり、走り出す。

			　やはり普通ではないのだ、常識で考えていると、いつ命を奪われるかわからない。

			　再び逃避行が始まる。

			　まだ頭部を失った体に慣れていないのか、オーガの動きはぎこちなく、距離はみるみるうちに開いていく。

			　しかし脱出口が見つからない以上、どんなに撒いたところで結果は同じだ。

			　いずれは見つかって、殺される。

			　まずは作戦を立てなければならない、どうにかしてあの化物を倒す、その方法を。

			　一番有力なのは、呼吸を整え、再び気剣斬プラーナシェーカーを放って、今度は急所を貫くことだろう。

			　だがフラムは思う、仮に心臓を破壊したとして、果たしてあれの活動が停止するだろうか、と。

			　結局いい方法は思いつかないまま角を曲がり、曲がり、曲がり――足音が聞こえないことを確認してから、二人は足を止めた。

			　壁を背もたれにして、乱れた呼吸を整える。

			「は……はぁ……お、おかしいっすよ……あれ、首を落としたのに……っ、血が、流れてたのにっ……！」

			「は、はは……それは、私も同じじゃない……」

			「おねーさんは、呪いの力があるから……っすし」

			　つまり――あのオーガも、心臓とは別になんらかの生きる力が、体に巡っているのだろう。

			「わかりやすい弱点が……はぁ……ふぅ、体の中に、あれば……いいんだけど」

			「どっちにしても、っすよ……この状態じゃ、厳しい、っす……」

			　今の自分では力不足だ。

			　その問いに対する答えを絞り出した結果が、騎士剣術キャバリエアーツだったのだが――それでもまだ届かなかった。

			　確かに効果はあった、しかしあれを倒すにはさらなる力が必要だ。

			　それも、付け焼き刃の運任せではなく、オーガと常に対等に戦えるほどの手段が。

			　フラムは可能性を模索する。

			　呼吸を整えると同時に思考を巡らせ、なにか、自分にできることはないかと自問を繰り返す。

			　鍵は、やはり〝反転〟だろうか。

			　簡単にステータスを上げる方法はない。

			　しかしステータスを下げる方法なら、どこかに転がっているのでは――

			「……ねえセーラちゃん。もう一回、賭けてもいい？」

			「おらには、なにも思いつかないっすから……賭けられる作戦があるだけ、おねーさんを尊敬っす」

			「おだてたってなんにもならないっての。じゃあまず、最初の部屋まで戻ろっか」

			「あの、おらが見てない場所っすか？」

			「うん……見せたくなかったけど、非常時だから、仕方ないって割り切ることにする」

			　二人は記憶を頼りに、罠として配置された死体を避けつつ、最初の部屋へと戻っていく。

			　四方八方から聞こえてくる死者たちの声は、聞いているだけで耳を塞いで叫びたくなるほど、不快だった。

			　さらに、それに交じってオーガの足音まで聞こえてくると、フラムの心臓は大きくドクンと跳ねる。

			　胸が鷲掴みにされたように痛み、全身が粟立った。

			　どうやらセーラも似たような状態のようで、呼吸が震え、額に冷や汗が浮かんでいた。

			　しかし幸いにも、そこで動かずじっとしていると、音は離れていき――また聞こえなくなる。

			　二人は同時に「ふぅ」と息を吐き出し、移動を再開した。

			　見つけられなかったのは、頭部を失ったことが響いているのだろう。

			　無傷だったわけではない。

			　おそらくオーガは、重要な感覚器官を失い、今までのようにフラムたちを追えなくなったのだ。

			　そのまま無事に最初の部屋までたどり着くと、フラムはセーラに「できるだけ見ないようにね」と忠告して、ドアを開いた。

			　途端に中から腐臭があふれ、フラムは顔をしかめ、セーラは口に手を当てる。

			　それでも立ち止まらずに足を踏み入れ、入ってすぐの壁にあるスイッチで明かりをつけた。

			　すると、惨さん憺たんたる光景が、鮮明に二人の前に広がる。

			「う、っぷ……ぅ、げほっ、げほっ……こ、これ……全部、し、死体……っすか……？」

			　白骨死体に腐乱死体、中にはミイラ化した死体までもが重なり合い、積み上がった、見上げるほど高い山。

			　そのあまりの壮絶さに、セーラは吐き気を覚えた。

			「ごめん、ね。こんな場所に連れてきちゃって」

			「い、いや……いい、っす。死体とか、血とか、見るのは……慣れてる、っすから」

			　教会の人間の仕事は、他者の怪我や病気を治療することだ。

			　十歳のセーラでも、死体を見たことはあるのだろう。

			　それでも――これだけの数を見るのは初めてのはずだ。

			　入口付近で立ち止まっていた二人だが、オーガがいつここに来るかわからない。

			　早く目的のものを見つけ出さなければ。

			　フラムは死体の山に駆け寄ると、ためらいながらも手を伸ばし、そのうちのひとつを引きずり出した。

			　そして、身に着けていた服や靴、アクセサリーを物色する。

			「おねーさん、なにをしてるんですか？」

			「死体漁り」

			「し、死体……漁り、っすか？」

			「そりゃ私だって嫌だけど！　でも、これだけの死体があるなら、強力な呪いがかかった装備が交ざってるかもしれないから」

			「まさか、それを使うつもりなんすか!?」

			　それ以外に、フラムは自分が強くなる方法を思いつかなかった。

			　呪いの装備を集め、体力を向上させ、さらに強力になった騎士剣術キャバリエアーツを放つ。

			　そうすれば、もしかすると、あいつを倒せるかもしれない。

			「う、うぅ……気持ち悪い……っ」

			　手にこびりつく、血や、腐敗した肉、臓物の、冷たくぬるりとした感触。

			　強引に死体を動かすと、それらがたまに頬に飛んできたりする。

			　フラムはびくっと体を震わせると、手首でそれを拭った。

			　死体を這いずる虫が手に付着して、必死で振り落とすこともあった。

			　彼女の目の端には涙が浮かんでいるが、それでも作業が止まることはない。

			　生きてここから出るために、泣いて逃げ出したくなる気持ちを押し殺し、ひとつひとつの装備にスキャンをかけていった。

			　そんな彼女の隣に、セーラは座り込む。

			「セーラちゃんは下で待ってて」

			「おらも……探すっす」

			「ダメだよ、私がやるから」

			　十歳の少女に、こんなことを手伝わせるわけにはいかない。

			　しかしセーラの目には、強い決意が宿っていた。

			「生き残るための手段っす。おねーさんだけを頑張らせるわけには、いかないっす」

			　そう言いながら、目を細め、歯を食いしばって、死体に手を伸ばす。

			「ごめん……さっきから、セーラちゃんに助けられてばっかだね」

			「おらこそ、おねーさんに助けられてばっかりっす」

			「生きて帰ったらさ、一緒にご飯でも食べに行こっか」

			「それは楽しみっすね。できればおらは、ミルキットさんの作った料理がいいっす」

			「それでいいんだ」

			「それがいいんすよ」

			　叶うかどうかもわからない約束をして、気を紛らわす。

			　何度スキャンを使っても、思うような呪われた品物は見つからない。

			　いや、それは逆に、ひとつの装備に呪いが集中しているという証拠かもしれない。

			　フラムはそう自分に言い聞かせる。

			「……来たっすね」

			　足音が、遠くから近づいてくる。

			　ここは施設の一番端だ。

			　付近の通路を通っているということは、間違いなくじきにたどり着く。

			　もう時間はあまり残されていない。

			　二人はこれが最後のつもりで、奥で引っかかっていた女性の死体を、協力して引っ張り出す。

			　腐敗はしているが、身に着けているものはまだ綺麗な方だ。

			　上着から順にスキャンをかけていく。

			　ネックレス、指輪、インナー、スカート――そして、ブーツ。

			


			　─────────────────────

			　　名称：神を憎悪するレザーブーツ

			　　品質：エピック

			　　［この装備はあなたの筋力を２５７減少させる］

			　　［この装備はあなたの魔力を３３０減少させる］

			　　［この装備はあなたの体力を８８５減少させる］

			　　［この装備はあなたの敏捷を７３１減少させる］

			　　［この装備はあなたの肉体を氷結させる］

			　─────────────────────

			


			　その性能を見た瞬間、フラムはすぐさま死体からブーツを脱がし、自らの足にそれを通す。

			　中はぐちゅりと冷たく湿っており、非常に気持ちの悪い感覚だったが、力は湧いてくる。

			　また、自分の体が凍りついたり、燃えたりする様子もない。

			　マイナス効果がプラスへと変わる――反転の力がそのように作用するのだとしたら、果たして『この装備はあなたの肉体を氷結させる』という効果はどういった形で現れるのか。

			「おねーさん、見つけたんすね！」

			「おかげさまで。まだどんな風に力が発揮されるかはわかんないけど、戦ってみればわかるかな」

			　現在、フラムのステータスは合計で３３９６。

			　筋力、敏捷は５００をゆうに超え、体力に至っては１０００を突破している。

			　その影響下、乱れていた心音が落ち着き、呼吸の乱れも収まっていた。

			　今の自分なら、まだまだプラーナを精製できる。

			「ありがとね、セーラちゃん」

			「まだお礼を言うには早いっすよ、あいつを倒さないと始まらないっすから」

			　オーガがついに部屋の前にまでたどり着く。

			　そいつはドアから首だけを突っ込むと、強引に部屋の中に入ろうとした。

			　しかし肩が引っかかり、それ以上前に進めない。

			　一旦止まったオーガは、その首の切断面を動かし、まるで内部を見回すような動きを見せると――フラムとセーラの方を向いた状態でぴたりと止まる。

			　二人はその様子を、緊張した面持ちで観察していた。

			　すると緑の指が扉の向こうからぬるりと現れ、入り口の縁を握る。

			　そして、その両手に力が込められると、ミシッという音を立てて壁が歪む。

			　強引に入り口を広げようとしているのだ。

			　手の甲に血管が浮かび上がると、さらに横に広がっていく。

			　ある程度拡張できたところで、オーガの右腕が前に伸ばされた。

			　指が床に食い込む。

			　腕力だけで体を引きずり、まるで滑り込むようにずるりと室内に侵入してくる。

			　全身が無事入り口を抜けると、立ち上がり、右腕をまっすぐ前に伸ばした。

			　そして、その先にいるフラムたちに向けて、力を放つ。

			　ゴオォッ！

			　渦巻く力場が死体の山を削り取る。

			　フラムとセーラはそれぞれ飛んで避け、散開した。

			　オーガの狙いはもちろんフラムの方だ。

			　だが、新たな装備を得た彼女の動きは、先ほどとはまるで別人のようである。

			　次撃が放たれる前に、あっという間に接近すると、すれ違いざまに魂喰いで斬りつけた。

			　緑の肌に、うっすらと赤い線が浮かびあがる。

			　筋力増加の影響だろう。

			　ほんの軽微な切り傷程度だが、攻撃が通用している。

			　さらにフラムはオーガの背後に回ると、今度は体内に流れる、装備により得た新たな力を意識しつつ、斬撃を放つ。

			　先ほどと同じくうっすらと刻まれる傷、そして――パキッ、と傷口周辺が凍りついた。

			　ブジュッ、ブジュルゥッ！

			　傷が凍りつくという慣れない感覚に、オーガは身をよじり、首の渦から血が噴き出した。

			　すぐさま振り向き、フラムに対しラリアットで応戦するが、すでにそこに彼女はいない。

			　足元をすり抜け、再び背後を取る。

			　そこでフラムは「ふうぅ」と息を吐くと、体内で力を生成し、腕に、そして刃に流し込んだ。

			　そして飛び上がり、まっすぐに剣を振り下ろす。

			　つまり――未到・気剣斬プラーナシェーカー・イミテイションである。

			「てえやああぁぁぁあああッ！」

			　ザシュウッ！

			　先ほどより威力を増した剣術は、一刀にてオーガの太い腕を両断した。

			　敵は悶え苦しむが、すぐに傷口はねじれ、血が止まる。

			「やったっす！」

			　喜ぶセーラだが、まだ油断はできない。

			　オーガは振り返り、拳を振り下ろす。

			　フラムは後ろに大きく飛び退いて、それを悠々と避けた。

			　大ぶりの殴打で隙ができたところに、今度は背後からセーラが接近。

			「追い打ちっすよぉ！」

			　掛け声とともに、メイスで凍った背中を殴りつけた。

			　バギィッ！

			　氷が割れ、凍りついたオーガの皮と肉が一緒に砕けていく。

			　本来ならば彼女のメイスでダメージを与えることはできない。

			　しかし凍らせていたのなら――砕くことにより、セーラでも傷を負わせられる。

			　緑の巨体が前のめりにバランスを崩す。

			　そこにフラムが近づき、まずは右足を氷結させる。

			　続けてセーラのメイスが同じ場所を打ち砕き、同時にフラムが左足をプラーナの宿る刃で切断した。

			　ブジュウゥッ！

			　苦痛にオーガの肉体がガクガクと震え、噴水のように首から血液が噴き出す。

			　完全に戦況は逆転していた。

			　最後にフラムが――

			「はああぁぁぁぁああああっ！」

			　未到・気剣斬プラーナシェーカー・イミテイションにより、残る左腕を切り取った。

			　すると頭部と両手足を失ったオーガは、もはや床の上を虫のように這うことしかできない。

			　傷口はすぐにねじれ、渦となり塞がったが、もはや身動きは取れまい。

			「これ、まだ生きてるっすよね……」

			「死んだ感じでは……ない、かな。でもこれ以上は、どこを潰せばいいんだかわかんないし、逃げた方がいいかも」

			「そうっすね、何回繰り返すんすかって話っすし」

			「さすがに疲れちゃったよね」

			　二人は互いに目を合わせ、苦笑いを浮かべた。

			　セーラの額には汗が浮かび、荒い呼吸で肩を上下させている。

			　フラムも似たようなもので、精神的、肉体的にも疲弊しきっていた。

			　そして彼女たちは、背後で蠢く肉塊に一抹の不安を抱きながらも、部屋を出ようとする。

			　しかしフラムは、オーガによって無残に破壊された入り口の、少し手前で足を止めた。

			「……ねえ、セーラちゃん」

			「な、なんすか、おねーさん」

			「なんか……風が、吹いてない？」

			　頬をなでる空気の流れ。

			　それは先ほどまでは感じられなかったものだ。

			　激しい戦闘でどこかに穴が空いて、そこから脱出できるかも――と楽観的に考えるには、後ろで倒れるオーガが不穏すぎた。

			「やっぱり、おねーさんもそう思うっすか？」

			　セーラが同意する。

			　つまりフラムの気のせいでは、ないということ。

			　風は時間経過とともに強まり、部屋全体を――いや、それどころか廊下までをも巻き込もうとしている。

			「いわゆる、最後の力を振り絞ってってやつ？」

			「もう十分に好き放題したと思うっすよ」

			「それでも足りないんじゃないかな」

			　フラムは振り向き、魂喰いを抜刀した。

			　セーラも同じようにオーガと向き合い、一度は背負ったメイスを再び両手で握る。

			　気付けば、地面を這っていたはずの緑の肉塊は、なぜか空中に浮かんでいた。

			　首、両手、両足――計五ヶ所に生み出された渦が激しく蠢き、体液をぶちまける。

			　顔がないので視覚で感情を読み取ることはできないが、放たれる強いプレッシャーから、フラムは強い殺意を感じていた。

			　なりふり構わず、なにもかもを巻き込んでまであのオーガは――いや、オーガに宿る何者かの意志が、彼女を殺したがっている。

			　身に覚えがない執着である。

			　元はただの村娘、そんなフラムを、一体誰が、なんのために付け狙うと言うのか。

			　回転は加速する。

			　強まる風に、死体の山の表面が揺れ始める。

			　これまでのパターンからして、オーガがもつ螺旋の力は、規模が大きければ大きいほど発動までに時間を要する。

			　だが一度発動されてしまえば、内側に存在するありとあらゆる生命は、跡形も残らず粉砕されてしまうだろう。

			「てやぁぁぁあああっ！」

			「おりゃああぁぁぁぁぁぁっす！」

			　二人は渾身の一撃を、がむしゃらにその肉体に叩きつけた。

			　フラムのプラーナが宿った刃は、胸元に深く傷を刻む。

			　だがすぐさま傷はねじれ、血は止まり、さらに硬化してしまう。

			　一方でセーラの攻撃は、やはり衝撃を吸収されてまともにダメージを与えられない。

			　悔しさに奥歯を噛みしめるが、だからと言って急に強くなれるわけではない。

			　諦め、割り切り、フラムが凍らせてくれた傷口を叩くことに専念する。

			　打ち砕かれ、切り落とされ、オーガの胴体は次第に小さくなっていった。

			　それでもまだ、回転は止まらない。

			　風から強風へ、強風から嵐へ、そして竜巻へと――

			　死体や部屋に転がっていた備品が巻き込まれ始め、旋風はどす黒く濁っていく。

			「どこまで斬れば……どこまでやれば止まるの!?」

			「わかんないっす、もおぉおおっ！」

			　ズザザザザザザッ！

			　巻き起こる風は、さらに金属でできた壁まで破壊し、剥ぎ取った。

			　部屋も廊下も、オーガが力を放った範囲内のすべての場所が滅茶苦茶に荒らされ、その中央で武器を振るう二人も、次第に体勢を保つのが難しくなってくる。

			　オーガの肉体は、すでに心臓を含めたほとんどの臓器が喪失している。

			　あとは螺旋に包まれた腹部を残すのみとなったが――それでも回転は止まらない。

			「心臓が、なくなったんだからぁ、早く死んでよぉっ！」

			「もうただのねじれた肉の塊じゃないっすか！　いい加減に止まるっすぅ！」

			「っく……止まれ、止まれっ、止まれえぇぇぇぇっ！」

			　ただ斬りつけるだけでは、渦巻き、硬化した肉には刃が通らない。

			　氷結させてメイスで上から叩いても無駄だった。

			　唯一有効だったのは――プラーナを刃に満たし、突き刺すこと。

			　フラムは柄を握る両手に、微かではあるがなにかを突き破る感触を得ていた。

			　――これなら、行けるかもしれない。

			　そう確信したフラムは、さらにプラーナを刃全体ではなく、先端にのみ集中させる。

			　そして両手に力を込めて魂喰いを押し込んでいく。

			「くうぅぅ……っ！　あぅっ!?」

			　そのとき、セーラが地面を濡らす血液で足を滑らせ、崩れ落ちた。

			「お、おねーさん……が、頑張るっす！　おらは……もうっ……」

			「セーラちゃんっ！」

			　彼女の体は、荒れ狂う嵐に流され、吹き飛ばされようとしていた。

			　瓦礫や死体の濁流に巻き込まれれば、セーラはひとたまりもなく死ぬだろう。

			　なんとか床のくぼみに指を引っ掛けて耐えてはいるが、それも時間の問題である。

			　手のひらに滲んだ汗で、じわじわと、指が滑っていく。

			　助ける方法はただひとつ。

			　フラムが、一秒でも早く、この嵐を止めること。

			　彼女は焦燥感に背中を押され、さらにがむしゃらに叫んだ。

			「ふぐうぅぅぅぅっ、う、ぁぁあああああっ！」

			　とっくに限界は来ている、それでもさらに力をひねり出そうと足掻いた。

			　プラーナも可能な限り注ぎ込んだし、呪いの力だってすべてが涸れるほど出し切っている。

			　だが、まだ足りない。

			　確かに刃は少しずつ進んではいるが、これではセーラも、そして自分も助からない。

			「ぁぁぁあああああああああ！」

			　生き残るために、ありったけを。

			　力をひねり出せ。

			　ないなら出そうな理由を考えろ。

			　ほら、いるだろう大事な人が、帰りを待ってる人が。

			　そう、ミルキットが待ってる。

			　ああ、そうだ、あの子が待ってるんだ。

			　彼女を一人にしたら、だめだ。

			　それがたとえ共依存と呼ばれる関係だとしても、一緒に救われると決めたのだから。

			　死ぬわけにはいかない。

			　彼女が悲しむ。

			　死ぬわけにはいかない。

			　彼女の人生が救えなくなる。

			　だったら――脳裏に浮かぶ彼女の姿を想い――さらなるありったけを――なにもかもを、この剣に込めなければ。

			「うわあぁぁぁぁあああああああああああっ！」

			　喉がねじ切れるほどの絶叫。

			　身の丈を超えたプラーナの行使に腕が裂け、血が流れる。

			　傷が再生してもすぐさま新たな傷が生まれ、フラムは耐えず刃で突き刺されるような痛みを味わっていた。

			　――それでも。

			　彼女が込めた諦めない力は、反逆の心は、天の悪意をも圧倒する。

			


			

			


			　――バキィンッ！

			　肉を貫通し、内側にある、硬いなにかが割れた。

			　その瞬間、浮き上がっていたオーガの肉体は、力を失い、床に落ちる。

			　さらに、嘘のように嵐も消え失せ、瓦礫や死体が一斉に地面に落ちた。

			「は……ぁ……あぁ……」

			　全力を使い果たしたフラムは、その場で膝から崩れ落ち、腕をだらんと垂らし、放心状態で虚空を見上げる。

			「今度、こそ……倒し、た？」

			　もう、肉すらどこにも残っていない。

			　床には割れた黒い水晶が落ちているだけだ。

			　それの正体はわからないが、今はそんなことはあと回し。

			　とにかく今は――体を休めたい。

			「や、やったっす……おねーさん、やっと倒したんすよ……！」

			　そう言って、セーラはうつ伏せの体勢で突っ伏した。

			　疲れ果てているのは彼女も一緒である。

			「はは……あぁ……そっかぁ……倒したんだ……あはは……はは……やるじゃん、私……」

			　自分を褒めてやらないとやっていられない。

			　倦怠感に耐えられなくなり、フラムはその場で背中から頽くずおれる。

			　冷たく硬い床の感触さえ、今の二人には心地よく感じられた。

		

	
		
			012　信じるべきものは何処に

			


			「セーラちゃん、もう歩ける？」

			「なんとか……行けるっす」

			　フラムはセーラの手を握り、体を引き上げた。

			　しばしの休憩を挟み、二人は脱出口の探索を再開する。

			　服はボロボロだし、疲労で足取りは重いしで散々な状態だ。

			　もう少し休めばマシにはなるのかもしれない。

			　だが、これ以上こんなろくでもない場所に残るのは遠慮したいのだ。

			　歩けるまで回復したのなら、多少無理をしてでも一刻も早くここから出たい。

			　二人はその一心で前に進み、死体だらけの部屋を出た。

			　廊下も同じように、瓦礫でぐちゃぐちゃになってしまっている。

			　ところどころ、天井が落ち通れなくなっている場所もあったが、幸い迂回すれば先に進める場所ばかりだった。

			　敵はもうどこにもいない、気配もない。

			　そこら中から聞こえていた助けを求める声も止んでいた。

			　罠に使われていた人間の死体は、ぐったりと力を失い、びくともしない。

			　顔面も渦ではなく、ただえぐられた状態になっていた。

			「こんなに離れた場所まで壊すなんて、とんでもない力っすね」

			　前を行くフラムの手を借り、セーラは壁の残骸を乗り越えた。

			　瓦礫の山を下る際、転げそうになった彼女を、フラムは抱きとめる。

			「うひゃあっ!?」

			「おっと……足元気をつけてね」

			「面目ないっす……」

			　ぽんぽん、と頭をなでられると、セーラは恥ずかしそうにうつむく。

			「しっかし、もしもあのとき逃げてたら、今頃私たち死んでたのかもね」

			「かも、じゃなくて間違いなくっす。まったく、あんな迷惑な化物を作ったのは一体……誰、なんすかね」

			　オーガを撃破したあと、フラムは自分が砕いた黒い水晶を手にとった。

			　それは今、彼女が肩にかけた袋の中に入っている。

			　袋は戦いの最中にいつの間にか落としてしまっていたが、戦闘後に無事回収できた。

			　ただし、中に入っていたミルキットお手製の昼食はぐちゃぐちゃになっていたが。

			　……無事だった部分を少し食べたので、きっと彼女も許してくれると思いたい。

			「ま、犯人捜しをするにしても、なにはともあれまずは外に出ないことにはね」

			「時間、かなり経ってる気がするっすね」

			「そうだよねえ、暗くなってないといいんだけど……」

			　外に思いを馳せる程度には、気持ちに余裕も出てきた。

			　オーガと遭遇し、引き返す羽目になった地点も無事通り過ぎ、未探索領域に到達する。

			　その先にあったのは、巨大な円柱形のガラスケースがいくつも並ぶ部屋や、空の本棚がいくつも並ぶ資料室に、ソファやベッドのある仮眠室。

			　扉を開くたびに、外に繋がっていないかと期待するのだが、なかなか出口は見つからない。

			　次第に気分が落ち込んでいく。

			　ただでさえ酷使した体が、気持ちに釣られて、さらにずしりと重くなってくる。

			　だがそれも、あと少しだ。

			「もしかしてあれ、出口じゃないっすか？」

			　最奥――いや、本来は入口なのだろう。

			　明らかに今までとは雰囲気の違う扉が廊下の先に現れた。

			　フラムとセーラは顔を見合わせ、ほほ笑む。

			　はやる気持ちが体を前へ前へと導き、自然と早歩きになる。

			　それは他に比べると、かなり重厚な作りの金属製の扉だ。

			　フラムは手を当て、押し開く。

			　その向こうにあったのは、天井に向かって続く階段である。

			　終着点にはハッチがあり、鍵を開くと、蓋のような出口を上に持ち上げる。

			「よっと……！」

			　フラムが腕に力を込めると、オレンジ色の陽の光が地下に差し込む。

			　まばゆさに思わず顔の前に手をかざしたが、口元には笑みが浮かんでいる。

			　ハッチを完全に開き、外に出ると――そこは最初に異形のオーガと遭遇した、草木生い茂る広場であった。

			　どうやら研究所の入り口は、雑草にカムフラージュされ隠れていたらしい。

			　まだ数時間しか経過していないはずなのに、まるで数日ぶりに新鮮な空気を吸ったような気分だった。

			　フラムは両手を天に向かって伸ばすと、「んー！」と思いっきり体を伸ばす。

			　セーラもあと追いで、真似をするように同じ仕草をした。

			「さあ、これでやっと帰れるっすね！」

			　明るい声で脱出できたことを喜ぶ彼女だったが、重要なことを忘れている。

			「まだだよセーラちゃん、あれをどうにかしないと」

			「あれって……あぁ……そういえば、そうっすね……」

			　崩落した岩に塞がれた出口を見て、セーラはがっくりと肩を落とす。

			　オーガのインパクトにかき消され、すっかり忘れていたが、デインの手下もここにはいたのだ。

			「あいつら、戻ったらとっちめてやんないと！」

			　そう言って、頬をふくらますフラム。

			　そのためには、まずこの大量の岩を退どかす必要がある。

			「おねーさんの騎士剣術キャバリエアーツってやつで、どうにかならないっすかね」

			「やってみてもいいけど、一回でへとへとになって倒れると思うよ？　あと、セーラちゃんのメイスの方が岩を砕くなら相性はいいと思う」

			「今は無理っす、倒れるっす」

			「じゃあ地道にやらないとね」

			　作業は大変だろうが、それでももう、化物に追われることがないというだけで気持ちは楽だった。

			　二人は、とぼとぼと崩落地点に近づくと、一番近い場所にある岩に手を伸ばす。

			　フラムが「せーのっ」と掛け声をかけ、同時に腕に力を込め持ち上げる。

			　普通に考えて少女二人で運べるサイズの岩ではないのだが、伊達に修道女と冒険者はやっていない。

			　下手な成人男性よりも、フラムたちの方が腕力は上なのだ。

			　ほどほどに離れた場所まで運ぶと、ずしんと地面に落とす。

			　フラムは汗の浮かんだ額を手首で拭い、次の運搬に取り掛かるべく二個目に近づいた。

			　少し遅れて、セーラも移動し、自分の肩ほどの広さがある岩に、抱きつくように腕を回す。

			　そんなとき、フラムはふいに、出口とは逆方向の――木々が所狭しと並ぶ、緑の密集地帯に視線を向けた。

			　ぶじゅっ、ぶじゅるっ。

			　――そいつと、目が合った。

			　いや、目はない。

			　だがそいつは間違いなく、フラムを見ていた。

			　興奮気味に、肉の渦から血が吐き出される。

			「嘘……でしょ？」

			　明後日の方を向いたまま動きを止めるフラムに、首をかしげるセーラ。

			「おねーさん、どうしたっす……か……」

			　言いながら、同じ方を向くセーラ。

			　そして彼女も、それを見てしまった。

			　見開かれる目に、硬直する体。

			「……え？」

			　フラムは『なぜ』と自問する。

			　すぐに答えは返ってきた。

			　施設で見た、いくつもの割れたガラスケース。

			　ひとつではなく、複数個あったはずだ。

			　そして、明らかに地上とは動きが異なっていた、地下の四つん這いのオーガ。

			　つまるところ、フラムとセーラが撃破したあれは――最初に遭遇したものとは別の個体だったのである。

			「聞いてないっすよ、そんなの……そんな、何体もいるなんて……っ！」

			　あとずさるも、すぐ後ろにあるのは冷たい石の壁だけだ。

			　小さな穴は開いたが、脱出路と呼べるほどの広さではない。

			　フラムは唇を噛んだ。

			　体力さえあれば、騎士剣術キャバリエアーツで二体目だって撃破できる可能性はあった。

			　しかし、今の彼女にあれを連発するだけの余力は残っていない。

			　逃げて、どこか安全な場所で休憩を取れるのならあるいは――だがそんな場所は存在しない。

			　すなわち、詰みである。

			「ごめん、ミルキット……」

			　半ば死を覚悟したフラムは、そうつぶやいた。

			　最大限、抵抗はするつもりだ。

			　けれど、どうやら帰りを待つミルキットのもとに戻るという願いは、叶いそうにない。

			　フラムは前に手を伸ばす。

			　亜空間からせり出してきた柄を握ると、腕を振り払い、黒き刃を引き抜いた。

			　そして、切っ先を敵に向ける。

			　セーラも同様に、背中のメイスを構え、戦闘態勢を取った。

			　オーガはご機嫌に渦から血を噴き出し、地面を濡らしつつ、腕をだらんとぶら下げながら二人に歩み寄る。

			　足取りは軽い。どうやら彼は獲物が戻ってきて上機嫌なようだ。

			　ピクニックでもするように、おやつの時間を心待ちにする子供のように。

			　無邪気に、純粋にフラムに対する殺意だけを持って、るんららんと大地を踏みしめる。

			　魂喰いのリーチの二倍ほどの距離で、オーガは足をぴたりと止めた。

			　獲物を見下ろす。

			　対象の消耗度合いを確認。

			　勝利を確信する。

			　そしてゆっくりと、螺旋の拳を振り上げ――

			「セーラちゃん、行くよっ！」

			「勝つつもりでいくっすよ、おねーさん！」

			　無理だとわかっていても、気持ちだけは。

			　虚勢を張って地面を蹴る二人。

			　まずはフラムめがけて拳が放たれようとした――そのときである。

			　藪やぶの向こうから、一人の女性が姿を現した。

			　年齢は二十代の半ばほどだろうか。

			　青い肌、さらに濃い青い髪、そして露出の多い衣装。

			　彼女はまるでハープを奏でるように指先で空をなでると、赤いルージュの唇を「ふふっ」と吊り上げ言った。

			「クリムゾンスフィア」

			　すると青緑色の球体が現れる。

			　それはふわりと浮遊しながら、オーガに向かって飛んでいった。

			　そして背後から緑の肌に触れる。

			　瞬間、球体は爆はぜるようにふくらみ、三メートルの巨体を包み込んだ。

			　ズシャッ……ズザッ、ザザザザザザッ！

			　閉じ込められたオーガに、無数の風の刃が襲いかかる。

			　もがき、脱出しようにも、伸ばした先から腕が切断されていく。

			　やがて頭部も足も胴体も、為す術もなく切り刻まれてしまった。

			　地下の個体と同じく、傷口はすぐにねじれ止血され、さらには硬化したが――圧倒的な魔力の前には、まったくの無力である。

			　硬くなろうがなんだろうが、その上から力ずくで叩き斬り、全身を細切れにする。

			　そして――〝クリムゾンスフィア〟の名前通りに、風の球体は彼の血で真紅に染まっていった。

			　フラムもセーラも、その光景を立ち尽くして眺めることしかできない。

			　あれだけ苦戦して、命を懸けて戦った化物が、こんなにあっさり倒されるなんて。

			　現れた女は一体何者なのか。

			　風は次第に弱まり、数秒前までオーガだったものが、べちゃりと地面に投げ捨てられる。

			　血の海の中央には、体内に埋め込まれていた黒い水晶が落ちていた。

			　女は嫌そうな顔をしながら、それに手を伸ばす。

			　それから風の魔法で付着した血を噴き飛ばし、悩ましげに水晶を見つめた。

			「まさかこんなものを作ってるなんてね。人間って困った生きものだと思わない？　ね、フラムちゃん」

			「な……な……」

			「なーなー言ってどうしたの？　猫さんになっちゃったのぉ？」

			　彼女は陽気に、豊満な胸の前で猫のように手を丸めてみせた。

			　一方でフラムはあんぐりと口を開けて、絶句している。

			　セーラは――目の前に現れた魔族を前に、オーガに向ける以上の敵意を見せていた。

			「あら、そっちの子は……かっ、かわいいわね、かなりかわいいわ。もしかしてオリジン教のシスター？」

			「なにが……なにがかわいいっすか！　人殺しの化物め！　気持ち悪い、虫むし唾ずが走るっすッ！」

			　初対面の女の子に憎悪を剥き出しにされ、女性はがっくりと肩を落とした。

			「……またこのパターンなの？　何度目よ、あのマリアって子にもやたらにらまれてたわよね、私」

			「当然っす、マリアねーさまも、おらもっ！　お前たち魔族に故郷を奪われ、大事な人を殺されたっす！　この憎しみ、怒り、絶対に忘れることはないっす！」

			　今にも襲いかかりそうなセーラ。

			　そんな彼女に近づいたフラムは、肩に手を置いて諭した。

			「落ち着いてセーラちゃん」

			「これが落ち着けるっすか！　魔族は、魔族だけは絶対に――！」

			「お願いだから、まずは、あの人にスキャンをかけてみて。ね？」

			　セーラは「ふー、ふー！」と猫のように息を荒らげていたが、フラムの言葉で一旦冷静さを取り戻したようだ。

			　スキャンを発動させ、女性の方を見る。

			


			


			


			　─────────────────────

			　　ネイガス

			　　属性：血風

			　　筋力：３５９６

			　　魔力：１５９９７

			　　体力：２４７９

			　　敏捷：３６９８

			　　感覚：７８５４

			　─────────────────────

			


			　そしてその数値を見た途端に、喉元に噛み付こうという気持ちは一瞬にして萎えていった。

			　あまりに絶望的な差に小さな手から、ごとんとメイスが落ちる。

			　ネイガスは親指を立て、フラムに「ナイスフォローっ」とほほ笑んだ。

			　フラムの中には、彼女一人で勇者たちと互角に戦っていた戦せん慄りつの記憶しかないので、フランクに接されても反応に困る。

			「やっと落ち着いて話せそうね」

			　セーラは未だ落ち着きを取り戻したわけではなかったが、会話はどうにか成立しそうだ。

			「じゃあ自己紹介から行きましょうか。私の名前はネイガス、属性は風と闇を操る血風、年齢はそこらの人間よりずっと上、知ってるかもしんないけど三魔将ってグループに属してる、見ての通り魔族よ」

			「……」

			　沈黙する二人。

			　ネイガスは反応がないことに、ぷくっと頬をふくらませた。

			「反応が悪いわよー。私が自己紹介したんだから、セーラちゃんの方も……って、うわあ、にらまれてるわぁ。親の仇だって思い込んでるんだもの、そりゃ無理よねえ」

			「なんで自己紹介なんてするんすか。それだけの力があるなら、すぐにおらたちを殺せばいいじゃないっすか！」

			「だからぁ、私たち魔族は、人間を殺さないのよ」

			　ネイガスは、それが当然のことであるかのように言った。

			　一度はしぼんだセーラの怒りが、無神経な言葉に再び燃え上がる。

			「ふざけるなっす！　実際殺したじゃないっすか！　奪ったじゃないっすか!?」

			「あなたが自分の目でみたものなのかしら？」

			　彼女の鋭い指摘に、セーラの勢いが鈍る。

			「それは……違うっすけど。でも、でもっ、おらを助けてくれた教会の人たちが教えてくれたっす！」

			「じゃあ聞かせて。あなたは、こんな辺へん鄙ぴな場所で、こぉんな胡散臭い研究をしてる教会を、信じられる？」

			　ネイガスは、先ほどオーガの体内から出てきた黒い水晶玉を見せつけながら言った。

			「……う」

			　言葉に詰まるセーラ。

			　一方でフラムは、ネイガスの言葉に怪訝そうな表情を浮かべた。

			「どうしてそこで教会の名前が出てくるの？」

			「あら、あなたは気づいてなかったのね。まあ、私もまだ中を確認したわけではないけれど、〝シンボル〟ぐらいはあったんじゃない？　少なくともセーラちゃんの方は気づいてたみたいよ」

			　うつむき、唇を噛むセーラ。

			　彼女はぽつりぽつりと、施設の中で感じたことを話し始めた。

			「最初……扉に、オリジン教のモチーフである、ねじれた輪っかが刻まれてるのを見て、嫌な予感がしたっす」

			　普段から見ている人間でなければ、気づかない程度のさりげない装飾。

			　それだけならまだ偶然かもしれない、セーラの予感はまだそこで止まっていた。

			　だが、すぐに確信に変わる。

			「そして、あの研究員の残したノートを見たとき……天啓、巡る知識、そして叡智……研究員のノートに記されていたあの言葉が、教典に書かれてるものと似てたっすから……ああ、ここはオリジン教の施設なんだなって、気づいてしまったっす……嘘だと、思いたいっすけど」

			「教会が、ここで人体実験を……でも、それと魔族がここにいることが、なんの関係があるっていうの？」

			「研究してた力ってのがね、私たちにとってはちょっとばかし都合が悪いものなのよ。それで最近、偶然にこの研究所跡地の存在を知ったの、だから私はここに調査に来たってわけ」

			　つまり、教会が研究していたのは、魔族にとって都合の悪い力ということ。

			　なんらおかしなことはない。

			　王国も教会も、どちらも魔族を悪と認定し、打倒するために日々さまざまな研究を行っているのだから、その一環だったのだろう。

			　それでも、人体実験は許されることではない。

			　それになにより、自分が立ち向かったあの〝回転〟の力――あれはまともな物だとは思えなかった。

			　仮に魔族を打倒するためだとしても、あれと関わるべきじゃない、そう本能がささやく。

			「それよりフラムちゃんこそ、どうしてこんな場所にいるのよ。いつの間にか勇者のパーティからも消えてたわよね。しかもその頬の印、奴隷に付けられるやつじゃないの？」

			「それは……」

			　口ごもるフラム。

			　セーラは彼女の方を見ると、不思議そうに言った。

			「フラムおねーさんって、やっぱりあの、英雄フラム・アプリコットだったんすか？」

			　やっぱりと言われるあたり、疑われてはいたらしい。

			　そりゃそうだ、顔も年齢も、さらには名前まで一致しているのだから。

			「そういうことに、なるかな。まあ、英雄としての力がなかったから、追い出されて、奴隷として売られて、今はこんなことになってるわけだけど」

			「そんなの酷いっす！」

			「酷い話ね……」

			　二人は同時に声をあげた。

			　初めて意見が一致したことに、セーラは顔をしかめ、ネイガスはにっこりと笑みを浮かべる。

			「まあ、それはそれとして、結局のところここにいる理由はなんなの？　施設を調べに来たって様子でもないわよね」

			「はぁ……依頼で、薬草を取りに来ただけっす」

			　セーラは諦めたようにため息をつくと、そう答えた。

			「あら、教会にとって薬草ってご法度じゃなかったの？」

			「それでも、病気で困ってる人がいるっすから。助けるためには、薬も必要だと思うっす」

			　その言葉を聞いたネイガスは、胸に手を当て、目をキラキラと輝かせながら言った。

			「フラムちゃん、この子すっごくいい子じゃない……!?」

			


			

			


			「……まあ、いい子だけど」

			　やたら馴れ馴れしいネイガスのノリに、未だついて行けていないフラム。

			　しかし徐々に、彼女は本当に人を殺していないのではないか、そう思えてきた。

			　笑顔に裏が感じられないのだ。

			　目も澄んでいる、少なくとも人を騙すタイプではない。

			　彼女は嘘偽りなく、自分をさらけ出している――どうやらそう感じたのはフラムだけではないようだ。

			　セーラもほんの少しではあるが、最初に比べると警戒を解いている。

			「そかそか、薬草を取りに来たら化物に襲われて、逃げてるうちに研究所に迷い込んだってところかしら。そしてモンスターに追い詰められたとき！　そこに颯さっ爽そうと私が現れたというわけね」

			「一体目はフラムおねーさんが倒したっすけどね」

			「あれを倒したの!?」

			　ネイガスはやけに驚いている。

			「自分だってあっさり倒してたっすよね」

			「そりゃあ私にはそれだけの魔力があるから。でもフラムちゃんは違うじゃない。勇者と一緒にいたときは全然戦えそうにないただの田舎娘だったのに！　どうやって倒したの？」

			「どうやってと言われても……」

			　あのときの記憶は曖昧だ。

			　とにかく叫んで、ありったけの力を叩き込んで――

			「気合でわーってやったら、中にあった水晶みたいなのが割れて、そしたら動きが止まったの」

			「……コアが、割れた？」

			　今度は深刻な表情になる。

			　そしてフラムに近づくと、肩に手を置いて興奮気味に言った。

			「その割れたコア、持ってるかしら!?」

			「うん、念のためカバンに入れて持ってきたけど」

			　フラムはそれを取り出すと、ネイガスに手渡す。

			　彼女はまじまじと割れた水晶を観察した。

			「完全に機能が停止してるわ。どういうこと？　いや……そっか、まさかそのためにあいつは……」

			「どうかしたの？」

			「……なんでも、ないわ。ねえフラムちゃん、この割れたコア、もらってもいい？」

			　本来は、然るべき場所に持っていき、調べてもらうべきなのだろう。

			　だがここは、教会の施設だ。

			　つまり王国とも深い繋がりがあると思って間違いない。

			　どこかの研究機関に持ち込んでも、もみ消されてしまうのが関の山だ。

			　皮肉なものである。

			　現在、これを託せる相手が魔族しかいないとは。

			「いいよ、どうせ私が持ってても使いみちなんてないから」

			「ありがとう、助かるわ」

			　素直なお礼に、困ったように頭をかくフラム。

			「ところで、薬草はまだ取ってないのよね」

			「まずは埋もれた脱出口を開かないとと思ってたっすから」

			「あらほんと、なんで塞がっちゃったの？」

			「ちょっと面倒な連中に絡まれてて」

			「ふぅん、あなたもいろいろ大変みたいねえ。じゃあとりあえず、イロージョン」

			　ネイガスはおもむろに手をかざし、穴を塞ぐ岩に向かって魔法を放った。

			　すると黒い風がどこからともなく集まり、包み込んでいく。

			　風に触れた岩は劣化し、自らの重みでボロボロと崩れていった。

			　そして、あっという間に出口が開く。

			「もしモンスターが近寄ってくるようなことがあれば、私が相手をするから。あなたたちは早く薬草を見つけてきなさい」

			「そこまでされる理由がないっす……」

			　戸惑うセーラに、ネイガスは爽やかに笑いかける。

			「信用はできないでしょうけど、今回は利害が一致した、そういう風に思っておいて」

			「……セーラちゃん、早く終わらせよう」

			「おねーさん……わかったっす」

			　セーラはようやく割り切れたようだ。

			　こうして二人は、魔族に護衛されるという奇妙な状況の中、目的であるキアラリィと、その他二種類の薬草を採取した。

			　さらに帰り道まで送迎されるという、いたれりつくせりの待遇を受け、無事洞窟からの脱出に成功する。

			　別れ際、セーラは自分たちを見送るネイガスの方を振り返り、問いかけた。

			「あの、ネイガスっ」

			「なあに？」

			「魔族は、本当に人間を殺してないんすか？」

			「絶対にとは言わないわ。人魔戦争のとき、人間が魔族の領土に攻め込んできたけど、あのときはさすがに犠牲者が出たでしょうし。でも――誓って、自らの利益や快楽のために人を殺すことはないと断言しておきましょう」

			「それは、誰に誓ってっすか？」

			「んー……難しい質問ねえ」

			　ネイガスは唇に人差し指を当てて考え込む。

			　末に、導き出した答えは――

			「神なんて信用できないから……セーラちゃん、あなたにでも誓っておくわ」

			　そう言って、ほほ笑みかけた。

			　セーラは彼女の言葉をしばし咀そ嚼しゃくする。

			　だが、長年影響を与え続けた魔族への憎悪は、そう簡単には消えない。

			「そうっすか」

			　結局、そっけない返事をして、和解も妥協も拒絶もせずに、背中を向けた。

			　そんなものだ。

			　八年間煮詰められてきた憎しみは、そう簡単には消えない。

			　対話ができただけでも十分な成果である。

			　そう納得して、ネイガスは踵きびすを返し、洞窟の中へ戻っていく。

			


			　◇◇◇

			


			　フラムとセーラは、暗い森の中を、カンテラの明かりだけを頼りに進んでいった。

			　リーン、リーン、と鈴に似た昆虫の鳴き声が聞こえる。

			　その音は、やけに寂しげに聞こえた。

			　魔族に助けられ、複雑な心境のセーラは、暗い表情で無言のまま歩く。

			　フラムはそんな彼女に、なかなか話しかけられない。

			　ようやく会話を交わせたのは、エニチーデまでの道のりを半分ほど進んだ頃だった。

			「なんか、いろいろありすぎて、頭がごちゃごちゃしてる」

			「おねーさんもっすか……おらもっす。なにを信じていいのか、よくわかんなくなってきたっす」

			「教会の施設ってことは、間違いないのかな」

			「修道女であるおらが気づくぐらいっすから。それに司教以上の偉い人たちがなにかを隠してるのは、なんとなく気づいてたっすし」

			　十歳のセーラに勘付かれるぐらいなのだ、他の神父や修道女も、教会に裏の姿があることは知っているのだろう。

			　しかし、それがなんなのか、具体的になにをしているのか知っている者は、おそらく少ない。

			「もし人体実験が行われていると知れ渡れば、教会は、今ほどの権威を維持できなくなるよね」

			「そうっすね、意地でも隠そうとすると思うっす」

			　下手をすると、フラムやセーラも彼らに消されかねない。

			「……やっぱり、誰にも言わない方がいいのかな」

			「脅すつもりじゃないっすけど、危険かもしれないっすね」

			「もどかしいなー……別に言いふらしたいわけじゃないんだけど、このもやもやする気持ちを誰にも吐き出せないってのはさ」

			　セーラは無言でうなずいた。

			　フラム以上に、教会関係者である彼女の苦悩は深刻だろう。

			　しかしセーラもまた、このことを他人に伝えれば、なんらかの粛しゅく清せいを受ける可能性がある。

			　黙っておくしかない。

			　どんなに悩んだって、それ以外の答えは導き出せなかった。

			　ならばこれ以上考えたって無駄だろう。

			　とにかく今は、ミルキットに『ただいま』を告げて、死んだようにベッドで眠りたい。

			　二人はその一心で、エニチーデへ戻っていった。

		

	
		
			013　心を溶かす

			


			　夜のエニチーデは、馬車から降り立ったあのときと同じように、宵よい闇やみのヴェールに包まれている。

			　ぽつぽつとまばらに灯る家の明かりが、昨日よりも暗く思えるのは二人が疲労しているからだろうか。

			　ひと気のない静かな通りに、ざっざっざっ、と乾いた砂を蹴る音が響く。

			　足取りは重いが、もう少しで宿にたどり着くと思うと、体は自然と前に進んだ。

			　最後の角を曲がりようやく、お世辞にも綺麗とは言えない建物が見えてきた。

			　部屋で帰りを待つ彼女の顔を思い浮かべると、フラムの口に笑みが浮かぶ。

			　その隣にあるステュードの家には――明かりがついていない。

			　もう寝ているのだろうか。

			　いくら田舎の人が早寝早起きだからと言って、それは早すぎやしないだろうか。

			　外出中と考える方が自然だろう。

			　そんなことより、早く宿に戻らなければ。

			　建物の前を足早に通り過ぎようとするフラム。

			　しかし彼女は、その場で足を止めた。

			　気付かず一歩前に進んでしまったセーラは振り返り、急に動かなくなった彼女に声をかける。

			「どうしたっすか？」

			　フラムはゆっくりと首を回すと、無表情にその家の玄関を見つめた。

			　そのまま、みるみる顔色が青ざめていく。

			　明かりのついていない家。

			　鍵がかかっておらず、半開きの玄関ドア。

			　窓の向こう、レースのカーテン越しにうっすらと見える、倒れたままのコップが置かれた食卓。

			　フラムは脳内でロジックの検証を行う。

			　デインの手下は、魔法を用いて二人を洞窟に閉じ込めた。

			　前もって商店の老婆から話を聞いていた彼らは、そこが化物が現れる洞窟であり、帰ってきた者は誰もいない場所だと知っていたはず。

			　つまり、フラムとセーラはもう死んだも当然、そう思い込んでいた。

			　ならば、上機嫌でエニチーデに戻った男たちは、どうするだろうか。

			　フラムはふらりと、微かに香る血の匂いに導かれるように、ステュードの家に歩み寄る。

			　冒険者を名乗ってはいるが、彼らはならず者の集団に過ぎない。

			　デインがＡランク冒険者として力を持ち、なおかつギルドとも癒ゆ着ちゃくしているため、西区ではやりたい放題だ。

			　リーチの鞄を盗んだように、窃盗ぐらい、平気でやる。

			　教会騎士や衛兵の目がない田舎町だというのなら、そこでも平気でやってのけるだろう。

			　扉に手をかけ、開いた。

			　鼻をつくような、鉄の匂いが強くなる。

			　消えかけのろうそくの火が、頼りなく屋内を照らしている。

			　いや、窃盗など序の口だ、もっと汚いことだってやってきた。

			　詐欺、暴行、あるいは殺人も。

			　ある程度なら、デインの力でもみ消せただろう。

			　だというのに、今回――リーチのカバンを盗んだ件に限っては、工作をする余地すらなく、教会騎士に仲間が捕らえられてしまった。

			　これを彼らはどう思っただろうか。

			　土足で玄関から踏み出すと、ぎしりと木製の床が軋んだ。

			　外から窓ごしに見えていた、食卓の置かれた部屋に入る。

			　各所に荒らされた形跡と、テーブルに突っ伏した男性の姿がある。

			　背中に刺し傷があり、流れ出た血が青いシャツを赤く染めていた。

			　知らない男だ。

			　ステュードが帰郷したことを知り、遊びに来た友人だろうか。

			　フラムは拳を握り、歯を食いしばる。

			　床にはこすり付けたような血痕があり――おそらく誰かが血を流したまま這いずったのだろう――椅子から始まり、ちょうどフラムの立っている部屋の出入り口に向かって延びていた。

			　犠牲者は、まだいる。

			　視線でそれをたどる。

			　赤い道標は、彼女を導くように、廊下の奥まで続く。

			　この罰は、理不尽である。

			　窃盗などという、本来は裁かれるべきでない罪で裁かれた。

			　ならば、謂いわれなき罪で捕らえられた仲間のためにも、報復せねばならない。

			　そう考えたからこそ、彼らは洞窟でフラムたちを閉じ込め、殺そうとした。

			　ぎし、ぎし、と廊下を歩き、たどり着いたのは寝室。

			　フラムはおそるおそる、また半開きになっている扉を開く。

			　ギイイィィ――錆びた蝶ちょう番つがいが、震えて鳴いた。

			　だが、死んだ程度では飽き足らない。

			　なぜなら、殺人など、彼らにとっては、もみ消せる程度の罪でしかないのだから。

			　殺した程度で、憂さ晴らしになるわけがない。

			　だから、死してなお、命以外までも奪い尽くす。

			　ほんの少し関わっただけ、本当にただそれだけの人間までも巻き込んで。

			　思考論理の解明はこれにて終わり。

			　あとは目の前に広がる情景と重ね合わせて、答え合わせをするだけだ。

			　やっぱり。

			　案の定。

			　ベッドの上に、二人の男女が倒れていた。

			　部屋は暗く視界は悪いが、それが誰かぐらいはわかる。

			　一人は仰向けに倒れる老婆。

			　もう一人は、それを庇うように覆いかぶさる男性。

			　ステュードと、その母だ。

			　部屋には流れたばかりの血の匂いが、生々しく満ちていた。

			　彼らはなんの罪もない、ただフラムたちを泊めただけの、平和に暮らしていた一般市民だ。

			　それが、ただの、欲望の権化に、欲望のためだけに殺されて。

			「あ……ああぁぁあ……」

			　巻き込んでしまったという自責の念はある。

			　だがそれ以上に滾たぎる、どす黒い感情。

			「ああぁぁぁああっ、あぁぁぁあああああ！」

			　許して、なるものか。

			　感情を吐き出し吼ほえる。

			　邪悪に対し猛り狂う。

			　しかしその根源にあるものは正義ではない。

			　酷くエゴイスティックな、愛情と呼ぶには歪すぎる依存である。

			　つまり、死体に対してではなく、これから起きるであろう、あるいは現在進行形で起きているであろう、おぞましい悲劇に対する――怒り。

			　フラムは爆発した感情に身を任せ、疲れも忘れてステュードの家から全速力で飛び出した。

			「お、おねーさんっ!?」

			　戸惑うセーラを置き去りにして、宿に駆け込む。

			　あいつらは、あいつらは、あいつらは――きっと、まだ、満ち足りたとは言わない。

			　床板が抜けるほど強く地面を蹴り、ダンダンダン！　と足裏を叩きつけながら疾走する。

			　とにかく、前へ前へ前へ！　一刻でも一瞬でも一寸ちょっとでも早く！

			　この音で奴らは気づくだろう、彼女も気づくだろう。

			　だが、構うものか。

			　逃げるなら逃げてみろ、抗うなら抗ってみろ、どちらにしたって、なにが起きたとしても、土下座しても指を詰めても顔の皮を剥いで神に懺ざん悔げしたって――許すものか。

			


			　◇◇◇

			


			　それはフラムが宿に到着する少し前の出来事である。

			　ミルキットは二人の帰りを待ち、ベッドの縁に腰掛けていた。

			　暇つぶしの道具などはなく、すっかり暗くなった外を出歩くわけにもいかず、ひたすらに無味無臭な時間が過ぎていく。

			　しかし彼女は退屈だとは思わなかった。

			　この程度の放置は日常茶飯事だったからだ。

			　ぱたぱたと足が揺れる。

			　それをぼーっと眺めているうちに、時計の長針が動く。

			　昼食しか持っていかなかったということは、夜までには帰ってくる予定になっているはず。

			　だが、外が暗くなってもまだ帰ってこない二人に、さすがのミルキットも、一抹の不安を覚えた。

			「……無事ですよね、ご主人様、セーラさん」

			　つぶやくと、余計に心が揺らぐ。

			　言わなければ良かった。

			　けれどもう遅い。

			　埋め込まれた不安の種子は、宵闇の黒い光で成長する。

			　胸が苦しくて、思わず心臓の上に手を当てた。

			　とくん、とくんと脈打つそいつは、いつもよりちょっぴりうるさい。

			「ご主人様、セーラさん……」

			　二人に思いを馳せるミルキット。

			　すると部屋の外から、誰かの足音が近づいてきた。

			　それも二人分。

			　彼女は立ち上がると、小走りで扉に近づく。

			　そして『ご主人様の手をわずらわせてはならない』と先んじて扉を開くと、

			「ごしゅ……え？」

			　知らない男が、そこには立っていた。

			　成人男性の大きな手が、包帯の上から顔を押さえつける。

			「んぐっ!?　んーっ！　んんぅーっ！」

			　唇に無数のピアスを開けたその男は、サディスティックに笑う。

			「おい、マジでヤんのかよ」

			　さらに後ろには、顔の右半分にびっしりと刺青の入った男が立っていた。

			　刺青の男の問いに、ピアスの男が口角を吊り上げて答える。

			「娼しょう婦ふにしちゃあ不出来だが、ババアの穴やおっさんのケツを屍し姦かんするよかマシだろ？」

			「嫌々犯すぐらいならとっとと殺しちまえばいい」

			「そりゃあ無理な相談だな」

			　彼は「んんーッ！」と暴れるミルキットに顔を近づける。

			　見開いた目は血走っており、鼻息も荒い。

			　そして見た目通り興奮した様子で言い放った。

			「久々に殺しやって勃起しちまったんだよ。この昂たかぶりは生きた女をぶっ壊さねえと収まらねえわ！　あひゃひゃはっ！」

			　まるで危ない薬草でもキメているかのような声の上ずりようである。

			　完全に萎縮したミルキットは、顔をつかむ手に押され後退し、膝裏がベッドの縁に当たると、そのまま押し倒された。

			　抵抗しようという気が起きないほど、力の差は歴然としていた。

			　手を振りほどこうにもびくともしない。

			　それに、自分より体格のずっと大きな男性が馬乗りになるという恐怖に、完全に心が折れてしまっていたのだ。

			　下手に抗えば、なにをされてしまうかわからない。

			「あれ、おとなしいな。もしかしてこういうの慣れてる？」

			　彼は上半身のシャツを脱ぎながら問いかけた。

			「……」

			「なに黙ってんの？　答えろよ。なあ、なあ、なあッ！　こーたーえーろーよー！　聞こえてんのかおい！」

			　ピアスの男はミルキットの髪をつかむと、持ち上げては叩きつけるのを何度も繰り返した。

			　もちろんそんな中で、男の質問に答えられるはずもなく、しかし彼は黙る彼女に対して怒りのボルテージを高めていく。

			　かと思うと――急に笑顔に変わった。

			　そして手を離し、指の間に絡みついた銀色の髪の毛を払う。

			「ごめんねえ。お兄さんさあ、興奮するとすぐ女の子に手を出しちゃうんだぁ。んで大体死ぬの。でもそういうもがき苦しんでる女の子の姿を見るのもぉ！　ちゅ、き♪」

			「う……うぅ……」

			「あーあー泣いちゃったかあ、でもそろそろ答えてくれてもいいんじゃねえの？　処女なわけ？」

			　ミルキットは、無言でうなずいた。

			　すると彼は冷めた表情で彼女を見下ろす。

			「言わないとわかんねえよ」

			「……そう、です」

			「いや、もっとはっきり言えって。言葉も、声もさァ！」

			「っ……処女、ですっ」

			「声が小さああぁぁぁぁぁぁい！」

			「処女ですぅっ！」

			　やけくそ気味に大声で宣言すると、男は高らかに笑う。

			「あっひゃはははははははっ！　はははははっ！　女の子に卑猥なこと言わせるのサイコー！　って俺はガキかよっ、ひゃはははははっ、あはははは！　はっは、は……はー……はぁ」

			　しかし、その笑い声はすぐに止んだ。

			　このやり取りに飽きたらしい。

			　そしておもむろに腰に提げた短剣を抜き取り、ミルキットの胸元に当てた。

			　刃を引き上げると、ぷつりと給仕服が裂ける。

			　あらわになったブラを見て、ピアスの男は告げる。

			「なあ、死に方はどうする？」

			「死に……？」

			「犯したあとの。俺としては十代のフレッシュな死体ともヤっときたいから、下半身を壊す系はナシで。口からナイフを突っ込むか、首に突き刺すか。それとも心臓でお気楽にやるか？　腹に突き刺してぐるぐるコースが好みか？」

			　死に方を選ばせてくれるとは、なんて優しい――などとなるわけがない。

			　そんなもの、選べるはずがなかった。

			　だがぐずってしまえば、また男の機嫌が悪くなって髪をつかまれてしまう。

			　答えなければならない、一刻も早く。

			「んだよその嫌そうな顔」

			「ひっ……」

			　タイムリミットは想像よりも早かった。

			　ピアスの男の表情は激情に歪み、赤く染まる。

			　この情緒不安定さは、典型的な薬物中毒者ジャンキーだ。

			　王都で流通している非合法薬物を常習的に使用しているに違いない。

			　そんな相手に、常識など通用するはずもなかった。

			　彼の両手がミルキットの首に回される。

			「か……かひゅっ……！」

			「反抗的な態度とか、いきなり首絞めプレイがご所望ですかあぁぁぁっ！？　最近の処女はマニアックだなぁおい。お兄さん、成熟が早い女子諸君が心配でーす！　はっひゃはははは！」

			「あが……ぁ……」

			　朦朧とする意識の中で、彼女はひたすらに、未だ戻らぬ主のことを想っていた。

			


			　◇◇◇

			


			　部屋までたどり着いたフラムは、なぜか開いている出入り口に首を突っ込んで、真っ先に彼女の名を叫んだ。

			「ミルキットぉっ！」

			　三人の目が、一斉に彼女の方を向いた。

			　見知らぬ刺青の男に、ピアスの男、そしてそいつにベッドに押し倒され、なぜか首を絞められているミルキット。

			　彼女は服を破られ、透き通るように白い肌が胸元まであらわになっていた。

			　四人の視線が絡みあう。

			　全員の動きが、一枚の絵のようにぴたりと止まる。

			　なにが起きているのかなど、なにをしようとしているのかなど、考えるまでもない。

			「ご主人さまぁ……」

			　か細い声で、救われたように、ミルキットはフラムを呼んだ。

			　呼ばれた彼女はうつむき、拳を握って爪を手のひらに食い込ませ、砕けるほど強く歯を食いしばる。

			　――そうまでしなければ。

			　弱者を征服し、一方的に嬲なぶる。

			　そんな他人を巻き込んだ獣以下の自慰行為をすることでしか、果てることができないというのなら――望みどおり。

			「果ててしまえ」

			　フラムは自分のものとは思えないほど、温度のない声で吐き捨てる。

			　右足で床を蹴り、大股で一歩、二歩。

			　真っ先に反応したのは刺青の男だ。

			　彼は腰からナイフを抜こうと柄を握る――だが、そこまで。

			　フラムは彼に迫ると、腰を低く落とし、亜空間より魂喰いを抜刀する。

			　さながら居合抜きのように薙ぎ払われた剣は、その鋭い切れ味をもって、ほぼ音もなく彼の胴体を上下に両断した。

			　振り抜かれた刃から付着した微量の血が舞い、立ち尽くすピアスの男の顔に点々と飛沫しぶきを浴びせる。

			「帰ってくるなんて、聞いて、ね――」

			　予想を超える動きに驚愕する刺青の男だったが、その言葉を最後まで言い切ることはなかった。

			


			　ずるりと体がずれ、腰から脇下にかけて斜めに断たれた上半身が、滑り落ちる。

			　地面に落ち、頭を強打した男は、口をパクパクと開閉させ、声にならない声をあげた。

			　だがそれも、脳から血液が失せるまでのわずかな時間だけである。

			　すぐに動かなくなり、絶命する。

			　少し遅れて、残る下半身が後ろに倒れた。

			　切断面から体液か臓器かもわからない淀んだ液体が、どろりと零れる。

			「は……」

			　生き残りはあと一人。

			　彼は顔に付着した液体を拭うと、

			「くそがっ、まだ一発もヤれてねえんだぞ俺はぁッ！」

			　赤く汚れた手を見て憤った。

			　だが命は惜しいのか、慌てて窓を開き、転げるように外へ出る。

			　もつれる足に幾度となくバランスを崩しながら、ピアスの男は闇の中へと消えていく。

			「ミルキット、少しだけ待っててね」

			　フラムはそう一言彼女に告げると、窓から外へ出た。

			「……あ」

			　優しい主の声。

			　だがフラムの目には、昏くらく燃え盛る殺意が宿っていた。

			


			　◇◇◇

			


			　外に出たフラムは、左右に首を振り男の姿を捜す。

			「……いた」

			　彼の姿は、まだ暗闇に溶けきってはいない。

			　見えづらくはあるが、まだ肉眼でも目視が可能な距離である。

			　殺すべき対象を発見したフラムは、魂喰いを片手に夜を切り裂くように駆けた。

			　男はせいぜいＤランクかＣランク冒険者程度の実力だろう。

			　到底、今のフラムから逃げられるステータスではない。

			　接近する足音に気づき、ちらりと後方を振り向いた男。

			　耳や唇に取り付けられた金属のリングがぶつかり合い、カチャッと鳴った。

			　彼はみるみるうちに距離を詰めるフラムを見て、恐怖に顔を歪ませる。

			「嘘だろおい、処女臭えガキのくせになんだよこのスピードはッ！　くそが、楽に終わって殺やれて犯せる仕事だと思ったのに！　金が手に入りゃ王都でしばらく遊び放題だったんだぞ!?」

			　男は先に命を落とした仲間のことなど、微塵も考えていないようだ。

			　このようなクズは、死んで然るべきである。

			「おっさんとババアをもっと手際よく殺せてりゃ、とっくに逃げられてたってのによぉ！」

			「なに？　遺言でもあるの？」

			　闇の中から、ぬっとフラムの顔が出てくる。

			「ぬぉっ!?」

			　気づけば、彼女は男と並走していた。

			　仲間を殺した大剣が視界に入り、まるで『いつでも殺せるぞ』と自分を脅しているようだ。

			　もう逃げるのは無理だと判断した男はその場で足を止め、命乞いとも呼べない戯言を並べた。

			「は……はは、ひゃははははっ、いや、待てって。そうカッカすんなよ、別に犯したわけでもねえんだからさ。未遂だって、ミ、ス、イ。破った服は……そうだな、それぐらいは俺が弁償してやるよ。だからな、いいだろ？　あんな気持ちの悪ぃ奴隷に着せてる服なんだ、どうせ大した値段じゃねーだろうしよぉ！」

			　そして手慣れた動きで、素早く地面に額を擦り付ける。

			　それが彼の処世術なのだろう。

			　心底冷めきった目で、フラムはそいつを見下した。

			「殺されるようなことはやってねえって！　実際、あのおっさんとババアを殺したのはあいつなんだよ、あの刺青のやつ！」

			　その言葉に、なんらかの意味があると、彼は思っていたのだろうか。

			　フラムは無言で、魂喰いを高く掲げた。

			　振り下ろせば、それで終わる。

			　黒い刃は闇に呑まれ、どれぐらいの長さなのか、いつ襲ってくるのか、男からは見当もつかない。

			　それが余計に、死への恐怖を増幅させていた。

			「おねーさん、待ってくださいっす！」

			　今にも剣が振り下ろされそうな場面で、あとから追ってきたセーラがフラムを止める。

			　人殺しは罪である。

			　たとえオリジン教でなくとも、それは世界共通の理ことわり。

			　それを止めるのは、人の善意を信じるセーラにとっては当然の行動であった。

			「ステュードさんとお母さんなら生きてるっす！　おらが治癒魔法で治したから問題ないっす！」

			「セーラちゃん……でも、もう一人の男の人は死んでたんだよね」

			「それは……そうっすけど。でも、死んだって犯した罪は償えないっす！　そいつには、もっとふさわしい罰があるはずっす！」

			　彼女の言っていることは、確かに正論なのだろう。

			　殺人の罰は、必ずしも死刑ではない。

			　それに、長い罰を終えた罪人の中には、少なからず反省し、真面目に生きる者もいる。

			　しかし――間違いなく、そうではない人間も存在するのだ。

			「へ……へへ……ひっ……ひゃはははははははっ！」

			　ピアスの男は背中を向けたフラムを羽交い締めにし、首にダガーナイフを突きつけた。

			　先ほどまでの怯えた様子はどこへやら、口元を吊り上げ、低俗な笑みをセーラに見せつける。

			「うかつだなぁ、おい！　いやぁ、そこのお嬢ちゃんもナァァイスアシスト！　このクソガキ殺すの手伝ってくれるとか修道女サマサマっす！　ありがとうっすー！　助かったっすー！　ってか？　ひゃっははははは！　もうダメだと思ったが、とんだお人好しもいたもんだ、世の中捨てたもんじゃねぇっ！」

			　自分が優位に立った。

			　そう確信した途端、横柄な態度を取り始める男。

			　フラムは「あ……」と言葉を失うセーラに向けて言った。

			「ねえセーラちゃん」

			「おいおい、いきなりおしゃべりですかぁ？　俺がこのナイフにちょおっと力を入れるだけで首から血が噴き出て死ぬんだぞ？　想像してみろよ。そんで失禁しながら泣き叫んで俺を勃起させてみろよおォ！」

			　精一杯すごむ男だったが、フラムには通用しない。

			　彼女の脳裏に浮かぶのは、自分を売り払ったジーンや、いつぞやの奴隷商人の姿だった。

			　他者の尊厳を奪っても、一切、良心の呵か責しゃくを感じない人間もいる。

			　フラムは思うのだ。

			　そんな人間に対して、セーラの慈愛を分け与えるなんてもったいない、と。

			「この前も言ったけど、世の中にはさ」

			「反省はナシですかー？　なら殺すぞ、いいよな。あー、でもやっぱその前に無様な命乞いが聞きてぇ――」

			　男はさらにダガーを強く押し当てる。

			　フラムの首に、うっすらと赤い線が浮かぶ。

			　それでも、彼女は表情ひとつ動かさず――

			「反省しない、学ばない、死んだ方がいいクズもいるんだよ」

			　そう優しくセーラに語りかけて、あろうことか、自らナイフに首を食い込ませた。

			　ギザギザの刃が少女のなめらかな肌を裂き、埋没する。

			　開いた傷口からは、ぶじゅ――と水気のある音とともに、多量の血液があふれ出した。

			　男は驚愕し、思わずナイフから手を離す。

			「て、てめえ……なんでそれで死なねえんだよっ!?」

			　フラムは前のめりに倒れながら首に手を伸ばし、抜き取ったそれを地面に投げ捨てた。

			　そして襟元を真紅に染めながら、振り向きざまに、魂喰いを一閃。

			「おい、やめっ――」

			　身を守るため、反射的に前に出た両手首が吹き飛んだ。

			　噴き出す血。

			　その量からしても、放っておけばじきに死ぬ。

			　だがそれでは生ぬるい、腹の虫が収まらない。

			「あっ、ああぁっ！　た、頼むっ、やめてくれ……」

			「他人を殺しておいてなにそれ」

			「だからそれは違うんだ。俺は、まだ死にたくな――」

			　フラムは、その無様な表情を浮かべる顔面に大剣を突き刺した。

			「命乞い、ごちそうさま」

			　彼の頭部の上半分が、回転しながら夜の空を舞う。

			　そして、放物線を描いて砂の上に打ち捨てられた。

			　司令塔たる脳を失った肉体は、びくんと痙攣したかと思うと、筋肉が弛緩し失禁。

			　頭からは血を、下半身からは排泄物を垂れ流した末に、どこまでも汚らしく地面に倒れた。

			　フラムは刃に付着した脂と血液を一振りで払うと、魂喰いを粒子に変える。

			　そしてセーラの横を通り、ミルキットの待つ宿へ戻ろうとした。

			　すれ違う瞬間、フラムはセーラの頭にぽんと手を置き彼女に告げる。

			「ごめんね、セーラちゃん。少なくとも私は、これが正しい方法だと思うから」

			　元来、彼女はそういう人間だったのではない。

			　そういう人間になることを、強いられたのだ。

			　それは、繰り返し受けてきた裏切りと、世の中に満ちる悪意を見てきた末に出した結論であった。

			「おねーさん……」

			　セーラの声は弱々しい。

			　今まで近くにいたはずのフラムが、ずいぶんと遠くに行ってしまったような気がして。

			　宿に戻る彼女の後ろ姿が離れていく。

			　セーラはそれを追いかけることはできず、しばし夜空の下で立ち尽くしていた。

			


			　◇◇◇

			


			　部屋に戻ると、不快な死の臭いが充満している。

			　その中で、ミルキットはベッドの上に座り込み、やぶけた服で胸を隠すように縮こまっていた。

			　見ているだけで胸が痛くなってくる。

			　フラムはミルキットに近づき、彼女の頬に手を当てた。

			　包帯越しに感じる温もりに、ミルキットは暗い表情で口を開く。

			「せっかく買っていただいた服を、破ってしまいました」

			　再会して最初にミルキットから聞いた言葉が、それである。

			「申し訳ありません、ご主人様」

			　さらに謝られてしまった。

			　いっそ『もっと早くに助けに来て欲しかった』と責められた方が気は楽だった。

			　ミルキットにそれを望むのは無理な話だと理解していても、その謝罪の言葉は、かなり堪える。

			　フラムは下を向いて、何度も首を横に振る。

			　唇が震える、胸から熱いものがこみ上げて、瞳が潤む。

			「そんなこと、謝らないでいいんだよぉ……」

			「そういうわけにはいきません。初めてご主人様から与えられた、大事なものですから」

			「だとしても！　もっと、もっと自分の体を大切にしろって言ってんのォ！　なんでっ！　なんで、最初に服なのよぉ!?　違うでしょ、全然っ、一番大事なものが……別にあるじゃない……っ！」

			　ミルキットにしなだれかかったフラムは、胸に顔を埋めて彼女の体を強く抱きしめた。

			　体温がある。

			　血が流れていて、心臓が動いていて――生きている。

			　あと少しフラムの到着が遅れていたら、汚された上でそれが失われていたかと思うと、吐き気がする。

			「ご主人様、泣いてるんですか？」

			　肩を震わす主に向けて言った。

			「っ……泣いてるよ。ふがいなくて、自分の無能さ加減に嫌気が差して……泣いてる」

			　声も震えている。

			　ミルキットはそんなフラムに対して、『どうにかしたい』と思った。

			　けれどどうしていいのかわからなくて、抱き返そうと手を動かし――その衝動に戸惑い、自分の手のひらを見た。

			　そう言えば、男たちに襲われている間にも、自分の中に、自分のものとは思えない感情が芽生えたことがあった。

			　自分の体に価値はない。

			　これまで何人かの主にそう言われてきたミルキットは、言われるがままにそう思い込んできた。

			　でも今は違う。

			　今の主は――フラムは、彼女に自分の体を大事にしろ、と言う。

			　現在だって、ミルキットは体なんかに価値があるとは思っていない。

			　だが、この体に傷がつくことでフラムが悲しむのなら、それは、とても悲しいことだと思う。

			　自分がどうなるかはさておき、主が落ち込んでしまうという事実が。

			　そんな情景を想像するだけで心臓がきゅっと痛くなって、目元のなにかが緩むのだ。

			「ミルキット……」

			　目を真っ赤にしたフラムが顔を上げ、再びミルキットと見つめあう。

			「あぁ……ほら、なんだ、そんなこと言っておきながら、やっぱり……怖かったんでしょ？」

			「怖い、ですか」

			「だって、目が潤んでる。涙が流れようとしてる。それって、そういうことじゃないの？」

			　フラムの視線の先で、宝石のように美しく澄んだ瞳が揺れている。

			　果たしてそれが恐怖なのかはわからないが、確かに、感情のゆらぎはあったのだろう。

			　でなければ、涙はこみあげてこない。

			　ミルキットは目元に手を当て、触れた指先が湿る感触を確かめると、自分が感じたことを、感じたままに言葉にする。

			「奴隷の分際でご主人様に助けてもらいたいと願うのは、あまりに浅ましいことです。ですが、怖いと感じた結果かどうかはわかりませんが……襲われているとき、もしもご主人様が助けに来てくれたらな、と想像することはありました」

			　期待しているわけではない。

			　それは、夢のような、儚い妄想にすぎない。

			「申し訳ありません、浅ましいと自覚しているというのにこのようなことを……どうやら私は、ご主人様の優しさに甘えてしまっているようです」

			「浅ましいとか言わないでよぉ！　いくらでも願ってくれていいし、わがままを言ったっていい、私もそれを叶えられるように頑張るから！」

			「ですがそれは……」

			「それでいい！　奴隷と主じゃない、それが私とミルキットの関係なの！　ああ、でも、私は間に合わなかったね。ミルキットのこと、守りきれなかったよねぇ……」

			「そんなことはありません。ご主人様は間違いなく私を救ってくれましたし。むしろ、この服を守りきれなかった私が一番悪いんです」

			「……もう、またそんなことぉっ。もぅ……もおおおぉっ！」

			　懲りずに服のことばかり気にするミルキットを、フラムは抱きしめたままベッドの上に押し倒した。

			　そして頬と頬とを触れ合わせて、彼女の耳元に語りかける。

			「王都に帰ったら、服、買いに行こ？　なんだったらもっと高いのでもいいから、ね？」

			「そんなの、もったいないです」

			「じゃあ今の服を修繕してからでもいいからさ。沢山買うの、そんで沢山着せてやるの。そしたらわかるでしょ？　大事なのは服じゃなくて、ミルキット自身の方なんだって！」

			「……わかりません」

			「今はそれでもいい。それなら、わかったって言ってくれるまで、私はミルキットのこと、死ぬほど甘やかしてやるんだから。死ぬほど幸せにしてやるんだからぁっ！」

			　そう言うと、フラムはベッドに顔を埋めてわんわんと泣いた。

			　なんでこんなに悲しいのか自分にもわからないぐらい、頭の中がぐちゃぐちゃになっていた。

			　さすがにここまでやられたら、ミルキットだってこれが自分のために流された涙だということぐらいはわかる。

			　でもやっぱり、理解はしても、どうしていいのかわからなくて。

			　誰かが自分のために泣いてくれること。

			　誰かが自分を幸せにしたいと思ってくれること。

			　主に与えられる経験は、なにもかもがはじめてだらけ。

			　答えは見つからない。

			　けれど彼女は、自分が正しいと思うことを、自分の意思で選択し……おずおずと、控えめにフラムの背中に腕を回した。

			　その行為に、あるいは衝動に、どんな意味があるのかはわからなかったが――

			　胸が温かい。

			　それだけは、確かな事実だった。

		

	
		
			014　激安物件不審者付き

			


			　フラムは近くの明かりの点いた家を訪ねると、出てきた女性に助けを求めた。

			　ステュードの知人と思われる男性が殺されたこと、そしてその犯人はすでに冒険者である自分が殺したことを正直に伝える。

			　すると彼女は戸惑いながらも、自警団を呼んでくれた。

			　集まった屈強な男たちは、よそ者であるフラムの話に対して半信半疑でステュードの家へと向かう。

			　もっとも、そんな彼らも、現場から出てきたステュードとその母――つまり被害者本人の話を聞けば、否応無しに信じるしかないわけだが。

			　ほどなくして、食卓に突っ伏して死んでいた男が外に運び出される。

			「ジェイムズ……」

			　ステュードは、担架に乗せられた男性を見て寂しげに言った。

			　少し離れた場所で聞いていたフラムは胸が苦しくなり、拳をきゅっと握る。

			　だが、自分も事件の当事者の一人だ、何も知らないと無関係を装うことは許されない。

			「お友達だったんですか？」

			　彼に近づき、問いかける。

			「ああ、幼馴染でね。俺が帰ってきたからって、一緒に飯を食ってたんだ……それが、こんなことに……っ」

			　ステュードの声が震える。

			　彼は歯を食いしばり、必死に涙をこらえていた。

			　しかし抵抗虚しく、雫しずくが頬を流れ、顎から滴り落ちる。

			　それを誤魔化すように、彼は太い腕で目をゴシゴシと拭った。

			「いやぁ、すまねえなフラムちゃん、みっともねえところ見せちまってよぉ」

			「いえ……ごめんなさいステュードさん、私のせいであいつらが……」

			「そりゃちげえぞ、フラムちゃんたちが来なけりゃ俺もおふくろもとっくに死んでた。感謝することはあっても、責めるこたぁ絶対にねえ！」

			「でも……っ」

			「ありがとな、助けてもらった上に仇かたきまで取ってもらってよ！」

			　そう言ってステュードはフラムの背中を強めに叩き、自警団と話す母親の元へ向かった。

			　だがフラムがそれで納得できるはずもない。

			　彼女は俯き、乾いた砂の地面を、じっと虚ろな瞳で見つめていた。

			


			　◇◇◇

			


			　その後、刺青の男とピアスの男の無惨な死体は、麻袋に入れられ森に捨てられた。

			　死んでしまった彼らを裁く手段はないが、その骸をぞんざいに扱うことで、町民はウサを晴らそうとしたのだろう。

			　じきに野生の動物が死肉を喰らい、地に還るはずだ。

			　セーラはその日の間、ずっと落ち込んだ様子だった。

			　だが翌朝、彼女はジェイムズの葬儀を任されることとなってしまった。

			　エニチーデには、神父も修道女もいないのだ。

			　あれだけ落ち込んでいたにもかかわらず、彼女は非常に落ち着いた様子で役目を全うした。

			　任された以上は、その仕事に集中する。

			　幼いながらも責任感の強いセーラだからこそ、できた芸当だろう。

			　正直、フラムは自分がこの葬儀に参加すべきか、直前まで迷っていた。

			　誰もがジェイムズの死を、涙を流しながら嘆いた。

			　しかしフラムは、むしろミルキットの身が無事だったことで安堵したぐらいだ。

			　そんな自分がこの場に立つ資格など――と。

			「薄情だ、私は」

			　葬儀の最中、誰にも聞こえないようにフラムはつぶやいた。

			　自己嫌悪である。

			　いくら繋がりのない人間の死とは言え、原因を作った張本人のくせに。

			　あんなに奴隷である自分たちに良くしてくれた、ステュードを裏切ってしまったというのに。

			　唇を噛む主を見て、隣にいたミルキットは彼女の服の端をきゅっと摘んだ。

			　慰めようとしてくれたのだろうか。

			　フラムはそれに気づくと、ふっと表情を緩めささやく。

			「ありがとね」

			　そしてミルキットの手をとると、指先を軽く絡めた。

			　さすがに葬儀中に、手を繋ぐなどと目立つことはできない。

			　けれど、たったそれだけでも、確かに体温は感じられて。

			　ちょこんと触れあう温もりに、二人は自然とほほ笑んでいた。

			


			　◇◇◇

			


			　葬儀の翌日、予定通り昼過ぎに馬車はエニチーデに戻ってきた。

			　フラム、ミルキット、セーラの三人は台車に荷物を積み込むと、町の人々に別れを告げる。

			　ステュードはまだしばらく町に残るそうで、彼ともここでお別れのようだ。

			　セーラは葬儀のお礼に、と金一封を押し付けられていた。

			　だがもちろん、彼女は受け取らない。

			　自身が多少なりとも加害者である、という罪悪感があるのだろう。

			　デインの手下を引き寄せたのは他でもない自分たちなのだから。

			　これでお金を受け取ってしまえば、とんだマッチポンプではないか。

			　犯人が悪名高い冒険者の手下であることも、そしてフラムを追ってこの町に来たことも、すべて昨日のうちに話している。

			　それでも町の人々は彼女たちを責めはしなかった。

			　なんならむしろ、犯人に罰を与えたことを感謝すらしていたし、襲われそうになったミルキットのことを心から心配してくれた。

			　間違いなく、この町の人々はいい人たちだった。

			　三人はその温かさに感謝しながら、馬車に乗り込み、町を去った。

			　セーラは遠ざかっていく町の景色を、目を細めながら、空虚な表情で見つめていた。

			


			　◇◇◇

			


			　馬車が走り出してから数時間。

			　フラムたちの間に、一切の会話はなかった。

			　特にセーラは思うところがあるようで、ずっと考え込んで、他人とのコミュニケーションどころではないようだ。

			　フラムもそんな彼女を見て、陽気に振る舞う気分にはなれない。

			　ミルキットはいつもと変わらない様子だが、主に合わせてか、いつも以上に静かだった。

			　乾いた平地を抜け、草原にさしかかる。

			　爽やかな風が三人の頬を撫でた。

			　頬をくすぐる金色の髪を、セーラは指でかきあげる。

			「……おねーさん、おらずっと考えてたんすけど」

			　流れる濃緑の波を眺めながら、彼女は言った。

			「やっぱり、よくわかんないっす。なにを信じるべきで、なにを疑うべきなのか。おら、器用じゃないっすから、信じるとなると全部信じたいっすし、疑うなら全部疑ってしまうっす」

			　セーラはまだ十歳だ。

			　善悪の選別、正と偽の取捨選択。

			　幼さゆえに、まだそれらをケースバイケースで切り替えられない。

			「いいと思うよ、それで」

			　偉そうに言える立場ではないが、と内心で自嘲しながらフラムは言った。

			「でも……おらのせいで、おねーさんはあんな目に遭って……」

			「あれぐらい……って言うのも感覚が麻痺してるみたいで嫌だけど。ま、首の傷に関しては自分で突き刺したようなものだし、こうして生きてるんだからさ、あんまり気にしないで」

			　フラムは笑いながら言った。

			　セーラの気持ちが楽になるように、あえて軽く言った部分もある。

			　実際、首にナイフが刺さったのはかなり痛かったし、今でも思い出すと傷のあたりがむずがゆくはなるが。

			「それに私は、若わこ人うどは思う存分迷うべきだと思う」

			　年寄りくさいその言葉に、セーラは思わず噴き出した。

			「なんすかそれ、おねーさんとおら、六歳しか離れてないっすよ？」

			「この年頃の六歳差は大きいの、おとなしくお姉さんの言うことを聞いておきなさい」

			「むぅ、なんか釈然としないっすね」

			　不満げに唇をへの字に結ぶセーラだったが、その表情を覆っていた陰はずいぶんと薄まったようだ。

			　自分のせいでフラムが傷ついてしまった。

			　その自責の念が、彼女の言葉と笑顔で多少は薄まったのだろう。

			　悩みは尽きない。

			　けれど悲観的に考える必要もない。

			　だってまだ、セーラが大人になるまでには時間があるのだから。

			　フラムの言う通り――大いに悩むしかないのだ。

			　少なくとも幼い今の彼女には、それがまだ許されている。

			　セーラがようやく元来の明るさを取り戻すと、馬車の雰囲気は一気に良くなった。

			　会話が弾み、行きのときよりも三人の距離が縮まった分、他愛もない会話で盛り上がる。

			　おなかが空いたら、エニチーデで買った素材で、ミルキットが作ってくれた昼食に舌鼓を打ち、そして満腹になったセーラとミルキットが、それぞれフラムの太ももと肩にもたれて眠る。

			　枕にされた当人は、そんな二人をほほ笑ましく見守っていた。

			　正直言って重たいが、耐えられないほどではない。

			　馬車の揺れすら、今は心地よい。

			　やがて、密着した体温によって誘発された、暖かな眠気がフラムを包む。

			　彼女も頭を前後させ、こくりこくりと船を漕ぐ。

			　そしてフラムも意識を手放す。

			　みなが眠りに落ちると、馬の蹄が大地を蹴る音と、車輪の音、そして微かな寝息だけが周囲に響くのだった。

			


			　◇◇◇

			


			　王都までの旅路は順調に進んだ。

			　予定通りにたどり着くと、馬車はリーチの屋敷がある東区で三人を降ろす。

			　全員で依頼の報告に向かうつもりのフラムだったが、どうやらセーラとはここでお別れのようだ。

			「おらが行くと、リーチさんはたぶん報酬を渡そうとしてくるっすから」

			　立場上、それを受け取るわけにはいかない。

			　だが断るのも忍びないから、いっそ顔を見せない方がいい、ということらしい。

			「中央区の教会に所属してるっすから、もしフラムおねーさんとミルキットおねーさんがおらに用事があるなら、そこに来て欲しいっす。ご飯をごちそうするって話、忘れてないっすからね？　楽しみにしてるっすよー！」

			　そう言って、ブンブンと手を振りながら元気いっぱいに教会へ戻っていく。

			　フラムとミルキットは、彼女の姿が見えなくなるまで手を振り続けた。

			　そして別れを終えると、フラムはこてんと首を横に倒す。

			「ご主人様、どうしたんですか？」

			「中央区なんだなー、と思って。出会ったのが西区だったから、てっきり近くの教会にいると思ってたんだけど」

			　だが考えてみれば、あそこまで才能豊かな少女が、治安の悪く、住民の信心も薄い西区の小さな教会に住みつくとは考えにくい。

			　組織としても、あんな才能に満ちあふれた女の子なら、いい環境で育てたいと考えるはずなのだから。

			「ま、考えたってしょうがないか。リーチさんも待ってるだろうし、早くキアラリィを渡しに行こう」

			「はい、そうしましょう」

			　リーチしかり、どこに住んでいようと西区に用事ができることぐらいあるだろう。

			　フラムはあまり深く考えずに、高級住宅が立ち並ぶ東区の中でも、かなり大きい方に分類される屋敷に近づいた。

			　偶然通りがかった貴族が、彼女の頬とミルキットの包帯を見て露骨に顔をしかめ、従者になにかを耳打ちしている。

			　王都の中では治安のいい東区の人間からしてみれば、野良らしき奴隷が、主も連れずに歩いているだけでも、眉をひそめるような事態なのだろう。

			　だがフラムたちが特に気にすることはない。

			　どうせいつものことだ。

			　屋敷の門の前に立つと、傍かたわらに立つ兵がフラムに声をかける。

			「なにか御用でしょうか」

			　先ほどの貴族と異なり、物腰は丁寧だ。

			　二人を見て嫌な顔をすることもない。

			「リーチさんから依頼を受けていたフラムと言います。取り次いでもらってもいいですか？」

			「ああ、あなたがフラムさんでしたか。主から話は聞いております、どうぞ中にお入りください」

			　彼はそう言うとあっさりと門を開き、彼女たちを敷地内に招き入れた。

			　とは言え、リーチの屋敷は庭も広く、玄関は見えてはいるが、多少の距離がある。

			　咲き誇る花々に気を取られていると、うっかり迷ってしまいそうなほどだ。

			　二人はまっすぐ進み、両開きの扉の前に立つ。

			　すると横の壁には、球形の、魔力駆動式スイッチが埋め込んであった。

			　フラムがその水晶に触れ、微量の魔力を流すと、屋内でベルの音が鳴る。

			「そのスイッチ、どういった仕組みで動いているんでしょう」

			　不思議そうにフラムの手元をのぞき込むミルキット。

			「確か、魔力に反応してくっついたり離れたりする鉱石があって、その組合せで動かしてるって話だったと思う」

			「なるほど、ご主人様は物知りなんですね」

			「学校で習っただけだから、大したことないって」

			「いえ、ご主人様はすごいです」

			　ミルキットからフラムに向けられる信頼は、順調にすくすく育っているようで。

			　本当に大したことのない知識でやたら褒められ、フラムは思わず赤くなった頬を指で掻いた。

			　あくまで一般常識レベルの教養だ。

			　それでも教育を受けてこなかったミルキットにとっては、初めて聞く、知的好奇心をくすぐる内容だったのだろう。

			　それに――そもそもこんな疑問を抱いても、これまでの主は答えてくれなかったし、諦めきっていた彼女は最初から聞こうともしなかった。

			　少しずつ、人間らしい心を取り戻しつつあるのだろう。

			　その後も興味津々に水晶を観察するミルキットを見て、フラムがほっこりしていると、屋敷の扉が開いた。

			　出てきた初老の執事は、二人の顔を見て「お待ちしておりました」と丁寧に頭を下げる。

			　そして彼に導かれ、客間へと向かった。

			　屋敷に入るのは二度目だが、相変わらずの大きさと絢けん爛らんさである。

			　玄関を抜けて最初に目に入るのは、広々とした吹き抜けのエントランスだ。

			　そもそも個人宅にエントランスという概念が存在する時点で、リーチが違う世界の住人なのだと痛感させられる。

			　天井には、こういう豪華なお屋敷の定番であるシャンデリアがぶら下がっている。

			　見上げるフラムは、「ほへー」と気の抜けた声を出して感嘆した。

			　敷き詰められた絨毯も、土足で踏むのが申し訳なくなるほど、鮮やかな色で模様が描かれており、踏みごこちもいい。

			　壁にかけられた絵画は素人目に見ても上等なものばかりで、隅に置かれた花瓶や壺も、おそらくそれだけで西区や中央区では一軒家が買えるほどの高級品なのだろう。

			　案内され階段を上ると――木製の手すりはよほど丁寧に磨かれているのか、顔が映り込むほどの光沢を放っていた。

			　手を置いて指紋で汚してしまうのが申し訳なかったので、二人はそれに触れることなく進む。

			　手すりの終着点には細かな彫刻が施されており、こまごまとした部分にも上品さを感じさせる。

			　ミルキットはその彫刻に興味があったのか、振り向いてまで観察しようとしていた。

			　二階にあがり、廊下を進んですぐのところに客間はあった。

			　フラムが手すり付きの椅子に腰掛けると、想像していた以上にふかふかの感触が返ってくる。

			　これも座るのは二度目なのだが、彼女は思わず「おおう」と声を出してしまった。

			　ミルキットは侍るようにフラムの斜め後ろに立っていたが、そんな彼女を「命令だから」と強引に座らせる。

			　なぜか申し訳なさそうな顔をしていたが、「なにも言わなくても座ってくれていいのに」とフラムは苦笑いを浮かべた。

			　リーチがやってくるまでの間は、執事が二人をもてなす。

			　やたらいい香りのするハーブティや、手が止まらなくなるほどおいしいフルーツの混ぜ込まれた焼き菓子を食べていると、『いっそこのまま二時間ぐらい待ってもいい』と思ってしまう。

			　だがその十分後、彼は部屋に姿を現した。

			　リーチの額は汗でてかっており、直前まで忙しく動き回っていたことを察することができた。

			　そうまでして時間を作ってくれるとは――それだけ、妻の病を治す薬草を心待ちにしていたのだろう。

			「お待たせしました、フラムさん、ミルキットさん。おや、セーラさんは……」

			「用事があるからと言って先に教会に戻りました」

			「そうですか、残念です。今度改めてお礼を言いに行かなければなりませんね」

			　そう言って、彼はポケットから取り出したハンカチで額を拭くと、向かいの椅子に腰掛けた。

			　そして、待ちきれないといった様子でフラムに問いかける。

			「それで、キアラリィは？」

			　フラムは隣の床に置いていた袋から、さらに小さな袋を取り出し、それをリーチに渡す。

			　受け取った彼は、すぐさま中身を確認し――満面の笑みを浮かべた。

			「おお、これこそまさに……！」

			　よほどうれしかったのか、目の端には涙が浮かんでいる。

			　あまりの感動にうまく言葉がでてこないのか、袋の中をみたまましばし固まっていた。

			　ようやく高鳴る鼓動が収まってくると、今度はフラムの方を見て、深々と、間にあるテーブルに額を擦り付けて言う。

			「ありがとうございますっ！　これで、これでようやく妻を救えます……！　本当に、どれだけ感謝しても足りないぐらいです！」

			　想像以上の感謝っぷりに、フラムは戸惑う。

			「頭を上げてください、リーチさん。私たちは頼まれた依頼を全うしただけですから」

			「それでもですっ！　これまで、どれだけ探しても見つからなかった薬草だったのに。あんな偶然の出会いが導いてくれるとは、まさに奇跡です！」

			　それなりの苦労もあったわけだが――あそこで起きたことを話すつもりはない。

			「それで報酬ですが、フラムさんの欲しいものをなんでもひとつおっしゃってください。可能なものでしたら、なんでも差し上げますので」

			「んー……いきなりそう言われても……ミルキット、なにか欲しいものとかある？」

			「私に聞かれても、困ります」

			「だよね。普通にお金とかじゃ、ダメなんですか？」

			「それでも構いません、いくらでもお支払いいたしましょう」

			　本当にいくらでも貰えそうだったので、フラムは少し怖くなってきた。

			　これはむしろ、欲しいものを素直に言った方がいいのではないだろうか。

			　そう結論付けると、とりあえず現状で必要なあるものを提案する。

			「そうだ！　西区での活動の拠点になる、部屋を借りたいんです。どこかいい場所はないでしょうか」

			「西区で、ですか」

			　なぜあんな治安の悪い場所で？　リーチはそう思ったのだろう。

			　彼の助力を借りれば、中央区で……いや、ひょっとすると東区でも部屋を見つけられるかもしれない。

			　だが――フラムに逃げるつもりはなかった。

			　デインには必ずツケを払わせる。

			　そう強く決意しているのだ。

			　目を見て、彼女の意志が確固たるものであると察したリーチは、ぽんと手を叩く。

			「それでしたら、ちょうどいい物件がありますよ！」

			


			


			　◇◇◇

			


			「……ここ、だよね」

			「……ここ、ですね」

			　フラムとミルキットは、手渡された書類に記された場所に来て、立ち尽くした。

			「私は、てっきりどこかの一部屋ぐらいに思ってたんだけどさ」

			「私もそう思っていました」

			「まさか、これ、全部……」

			「書類を見る限り、そういうことだと思います」

			　困惑する。

			　確かにいい場所はないかと聞いたし、ここは西区でも中央区に近く、比較的治安のいい場所ではあるが。

			　それでも、まさか――

			「いや、一軒家だよこれ!?」

			　――木造二階建ての住宅ごと貰えるとは、想像もしてなかった。

			　よく見てみると、書類の中には土地の権利書らしきものも交ざっている。

			　リーチいわく、

			『以前、土地を転がしていた頃に売れ残ってしまった場所なので、どうぞ使ってください』

			　とのことで。

			　しかも、『これだけでは報酬としては安いので』とフラムは金貨が入った袋も手渡されていた。

			　また、『せめてセーラさんにもこれぐらいは』と、上等なエンチャントの付いた指輪まで預かっている。

			　今からでも自分の分だけは返したい気分だったが、そうはいかないのだろう。

			　それだけ、彼の感謝の気持ちが深いということで。

			「いいのではないでしょうか。ご主人様は傷ついて、苦しんで、頑張っていましたし、その対価だと思えば」

			「苦労はしたけども、ここまでかなぁ」

			「ここまでだと、私は思います」

			「……そっか」

			　報酬は、依頼を受けた人間が決めることではない。

			　リーチがそれで満足していると言うのなら、気持ちよく受け取るのも冒険者の務めなのだろう。

			「じゃあ、とりあえず中に入ろっか」

			「はいっ」

			　玄関の扉を開け、家の中に入る。

			　しばらく使ってないとのことで、ホコリや蜘蛛の巣でまみれた惨憺たる状態を想像していたのだ

			が――

			「あれ、意外と綺麗だ」

			「そうですね、まるで誰かが使っていたようです」

			　そう、家の中は存外に綺麗なものだった。

			　テーブルや棚、ベッドなど、最低限の家具はそろっているようだし、すぐに住めそうである。

			　二人はなんだかんだで新居にわくわくしながら一階を探索する。

			　キッチンに、リビング、客間、トイレに浴室――下手をすると田舎の実家より豪華な間取りに、フラムの心は躍る。

			　だがそのとき、誰もいないはずの二階から、なにやらギシギシと音が聞こえてきた。

			「小動物かなにかでしょうか」

			　ミルキットが言った。

			　だが、それにしては音が大きい。

			　玄関には鍵がかかっていたが、誰かが窓を勝手に破って侵入した可能性はある。

			　泥棒だろうか、それとも不法侵入したごろつきだったり――フラムは不安げに瞳を揺らすミルキットの手を握ると、自分が先頭となり、おそるおそる階段を上った。

			　二階も綺麗に掃除されていて、やはり放置されていたとは思えない。

			「誰かが住んでるんだ……」

			　フラムはそう確信する。

			「そんな、勝手にですか？」

			「西区だし、それぐらいあることなのかも」

			　扉の向こうにいる誰かに気づかれないように、小さな声でひそひそと会話を交わす。

			　そして、フラムは金属製のドアノブに手を伸ばし、握る。

			　手のひらに伝わるひんやりとした感触が、緊張感を煽る。

			　生唾をごくりと飲み込み、ぐっと力を込め、ノブをひねり――できるだけ音を立てずに、扉を開いた。

			　彼女たちがそこで見たものは――

			「……これだと駄目。じゃあこっちは……うわ、酷い匂い。失敗？　いや、味は酷いけど成分は失われてない」

			　椅子に腰掛け、怪しげな薬品を混ぜ合わせながら、ぶつぶつとつぶやく少女の姿。

			　白いぴっちりとしたボディスーツに、ふよふよと室内を漂う謎の球体。

			　そして、屋内なのになぜか鍔の広いエナン帽を被ったままの彼女は、フラムが知っている人物によく似ていた。

			　というか、こんな特徴的な格好をした人物、一人しかいない。

			「あ……あれ？　もしかして……」

			「んー？　誰かいるの？」

			　気だるげな声とともに、彼女は振り返る。

			　顔を見て、フラムは改めて確信した。

			　そして大きな声で、彼女の名前を呼ぶ。

			「エ、エターナさんっ!?」

			　そう、彼女こそ、魔王討伐の旅に参加した英雄の一人であり、フラムに初歩的な薬草の知識を教えた――〝永遠の魔女〟エターナ・リンバウであった。

			　なぜこんな場所に住んでいるのか、旅はどうなったのか、などと気になることは沢山あったが、逆に聞きたいことが多すぎてなにを言えばいいのかわからない。

			　あんぐりと口を開け、驚愕するフラムを見てエターナは、

			「あ、フラムだ」

			　と、マイペースな調子で言った。

			


			

			


		

	
		
			015　マイ・スウィート・ホーム

			


			　あんぐりと口を開けて凍りつくフラム。

			　ミルキットはそわそわと、部屋に住み着く不審者と主の顔を交互に見ている。

			　そして当のエターナは、立ち上がりフラムに歩み寄ると、頬に手を当てて顔を至近距離にまで近づけた。

			「なに、これ」

			　エターナが見ているのは、フラムの頬に刻まれた奴隷の印。

			　彼女の記憶の中のフラムには、こんなものはなかったはずなのだ。

			「故郷に帰ったはずのフラムがここにいるのもおかしな話。でも、こっちはもっとおかしな話。なに、これ」

			　彼女の声は、少し怒気を孕んでいるようだった。

			　それはフラムに向けられたものではないが、凍りつくような鋭い視線に、フラムの胃がきゅうっと縮こまる。

			　本当は真っ先に、『エターナさんがなんでここにいるんですか』と聞きたかったが、それどころではない。

			「誰がこんなことした？　どうしてこんなことになった？」

			「エターナさんは……いや、エターナさん以外のみんなも、知ってるんじゃないですか」

			「なにを？」

			「私があまりに役立たずだから、ジーンさんに売られて……その、奴隷にされたことを」

			　フラムが言うと、エターナはしばし黙り込んだあと、肩を落として大きくため息をついた。

			「あのプライドだけはいっちょまえのちんちくりん雑魚童貞魔術師ぃ……！」

			　彼女の口からあまり聞き慣れない、罵倒の言葉があふれ出す。

			　本当に童貞かどうかはさておき、フラムにもなんとなく誰のことを言っているのかはわかった。

			「もしかして、知らなかったんですか？」

			「知るわけがない、知ってたらみんな止めてた！」

			　エターナがそう断言すると――フラムは、ずっと胸のあたりでくすぶっていた黒いもやが、霧散していくのを感じた。

			　心が軽い。

			　救われたというのは、まさに彼女の今の状態を言うのだろう。

			「ガディオもフラムがいなくなって残念がってたし、キリルなんて落ち込んで戦いに身が入ってなかった」

			「ガディオさんやキリルちゃんも……」

			　ずっと面倒を見てくれたガディオはともかく、嫌われていると思っていたキリルまで。

			　自分が役立たずだったという事実が変わるわけではないのだが――居場所は、まだ残っていた。

			　悲しいとか、うれしいとか、そういう爆発的な感情の変動ではなく。

			　けれど、本人にも自覚がないほど自然に、頬を一筋の涙が伝っていた。

			　手で触れ、それが自分が流したものなのだと気づくと、フラムは笑った。

			「ごめんフラム。ジーンが故郷に帰ったって言い出したときに、疑っておくべきだった。奴隷として扱われる毎日は、大変だったはず」

			　いつも身勝手なほどマイペースなエターナが、珍しく暗い顔で申し訳なさそうにしている。

			　フラムはフォローするように、ミルキットの手を引き、自分の隣に立たせて言った。

			「おかげでミルキットとも出会えたんで、悪いことばかりじゃなかったですよ」

			　ミルキットは内心ほっとしていた。

			　二人の関係は、互いに居場所がなかったからこそ成り立っていたものだった。

			　それが、フラムに〝勇者パーティ〟という居場所ができてしまったら、自分のスペースがなくなってしまうような気がしていたから。

			　けれど、『ああそうか、ご主人様はそういう人なんだ』とあらためて痛感する。

			　この人が自分を捨てることなんてあるものか――そんなある種の自信が、ミルキットの中に生まれ始めていた。

			「この子の顔、ムスタルド毒？」

			「さすがエターナさん、包帯の上からでもわかっちゃうんですね」

			「わかりやすい部類の毒だから。それにしても悪趣味、薬でしか治せないからって女の子にこんな毒を使うなんて」

			「そうだ！　エターナさんにお願いしたいことがあるんですけど」

			「なんでも言って」

			「じゃあ、必要なものを取ってきますね！」

			　フラムは荷物を置いている一階に慌ただしく下りていく。

			　すぐに戻ってくるだろうが、エターナとミルキットは一時的に二人きりになった。

			「フラム、いい子でしょ」

			　急に話しかけてきたエターナに、ミルキットは戸惑いながらも答える。

			「……え？　あ、はい、とてもすてきなご主人様、です」

			「ん、そんないい子を売るなんて、本当は今からでもジーンを殴りにいきたいけど、あいにく居場所はわからない。それに、今のわたしはあいつの部屋がある王城に勝手に出入りできる立場でもない」

			　本心から悔しそうな表情をするエターナに、ミルキットはなんだかうれしくなった。

			　自分の主は、英雄にも慕われる人だったんだ、と。

			「あの子には人を惹き付ける力がある。たぶん、ジーンが嫉妬したのは、それが自分にないものだから。天才である彼にはそれが許容できなかった」

			「ご主人様を奴隷にした人、ですか」

			「そう。雑魚な上に童貞でめんどくさいやつ」

			「あはは……」

			　よほど嫌っているのか、ジーンに対する罵倒に関しては一切の遠慮がない。

			「ミルキットも、フラムについていけばきっと間違いはない」

			「そのつもりです。少なくとも、ご主人様が私を捨てるまでは」

			「だったら一生安泰、フラムは絶対に捨てたりしないから」

			「そう、でしょうか」

			「うん、間違いない。だって――」

			　エターナがなにかを言おうとしたとき、フラムが階段を駆け上る音が聞こえてきた。

			　本人の前では言いづらいことだったのか、会話はそこで中断する。

			「これですっ！」

			　フラムは持ってきた二種類の薬草の束を、エターナの手に握らせた。

			「ムスタルド毒の、解毒剤の材料？」

			「ご主人様、いつの間にそんなものを!?」

			「キアラリィ採取のときに見つけてね。元々その薬草自体はそう珍しいものじゃないから、もしかしたら見つかるかもって期待してたの」

			　一番の問題は、薬師探しである。

			　リーチの場合は、どうやら裏ルートを使って薬師だけは見つけていたようだが、さすがに『ついでにこっちもお願いします』とは言い辛く、どうやって解毒剤を作ったものか悩んでいた。

			　いっそ自分で方法を探すか――とも考えたが、エターナと出会ったことですべての問題は解決したのである。

			「わかった、すぐ製薬に取り掛かる。三時間ぐらい時間が欲しい」

			「そんなもんでいいんですか？」

			「わたしだから」

			　そのなぜか強烈な説得力のある言葉に、フラムは納得するしかなかった。

			　エターナも集中したいだろう、ということで二人は部屋を出ようとしたが――肝心なことを聞いていないのに気づき、フラムは足を止める。

			「そういえばエターナさん、なんでここにいたんですか？　魔王討伐はどうなったんです？」

			「フラムがいなくてつまらなかったから抜けてきた」

			「え……そんな簡単に抜けられるものだったんですか!?」

			「フラムが『故郷に帰りたい』で抜けたんだから、わたしが抜けられない道理はない。あとこの部屋は、なんとなく通りがかったら、良さげな空き家があったから借りてた」

			　フラムは苦笑する。

			　いくらエターナでも、その理屈で空き家を使うのは無理がある。

			「エターナさん、それ不法侵入って言うんですよ？」

			「だからこうして家賃代わりに働いてる」

			「自覚はあったんですか……」

			「ある、でもここが良かった。あ、どうしてもって言うなら、出て行くけど」

			「そのつもりはありません。今日からここの家主は私ですから、部屋は好きに使ってください」

			「恩に着る」

			「どういたしまして」

			「ところでフラム、こっちからも聞きたいことがある」

			「なにか気になることが？」

			　ないわけがない。

			　奴隷になっていたことにも驚いたが、もうひとつ、見逃せない印を見つけたからだ。

			「その手の甲、エピック装備？　考えてみれば、戦う力のないフラムがどうやってこの家を手に入れたのかが謎」

			「ああ、それなんですが……実は私の反転って能力、呪いの装備についてるステータス減少を反転させるみたいで」

			　エターナは一瞬だけ驚いた表情を浮かべると、顎に手を当てて「なるほど」とつぶやいた。

			「まさかそんな仕組みだとは」

			「私も偶然気づいたんですけどね。でもおかげで、冒険者として生きていけるぐらいにはなりました」

			　うれしそうに話すフラム。

			　一方でエターナは、複雑な心境だった。

			　確かに冒険者ならば、奴隷の身分でも金を稼ぐことはできるだろう。

			　だが常に危険がつき纏う、まっとうと呼べる仕事ではない。

			「冒険者の仕事なら、私も手伝える。なにか困ったことがあったら相談するといい」

			　――まあ、不安なら守ればいいだけだ。

			　エターナにはそれができるだけの力がある。

			「ありがとうございます。一人でどうしようもなくなったら、そうさせてもらいますね」

			　フラムはエターナとのやり取りを終えると、今度こそミルキットとともに部屋を出た。

			　階段を下りていく音がして、二階に誰もいなくなったのを確認し、エターナはぼそりとつぶやいた。

			「守る……守られる……あの頃は私が守られていた。どれだけ経っても……忘れられない」

			　しばし古ぼけた木の壁を見つめ――「ふぅ」と息を吐くと、彼女は作業を開始した。

			


			　◇◇◇

			


			　一階に下りたフラムとミルキットは、この家に住む準備をするために、荷物を開いた。

			　元からエターナが住んでいたおかげで掃除は済んでいるため、作業量はかなり軽減されている。

			　とはいえ不法侵入なので、感謝すべきかは微妙なところだが。

			　持ってきた荷物の量も少なかったため、準備はすぐに終わってしまい、手持ち無沙汰になった二人はテーブルに向かい合って座った。

			　食卓の椅子は四つ。

			　セーラが来ても足りる数だが、来客のことも考えるとあといくつかは欲しいところだ。

			「本当に、この家がご主人様のものになるんですね……」

			　ミルキットは部屋を見回しながら、感慨深く言った。

			　フラムはすぐさま修正して言い直す。

			「私とミルキットのもの、ね？」

			「それはさすがに……」

			「私はそのつもりだから。欲しい家具とかあったらすぐに言ってね、予算と応相談だけど善処はするから」

			「……はい」

			　反論しても無駄だと悟ったらしく、ミルキットはうなずく。

			　似たようなやり取りを何度も繰り返せば、さすがに諦めるしかないと理解できてしまう。

			　フラムは、どうあってもミルキットの意思を尊重することをやめないらしい。

			　奴隷として、自分の意見を主に通すことは避けたかったのだが、それが主の望みならば――自分が少しずつ変えられていることを自覚しながらも、受け入れるしかない。

			「予想外に同居人が増えたけど、いよいよ本格的に冒険者としての生活が始まるんだねー……」

			　家賃はかからないとは言え、維持費は相応にかかるはず。

			　しばらくはリーチからの報酬でしのげるが、あんなおいしい依頼が毎回都合よく舞い込んでくるわけじゃない。

			　フラムは冒険者として、デインたちと衝突しながら稼がねばならないのだ。

			　かなりのプレッシャーだが、それも帰る場所があるという安心感に比べれば些細なもの。

			　心の中、ひそかに気持ちを新たにするフラムに、ミルキットが声をかける。

			「あの、ご主人様」

			「なに？」

			「とても今さらなことを聞いているのかもしれないですが……もしかして、私の顔、治るんですか？」

			　その声は、少し不安げだ。

			「治るよ。まあ、ミルキットの場合は毒が消えきるまでに一週間ぐらいはかかるのかな。本来は一日で治るもんなんだけどね、さすがにその状態で過ごした期間が長いから」

			「たった一週間で……」

			　ミルキットは、自分の顔を覆う包帯に触れた。

			　その向こうにある、でこぼことした醜い顔。

			　最初にこの姿になったときはかなり落ち込んだものだが、今では『仕方のないもの』として受け入れていた。

			　それが、いざ消えるとなると――正直、怖かった。

			　治療を拒否しているわけではない。

			　変わりたくない。

			　自分が変われば、周囲も変わる。

			　新しいなにかが手に入るかもしれない、でもその代償としてなにかを失うかもしれない。

			　それがもし、フラムだったりしたら。

			　元の顔になって、今ほどかわいがってくれなくなったら。

			　それが、怖くてたまらないのだ。

			「そういえば今まで聞いてなかったけど、どうしてミルキットはそんな毒を飲まされたの？」

			　フラムの問いかけに、ミルキットははっと我に返り、当時のことを思い出しながら答えた。

			「毒をいつ飲まされたかは覚えてません。いつの間にかこうなっていたんです」

			「となると、食事に混ぜ込まれてたんだろうね、ほんと最悪なやつ」

			　自分には関係ない過去のことだって、フラムはこうして怒ってくれる。

			　誰のためでもない、ミルキットのためだけに。

			「そのときの主人は、男だったの？　女だったの？」

			「女性でした」

			「あー……んー……やっぱりそうなんだ……」

			「やっぱり？」

			　奴隷に毒を与えるのに、性別なんて関係あるのだろうか。

			　ミルキットは首をかしげる。

			「もし男性の主だったら、女の子に毒を飲ませて、顔を爛ただれさせる意味がないと思う。まあ、他人がそういう姿になるのを見て喜ぶ理解できない変態もいるかもしれないけど、でも、だとしても――」

			　フラムはミルキットの顔を真っすぐに見て、ほほ笑む。

			「理由が男の趣味だったにしても、女の嫉妬だったにしてもさ、壊したくなるのは、きっとミルキットが美人さんだったからだと思うんだよね」

			「そんなことはありません」

			　彼女はそう言い切る。

			　なぜならば、これまでずっと、他人から綺麗だと言われたことなどなかったからだ。

			　自分は醜く、汚い生きものだ。

			　そう自覚してきた。

			「そうかなぁ？　目とかすっごく綺麗だと思うけどな、もちろん心もね。だとしたら、顔だって美人さんだと思う」

			「あまりそういうことを言わないでください、ご主人様をがっかりさせたくありませんから」

			「ないない、それは絶対にない。あ、もしかしてさっきからあんまりうれしくなさそうなの、私が顔を見て幻滅するとでも思ってるから？」

			「……はい、そうです」

			　あっさり認めるミルキット。

			　その反応を受けて、フラムはおもむろに立ち上がり、背後に移動する。

			　不安を和らげてあげたい、と思ったわけではなく――現状を適切に認識して欲しいと思った。

			　彼女は甘いのだ。

			　舐めているとも言える。

			「ミルキットはさ」

			　名前を呼びながら、背中から彼女を抱きしめる。

			「私の気持ちがその程度だと思ってんの？」

			　耳元で聞こえてくる優しい声に、ミルキットの胸が温かいものに包まれていく。

			「んなわけないじゃない。一緒に過ごした時間は長くないかもしれないけど、それは伝わってるもんだと思ってた」

			　それは胸だけにとどまらず、首や頬、そして耳にかけての体温も上昇させた。

			　包帯で包まれていて顔はわからないが、剥き出しになった耳が真っ赤になっているのを見つけると、フラムはそれを指でつまむ。

			「ひゃっ!?」

			　突然の甘い刺激に、かわいらしい声をあげるミルキット。

			「赤くなってる。やっぱり伝わってた」

			「わかってるんです。ご主人様がそういう人だということは。けど、だからこそ、失うのが怖くて」

			「最終的にはミルキット自身の問題だから、私がなにを言ったって仕方ないのかもしれない。でも一応言わせてもらうね」

			　腕にぎゅっと力を込めて、さらに体を密着させ。

			　より深く体温を伝え、感じながら――フラムは告げた。

			「なにがあっても、私はずっとミルキットのそばにいるから」

			　言葉が、じわりと奥底にある、心の核のような場所に染みていく。

			　硬く凍りつき、他者を拒み続けるそれを、この主は少しずつ溶かして、駄目にしていく。

			　それは弱さだ。

			　ない方がきっと楽になれる。

			　けれど、『抗いたくない』と、ミルキットの本心が叫んでいる。

			　本能は加速し、感情は深化し、欲望は膨張する。

			　最近は、理性に逆らう衝動で勝手に体が動くことも増えてきた。

			　きっと、これもそんな衝動のうちのひとつで。

			　ミルキットの手は、無意識のうちに、控えめながら――自分の体を抱きしめるフラムの手の上に重ねられていた。

			


			　◇◇◇

			


			　それから二時間後、予定よりも早く解毒剤が完成する。

			　ミルキットはその日からすぐに服用を始めた。

			　非常に苦く、匂いを嗅ぐだけで顔をしかめるような薬だったが、彼女は文句ひとつ言わずに口に運ぶ。

			　顔の爛れが引くまでに一週間。

			　エターナは毎日、包帯を解いてミルキットの経過を観察することにした。

			　しかし、なぜかそれは二階のエターナの部屋で行われ、フラムが立ち会うことは許されない。

			　一階にいても微かに声は聞こえてくるし、二人が顔の状態以外の雑談をしているのはわかるのだが、肝心な部分は聞こえてこない。

			『そろそろ私も仲間に入れてくださいよぉ！』とフラムが悲痛に抗議するも、却下されてしまった。

			　とはいえ、一週間という月日は長く――

			「なんで私だけ見られないの……」

			　――フラムの寂しさは日々増していくばかり。

			　二人が部屋で秘密の会話を交わす間、彼女は一人、一階で膝を抱えて座り込んでいた。

			　隣には椅子があるのに、なぜかわざわざ床の上に。

			　もっとも、そんな状態の彼女でも、ミルキットに、

			「中途半端じゃなくて、ちゃんと治った顔をご主人様に見て欲しいので」

			　と言われると、すぐに「なら仕方ないか！」と満面の笑みで復活するのだが。

			　ちょろいものである。

			　しかし解毒が進む間も、フラムがなにもしていなかったかと言うとそんなことはない。

			　ミルキットと一緒に家具や日用品を買いそろえ、家にはずいぶんと生活感が出てきた。

			　また、Ｆランクの依頼をこなして、冒険者ランクを上げることにも余念がない。

			　相変わらず受付のイーラは感じが悪いし、デイン一派もフラムを見るたびににらみつけていて感じが悪いが、今のところは、まだ直接的な妨害は受けていなかった。

			　エニチーデで二人が殺されたという事実は、まだ彼らには伝わっていないはずだ。

			　だがなぜか帰ってこない、それにフラムが関与しているはず――そんな疑念は抱いているはず。

			　いつ彼らが仕掛けてくるのか、日々警戒しながらも、フラムも牙を研ぎ、彼らに関する情報を集めつつ過ごす。

			　このまま逃げ回って、なあなあにするつもりはない。

			　いずれは必ず、やり合うことになるだろう。

			　そして、瞬く間に一週間は過ぎ――ついに、フラムの手でミルキットの包帯をほどくときがやってきた。

			


			　◇◇◇

			


			　フラムとミルキットは、二人の寝室、そのベッドの上で、緊張した面持ちで向き合っていた。

			　エターナは気を遣って、一階に待機している。

			　すでにミルキットの包帯の結び目は解かれており、あとはそれを取り払うだけである。

			　フラムは包帯の端に手を伸ばし――震える指で、端を摘んだ。

			「い、いくよ？」

			「はい……っ」

			　ミルキットは握った手を太ももの上に置き、完全に身を委ねている。

			　しかし、体にはガチガチに力が入っており、彼女も緊張しているのは明らかだった。

			　フラムは大きく深呼吸をして――顔に巻きつけられたその白い布を取り払っていく。

			　下から現れたのは、まだ少々の赤みはあるものの、透き通るように白いきめ細やかな肌だ。

			　次に、緊張からか微かに震える、柔らかそうなピンクの唇が現れる。

			　どきりと心臓が跳ね、見つめたままフラムの手が少し止まった。

			「ご主人、様？」

			　不安げなミルキットの声に、『なにを考えてるんだ私は』と邪念を振り払い、慌てて動きを再開するフラム。

			　次に現れた鼻は小さく、ほんのり赤らんだ頭がかわいらしい。

			　細身だが、柔らかそうな頬には――フラム同様に、赤い奴隷の印が刻まれていた。

			　彼女は思わず、指先でそこに触れる。

			「っ……」

			　久しく感じていなかった誰かの体温と肌の感触。

			　ミルキットはぴくりと体を震わせる。

			「あ、ごめんっ」

			「いえ……ご主人様と、おそろいですね」

			　その言葉に、またフラムは心臓が射貫かれたような感覚に襲われた。

			　調子に乗って何度もぷにぷにと触ってしまいそうだったので、おなかに力を込めて、気合を入れ直して手を動かしていく。

			　目が綺麗なことは、言うまでもないだろう。

			　宝石のように澄んだ――少し暗めのエメラルドグリーン色の瞳に、フラムの姿が映り込んでいる。

			　瞳は、期待と不安に揺れている。

			　そしてついに額まですべての包帯が外れると、白い帯はファサ……と床に落ちた。

			


			

			


			「はぁ……」

			　フラムは思わず、感嘆のため息をついた。

			　これでどうして、彼女は自分のことを醜いなどと思えたのだろう。

			　見ているだけで、こんなにも胸が締め付けられるようなのに。

			「……どう、でしょうか、ご主人様」

			　ミルキットはうつむき加減に、フラムの方をうかがい見た。

			　いろいろ――とにかくさまざまな賛辞の言葉がフラムの頭には浮かんでいたが、どれもふさわしいとは思えない。

			　こういうとき、自分の語彙力の低さを恨みたくなる。

			　いや、あるいは、この世に彼女に使うのにふさわしい言葉など存在しないのかもしれない。

			　まあ正直、フラムが見ているから、好意による補正がかかってそう思えるのかもしれないが。

			　だとしても、そうそう見かけるレベルじゃない。

			『そりゃ前の主人も嫉妬するよね』と、心の中で納得する。

			「あの、ご主人様？」

			　なにも言わないフラムに、ミルキットの不安はふくらむ一方だ。

			　ああ、言葉を探している場合などではない。

			　未だ正答は見つからないが、彼女の不安を取り除いてやるのは、主としての責務だ。

			　左手をミルキットの頬に当てると、微かに開いた唇から、「あ……」と小さく声が出る。

			　右手も同じく頬に当て、親指の腹でおそろいの奴隷の印をなでた。

			　そして、目を真っすぐに見つめながら告げる。

			「かわいいよ、ミルキット」

			　発したフラムにとっても、そして聞かされたミルキットにとっても、予想していたよりもずっとこっ恥ずかしかった。

			　ミルキットの顔は、みるみる赤くなっていく。

			　口がぱくぱくと開閉し、「あ、あぅ、ぁ……」と意味のない言葉を紡ぐ。

			　しかし、嫌ではない。

			　むしろうれしい。

			　それを察したフラムは、さらに追い打ちをかけた。

			「すっごくかわいい」

			　太陽のような笑みで、まっすぐ素直に。

			　その恥ずかしさに、ミルキットはついに耐えきれなくなってしまう。

			　彼女にしては信じられないほど素早い動きでフラムの手から逃れ、ベッドの上に落ちていた包帯を手にとった。

			　そして主に背中を向けて、大急ぎで顔を覆っていく。

			「あ、あれ？　ミルキット、なんでまた包帯巻いてるの？」

			「無理ですっ、無理なんですっ！」

			「なにが？」

			「やっぱり、素顔は無理です、お見せできませんっ！」

			　そう言って、乱雑に顔をぐるぐる巻きにしていく。

			　慌てて巻いたものだから、口の半分は包帯で隠れているし、右目も見えなくなってしまっている。

			　それでも、フラムに顔を見られるよりはマシだと思った。

			　こんなの初めてだ。

			　胸がドキドキして、痛くて、苦しくて、まともにフラムと向きあえない。

			　しかしまったく悪気のない彼女は、ミルキットの肩に手を置いて、顔をのぞき込んだ。

			「もったいないよ、そんなにかわいいのに」

			「ふざけて、ませんか？」

			「ふざけてない。少なくとも、私にとっては世界一かわいい」

			「……あ、う……そんなこと、初めて言われました」

			「世間には見る目のないやつばっかだね、おかげで私がミルキットと出会えたわけだけど。ほら、ちゃんとまた顔をみせてよ」

			　またフラムの手が包帯に伸びて、素顔を晒していく。

			　見られていると自覚すると、ミルキットの顔はまた温度が上がってしまう。

			　冷まそうと両頬に手を当てるも、すぐに手の方が熱くなって、なかなか体温は下がらない。

			「あの……やっぱり、素顔を見せるのは厳しそうなので……」

			　また包帯を拾い、顔に巻き始めるミルキット。

			　フラムは苦笑いしながら言う。

			「私は見たいな。というか、そんなにかわいいのに見せないのはもったいなくない？」

			「もったいなく、ないです。だから、その……」

			　フラムはどうしても顔を見たいと言う。

			　ミルキットは、主に見られるときですらこの有様なのだから、顔を晒して外を歩くのは不可能だと断ずる。

			　妥協案は――ひとつしかなかった。

			「二人きりの間だけ、包帯を外すというのは、いかがでしょうか」

			　ミルキットは包帯の上から頬に手を当て、布をくしゃりと軽く握りながら言った。

			　上目遣いに、包帯の隙間から見える赤らんだ頬が、さらにフラムの体温まで上げていく。

			「それはそれで、なんか恥ずかしいような……」

			「そう、でしょうか」

			「まあ……私としては、それでもいいっていうか……その方が、いいかも」

			　素顔のミルキットが外を歩けば、嫌でも目についてしまう。

			　誰かに狙われるぐらいなら、今のまま、普段は包帯を付けてくれた方が、フラムにとっては都合がいい。

			「でも確かに、なんだか、言われてみると……私の顔はご主人様だけのものです、と言っているようで、ちょっと恥ずかしいです」

			　ミルキットは、そう言ってはにかんだ。

			　フラムの視界がぐらりとゆがむ。

			　思わずめまいを覚えてしまうほどの破壊力である。

			「だけど私はご主人様の奴隷ですから、それでもいいですよね」

			　自分を納得させるようにミルキットは言った。

			　ついぞフラムはこらえきれず――彼女の体を抱き寄せた。

			　衝動的に、理性が本能を抑えきれずに。

			　驚いて、まばたきを繰り返すミルキットだったが、自分の体を包む体温に心地よさを覚え、すぐに背中に腕を回した。

			　思わず抱き合ってしまったが、フラムは特にこれからなにをするかなどまったく考えておらず。

			　とりあえず――

			「……あらためて、これからもよろしくね」

			「はい、末永くよろしくお願いします」

			　そんなあいさつを交わして、そのあとしばらく、二人は抱き合ったまま過ごすのだった。

			


			　◇◇◇

			


			　ちなみに――二人で一階に戻ったあとエターナに、

			「包帯取るだけなのに長い」

			　とあきれられたのは、言うまでもないことである。

		

	
		
			番外編　三人の日課

			


			　繰り返しリフレインするあの光景。

			　ミルキットの包帯が巻かれた顔を見るたびに、私は彼女の可憐な素顔を思い出す。

			「かわいかったなぁ……」

			　私は居間のテーブルに頬杖をつき、つぶやいた。

			　まあ独り言だったわけだけど、真正面に座るエターナさんが聞き逃すはずもない。

			「じぃー……」

			　見られている。

			　しかし、話しかけてはこない。

			　私は視線を感じると、ちらりと彼女の方を見た。

			　するとエターナさんはふいっと目をそらしたので、私もすぐに自分の世界に戻った。

			　その日、私は朝からずっと落ち着きがなかった。

			　ミルキットは、私と二人きりの間だけ素顔を晒すと言っていた。

			　つまり今日の晩もまた、私は彼女の包帯を外せるというわけで。

			　楽しみ……なのかな。

			　心臓あたりが熱くて、鼓動もいつもより速くなっている気がする。

			　うん、どうやら私は、それを『心待ち』って言っていいほど楽しみにしているらしい。

			　でも純粋に楽しみにしているだけではないらしい。

			　包帯を外すだけで、別に変なことをしているわけでもないのに、ミルキットの肌の感触を思い出すたびに、ぞくぞくしてむず痒い気分になる。

			「たかだか包帯を外すだけなのにね」

			　再び独り言。

			「じいぃー……」

			　そしてまた見られる。

			　だがやはり、話しかけてはこない。

			　さすがにここまで凝視されると気になるが、嫌な予感がするのであえてのスルー。

			　でも、包帯を外してから変になっちゃったのは、私だけじゃない。

			　ミルキットも、たぶん同じようにそわそわしてた……と、思う。

			　いや、『同じように』って言い切れるほどの自信はないけど、彼女の挙動不審な行動を今日だけで何度か目撃した。

			　それは、なんだか今日の私ととてもよく似ているような気がした。

			　つまり、あっちも意識しちゃってるわけでしょ？

			　それ以外の理由なんて考えられないし。

			　いや――もしかして、昨日のアレで、嫌われちゃったとか？

			　ううん、絶対にそれはない。

			　言い切れる。

			　断言できるだけの理由はないけど、ここはあえて言い切っておきたい。

			「むしろ心の距離はぐっと近づいた気がするんだけどなぁ……」

			　三み度たび独り言。

			　ざぱぁ、と風呂場の方からお湯の流れる音がした。

			　私は思わずぴくっと反応する。

			「じー……」　エターナさんがニヤニヤしている。

			『べ、別に変なことなんて考えてませんから！』と弁明したがる心を、力ずくで抑え込んだ。

			　なんでお風呂から音がしたかっていうと、現在ミルキットが絶賛入浴中だからである。

			　エターナさんの水魔法のおかげで浴槽に水を張るのは簡単なので、私たちは贅沢にも毎日湯船に浸かっていた。

			　しっかし、西区でお風呂場のある一軒家なんて、かなり裕福だよね。

			　部屋の数も多いし、広いし、少し古いけど、相当リッチな人が使ってたんだろうな。

			「リーチだけに……ふふっ」

			　下らないことで噴き出す私。

			　しまった、こんな阿呆なことやってたら、またエターナさんにニヤニヤされてしまう――

			「って今回は見てないんかーい！」

			「……え、なにが？」

			「今までさんざん私をおちょくるような顔をしてたじゃないですか!?」

			「わたしは善良な一流魔法使い、そんなことはしない。フラムの考え過ぎ」

			「『じー』って声に出して言ってたくせに!?」

			　言い訳が無茶すぎる。

			　あと善良な魔法使いは自分のことを一流って自称しないと思いますよ、エターナさん。

			「仕方ない、どうしても構って欲しいと言うのなら付き合ってあげないでもない」

			　すっごい仕方なさそうに言ってきた!?

			「なぜに上から目線……いや、別に構って欲しいわけじゃないんですが」

			「で、お風呂場から聞こえてくる水の音を聞いてなにを想像してた？　裸のミルキット？」

			「どうしてそうなるんです！」

			「フラムが初デート前日の思春期男子みたいな顔してたから」

			　たとえがあまりにひどい。

			　エターナさんから見た私は一体どんな風に映ってるんだろう。

			　というかせめて女子って言ってくれませんか。

			「私は十六歳のごくフツーの女の子ですから！」

			「普通の女の子はいちいち包帯を剥はぐことを想像して悶もん々もんとはしないと思う」

			「はぐぅっ！」

			　胸を押さえて苦しむ私。

			　あまりにクリティカルヒットだった。

			　彼女の言葉はあまりに、あまりに私の悩みの核心を突いている。

			　というかやっぱり気づいてたんじゃないかよう！

			　でも待って、ここで引いてしまえば私が悶々としていたことが事実になってしまう。

			　確かにミルキットの包帯についてあれこれ悩んでいたけど、悶えてはいない。

			　ほら、もっと戸惑いとか困惑とか、乙女にふさわしい言葉がありませんこと？

			「待ってくださいエターナさん、悶々という言葉には語ご弊へいがあると思います！」

			「じゃあ……ムラムラ？」

			　ガクッと崩れ落ちる私。

			　悪化しとる。

			　どうしてそうなっちゃうの!?

			「それじゃ余計にです！　私はただ、こう、なんというか……もっと綺麗な心で悩んでたんですよ」

			「わたしにはよくわからない」

			「どのあたりがですか？」

			「ミルキットの顔は無事に治った。そして包帯を解いて素顔を見た」

			「その通りですね」

			「なら、どうしてミルキットはまた包帯を巻いたのか、どうしてフラムの前でしか素顔を見せないのか、わたしはそのあたりの説明を受けていない」

			　言われてみれば、確かに。

			　……まさか、エターナさんが私をからかってたのって、それを教えなかったせい？　不機嫌アピールだったの？

			　だとすると、それは申し訳ないことをしてしまった。

			　ミルキットの顔を治療してくれたのは他でもないエターナさんなのに。

			　その本人を蚊か帳やの外にするのは、さすがに失礼だよね。

			「すみませんエターナさん」

			　私は素直に頭を下げて謝り、理由を説明する。

			「それは、ミルキットが私以外に顔を見せるのを恥ずかしがったからなんです」

			「ふむ、なるほど。今まではずっと包帯で顔を隠して生きてきたから、急に見せるにはまだ心の準備が足りないと」

			「そういうことでしょうね」

			　実際は私が『かわいい』って言っちゃったせいなんで、微妙に違うような気がするけど――多分大きく間違ってはいないと思う。

			　誤差の範囲内だからセーフってことで。

			　んで、エターナさんはこれで納得してくれたのかな。

			　なんか顎に手を当てて、難しい顔で考え込んでるみたいだけど。

			「だから、主であるフラムにだけは素顔を見せる」

			「そうですね」

			「二人きりの部屋で包帯をほどく」

			「まあ、そうです」

			「二人きりの密室で包帯を解いて素肌を晒す」

			「間違ってませんけど、なんで繰り返すんです？」

			「二人きりの密室で体を覆う布を脱がせ肢体を晒す……」

			「それはなんか違いません!?」

			　前言撤回。

			　機嫌に関係なく、エターナさんはこういう人だ。

			　私をからかいたいだけの人なんだ！

			「フラム、いやらしい」

			「どっちが!?　どうしてもその路線から外れてくれないんですね……いや、まあ確かに、かわいいとは思いましたよ。顔も熱くなって、空気も変な感じになって、ただ包帯を外しただけって言うには雰囲気が出すぎてたとは思いますけども……けども！」

			　他人には見せないミルキットの素顔を見るという行為は、服を脱がして肢体を見るのに似通った部分もあるのかもしれない。

			　でもね、断じていやらしくはないから。

			　まだ慣れてないだけなんだって、あと何回か繰り返せば絶対に普通にできる……はず、だし。

			　しかし、そんな私の本音を聞いて、エターナさんはなぜか困った顔をしていた。

			「……認められると、それはそれで困る」

			「じゃあ最初からからかわないでくださいよぉぉぉー！」

			　椅子から立ち上がり吼える私。

			　よー、よー、よー……と叫び声が夜の王都に響いた。

			


			　◇◇◇

			


			　ミルキットがお風呂から上がると、私たちは寝室へ向かった。

			　部屋に入ると、彼女は一足先にベッドに座り、待ちわびるように私の方を見た。

			　どくん、と心臓が高鳴る。

			　ううぅ、エターナさんと変な話をしたせいか、妙に意識してしまう。

			　ただ包帯を外すだけだぞ？

			　昨日だってやったはず……って、昨日も最後の方は私もかなり恥ずかしかったわけだけど、でもこんな妙なことは考えてなかったはずなんだけどな。

			　なにもかもエターナさんが悪い。

			「ご主人様？」

			　こてん、と首をかしげる寝巻き姿のミルキットは卑怯なほどかわいい。

			　お風呂上がりでほんのり赤らみ、しっとりした肌が余計に彼女を艷あでやかに見せていた。

			　というか、今の彼女を見てドキッとしない生物がこの世に存在するのかな。

			　エターナさんだって、少し湿った髪が鎖骨にくっつく光景とか、見ちゃったら絶対に心臓バクバクになっちゃうと思うんだけど。

			　ならない？　私だけ？　そんな馬鹿な、認めてなるものか。

			　ああでも、確かに昨日、最初の方は平気な顔してミルキットに『かわいい』とか言ってた気がするな。

			　でも途中から、妙に恥ずかしくなりはじめた。

			　つまり私を不必要に意識させているのは、『彼女の素顔を見ていいのは私だけ』っていうシチュエーションに、ってことなのかな。

			　独占欲の芽生え――みたいなアレってこと？

			「あの……どうかしましたか」

			「へ？　ああいや、なんでもないなんでもない。あははー……」

			「……？」

			　これ以上悩んだってしょうがない。

			　とりあえずミルキットの隣に腰掛けて、私は彼女の方を見た。

			　目と目があう。

			　濁りの一切ない、深く澄んだ瞳が私の心の奥底を覗くように、まっすぐ向けられていた。

			「それにしたって、ずるいよね」

			「なにか、お気に召さないことがありましたか？」

			「ううん、そういうんじゃなくって、ミルキットの目がずるいぐらい綺麗だなと思って」

			　こういうの、目フェチっていうんだろうか。

			　フェチ……それはなんか違う気がする。

			　でもそう思ってしまうぐらい、私は彼女の瞳に惹かれていた。

			「ご主人様だって綺麗な目をされていますよ」

			「お世辞はいいって、私なんて目も心も濁りまくりだから」

			「そんなことはありません、ご主人様は私よりもずっと綺麗です」

			「いやいやミルキットの方がずっと綺麗だってば」

			「いいえ、ご主人様です」

			「ミルキットなの！」

			　私が両手を握って強弁すると、ミルキットは急に「ふふっ」と噴き出してしまった。

			　しまった、必死すぎたか。

			　でも事実だから仕方ない。

			　自分の顔なんて鏡を見て嫌ってほど知ってる。

			　それに、私がミルキットを守ろうと思ったのは、自分を奮い立たせるための――いわば打算だから。

			「ここはご主人様を立てると思って、認めてよ。ね？」

			「ご主人様を立てるというのなら、普通は逆ではないでしょうか……ですがわかりました、そこまでおっしゃるのなら」

			　うーむ、なんかこれじゃ私がわがままを言ってるみたいだ。

			　まあ事実だし、正直、ここまで必死に認めてもらう必要はなかったわけだけど。

			　でも、なんでか認めたくなかったんだよね。

			　ネガティブ思考は悪いクセ、ただしおかげで変な空気は吹き飛んだ。

			　これなら落ち着いて包帯をほどけそうな気がする。

			「さて、そんじゃ外すからね」

			「はい、気持ちの準備はできています。いつでもどうぞ」

			　気持ちの準備って……ほら、やっぱりミルキットもいろいろ考えてたんじゃん。

			　一緒だったんだって思うと、さらに気持ちは軽くなった。

			　私は指先を首の後ろに回し、結び目に触れる。

			　顔が近づいて、ミルキットの吐息が私の耳をくすぐった。

			　体温が上がっているからか、呼気も暖かい。

			「ん……」

			　腕が首筋に触れる。

			　彼女の喉から小さな声が漏れる。

			　私はこそばゆい思いをさせないように、と急ぎ気味に結び目を解いた。

			　そして顔を覆う包帯を取り外していく。

			　その下からなにが出てくるのか、私はとっくに知ってるはず。

			　けど、少しずつあらわになる白雪のように美しく、きめ細やかな肌を見ると、ため息をつかずにはいられない。

			　そこに、ベリーのシロップをまぶしたように、淡く赤色が広がっている。

			　感情を示す色彩。

			　共感を意味する紅染め。

			　ミルキットと私は、その名も知らぬ同じ気持ちを、けれど間違いなく抱いている。

			　細部は違えど、向く方角は同じ。

			　ふれあい、交わし、深めていけば、きっと同じ到達点にたどり着ける。

			　そんな気がした。

			　おそらくそれは、今からじゃ想像もつかないほど遠い旅路の末になるだろうけど――って、考えてて自分でもよくわかんなくなってきちゃった。

			　とにかく、私とミルキットの方向性は今のままでいいってこと。

			　エターナさんが言うみたいに、いかがわしい関係じゃないんだからね！

			　と、誰も聞いていないのに脳内で主張する私は、彼女の包帯を解き終えると、頬に両手を当ててその瞳を見つめた。

			「やっぱりかわいい」

			「今日は、あまり言わないでくださいね。うれしいんですが、ご主人様の顔をまっすぐ見られなくなるので」

			「ふふ、わかった。じゃあ控えめに言うね」

			「それでも言うんですね……」

			「そりゃあ言うよ、だってミルキットってば本当にかわいいんだもん」

			　ぽんっ、とミルキットの頬が一気に赤らむ。

			　手のひらが、上昇する体温を感じていた。

			　そのまま私は滑らかな肌に触れたまま、その感触を堪能する。

			「私の頬……そんなに、気持ちいいですか？」

			「うん、触ってると幸せになれる」

			　お世辞抜きで、本当に幸せだったりする。

			「あの、不ぶ躾しつけなお願いになってしまいますが」

			「ん？　なにかしたいことがあるなら遠慮せずに言って」

			「はい……その、私も、ご主人様の頬に触れてもいいでしょうか」

			　ミルキットは遠慮がちに言った。

			　なんだ、そんなことなら、なにも言わずに触ってくれていいのに。

			「私のほっぺたはミルキットフリーだから、好きにしていいよ」

			「そ、それでは……失礼いたしますっ」

			　ぺたっ、とミルキットの手のひらが私の頬を包み込む。

			　少しひんやりとした温度が、火照った肌から一瞬だけ体温を奪った。

			　けれどすぐに熱を帯びて、同じ温度を共有する。

			　彼女は私の目の下にある奴隷の印に触れて、親指の腹で目を細めながらそれをなでた。

			「これが、私とご主人様を繋げたもの……」

			　昨日、ミルキットは私の印を見て『おそろいですね』と言っていた。

			　私はそれを、照れ隠しのための言葉だと思っていたけれど、本当はもっと深い意味が込められていたのかな。

			　自分は奴隷だと決めつけて変えようとしないミルキット。

			　どんなに言ったって、彼女にとっての私が主という上の立場の人間であることは変わらない。

			　そんな二人の間にある、唯一の対等な繋がり。

			　それが、この奴隷の印なのだとしたら――

			「私の頬を触るの、そんなに楽しい？」

			　私はかすかに口元を緩めるミルキットに問いかけた。

			　彼女はこくりとうなずき、答える。

			「私の中の、今まで空っぽだった部分が、埋まっていく感じがします」

			　それは、私にとってもすごくしっくりくる表現だった。

			　そう、これは互いに空っぽだったなにかを埋めあう行為だ。

			　断じていやらしいことではなく。

			　いや、別にそれを否定するために無理やりこじつけてるわけじゃなくて、本当にそう思ってる。

			　家族とも違う、友達とも違う、もちろん奴隷に対するものでもない。

			「……ありがとうございました」

			　ミルキットはふいにそう言うと、私の頬から手を離してしまった。

			　外気にさらされ、ひんやりとした空気の流れが肌をなでる。

			　ただ手が離れただけなのに、少し寂しい。

			「明日もまた、触ってもいいですか？」

			「もちろんっ！」

			　申し訳なさそうに尋ねる彼女に、私は食い気味に返事をした。

			「なんなら今日だっていいんだけど」

			「それは、無理です」

			　赤くなった彼女は恥ずかしそうにうつむいて、小さな声で言う。

			「いきなり長時間すると、胸が張り裂けてどうにかなってしまいそうなので……少しずつで、お願いします」

			　ああ――この子は本当に、どうして――私の弱点を突くのが、こんなにも上手なのかな。

			「ご主人様の気持ちはうれし……ひゃんっ!?」

			　私は襲いかかるように彼女をベッドに押し倒した。

			　そして頭を胸に抱きしめて、寝転がる。

			「ご主人様……抱きしめるなら前もってそう言ってください」

			「ごめん、つい」

			　昨日と同じく、感情だけで動いてしまったことを少し後悔しつつも、『こうするしかなかったよね』と繰り返し自分に言い訳をしていた。

			　そう、こうするしかないほどに、あまりにミルキットがかわいすぎたのだ。

			　なんなんだこの子は、ひょっとすると私のハートを破裂させるために送り込まれた刺客かなにかなのか。

			　そんな馬鹿らしいことを本気で考えてしまうほど、彼女は私のウィークポイントを的確に貫いていた。

			「すごく、心臓が、バクバク言ってます」

			　いやあ、肉が薄いからよく聞こえてるんだろうなあ。

			「びっくりしましたが……こうしてご主人様のぬくもりを感じていると、なんだか安心できますね」

			　そう言ってミルキットは、私の背中に手を回す。

			　私も安心する。

			　裏切られても、見捨てられても、奴隷になっても――私にはミルキットがいる。

			　一人じゃないんだって、実感できるから。

			『わたしのこと忘れてる』

			　脳内エターナさんがなにか言ってるけど、今は無視しとく。

			　二日連続で私とミルキットは抱き合ったまま過ごした。

			　そして彼女がかわいらしくあくびをしたところで、「そろそろ寝よっか」と体を離し、彼女は自分のベッドに移動する。

			　一人布団に潜り込んでも、体と布団には彼女の温もりと香りが残っている。

			　包まれているだけで安らかな眠りと幸せな夢を私にもたらすなんて、魔法よりずっと魔法じみてるよね。

			


			　◇◇◇

			


			　私たちのこんなやり取りは、これからも毎晩続いていく。

			　エターナさんにあきれられながらも、私たちはお互いの心を満たし、存在を確かめあうスキンシップをやめるつもりはない。

			　仮になにか変化があったとしても、それは今からずっと先――私とミルキットの関係に、ちゃんとした名前が付いたあとのことである。

		

	



























		
			あとがき

			


			　このたびは、「お前ごときが魔王に勝てると思うな」以下略をご購入いただき誠にありがとうございます。

			　わたくし、作者であるkikiと申します。

			　表紙や口絵から不穏な空気を察していただけた方も、王都で気ままに暮らす平和な話を期待してくださった方も、ＷＥＢ版で内容を知っているという方も、楽しんでいただけたでしょうか。

			


			　いわゆる追放モノの体裁を取りながら、ファンタジー＋百合＋ホラー＋バトルという趣味全開な展開の本作。

			　非常に人を選ぶ内容だという自覚があるのですが、書籍化に至ったのはＷＥＢ版の頃から応援してくださった読者の皆様、そして声をかけてくださった担当編集様のおかげです。

			　まさか自分も書籍化すると思って書いてませんから、こうしてあとがきを書いていること自体が未だ信じられないぐらいです。

			　いやあ、人生って何がおきるかわかりませんね。

			


			　さてこの作品、四十文字オーバーというやたら長いタイトルをしているのですが、実を言うとタイトルの約七割が一巻で回収されています。

			　といいますか、一巻どころか一章、いや一話目で、『「お前ごときが魔王に勝てると思うな」と勇者パーティを追放されたので、』まで回収されていると言っても過言ではないでしょう。

			　残るワードは『王都で気ままに暮らしたい』。

			　そう、これこそがこの作品の目的――つまりフラムがミルキットと共に、王都での気ままな暮らしを勝ち取るために奮闘……いや、激闘……というより粉砕……？　していきます。

			　スローライフは死にました。

			


			　敵は、ファンタジーによく出てくるスライムやゴブリン、ハーピィ、ドラゴン……などではなく、二章で出てきたあんなんです。

			　モンスターというよりクリーチャーといった方が相応しいでしょう。

			　とんでもないものをデザインさせてしまい、イラストのキンタ先生や、イメージの共有をしてくださった担当編集様には本当に頭が上がりません。

			　そしてごめんなさい、二巻からはアレやアレが出てきて、よりエスカレートしていくと思います。

			


			　……と、ここまで書いて気付いたんですが、あとがきを書くのって小説を書くのより難しいみたいです。

			　小説のときと比べて数倍かかってるような気がします。

			　他の作家さんはどうしてるんだろうと思って手元の本をぱらっとめくってみると、悩んでいる方もそれなりにいるようです。

			　ここは一つ、あとがきの最終手段である「作中のキャラ同士に会話をさせ、そこに作者自身が乱入する」という古典的な手法を取るのも一つの選択肢かもしれません。

			


			　フラム「やっほー、フラムだよー！」

			　ミルキット「ど、どうも、ミルキットです」

			　作者「そして私が作者のki

			


			　地獄絵図にしかならないのでやっぱりやめておきます。

			　しかし台詞のおかげでほどよく文字数が稼げたので、このあたりでアホな話は終わりにしましょう。

			


			　最後に、この本に関わってくださったみなさんに感謝を。

			　色々と無茶な要望を出したにもかかわらず、私の想像を１００倍ぐらい超える素晴らしいイラストを仕上げてくださったキンタ先生。新しいイラストが送られて来るたびに小躍りしてました、本当にありがとうございます。

			　初めての経験だらけで至らない私をフォローしたり、様々なアドバイスをくださった担当編集のＩ様。丁寧かつ迅速な対応をしていただき本当に助かりました、ありがとうございます！

			　その他、出版に関わってくださった皆様、素晴らしい本に仕上げていただきありがとうございます。

			


			　そして、この本を手にとってくださった読者様にも、改めて最上級のお礼を。

			　本当に、本当にありがとうございます。

			　フラムたちの物語の続きで、またお会いできれば嬉しいです。
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